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我が 文 塊に 稀 ^ なる 奇駿 v あつた。 あの rnl 爛たる 文 京と、 全篇に 橫溢 する あの 力强い 理想主義 
とは、 優に 常時の 平板に して 無 ?(? 想なる 藝術界 乃 全 ^ 力に 對抗 して 餘 6 ある もので あつた。 新 
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待は 其處に ある。 
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本書の 巻頭 数十 頁に 百 一れ 
る 「倫 敦濟 息」 の i は 
先生が. 滯英 中の 傑作に L 
て、 曾て 如何なる 集に も 
掲げられず、 未だ 發掘せ 
ぎり L 寶 玉と も稱 すべく 
まことに 本書の 異彩 也り 
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〜 1 r 我が輩は 猫 v あぐ j 以前の r 倫敦 消息 」 に 溯 6、 爾後 十數 年間に 一旦れ る漱 
| 石 先生の 著作 中ょ 68 取る 代表的なる ものを .,, Ba 適び、 をの 短 & は 都べ て 
を 採ぅ、 長さは 最も 要所 切 所を 含める 部分を と 6 て 其の 前後を 解説し、 
而して 乙れ 5: 歴史的に 排列し 以て 一册 となす 。堂々 五 西 五十 M 、 漱石先 
I 生 全 傑作 抄と 呼ぶ 可し。 匆忙の 世の 營み に携は 6 て、 先生が 等身の 作物 
\ を 讀破 する を » しとす る 人は、 須 らく 本 集に 就け 0 我が 文壇の 互 匠 夏 目 
し 漱石 先生が ^ 術の 精释は 即ち 凝つ て 此の 一卷に 在る 也。 
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夏 目漱石 氏の 逝去 

大正 五 年 十二月 九日 午後 六 時 五十 分、 夏 目漱石 氏は 遂に 逝 S た。 

顧れば、 明治 三十 八 年、 「偷敦 塔」 「幻影の 楣」 「琴の をら 音」 「一夜」 の 諸 作が つぎ <に發 表せられ、 仝 
年 十月、 漱石氏 最初の 大作 「我輩は 猫で ある」* の 初版が 出版せられ て、 我國 一般の 知識 的 所有 にぁ^ー ゲてか 
ら 、今日 迄の 間には、 僅かに 十一 年の 歲月が 挾まれて 居る に過ぎない。 而も 乙の、 日露 戰役を 首途 とし 2 
る 十 年間 乙 を、 實に 我が 文明 史上 k 於け る 最も 紀 念すべき、 而して 最も 有意義なる 文運の 勃興 期で あつた。 

此 時代に 於て、 筆硯に 親しむ 乙と 十 年、 絕 ぇず 我が 文運の 先覺 者と して、 文壇 一方の 雄と して、 而して 
亦全國 民の 慰藉 者と して、 一代の 渴仰を 集め 來れる 我が 夏 目漱石 氏が、 我が 國民 生活の 上に 齎 した 功績は I-) 
をの 時代を の ものと 共 K 限ぅな く 偉大で あ 6 有意義で あ 0 た。  C 

吾等は 漱石 氏の 此の 偉大な 生を 結ぶ 偉大な 死に際して、 特に その 一生を 紀 念すべく、 玆に 夏目漱 石氏紀 
念 臨時 號を 編す る 乙と ^ なつた。 

左に 揭 ぐる ものは、 漱石氏 逝去の 翌朝、 東京 朝日 新聞紙が、 氏が 臨終の 狀を 叙す るべ く揭げ た 一節で あ 
る。 特に 同 新聞社の 許諾を 得て、 氏が 臨終の 記に 代へ る ことにした。 

午後 二 時 (九日) 食鹽 注射を 行 ふと、 ■呼吸 も穩 か ^ な 6 脈 博 も减 じたが、 間もなく 再び 呼吸 逼迫し 
「水 i. 9 萄を吳 れ」 と 云 はれ、 頻 に 胸の 苦痛 1: 訴へて 「早く 胸と 頭を 冷せ」. と 促 3れ た。 時に. 午 m': 五 時 
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半 頃で あつたが、 六 時 ^ なると 「苦し S から 注射を 爲て 吳れ 死ぬ と 困る から」 と 云 はれた。 それから 
漸次 苦痛が 增し 「胸と 頭 R 水を^-、 水を ぶ ッ 掛けて 吳れ J とせが まれる ので あるが、 それ もなら ぬ 
ので、 看護婦が 手拭を S して 顔を 撫でる、 先生は 聲を 荒らげて 怒られた。 看護婦 も已む なく 水を 含ん 
で 顔！ 面 R 吹 & かけて 上げた。 すると 先生は 物靜 かに 「有難 SJ と 一口 云 はれた。 之が 實に 先生の 最 
後の 言葉で あつた。 之と 同時 k 脈 も 出な くな. 0、六時四十分には言葉にも盡3れぬ苦痛が起つて、遂 
に 死の 狀態 に陷 られ 、六 時 五— 十分 愈 息を 引取られた。. 斯くて 夫人を 初め 友人 中 村 氏 以下 門弟 等 四十 餘 
人の 人々 •か 淚な がらに 末期の水を 供し 为 ので ある。 
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•夏 目 漱石氏 ■檢 

醫學 博士 ^ ^ X S 

十二月 十日の 午後、 佘は 東大 醫科 大學 解剖 室に 於て、. 夏 M 漱石 氏の 屍體 解剖の 刀を 執つ た。 

乙の 解剖の 目的は、 漱石 氏の 腦を 研究し、 死因を 檢す るた めで あ 延 a ては 消化 機 病の 系統を 調べる 
ためで あつた。 したがつ て、 今回の 解剖は、 頭部と 腹部と に 限 6、 他の 個所には 及ばな かつた。 

'漱石 氏の 腦の 重量は、 千 四百 二十 五 芄あ つた。 通常 日本人の 腦の 重量は、 千 三百 五十 茏內 外で あるから、 
氏§七 十五 瓦 重 S わけで ある。 腦の 量の 重 S 事は、 優れた 人で あると いふ rJ とを 意味す る。 しかしを れ 
は 絕對で はな S。 現に 東京 市の 一 行路病者の 腦量は 、千 七 百芄も あつた。 . 

日本では、 偉大な 人物の 腦量を 檢した ことは、 極めて 少なく、 僅か 七 八十 例に 過ぎない。 をの 例の 內で、 
普通人の 腦景ょ 6 も輕 S のが、 七 八 例 あるが、 他は すべて 重い。 乙の 點から 見ても 漱石 氏は 傑出した 人 •て 
あつた。 

更に 氏の 腦の 回轉狀 態は、 甚だ 複雜 であつ て、 左右の 前頭葉 顧 頂 部、 わけても 右が 發 達し. て， Q た。 腦の 
回轉狀 態に 關する 詳細の 硏究 は、 今後に 埃つ て、 玆 には 述べない 乙と k する。 

.氏の 死因は、 胃潰瘍 v あつたが、 旣往 症と しては、 明治 四十 三年 六月、 胃酸過多症に 罹られ 輕 度の® 
尿病も韶められた。翌四十四年八月上旬、氏は伢豆修善寺 ^ 療養中、俄然吐血 ^ れて'人事不 « に陷つた。 
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をの 時には 明かに 胃潰瘍 V ある 乙と が / D かつた" 

最近の 病狀の 著る しい 變化は 、十一月 十六 日に 粕漬 の *1 を 食 ron てから だ。 氏は をの 晚 から 胃の 膨滿を 
感じられ、 疼痛を 覺 ぇられた。 越 ± て廿 一日に ある 結婚 披露の 式に 臨まれ、 歸もれ てからし き 6 と 不快が 
られ た。 廿 二日には 疼痛 不快を 增し 、嘔吐され た。 しかし その 折には 血液は なかつ た。 廿 八日の 夜 十一 時 
半 頃、 氏は 不意に 床上に 起き 上ぅ、 あつたと 叫んだ ま、 人事不省、 に陷 つた。 脈が なかつ た。 傍から 冷水を 
注いだので"氏はやぅやく意識を恢復 5 れ穴。をの夜中三時頃に、胃或は十二支觴の內出血のあつた乙と 
が、 便秘で 知れた。 

十二月 二日 午後 三時 頃、 氏は 大便を 催して 自身 起き上がつ た。 をして 强く 腹壓を 試みた 瞬間 ^ 、 またし 
て も 打ち倒れ て 人事不省に 陷つた 。血便が あつた。 

臨床の 結果から 見る と、 氏には 二つ の 病症が あつた。 一つは 糖尿病で あつて、 乙れ は 明治 四十 三年に 胃 
騰 病院 入院 當 時からで あ $、 いま 一つは 胃の 症狀 、即ち 胃潰瘍で あつた。 而して 死の 直接 原因は、 十一月 
廿八日 おょび 十二月 二日の 二回の 大 出血に あつた。 

消化機の方の解剖の結杲は、腹部が太鼓狀を成してゐ.て、非常に緊張してゐた。開いて見ると、それは 
瓦斯の ためでは なくつ て、 騰の 內容が 充満して ゐ たので ある。 そして 其の 壁を 通して 大 出血の 跡が 見ぇ、 
虫樣 突起を 中心として、 上 行結觴 肝臟橫 隔膜の 間に 癒着の あつた 事を 發 見した。 第二 回の 大 出血 後、 氏は 
しば  <腸 が CA つばられ る やぅ だと 想 t られた が、 をれ は 腹膜が 刺激 狀態 にあつ たからで ある。 それに 虫 
•樣 突起の 形が 變つ てゐ て、 普通の ものとは 反對の 方向に、 まるで 釣針 狀に 曲つ て ゐた 。之は 嘗て 氏’ か虫樣 
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突起 炎を 患つ た 乙と を 證する もので あつて、 氏の 親友 中 村是公 氏の 話に よると、 氏は 二十歳の 書生 時代に 
腹膜炎を 病れ たとい ふが、 解剖の 結果 明かに その 病歷が 示 ^ れてゐ る。 

次いで 腸 及び 十二 指 m を 開いて 見た が、 乙、 には 何等 出 血痕を 見な か . 〇 た。 胃 R 及んで 始めて 特有の 潰 
瘍を發 見した。 それは、 ® 門 部の 上方 約 五 七 ンチメ  t トルの 上 乙 ^ ' R あつて、 長さは 五 センチ メ r 卜〆、 
幅. は ー センチ メ r トル 半 あつた。 乙 の， 潰瘍の 內に は、 大きく 破れた 二つの 跡 •かあつて、 右の 方は 十一月 二 
十八 日の 大出 血を 示し、 左の 方は 十二月 一 一日の 大 出血を 示して ゐる 。胃の 中は、 最後 ^ で 胃酸過多症を 持 
つて. Q た。 幽門 部 ^ は-三つ ばか $ の 斑痕 •か あ 6、 閉窄 症の 疑 a •か* あつた。 その他の 諸臟 器に 於 1: は、 何 
等の 異樣を 見な か 〇 たが、 肝臟 脾臟、 乙 とに 後者の ごときは、 灰白色に なつて， q て、 實質が 非常に 增して 
ゐた 。腎臟 は、 糖尿病の 結果、 小 S く 堅くな つて， Q た。 

十二 指騰 R は、 潰瘍の 跡は なくつ て 一 ぱい ^ どす 黑 S 血液が かたまつ て 居、 その 附近の 淋巴 線爻で 、多 
くの 血液を 吸收 した 樣が 看取 5 れ 、いかば かぅ 大き S 內 出血で あつたかを 偲ばし める。 

玆 R 1 代の 文豪た る 氏 1: 知る 上に、 極めて 重大な 問題が ある。 氏は 天才 肌の カラク > ルを もつ て 居られ 
甚だ 我儘で あつたが、 近來 、時として 發作 的に、 追跡旋 の 症狀が あつた やぅで あつた。 乙 の 症狀は 胃潰瘍 
と 何等 關係 はなく して、 糖尿病から 來た 結果で ある。 

由來 、糖尿病 k は、 一種の 精神 症狀 •か 隨伴 する もので あ 〇 て、 佛蘭 西の. 學者ノ ，デン 氏の 著書 ^ よると、 
一般に 糖尿病 患者には、 精神 症狀が あつて、 仕事に 對 する 倦怠が 著る しいと 書いて ある。 

事 實 、糖尿病 患者は、 よく メラン n. リ -に 陷る N1 とが あつて、 時と すると 自殺 i: さへ 决行 する。 從 〇 て 
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糖 嵌 病を 治療す ると、 かう した 精神 症狀も 同時に 治癒す る 乙と が ある。 

追跡 狂は、 ノルデン 氏の 言の 如く、 糖尿病 患者に 起る 症狀 である ばかう でな く、 天才の 人に 往々 認め 
られ る發 作で ある。 -P ンブ ロ， ゾの 如きは、 多くの 天才 的の 人は、 種々 精神病 的 症狀を 1 す もので あつ 
て、 時としては 全く 精神病 者 ^ へ ある、 云 CA に 換 へれば、 天才は 精神病 者に 異ならな S、 とまで 云つ て ゐ 

る 0 • 

漱石 氏の やう R 腦の 非凡な 天才 者には、 恐らく 乙の 種の 素質が あつたに 違 a ない。 をして 更に 糖尿病の 
爲めに 、乙の 種の 傾向を 誘引 5 れ たので あらう と 思 ふ。 

g にもせ ょ、 漱石 氏と 消化器 系統との 關係 は、 極めて 興味深 い 問題で ある。 氏の 數 多くの 傑出した 文 
學 上の 作物は、 氏が 常住 胃を 惱 /L で ゐられ る 傍ら 成つ たもので ある 乙とを思ひ、更に向來臨床上の貴重な 
る 資料 1: 與へ^ i た Z: とを 深謝し、 敬意と 弔意と を 併せ 表する ものである。 (在 文責 記者〕 
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夏 目漱石 氏の 一生 


幼年と 青年時代 

森 田 草 平 

先生は 慶應 三年 正月 五日 牛 込馬塲 下に 生まれられ 
た。 今馬塲 下の 交番から 菊 井町の 方へ 來 ると、 相 摸 
屋とい ふ 質屋が ある。 其 質屋の 隣 位に 當つて 居て、 
入口の 狹い 、奥で 廣爻つ た 邸-であつ たさぅな。 交番 
の筋向ひに、昔堀部安兵衞ザ高田の馬塲で敵討をす 
る 時、 一升 桝の 角から® 呑んだ 桝を今 でも 保存し 
てると か 云 ふ 古い 酒屋が ある。 其 酒屋が 邸の 裏にく 
つ * いて 居た 5 うな。 何でも あの 酒屋と あの 質屋と 
の 間 位の 見當だ と 思へ ば 可い。 


慶應四 年は 明治 元年で ある。 先生は 慶應 三年 生 ' i 
れだ から •俺は 如何しても 明治 生まれとは 云へ な S 
と 云 ふやうな 乙と を 言つ て 居れた Z. とが ある。 慶應 
三年の 正月の 五日は 庚申の 日に 當つて 居た さ 5 な。 
昔から 庚申の 日に 生まれた ものは、 出世を すれば う 
んと 出世を する が、 一つ 間違へ ば 大 泥棒に も 成る。 
それを 避ける には、 名前に 金の 字を 附 ければ 可 いと 
云 ふやうな 言 ひ 傳へが あると か、 て、 幼名を 金 之 助と 
附 けられた。 先生は 其 名前を 一生 搬び 廻られた ので 
ある。 

先生の 阿 父 5 んは 小兵 衛と. 云 ひ、 後に 直克と 云つ 
た。 小兵 衛と云 ふのは 夏 目 家 代々 の通稱 であつ たら 
し S。 維新 前の 赤 坂に 夏 目 將監と S ふ 二 千 石の 旗本 
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が あつた。 先生は 生前 俺の ことを あの 夏 目 家に 生ま 
れた もの、 や 5 に 言 ふ 者 も ある さぅ だが、 をれ は噓 
•た。 俺の 家は 馬瘍 下の 名主で 平民* たょと 笑つ て 居ら 
れ た。 今 系圖を 繰つ て 見る と、 馬塲 下の 夏 目 家は 鎭 
守 府將軍 六 孫王經 基の 五男 滿快 から 出て 居る。 滿快 
の 末で 夏 目 左 近 將監國 平と 云 ふの が、 信 州 伊奈 郡に 
住んで 夏 目の 邑を領 し、 將軍賴 家に 使へ たと ある。 
旗本の 夏 目 も此國 平から 出て 居る と 云 ふから 全然 關 
係がない 譯では ない。 が、 其方 4 三 河の 幡豆 郡に 住 
んで 、神涵 淸康に 仕へ たと あるに 對 して、 此方は 甲 
州に 移つ. て、 武田 信玄に 仕へ た。 夏 目 彌三郞 信賴な 
る 人 永 祿四年 川 中島の 合戰 にも 父と 共 に 從つて 軍功 
を 立てた •か、 勝賴 天目山に 沒 落後は、 武州岩 槻に移 
つて 隱れ 棲んだ。 其 間 岩槻の 城主 太 田 十郞氏 房に 仕 
へる 身と 成つ たが、 小 田 原 合 戰の砌 、太 田 氏 も亦滅 
亡した。 岩槻 城が 高 力 武藏守 淸 長の 居城と 成る に 及 
んで 、再び 出で、 仕へ た。 彌三郞 の 子 權三郞 氏 正は 近 


tl 馬 廻 役を 勤めて 居る 間、 病の 故に 致仕して 高 力 家 
を 退去し、 武州豐 島 郡 牛 籠の 鄕 R 隱れて 鄕士と 成つ 
たと ある。 其 子 四 兵衛の 代に 成 0 て、 元碌 十五 年 四 
月兩 町奉行 御 役宅に 於て 名主 役 仰せ 附 けられた。 乙 
れが夏 目の 家の 名主に 成つ た 始めで ある。 此 人から 
六 代 目で 先生の 阿 父 ^ んの 小兵 衛直克 に 及ん •た。 町 
名主とは 云へ、 苗字 帶 刀を 許され、 山の手では 誰某 
と 云 はれる 名主で あつた S うな。 

此處に 長々 と 書き 寫 し / 2 夏 目 家の 系圖の 如きは、  8 
別段 先生の 本質と 關 係の ある ものでは ない。 恐らく 
は あらゆる 系圖の 信憑すべき が 如く 信憑すべく、 あ 
ら ゆる 系圖の 信憑すべからざる が 如く 信憑す ベから 
ざる もので， あらう。 先生の 家が 淸和 源氏の 御 末で あ 
るか 否かは 憫題 ではない。 が、 先生 2 祖先が 甲斐 國か 
ら出 て、 權現樣 御入國 以前から 江戶の 地に 居住した、 
所謂 草 分 名主の 家で ある ' 2: とは、 著大なる 事實 とし 
て、 此處に 特記して 置く 必要が ある やうに 思 はれる。 
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殊にを n が 武士の 家で なくして、 名主の 家で あつた 
と 云 ふ 乙と が 私には 面白い。 私の 想像す る 所に 據る 
と、 武士は 名主ょう 威張つ たもの かも 知れない、 名 
主は 武士の 前へ 出て 頭の 上らな かつた もの かも 知れ 
な V: か、 武士の 前へ 出る やうな Z: とは、 町奉行 所へ 
で 本 喚び 出 ^ れる時 だけで、 後は 町人を 相手に 威張 
〇 てば か $ 暮した ものである。 乙れ を 武士が 始終 殿 
樣の 前に 鞠躬 如と して、 何時 知行 R 離れる かと お づ 
あ づしな •から 暮して 居た のとは、 心 持の 上に 雲泥の 
差が あると 云 〇 て 可 S。 兎に角、 名主の 方が 侍ょ 6 
も獨 立の 氣象に 富んで 居た ものと 想像 5 れる 。何で 
も 町名 主と S ふ もの. は、 區 長と 警察署 長の やうな 役 
目を 遂行した もので、 惡い 奴が あれば、 手先を 使つ 
て 捕 ^ へて 來て 、口 書を 取る、 ^ れを 奉行所へ 送る。 
親孝行の 表彰 も すれば、 浞 棒の 逮捕 ^ する。 殊に 諸 
種の 興行 塲、 又は 料理屋 なぞは 怖 持てに 持てた もの 
•た 3 う ？: 。 先生の あ 祖父さん と 云 ふ 人は、 持てみ に 


連れて 隨分 遊んだ 人で、 一代に 身代を 傾けた 人 だ 3 
うなが、 死ぬ 時は 雜司ヶ 谷 鬼子 母 神の 茗荷 屋で 酒の 
上で 頓死を したと 云 ふ 乙と だ。 其 頃の 鬼子 母 神は 今 
の やうな も のでな S、 3 ま^ -- な 見世物 小 尾 なぞ も 
あつて、 山の手の 盛 6 塲で あつた さうな。 其の ?: ; m 
父 S んの 子で、 阿 父さんは 又 一滴の 酒 も 口にしない、 
一生 貨殖に 勉めて 身代を 盛 返 ^ うとした 人 だと 云 ふ 
乙と である。 其 子で 先生は 又 殆ど 酒精 分を 口に S れ 
なかつ た。 先生の お祖父さんに 酒呑みの 道樂者 —— 9 
氣を 負うた 江 子兒の 豪奢な 享樂 主義者が あつたと 云 
.ふ 乙とは、 一寸 注意に 値する Z: とで ある。 

お 祖父 3 んが 使つ た 人 だけに、 阿 父 3ん が 名主の 
寄 合 なぞへ 出ても 幅が利 いた と 云 ふこと だ。 此の 阿 
父さんの 時代 R 明治の 御代に 變つた 。そ a^ に 伴れ て、 
今迄は 單に 馬瘍 下で 通 〇 たのが 町の 名も附 けな けれ 
ば 成らない。 今日の 菊 井町と 云 ふわは、 先生の 家の 
紋が 井桁に 十六 葉の 菊 で あつた 所から、 出入 6 の鳶 
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姉さんは 其塲 から 抱 S て 自宅へ 連れて 來て 仕舞つ た ものである。 先生に 言は せる と、 俺は 年寄の 末 ツ子 
乙と も ある S ぅな。 これは 先生の 直話で ある。 尤も、 で、 親の 眼からは 要らぬ 子 •たから、 生まれた 時から 里 
其の 古道具屋は 先生を 可愛がる には 可愛がつ て 育て 子 R 遺られ たう、 養子 k 遣られた りし 穴んだ と 云 ふ 


の鹽 原と S ふ 家へ 養子に 遣られた。 鹽原 とい ふのは 
元 先生の 家に 名主 見習 CA I: して 居た 男で、 其 時分は 
下 谷で 戶長を して 居た。 戶 長と 云 ふのは、 明治 k 成 
つて 名主が 變 名した 0 で、 今の 區 長の 小さい やうな 


人は H 目 家の 子を 貰つ て 育てた S と 云 ふので 連れて 
行つ たの •た 5 ラな。 鹽原の 家では、 隨分 應揚に "從〇 
て 我儘に 育てられた 。五つの 歳に 種痘を したの が 原 
因 R 成つ て、 先生は 疱瘡に 罹られた。 手に 袋を 嵌め 
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て 顔を 掻かせな S やうに したん •たけれ ど、 矢 張 痒く 
て B らんから 無理に 引搔 いた。 其 結果は 鼻の 頭に 殘 
つて 居る。 又眼ッ ばに 成る と 不可ない、 をれ には 柳 
,0 蟲を 匐は せる と 可 S と 云 ふので、 柳の 蟲を 取つ て 
來て は e ろ <顏 に 匐は せた もの •た 相で あ. 0 。其 光 
景は 一寸 私 どもの 想像に 及ばない。 苦沙彌 先生の 痘 
痕 は* 實際 見る と 左樣で もな S が、 何しろ 音に 響 S 
たもの だから、 此處に 記して 置く。 

先生は 其 時分 兩 親の 乙と を お祖父さん、 お 祖母 3 
んと 言つ て 居られた 5 •うな。 多分 鹽 原の 家で 左樣言 
はせ る や 5 にした ので あらう。 此 時代の 友達には、 
盡 家の 島 崎 柳 塢氏だ の、 中 川 淸二(？)理 學 博士 だの 
が ある。 島 崎の 阿 父さんが 漢學の 先生で、 鳥 越 R 寺 
小屋 見 / a S な 塾を 開いて 居た から、 其處へ 通つ て 居 
られ犮 の だ n うな。 又 中 川と 云 ふ 子は、 いる < 名 
人 も あるが、 乙れ は 鼻を 鳴らす/ 〇 との 名人で、 一町 
位 此方 がらで も 聞え る。 それを 遠方から 聞く と、 如 


何しても 遊びに 出たくて" 自宅に 靜乎 として 居られ 
なかつ たと 云 ふやうな 話を された 乙と が ある。 

鹽 原には 滿四箇 年 程 居られた 5 うだ。 其 間鹽原 夫 
婦の 間に 離緣 沙汰を 生じて、 主人は 或 傭 本の 寡婦と 
一緖に 成ゥ 、細君は 新 宿の實 家へ 歸る やうな 乙と に 
成つ た。 で •先生 も 再び 夏 目の 實 家へ 引取られた。 
此 時分の 先生は 隨分 腕白 振を 發揮 3 れた ものら し 
い。 依怙地で、 强情 V、 云 ふこと を 諾か ない と 云 ふ 
のが、 今な ほ 一族の 間に 殘つ穴 定評で ある。 阿 父 さ 
ん と 云 ふ 人は 元來 子供 •か 嫌 CA な 所へ、 先生の 方で 左 
樣だ から、 時々 耐 6 兼ねては 先生を 土藏の 中へ 押入 
れ たもの だ 3 うな。 先生は 開けて 吳れと 言つ て 謝罪 
る 代う に、 手水が したいと 言 ふ。 開けて 吳れ なけれ 
ば、 此處 で して 仕舞 ふと 威嚇す るので ある。 それが 
たび  <に 成つ て、 每 もの 噓だ からと 抛つ て 置く と" 
本當に して 仕舞 ふので ある。 乙ん な 風で 勉强が 嫌 ひ 
で 遊んで ばか 6 居る から、 阿 母さん も耐 6 兼ねて、 
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阿兄さん の大一 3 んが 亡く 成 &* れる 頃、 先生は 二 
十一 歲で .あつたが、 枕頭に 徹夜して 看護しながら、 
屛風の 虐で 始終 書物を 開 S て 讀んで 居られた 3 ぅ 
な。 先生の 出られた 小學 校は、 牛 込 原 町の 折 原小學 
校と 云つ て、 今の 市ヶ 谷小學 校、 たと 云 ふ 乙 と T ある。 
それから 二 松 學舍な e にも 學ばれ た 乙と が あつて、 
先生の 漢學の 造詣は 有名 だから、 此處に 說く迄 も あ 
る ^ S。 漱 石と いふ 號は 何時頃から 用 a られ たもの 
か、 後の 考證を 待つ。 

大 學豫備 門へ 入られる 前、 少年 時代から 講釋の 席 
へ 行く 乙とは 隨分所 好で あつたら しい。 須田 町の 小 
柳な どへ も隨分 足を 運ばれた もの だ。 今眞 打と 成つ 
て、 琴 凌 だの、 何 だのと 大きな 名吿を 上げて 居る か 
ら聞い て 見る と、 皆 其 頃の 前座の 若い者で あつたと 
云 ふやうな 己 とを 何處 かで 書いて 居られた 乙と が あ 
る。 其 他 落語 だの、 義太夫 だの、 色物の 寄席に も隨分 
行かれた ^ う ^ 。 只 芝居 だけは 昔から 所 嫌で あつた 


らし so 

鹽原の 家を 出られてから 籍の乙 とで 隨分 ごた < 
した 相で ある。 で、 二十 近く 迄 戶籍上 先生は 11 目の 
家へ 戾らず に 居られたら しい 心漸 つと 話 •か 着いた 時、 
滿四箇 年分の 扶養料を 出して 籍を 取戾 した。 乙れ で 
は 前の 恩返し 云々 は 一 向當に 成らない やう •た。 が、 
鹽 原の 方では まだぐ づ /\ 言つ て、 其 時 一札の 證文 
を 先生に 入れさせた。 何でも 其證 文には、 「此 度離緣 
に 相 成う 候と も、 生涯 不人情の 乙とは 致す まじく 候 
1 と」 と 云 ふやうな 文句が 入れて ある さうな。 それ 
を 盾 ^ 取つ て、 鹽 原の 主人は 四 . JE 年 前其證 文を 百圓 
に賣 つて 行つ た 相で ある。 だから 其證 文は 今夏 目の. 
家 R ある。 

乙ん な 縫れ が あるので、 先生が 鹽原 家に 居られた 
時代の 面白い 話は 凡て 書かぬ 乙と にした。 
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學生 時代 

大塚保 治 

自分は 夏 目 君 0 性格 や 思想 なぞを 知つ て ゐる點 
で、 恐らく 隨 :: たらう とは 信じて ゐるが 、學生 時代 
の 夏 目 君と 云 はれる と、 同 君の 性行を 躍如と さ せる 
やうな ィンシデントが 記 臆に 殘〇 て， Q ない。 さう 云 
ふ ものは 却つ て、 大學 卒業後 暫 らく 一緒の 家に / D た 
蕾 虎雄 君と か、 同級 だつ た 狩 野享吉 君な e の 方が 詳 
しく 知つ て (D る替 T ある。 

初めて 夏 目 君と 相識つ たのは、 自分が 卒業して、 
大學 院にゐ る 時で あつた。 同 君は 確か 自分ょり 二 年 
下 だつ たと 思 ふ。 兎に角 自分が 大學院 に： Q て、 寄宿 
舍にゐ る 時、 夏 目 君 も入舍 して 來 た。 其 頃の 文科 生 
は數も 少なく、 寄宿 舍でも 二 三 室を 占領して ゐるだ 
け •たつた から、 夏 目 君とは 或は 同室に なつた 事 も あ 


又 向 a の 室に 居た 事 も ある。 

其 時分 ^ かよく 合つ たのは 覺ぇ てゐ るが、 果して 
どんな 問題を 喋う 合つ たちのかは、 毫も 記 臆に ない。 
唯 同 君の 學生 時代の 態度 も、 後の 夏 目 君と 異彡が な 
く、 所謂 低徊趣味 的と 云は うか、 俳味に 滿ちて ゐ た 
と 云つ て もよ S。 其 頃の 文科は、 割合に 哲學 科目が 
多 かつた が、 同 君は をれ に對 し、 殊に 成績が よかつ 
た。 一體に 勉强 すると 云 ふ 程勉强 したと も覺 ぇて ゐ 
な S が、 よく 出來 たのは 確かで ある。 

俳句は 學生 時代から 子規と 相 知 〇 て、 作つ て. Q /2 
らし かつた。 大學に ゐる 時分 日本 俳句に 出して， Q た 
とか 云 ふ 話を 後で 聞いた。 不 折と 知つ たの も 其 頃の 
事で あらう。 又 文章の 方面では、 早く 哲學雜 誌の 米 山 
君の 勸め で、 「英國 詩人の 天地 山川 R 對 する 感想」 や、 
ゥォ r ル ト •ホィットマンを 論じた 論文な e を 發表 
した。 自分 等は 當時 感服した ものであるが、 未だ 文 
壇の 耳目を a くには 至らな かつた。 
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運動は 同窓の 阪卷 君に 勸め られて 、弓 i: 少し や 〇 
たと 覺へ て. Q る。 その他には 乙れ ぞと云 ふ 運動 もせ 
ず、 只 散歩には ょく 出た。 自分な ども 一緖に 出て、 
色々 な 事を 話した ものであるが、 途上 同 君の 輕妙な 
警句 や 又 犀利な 觀 察に 暫々 驚か 5 れと云 ふだけ しか 
記 臆して ^ ない。 

漢詩は 芘 頃から 讀んで ゐた 。自分で 作つ て もゐた 
らし かつた。 私は 夏 目 君が 其 頃、 どんな 塲合だ つた 
か 忘れた が、 

魂 歸冥寞 魄歸泉  只 住人 間 十五 年 
昨日 施 僧 薰苔上  斷 腸猶繫 琵琶 弦 

と 云 ふ三體 詩に ある 哭亡妓 とい ふ 詩を、 微吟 愛唱 
して ゐ たのを 今で 毛覺 ぇて ゐ る。 一體に 高靑邱 (？) 
の 詩が 好きで あつた。 專 門の 英文 學の 方では、 何が 
愛讀 書で あつたか、 私は 知らな かつた。 

座禪に 興味を 持つ たの も、 其 頃からで あつて、 確 
か學 校を 卒業す る 夏 だつ たと 思 ふ、 鎌 倉で ーヶ月 ほ 


ど參禪 した。 

學生 時代の 事と 云へ ば、 先づ をん な處 で ある。 洋 
行中の 事は 前後して 英國へ 行つ た 土 井 (林 吉) 君が、 
よく 知つ てゐる 箸で ある。 偷敦 消息 なぞで 一斑は 知 
れてゐ るが、 自分たち にも 長い 手紙、 を 連名で よ 乙し 
て、 詳しく 狀况を 知らして 來た乙 とも ある。 をれ は 
，菅君 か 狩 野 君の 處に あるか も 知れない。 何でも 洋行 
中 激し. s 神經 衰弱に 罹つ て、 土 井 君 なぞが 驚いて 氣 
狂 ひに なつた のでは な S かと 心配した さ ラで ある。 
をの 間の 消息は 例の 文學 論の 序に 委曲を 盡して ある 
から、 少しは 世 R も 知れて る だら ぅ。 自分は よくは 
知らない。 

私の よく 知つ たのは、 洋行 後と 云つ て もよ い。 洋 
行 後， ず 〇 ふ- 續けて 親しくして、 色々 な 俗事で 相往來 
もし ^ が、 餘〇に 私人 的な 事情で 發 表の 限ぅ でない 
のを 遺憾と する。 

をれ から 猶 r 言 注意して 置 さたい のは、 夏 目 君の 
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大學を 去つ た 事、 及び 博士 號辭 退の 件に 就て、 いる 
い ^ 大學側 又は 官彷侧 に 對 する訴 情で も あつた やう 
に推测 する 向 も あるが、 私は 5 うは 考へ ない。 Nln 
は旣に 朝日の 記者に も 話した が， 同 君の 徹底を 欲す 
る 態度が、 到底 講義と 創作の 兩 立すべからざる を 知 
つたから に 止まる ので ある。 同 君は 隨分 講義には 骨 
を 折られた から、 講義を するとな ると、 同 君の 氣性 
としてい、 加减 にして 置けず、 從つて 時間 ^ とられ 
るので、 創作に 油が 乘 6 出した からには、 斷然敎 職 
を 去つ たので あらう。 博士 號辭 退と て も、 一旦 かう 
して 野に 下つ た 以上、 從 來の經 歷 から 押して 行けば 
當然 M 君の 辭退 する のが 當然 •て •假 6 に 同 君の 位置 
に 吾々 が ゐる としても、 5 うした であらう。 又 博士 
會の 方、 v も、 推薦 ^ する のに 當 人の 意志 i: 問 ひ 合せ 
る 必要を 認めな かつた から、 あんな 事に なつた V け 
で、 どちらも 正しい と JIL るの が 當然 •たと 思 ふ。 

この 二つは S 目 君の 生涯 T も'  最も 公衆 的な 事件 


で、 誤解が あると 困る から、 一言 附け くは へて 置く 
ので ある。 (談) 


齋藤 阿具 

夏 目 君とは、 大學の 寄宿 含で 同室で あつたが、 近 
頃 古る S 日記 ^ 出して 調べて 見ても、 どんな 事を ど 
ぅして， Q たもの やら 詳しい 乙とは 書いて な S。 只 一 
緖に 散歩に 出た とか" 下宿して ^) た 菊池壽 人君の 所 
へ、 借りた 傘を 返しに 行 〇 たと か、 團子阪 ベ 菊 見に 出 
かけた とか、 淺草 へ見仳 物を 見に 出掛け々 とか 云 ふ、 
简單な 事實の 記載が ちょ ある 丈で、 纏つ た 感 
想な どは 少しもな い。 只此 間‘ 猫. を 出して 見たら" 
例の 郁文 舘の 中學 生が 四つ 生垣を く v o て毬を 取 A 
に 來る 所に、 淸國人 1 先生 もと か M とかと 其 様子 
を Q へて ゐる •か、 あ tl は 其 啦一 緖 に 見に 行つ 穴 事の 
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ある 淺草の 支那 人の 手品師で、 槍の 四方から 突き出 
て ^ る 中を 潜 $ ぬける 所から 來た のを 思 ひ 出した。 
「猫」 と 云へ ば 今の 私の 家は 夏！：！ 君の 所謂 千駄木 時 
代に ゐた 家で、 もと< 私の 家' たつた のを、 私が 仙 
臺に行 つてる 間、 夏：！： 君に ゐて 貰っ 穴ので ある。 私 
も 一二 度 訪ねた が、 同 君は R 分の 前後 左 有に 洋書を 
一 ぱい 積み重ねて、 其 中 ^ 入つ て ゐた 。床の間には 
何 か 石摺の 額 •か 懸 つ. て ゐた のを 覺へて ゐる 。(をれ は 
菅氏か 贈っ たもの だ 5 ぅで ある。) 「猫」 を讀〇 ので 
も、 n 分の 家の 間 取ぅ を 知つ て. Q ると 大變而 白い。 

H 目 君の 學生 時代は、 至極 常識 圆滿な 人だった や 
うに 思 ふ。 後の やう k i> 允の ある 人 T はな かつた。 
而して 非常 ic 親切な 人 だつ た。 同窓の 米 山 君な だと 
異つ て、 决して 一方に のみ 偏した 天才 風の 人 T はな 
か 〇 たと S へて ゐ る。 


菅 虎雄 

私 も 夏 目 君の 學生 時代の 事は、 餘 6 知つ ては ゐな 
い。 HTI 君と 知 6 合 a になつ /2 の も、 私が 大學を 卒槊 
してからの 事で ある。 只 夏 目 君が 大學を 卒業して、 
菊 坂 あた $ に 下宿して ゐたが 、を 乙 を 出て 二 三 ヶ月 
間、 私の 家に 同居して ゐた 乙と が ある。 それから 傳 
'通院の 隣 6 の 寺へ 移つ た。 同居と 云へ ば 熊 本で も、 
家が 見つかる 問 私の 家にゐ た。 卒業後 二 一年の H 、 
鎌 倉へ 參禪 したのは、 私が 釋宗活 氏に 紹介した ので 
ある。 それから 之は 他り 誰もが 知らぬ 事 Ir で、 夏 目 
君が 橫 M の メール の 記者に ならぅ とした 事が ある。 
其 頃 メ丨， に 頭 本元 貞氏 なぞが 關 係して， Q たが、 私 
が 中へ 立つ て、 夏 目 君の 碓か 日本の 宗敎を 論じた 大 
版 十 枚 程の 英文を 送つ た 事が ある。 併し をれ はやめ 
になつ たが、 以て 同 君が もとから、 何 かしら 筆で 立 
穴ぅ と m 3 つて ゐた 事が 解る。 もし あの 時 メ —ル 社 R 
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人つ て， Q たら、 其 後 どぅな ひて 办 たら ラ。 

其 頃から 骨董に 趣味が あったし、 俳句は 勿論 漢詩 
も 作つ たらし い。 同苕は もとょり 江戶つ 子で、 賴爻 
れる とど 乙 まで も 親切に 世話を する 風が あつた。 感 
じ 方の 銳ど S 事は 昔 も 其 頃も變 6 はなく、 此方で 云 
つた 事 •か、 一言 一言す r 目に 見、 之て 反應を 起す と 云 
ふ 風であった。 

其 頃の 親友で 今 樺 太 中 學校畏 t して ゐる太 田 達人 
君 や 死ん •た 形而上 學者の 米 山 保三郞 君な どと、 紀元 
會と云 ふ ものを 起して. Q て、 夏 目 も 其 一員 ^ つた。 
傑物の 米 山は：： 十く 死んで、 夏 目 •か 其傳記 を 書く 答で 
あつた •か、 ^ れも果 3 ずに 32 0 て 了つ た。 

洋行の 時 連名 •て 貰っ た 手紙は 狩 野 忍の 許に あるか 
も 知れな をれ から 私が 京都に 貧乏して. Q た 時代 
に、 朝 n 新聞へ 入りが けの 夏 目 君から、 二萬圆 かを 
持 つて 迎へに 來て吳 n ると 云 ふやうな 而白 s 手紙 ^ 
K 0 た 事 も ある。 又 最近に 夏 目 君の 處から 、ある 刻 


印 ヒ 手 fc 入れた から •其 字を 讒んで 吳れ と賴 まれ" 
それを 見た 處が 「版權 許可 之 印」 とい ふので 大笑 a を 
した 事 も ある。 (談) 

松 山 時代 

眞鍋嘉 一郎 

松 山中 學 時代の 夏 目先 生は、 先生から 俳句を 敎は 
った 松 根 君 や 都 新聞に. Q る 山 本 君 や 又 船 田 君な e の 
方が 詳しく 知っ て ゐ る だら ぅ。 私は 只、 英語を ょく 
勉强 する 男と 云 ふので、 先生から 認められて (D た < 
けで ある。 もとょ 6私も、先生を仑んなに偉人*たと 
は 思は ず、 只 s> 親切な 先生た と m 心っ て ゐた "中に 
は 先生を 嚴格な 怖 S 人 だと ばか 6S つて. Q た 人 も あ 
つたが、 私には 少しもを んな 事は なか 〇 た。 

先生は 松 山中 學で四 年と 五 年の 英語を 持って K ら 
n た。 
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私は先生が松山へ着く早令、殆んど三 0 目位かに、 
或る 绑情 のた め、 或る 他の 先生を 介して、 先生の 許 
へ 一緖に 置 S て 贳ふ己 とを賴 み 入つ た 位で、 先生と 
は初めから非常に緣が深かっ /2 。其時承諾は 3 れた 
ので あつた •か、 不幸に して 先生は や •かて 他の 敎師と 
同居す る やぅにな^^ 私は 私で 他の 先生と 同居す る 
事に なつて、 敎塲だ けの 關係に はなつ たが、 先生 か 
ら 受けた 感化は 忘れる 事が できない。 

其顷の 中 學の 英語と いふ ものは、 一 體敎授 法から 
何から 無茶苦茶な もので、 三年で ラセ ラスの 歴史、 
四 年で ヴィ ヵー 物語、 五 年で サ "••ロ ジャ ，•デ ヵバ 
リ丨を やる と 云つ た 風， に、 六ヶ 敷い もの ばか ぅだつ 
た。 をれ で 有志の ものが、 餘 6 六 ヶ敷 過ぎる から 斟 
酌して 吳れる やうに 1 縣會 議員へ 請願した 事 も あつ 
たが、 時の 敎師達 は 却つ て、 それを 不都合と し、 又 
難解な ものを やれば やる 丈 力が つくな ぞと 云 〇 て、 
無陪 矢鱈に 解らぬ ものを つめ 込ん •たもので あつた。 


所が 夏 目先 生が 來て •スケッチブックを 講義し 初め 
ると、 不思議 ic ょく わかつ て、 英語の 面白味が 初め 
て 感ぜられる や ラに なつた。 先生は 吾 今に 四 五 年を 
通じて スケッチ ブックの ヴオ イエ I ジとロ ス n * と 
ブロ— クン •ハ 丨卜の 三 章を 講義され たが、 其 講義 振 
ぅは、 机に 凭れて 兩肘を つ き、 右手に 鉛筆を 持つ て， 
細々 と 講義を 進めて 行かれた。 能辯と か 達 辯と か 云 
ふので はない が、 非常に 言葉の綾に 富ん •た 話し •ふ 6 
で、 誠に 明快を 極め、 熱心で 正確で、 其 口吻が 當時 20 
十七 八才だ つた 自分の 頭裡に 刻せられ て、 今 •たに あ 
と殘 つて ゐる 。先生の 英語の 敎授 法は、 譯ば 
かりでは 不可ない、 シンタックスと グラム マ— を 解 
剖して、 言葉の 排列の 末まで 精細に 檢 M しなけ n ば 
ならぬ と 云 ふので、 一時間に 僅 R 三 四 行し か 行かぬ 
乙と も あつた。 ^ のた め 二 年間に スケッチ ブック 三 
章し か讀 了し なかつ たので ある 〇ブ レフ イツ クス、 

サッ フイ ックス を 始終 やかましく 云 ふので、 夏 月 さ 
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んの ブィ レ フックス、 サ アィ ダクスと 云つ て 吾々 の 
間に 通つ て ^) た。 私には 此の 根本的な 語 學硏究 法が、 
後々 ^ で 永く 感化を 殘して 、いくら 役に立 〇 たか 知 
れなぃ 0 

此間も 病氣に なる 前 先生 •か 此處 (犬 學 病院 ^ 物理 
的 療養所の 眞鍋 氏が 硏究 室) へ 來られ た 時、 私が 松 
山の 懷舊談 をして、 會令を の 感化に 及ぶ と、 先生は 
「 3 ぅだつ たか。 僕は をん なに 恩を きせた とも 思つ 
て. Q な S のに、 君は ^ んなに 難 有く 思つ てるの か」 
と 云つ て 笑 はれた が、 此の 語 學硏究 法は、 私 W 獨逸 
語を や 6 佛語 を學ぶ 際に も應 用して、 大に爲 めに な 
つた。 所が 私の 此の 夏 目 式を、 或る 獨逸 語の 先生は 
1 るで 重箱の 隅を ぼ ぢるや ぅな もの だと 笑つ たが， 
私は 乙れ を 以て 一生 硏學の 方針と して. Q る。 啻に 語 
學の みでは ない。 すべてに 細く 頭を 用. Q る E 目 式は、 
私の 醫學に 交で 感化を 及ぼして ゐ る。 

序で 乍ら 先生の 此 感化と 相 並んで、 同じ 松 山 時代 


に 式氏珠 山と S ふ 先生が 漢文に 於て 之と 同じ 方法 
取られた のを、 い、 對照 として 私は 記 臆して， Q る。 

兎に角 かやう に 熱心 精確を 極めた 上に、 私な どに 
は 特に 親切に して 下す 〇 て、 私が 其 頃から 醫者を 志 
望して、 獨逸 語に 手を 染め か、 つて ゐた のを 知つ て 
ゐた ため、 敎室で 何 か 字義を 解 釋する 度每に 語源の 
說明に 加へ て、 獨逸 語を 引き合は して 下す つた 6 し 
た。 今でも S へて ゐ るのは、 同じ アングロサクソン 
語から 出た ものと して、 ctarch と Kirche とを 揚げ 
られた 事な どの 類で ある。 ^ れから 又、 一度 私が ス 
4 ントン の 文典の 六ヶ 敷し S のを 訴 へたら、 もつ と 
解う 易 S 文典を 代 6 に 敎へて 下す つて、 「わしに 文法 
も 何もかも 時間を 持たせれば、 君 等を もつ と 解る や 
うにして やる のた が j と 云 はれた 事 も ある。 發音な 
ども 正確を 旨と せられて、 皆が Vicar  of  wak&eld 
をヴィ - 力！ と 云つ て！ 53たの 5: 、ゲィヵ1とな 11 さ 
せた のな ども 覺へて 0 る。 
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も 一 〇 面白 かつた のは 會 話の 時間 R は 初めから 英 
語で 話 3 れ た 事で あ 〇 た。 s o か 拳闘の 話が 出た 時 
私は not を 聞き落して、 先生から 會 話の 際には 先づ 
第一に 肯定 否定を 聞きと るの が 肝要 ^ と、 叱られた 
事 も ある。 

作文なども實に叮嚀に熱心に直して下すつ /2 。し 
かも 他の 敎師 とはち が ひ、 敎授 には 充分 餘力を 餘し 
て ゐる 事が わかつ たため、 生徒は 全く 先生に 敬服し 
て 了 ひ、 私な ぞは大 惚れに 惚れて 了 〇 た。 而して 生 
徒 間に も、 あんない、 先生が 松 山な どへ 來 たのは、 
道 後の 溫泉が ある 故、 保養 旁々 敎鞭を とる に 過ぎ ま 
い なぞと 云 はれて. Q た。 事實 先生は、 每日 半里の 溫 
泉爻で 通 〇 たもので ある。  • 

俳句は 其 時分 可な 6 熱心で、 試 驗の時 や， 作文の 
間 なぞには、 敎室で も 頻りに 俳句の 本を讀 んでゐ た。 

其 時分の 先生の 風釆 は、 背廣に 鼠の 中折れ 帽で、 
S か } t も英學 者ら L かつた。 私は 先生が 初めて フ p 


ックに 山 高を 着た 時を 覺へ て： Q るが* それは 日淸戰 
爭が 濟んで 、凱旋軍 人の 歡迎 に 出た 時で あ 〇 た。 私 
どもが 「似合 ふ J と 云つ て 冷 かしたら、 先生は にや ム 
と 微笑を 洩ら ^ れた 。をの 樣子が 今猶 私には はつき 
}思ひ 出 ^ れ る。 

ざ つと 松 山に 於け る 先生の 御樣 子は 乙ん 2: I と 
で、 私が 多少 語學を 根本的に やれた のは、 全く 先生 
の お蔭で あ 〇 た。 

仑れ以 來 先生は 熊 本へ、 私は 柬京 へ、 暫らく 分れ 
{になつ て、 往來 すると 云 ふ 程で もなかつ たが、 
會へば 百年の 知己の やぅに 親しく 話した。 併しを の 
頃は、 醫師 としての 私の 伎倆な どは あま 6 信賴 して 
ゐな か 〇 た。 十 年 程 前 V あつたら ぅ、 偶然 新橋で 會 
つて、 糖尿病に 罹つ て， Q ると 云 ふ お 話 だつ たから" 
後から 尿を 送つ て 貰 〇 て檢査 して、 可な. cs 多量に あ 
るのを 發 見して、 注吿 はした が、 先生は ま •た 壯 年の 
之 とでは あ 6、 「近 處の醫 者 R か、 るから い >」 と 云 
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〇 たやぅな 調子で、 餘 6 注意 もされな か 〇 た。 

をの 中には 私 も 洋行して 來 る。 谷 干城 氏の 病 M の 
時に、 靑 III 先生の 助手と して 看病した の 1: 知 0 て か 
ら 、先生は 初めて 私の 醫師 としての 存在を 認め、 爾 
後 臨終の 今日 t で、 多大の 信賴を 以て 遇して 下す 〇 
た。 

最近 何でも 一年 ほど 前に 左手が 痛んで W るから と 
訴へて 來られ たのが 最初で、 をれ が 糖尿病の ためだ 
と 解る と、 專 心を の 方の 治 操に 努めて、 昨今仑 n は 
大 にょかった のであった が、 最近には 宿舸の 胃潰瘍 
のために、 とぅ< 惜し S 乙と 5: して 了つ た。 先生 
も最近になって、大いに心細3と自重の念と起した 
らしく、 私に あてた 手紙な どに も、 r 老境に 近づく 1C 
從 a 心細き 乙との み 多く」 などと 訴へて 來られ たこ 
とも あ $、 又 十一月の 二十 三日には、 病床から 私を 
顧みて、 「君は もと 弱 かつた が、 今は そんなに 丈夫に 
な. CN、 僕は もとは 丈夫 だ 〇 たが、 今は 乙ん な體 にな 


つて 了つ た。 僕 ももう 五十 •たからね ぇ」 と泌令 述懷 
ron た。 其 時 私は、 「先生 も 洋行な すつ たからには あ 
解りで せう。 五十と いへ ば ' ± •た 西洋人の 働き 盛 办で 
すょ J と 云つ たら、 先生 も ' •僕 も S う M つて 力を 0 
けて るの 3J と 仰つ /? 。 死と 云 ふ 事は 全く 豫期な 3 
らなか つ たやう に 私は 思 ふ。 

先生の 死後、 私は 會ふ 人每 に、 「漱石 先生は 惜し S 
乙と 1: しました ね」 と 云 はれ、 又 n 分で も 先生に 就 
て いろ<思ひ出 しては 話して. Q た。 何た か 今の 私 
の 心 持は、 嘗〇 て少 S 時讀ん •た 西 詩 ic 海の 底に 鐘が 
あつて、 ふだんは 汐騷で 聞 t ぬが、 偉人が 死んで、 

一 0 波が 沈 ^ ると その 響が 聞ぇ て來 る、 と 云つ たや 
うに、 絕へず 先生 1: 愛する の 情は、 胸の 海中に あつ 
て も •今 爻 で 色 ^ な 俗界の 風波に 響を 消 ^ れてゐ た 
•か、 今 その 偉人の 死と 共に、 波が 靜〇 て， 思慕の 鐘 
の 音が S づ乙 ともなく 鳴ぅ ! 11 でて 止 1 ぬ やうな 思； S 
である。 もし 私が 文筆の ± であるなら、 今の 此の 思 
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a を、 き S? しても 見た s。 (跷) 


松 根 東洋 城 

松 山 時代の 先生の 話は、 ざつと 「先生と 俳句と 私 
と」 の 方に 述べて SS た" で 此處で は 只 先生の 當時 
の 外部 的な 様子で も お話し やぅと 思 ふ。 

先生は いつも 紺の 背 廣を 着て® られ た。 而して 私 
共 4C は 比較的小 柄な 人に il ぇた。 敎壇の 上では、 故 
意に すると 云 ふ 程の 誇張の な S 程度で、 いる < な 
說明に 身 振 6 を 伴隨 3 せる のを 常と せられた。 

それ •か 大變 先生の 考 へを 吾々 にの み 込ませる の 
に、 益が あ 〇 たやう に M ふ。 又 一つの 質問に も 詳し 
い 說明を 吝爻れ なかつ た。 

しかも 知らぬ 事は 平然として 知ら / 1 と 云は n た。 
▼てれが 當時の 誤 摩 化し 上手な 敎師だ ちと 比べて、 吾 


❖を 敬服 させ '/ 2 ものである。 一體に 此方が 忠實で 眞 
而目で あれば、 どこまでも 眞面 目方、 態度で 接せられ 
た。 

而して その 眞而 目な 嚴肅な もの、 底には •必ず 溫 
情の 滿ち 溢れて ゐる のが 感ぜられた" 决して 高 M 的 
ではな S。 飽く茳 で 感化 的で あつた。 先づ 平凡に 云 
へば 先生の 德と S ふ もので あらう か、 態度に 一種の 
力の あつたのは 爭はれ ない。 殊に 生徒の 能力 5: ょく 
計量 3 れてゐ たものと 見ぇ'  先生の 云 はれる 事 •たけ 
はょく吾々も消化し得た。ほんとに食つた<けのも 
のが 悉く 血 (C なるやう に 感ぜられた。 をれ で 元來私 
なぞは、 英語が 好 さで なかつ たけれ ど、 一先 生に 敎は 
つて、 やう やく 其而白 味が 解つ たやうな 氣が した。 

をれ から も 一つ 感じた のは、 先生の 態度が 極め '1 n: 
氣取ら ぬ 點で ある。 先生 氣質 とい ふ ものは ど 乙に で 
も あつて、 どの 敎師で も 厭に 態度を 作る ものである 
が、 先生には 初めから をれ がな かつた。 敎塲 でも 廊 
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下で も、 先生は 常に 先生で あ 〇 た〇 

休 課 時 問な どには よく 運動 塲へ 出られて、 鐵 棒に 
つか t つ た々、 棚の 上に a よ 〇 乙 6 坐つ て 居られた 
6 した。 當時 をん な 氣輕な 乙 とを する のは 體操の 先 
生 位よ 6外 はな かった ので、 吾々 はを の 空 mi 絕後の 
敎師 らしか^ ぬ 態度に 敬服した ものである。 爻づ其 
當時か ら 一種の 仙骨を 帶びて E られた と 云っ てよ か 
ら 5© 

も 一っ覺 へて ぬ / > 事は、 先生 •か 下宿から 通っ て 來 
るのに、 よく 道侧の 溝の 傍を 步かれ てゐた 事で ある。 
何でも a どく 無雜 作に やって E られた のが、 吾々 に 
は不 M 議だ 〇 た。 

松 ! 1! に 來られ たのは 道 後の 湯の ためだと 云 ふ 噂が 
淼' b 高かった の も事實 V ある。 而して 先生が あの 意 
地惡 な生徙 から 毫も 反抗 3 れ た 6 嘲弄され た 6 しな 
かった の も、 それ 以上に 確！： たる 事實で あった。 (談) 


熊 本 時代 

. 速 水 滉 

夏 目先 生が 松 山から 熊 本 ic 赴任され たのは、 明治 
二十 九 年で、 私が 高等 學 校の 三年 生の 時で ぁつた。 
をれ から 三十 年まで、 僅か 一年間 私は 先生の 薰陶を 
受けた < けなので、 熊 本 時代の 先生と 云 ふ 記 臆に 殘 
つて： Q る處は ro ぅ 多くは ない。 

吾 ❖ は 其 時 先生から バ f クの フレンチ •リヴ オリ 
ユ—シ ョン 1: 敎 はつた。 それは 中々 六ヶ 敷い もので、 
當時 吾々 は 先生を さ ほど 偉ら い 人と も 思は ず、 時々 
突つ か、 つた もので ぁつた。 後々 になつ て 此 時分の 
,話が出る每に、先生は苦笑 ^ 3れて、「ぁの本は今君 
らが讀 ん で 見ても き 〇 と 六ヶ敷 5 と 思 ふに 違 a な 
い。 併し 今 僕に 敎へ n, せれば、 君 等を すつ か 6 感服 
させる の だが。」 と 云つ てわた。 兎に角 先生 も 赴任 早 
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早では あ 6、 吾々 も 5 う 偉ら いとは 思つ て ゐ なかつ 
たのは 事實で ある。 

其 外 課外 講義に ハム レットを 讀んで 居られた が、 
この 面白 3 は 今 •たに 印象に 殘 〇 て， Q る。 例の 落着い 
た 調子で、 餘 6 に 字句の 穿鑿は せず、 短評を 狭んで 
の 講義で、 私共には 初めて ハム レットの 面白味’ かわ 
かつた ので あつた。 

一體に 先生の 其 時の 感じと しては、 六ヶ 敷い 嚴格 
な 態度で、 快活な 處が 少な かつた やうに M ふ。 生徒 
か T 讀 みを ® つた*^ すると 可な^' 手嚴し くや*®' 乙 
めら れ たと 覺へて ゐ る。 此 間の 朝日 新聞に 出て ゐた 
高原君の記事_て、股の間へ辭書を狹んで、先きを調 
ベて ゐたら 叱られた と 云 ふやうな 調子は 確かに あ 〇 
た。 生徒の 中で 字義を 聞く と、 ^ んな 乙とは 字書を 
弓けば 解る と 云つ て、 解答を 與へて 下 3 らな S 事 も 
あつた。 併し 嚴 格とは 云つ て も溫 味の ある、 一 2¢® 
つ た 感じが あつた。 


今から 考へ ると 其 頃の 五 高には、 夏 目 3 んと小 泉 
八 雲 3 んと 、此 二人が 同時に 居られて、 短日月では 
あつたが 此の 兩文 豪から 學ぶ 乙と を 得た のは 光榮の 
至 6 .である。 併し 吾々 はこの 兩方を さして 偉ら い 人 
とも 思は ず、 小 泉 ^ んなゼ の 時は、 先生の 近眼を 利 
用して 別な 本を 讀んで 〇 た 6、 後ろの 方から 逃げ 穴 
i、 敎 室へ 來る のが 遲く なると 皆 V 去 〇 たうした。 
夏 目先 生に 對し ては、 皆が 怖がつ て， Q 力 •たけに、 遲 
れて も敎 室を 逃げる と 云 ふやうな 事 ばな かつた。 

學 校の 龍 南會雜 誌には、 何も 書かれな かつた •か、 
俳 旬は ょく 出 ^ れた 。私が 出てから 後、 雜誌 部から 
依賴 5 れて、小論文を寄稿 3 れた乙とがある。何で 
も 俳文 的な 面白 S もので、 當 時の 先生の 人生 觀を述 
ベた もの だつ たと 記 臆して. Q る。 

乙 n は 又 他の 人から 聞いた ので あるが、 矢 張う 其 
時分 先生は、 白 河 鯉洋 や 笹川臨 風な ぞの やつて ゐた 
「江湖」 と 云 ふ雜 誌へ、 一度 筆 i: 取られた 事が ある さ 
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ぅで ある。 此 時代の 先生の 書かれた ものは、 右の 二 
〇 位な もので あらぅ。 

要するに 熊 本 時代は、 私 も 親炙す る 期間 短く、 先 
生 も ^ ださう 偉ら くない 時代で、' 先生の あの 偉大な 
る 縊 蓄と云 ふ ものは、 恐らく をれ 以後に 出來 上 〇 た 
のでは な S かと 思 はれる。 (談) 


內丸 最一郞 

熊 本で 先生に 敎 はつて ゐた 時代の 私は、 何しろ 二 
部で 英語 •か 不得意な 方で あつたた め、 英語のぅ ま‘ S 
寺 田 寅彥 君な どと 違 ひ、 嚴 格な 先生の 講義 i: 5 を 只 
管 怖がつ てゐた 。而 して 自分で' 先生の 受け ♦か 佘 A 
よくない と 信じて. Q た。 とこる がそれ にも 係らず、 
其 頃 私が 家の 事情で、 學 費が 送絕 えた 乙と を 他の 敎 
授から 聞かれた 時、 先生は 或る 方を 通じて、 自分 R 


大學 卒業 迄 學費幺 出して やらう と 云は れた 事が あ 
る。 幸に して 私は 其 時、 故鄕の 育英 會 から 資金を 借 
6, られる やうに なつた ので、 先生の 難 有 い 志 だけを 
お受けして、 出して 頂く のを 御辭 退した •か、 今 だに 
あの 時の 御 厚情は 感謝の念に 堪 へな IP 。 他の 學科な 
ぞは 少しは ょかった が、 先生の 受 持の 英語が ^ う 出 
來 もしない、 赤の他人の 私に、 眞實 金を 出して 下 3 
らうと ふのは、 佘程 親切な 心がなければ 出來 ない 事 
である。 しかも 他の 人々 の 口先 だけとは 違っ て、 先 

生のは、 いからさう 云 ふので あるから、 自分は いくら 

# 

感謝して も 足 6 ない と M つて ゐる •をれ も 先生が 御 
富有で C も あれば 兎も角、 高等 學 校の 敎授と 云へ ば 
さう 收入も あられる 筈 •かない。 其 後 も 西片町 時代に、 
私が 先生に 向つ て 「あんな 事を 仰つ て 下す 〇 たが 先 
生は 御金 持だった のです か」 と 聞いた 所、 「い や 御覽 
の 通 6' 貧乏 だが、 君 一人 位 どうかなる と M o たの 3。 
併し あの 時 出して やらないで 惜しい 事を した。 3 う 
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すれば 哲は 一生 僕の 前で； M が 上らな かつたん だが」 
と 云つ て 笑は れた事 も あつた。 猶其時 私と 貧乏に 就 
てい る< お 話が あつたが、 その 時 云つ た 乙とは 後 
に 野 分の 白 井 道 也 先生の 演說 となつ て 現 はれた。 あ 
の演說 を默 つて 聞いて ゐる 男と S ふの •か、 實は 私な 
ので ある。 

熊 本での 敎 壇の 様子は、 誰れ か 他に ょく 記 臆して 
る •たらぅ と 思 ふが、 私は ジョン •ハリファックス •ジ 
エン トル マンと 云 ふのと、 ジェム ス •ォブ •ィング ソ 
ッシユ •ブロ， ズ とを 敎 はつた 。前 (C も 云つ た 通 6 怖 
かつた が、 ょく 解る 講義で、 後者の 方に あつた スコ 
ット ランドの 雪景を 叙した 文を、 得 怠で 講義され た 
のを 覺 へて ^ る。 併し nl 舍者で は あ 6、 鈍物の 多 s 
二部 生の 事* て あるから、 ハイカラな 先生の 言葉を 解 
し 得な 1 C て、 或 時 先生が、 「直 覺 」 と 云 ふ 言葉を 使つ 
たら、 或 人が 直角と 間違へ 72 もの か、 「直 カクとは 何 
です J と 尋ねた 所、 「直覺 とは 直覺祀 よ」 と 一言の 下 


に 叱 6 0 けられた 6 したの も覺 へて， Q る。 

をれ から 又 一度 私が 課外 講義で 3 れてゐ た ジョ 
ン •ハリファックスの 方へ 聽講に 行つ て ゐた 時、 激外 
講義 だから 假各を 附 けるな と 云は れてゐ たに 係ら 
ず、 復習の 便利の 爲めに 附け ての た處を 見附 けられ、 
叱られた 上、 「をれ ぢや君 や 〇 て 見 給へ」 と 云 はれて V 
兎に角 立ち上 〇 て 讀 ん だ •か、 ^ れが箇 人的に 先生 か 
ら物を 云 はれた 最初で、 をの 時の 怖 ? が 先生の 第一 
印象と なつて 殘つて 了つ たので あらう。 暫 らく 私は 
嚴しい 先生との み 思 ふて ゐ た。 熊 本 時代の 先生の 記 
臆と 云 ふのは 先づ仑 んな處 である。 兎に角 私は 先生 
が、 あの 時代に 私の やうな 者を， 自分の 貧乏に も 係 
らず 世話して 下さらう とした 御壞意 ヒ、 繰 6 返して 
感謝して置き 72 い。もつと詳しい事實は寺田君なぞ 
の 方が ょく 知つ て ゐ る窖で ある。 (談) 
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大 學敎授 時代 

畔柳 都太郞 

君は (記者に 向 0 < 云 ふ) 戯曲 1: 書く 人 だか」 解る 
であらぅ が、 ® 曲を 書けば きつと H ンフ アサィ ズし 
た 所を 生じる。 私が 今玆で 何 か漱 石さん の 事を 話す 
と、話す所だけ誇大 3 れた形になって、云はない所 
が脫 けて 了 ふから、 ^ 乙 ^ 漱石 氏を 生 & た纒つ た 人 
間と して 表は す 乙と が 出來な S で、 世に 誤解を 生ず 
る 懸念が ある。 ^ れだか ら五 P4 々が 談話 ^ 徵せ られた 
時 も、 先 づ沈默 しやう と 云 ふの が 友人間の 考ら しか 
つた。 

現に 眞鍋醫 學士の 談 として 出た 片言隻語 シ .捕へ 
て、 もう 漱石 氏 ^ ：, ぬ 迄 皮肉な 人と して 批評して *Q 


批評を 讀ひ と、 謙譲の 沈 默 t 出で V、 矢 張 5 何 か 一 
言 辯 解した S やうに 思 ふ。 

第一に、 英學 者と して 漱石 氏を 取扱 ひ、 英文 學史- 
の 如き 學問の 方面に 入らな かつた のを、 惜しむ と 云 
ふやうな 事を 云つ た 人 も あつたが、 區 々たる 一英 文 
學の方などに沒頭しなければ、學者でなぃと云ふや 
うな 口 吻は 、眞の 意味の 文學 者た る 故人に 對して 、 
失禮な 批評 •たと 思 ふ。 そんな 意味で 今日 生 5 た文學 
を やつて ゐる やうな 人は、 恐らく 居らないで あらう。 

第二に、 上田 敏 君と 比較して、 同じ 方面に 押し 籠 
めて 了う やうな 批評を 下して る 者 も あるが、 あの 性 
質と 云 ひ 思想と 云 ひ、 殆 /L ど 似て ^ 似つ かぬ 二人を、 
どうして [nl じ範® 內に 入れた の か、 吾々 には 想像が 
つか. ない。 會 、、兩 人が 英文科 ic 席を 置いた と 云 ふだ 
けで 相 並べるならば、 丁度 雨宿りの 時* 同じ 辻堂に 
休んだが故に、並べらる、、と變6はなく、休んだ兩人 


る 人が あつたが、 私は それを 聞 S て ゐてひ どく 不快 

R 思つ た。 而して 更に、 新聞 雑誌に 出て ゐる世 間の の 間には 何らの 必然 i!-J 關係が な S やぅに 思は れ^^ 
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笟 三に、 或 事件を 捕へ て *ひ どく 「0ひじ曲$」の 
人 „た と 云 ふやうな 批評を する 人 も あるが、 社 會に行 
はれて ゐる 不善を 改革 せんとして、 終始 努力す る 人 
は 同じ 意味で 皆 「つむじ 曲 6 J と 批評すべき であらう 
か。 正義 正道な ど ミ 云 ふ 問題では 、随分 俗 社會を 敵 
手に戰 はねば ならぬ 事が 出て 來るだ らうと M ふ。 私 
本 誤解の ないやう に、 漱石 氏の 一端を 其 意味から 社 
會に辯 明して 置きたい と M ふ 故、 與 へられた 問題の 
敎授 時代の 事を、 少しく 述べて 見やう。 

もし 學 者と 云 ふ ものが、 酒に 醉つて 立 小便を して、 
巡 登と ^ 嘩を しなければ ならぬ 如く* 或は 草鞋を 何 
十 足も携 へて 洋行し なければ ならぬ 如く、 換言 すれ 
ば、 非常識で なければ 學者 でない 如く 考ふ るなら ば、 
漱石 さんは もとよ 6 無學 者で あらう。 あの 頭の 中で 
は 非常な 働きを なして. Q るに 係は らず 、行動に 表れ 
た 漱石 さんには、 何らの 奇も 異常 も 見えない。 尋常 
一 樣の靜 な 一 神 土に 過ぎな かつた。 殊に 君 も 承知の 


第一 高等 學校敎 員 室の 空氣 は、 世間の 敎官 室の 空氣 
と 別 ^ 異る處 もな く •只 日常り 談 •話が 交換 S れてゐ 
る k 過ぎな い。 漱石 5 んも 私と 單 に 座席が 向 a 合つ 
て ゐたと 云 ふだけ で、 靜に 入つ て來て 、靜 な擧 動と、 
靜な 談話と、 時に 靜な 喫煙を 5 れる 位な もので、 丁 
度 封 等が 南 町の 木曜 曾での 先生から、 笑 ふ聲を ねき 
取つ て 見たならば、 敎授 時代の 夏 目 S ん •かそつ く. ON 
浮き出て 來るだ らうと 思 ふ。 

漱石 3 んが 一高に 來られ たのは、 洋行から 歸つ て 30 
來られ た 際、 朿 京へ 置きた $ と 云 ふの が 主意で、 當 
時の 狩 野 校長が 大學と 一高と を 兼任に して 入れる や， 
うに 盡力さ れ たの •たと 云 ふ 話で あつた。 狩 野享吉 3 
んは 高等 學校に 於け る 無二の 名 校長と して、 今日に 
至る 迄 高等 學校 ic 名 聲嘖甚 たる 人で あつて、 この 人 
が又漱 石 5 んの 前任地た る 五 高の 同僚 V あつたか. 

ら、或はさう云ふ事もあつたらうと想像 $ れる。 

丁度 ^ の 事が 未だ 盡力 中な うと 云ム 曝が、 ど Z. か 


ら ともなく 傳はつ た 時、 私は 非常に 喜ばしく 思つ た。 

諺 一の 理由は、 所謂 英語 屋で なくて、 文學 や哲學 
凡べて恐想の問題に、深く思ひ.を沈めて居られる人 
が、 同じ 學校 に來ら れ ると 云 ふ 事は、 その 敎 へを 受 
くる 上に 極めて 幸福 だと 思つ たからで ある Q 

第二の 理由は、 夏 目さん の敎塲 に 於け る敎 育法が、 
極めて 嚴正で あつて、 笑 a 顔 一つされ ない ャヵマ し 
い 人 だと 云 ふ 事 1: 聞いて、 英語の 敎師と 云 ふ ものは 
講談 落語家と Ini じく、 生徒を 笑は せる のを 專門に し 
なければ ならぬ やぅな、 所謂 神 田學 風の 微麋氣 もな 
いのを 嬉しく 思つ たからで ある。 

第三の 理由は、 夏： m3 んが 私の 舊識の 人で あると 
云 ふ 事であった。 此の 舊識だ ったと 云 ふ 事に 就て、 
少し 話したい ので ある。 

夏 目 ^ んは 私が 大學の 一年へ 入つ た 時は、 旣に卒 
業して、 大學院 に 居られた。 氏に 就て は、 まだ 仙臺 
の 高等 學校に ゐる時 分から、 夏 目 ^ ん と 同じ 英文科 


に籍を 置いた 私の 先輩の、 玉虫と 云 ふ 人から 多少 噂 
は 聞 S てゐ たと 共 k 、 哲學雜 誌に 揭げた 「英國 詩人 
の 天地 山川に 關す る感 念」 を讀ん で、 其 筆者なる 夏 
目 ^ んの 、論理を 行る 仕方に CA どく 感服して 了つ た。 
今 讀んだ らッマ ラヌ もの かも 知れぬ が、 當時 高等 學 
校の 生徒た る 私が、 哲學雜 誌を 開 S て 右の 夏の 中頃 
から 初 まつた 此小 論文の、 天が 有意の 時と 無意の 時 
と、 人が 有意の 時と 無意の 時と、 乙れ をつな ぎ 合せ 
て その 何れの ヶ t ス が 成立 〇 かと 押して ゆく 論の 仕 
方に、 魅了 3 れた のは 無理 もない。 兎に角 をれ で 夏 
目さん なる 名 •か 私の 頭に 鏤刻され、 東京へ 出たら 是 
非 玉虫 君の 紹介で 會ひた いもので あると 兼 ❖ から 思 
〇 て. Q た。 

5 て 愈々 束 京へ 出て 來た 私は、 高等 學校時 代から 
借金で 育つ て來た 體で 、學資 は 極めて 不充分な 穴め、 
書物 5: 買 ふやぅな 餘裕 はない。 或る時 オット 丨の佛 
蘭 西 文典を 買は ぅと 思つ たが、 金が 無 かつた。 仑乙 
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で ど 5 しやう かと 玉虫哲 に 相談 •てした 所が" 夏 目 ^ 
んに 借々 たらょ からう と 言 ふので、 同 打 U 伴 はれて 
東片 町の 夏 目さん の 下宿へ 借りに 行つ た。 行つ < 驚 
いた 乙と には、 下 { M の 部屋へ 入る と 本が 非常に 澤山 
あつて、 本箱に 入 6 きらず、 そ Z1 ら 一而に 堆 M した 
中から、 夏 目 5 んが顔 を 出して. Q たので、 ひ どく 度 
瞻をぬ かれて 了つ た。 何しろ 田舍か ら出 たての 事で 
あるから、 大學 生と S ふ ものは かう 云 ふ 風に 澤山本 
V - 讀ま ねばならぬ もの かと、 只 ^ 驚嘆した のて あつ 
た。 K 後 乙の 事を 夏 自さん に 話し 7e 處が 、すつ か 6 
忘 n て ^ て、 私の 訪問した 事す らも 記 臆 4C なかつ た。 
ょほど 私を Fii 舍 の钾 生と 思 〇 て 無視して 尻ら れたと 
見ぇる。 その 又 オット— の 文典に、 英語で 10  Natsu 
me 一八 〇何犯 と# いた 字が、 すばらしく クマイ や 
うに 感じ、 乙れ 又 英語 1: やる 人は かう う ^ く 字を 書 
くもの かと 吃驚した。 尤も 其 後 S 英字には、 3 う感 
服 もしな か 〇 たが、 私には どうも あの 頃の 字が 最も 


上手 •たつた や 5 に 感ぜられる* 

敎塲 へは、 ゥ I ド 先生の 時間に、 大學 院生 徒と し 
て、 聽講に 二 三度 出て 來た のを 覺へて ゐ る。 其 中 1C 、 
ゥ* ■ド 先 ^ から 出な くと もい、 と 云は れ たかして、 
姿が 見ぇな くな つた。 夏 目 ^ んは 背廣の 服を 着て £> 
て、 當時旣 に 高師の 敎師だ つたと 思 ふ。 

間もなく 或る 專情 のた め、 高師を 去つ て 松 山に ゆ 
き、 熊 本の 高等 學 校へ 行く 事と なつて、 其 間に 田 岡 
嶺雲 、藤 田 劎峯 、笹川 臨 風 等の 起せる 東亜 文 學に、 
スタ f ンの トリストラム •シヤン ディを 論じ / 2 事 も 
あつた。 餘程 語學の 達者な 人で なければ、 あんな 問 
題を 取扱へ ない ものであるが、 をれ と 同時に 矢 張 $ 
夏 目 3 んの 文のぅ ^ さ •か 感ぜられた。 

をれ 以後 何を して 居られた か、 私は ょくは 知らな 
い。 が 熊 本から 洋行して、 病 子規を 慰める ために 寄 
せた偷敦消息の、下宿の婆にいぢめられる所なゼは， 
面白く 讀んで 今 猶忘れ ない。 
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かう 云 ふ 關係だ つ たから、 向 ふは 知らな か 〇 たけ 
れ ども、 私から 云へ ば、 心中に 尊敬して 居る 夏 目 5 
んが 、同役に 來られ ると 云 ふ 事は、 此の 舊識の 人で 
あると 云 ふため、 非常に 偸 快で あ 〇 た。 

いつ 歸つて 來られ たの だつ たか 私は 覺ぇ てゐ ない 
けれど、， 其 時千駄 木の 齋藤 阿具 君の 邸宅に もう 住ん 
で 居られる 由を 聞いて、 私から 出 懸けて 行つ て、 改 
めて 初めての 面會を した。 而し て甞 ての 大學 時代の 
話を した 處 •か、 前に も 云 〇 た 通う、 すつ か$ 忘れて 
ゐた 。をれ 以來 、私は 殊に 氣の 置けぬ 人と 見る と、 
隨分色 令な 事を 話す 質で、 そ ^ で 夏 目 5 んの 一面と 
相 通じた もの か、 兎も角 隔意な しに 往來 する やうに 
なつて 了つ た。 

此 時分の 夏 目 5 んは 、尋常 一樣 の敎師 •たつた から、 
收入も 不足で、 丁度 吾 令と 同じ やう ^ 困つ てゐ たら 
しく 見受けられ、 旁ら 著作と S ふ 方面へ 手を 染めら 
れ た。 併し 本屋を 對 手の 話は、 私よう も 知らな かつ 


た 位で、 惑る S 書物 屋に 引か、 つて、 隨分 迷惑を 見' 
た 話 も あつた。 或る リィ ダ ァの 校閱を 賴爻れ てした 
處が 、廣吿 には 著作の やうに 發表 3れ、 校閱 料の 二 
三十 圓でヒ ドィ目 に 合は された と 云 ふやうな 事 すら 
あつた。 

をれからをんな著作以外に、虛子などにす、めら 
れて 、創作の 方を 初められた の も 其 時代で ある。 初 
めて 「猫」 が ホト 、ギス に 出た 翌日、 私は 學校で 「昨 
夜 面白く 讀み爻 した」 と 云つ たら， 夏 目さん は 例の 
笑顔を して、 「3 うか j と 云つ ただけ であつ た。 その 
中に 「猫」 の 好評が 續々 出て 來て 、犬に 呼 物と なつた 
ため、 自分では ニー 回で やめる つも- CS だつ たのを、 
求めて ホ ト ヽギス の 方から 續稿を 强 請 ^ れ 、あ、 云 
ふ 風に 延びて 行つ たのら しい。 あの 話の 中には 私が 
他から 聞 S て來 て、 夏 目さん に 供給した 材料 も あ 6、 
私が 望んで 書いて M つた 塲面も ある。 (篇 中の 猫が 鼠 
をと る處が それ である。) 
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仑 れ から 偷敦 塔、 ヵ ァ ラィル 博物館 等續 s て 現は 
れる 事と なつた が、 書く と共に 敎へ ると 云 ふ 事は 誰 
れも 苦痛 1: 感じる と 見ぇて、 夏 目 S んも兩 立し 難い 
塲合に 際會 したので あらぅ。 時には 學校を 休まれる 
事 も 生じ、 又 試驗の 採點 が遲れ て、 私から 催促に 行 
つた 事な ども あつた。 

間もなく西片町に移轉3れて、玆で池邊三山 5 ん 
の 訪問と なぅ、 遂に 敎職を 擲つ て、 本鄕 方面の 關係 
が 無くなつ たため、 生れ 故鄕 k 近い 早 稻田南 町に 卜 
居し、 今日に 及んだ ので あるが、 此間 時々 私は 遊び 
に 行つ て、 交遊 今日まで 繼續 して ゐた譯 である。 

從つて 夏 目 3 んと 私とは、 一種 特別な 關係 になつ 
て. Q るので、 先づ 第一に 私は 弟子では ない。 鈴 木 君 
や 小 宮君や 森 卷吉君 や 寺 田 寅彥君 の やうに 敎 授を受 
けた 事 もなければ、 され ばと 云つ て、 同窓 同時代の 
友人で もな く、 大塚各 ん营 3 ん 、狩 野さん 中 村さん 
なぞの 意味での 友人では 勿論 ?: い。 そ M で 弟子を 超 


越し、 3 れ ばと て 友人には 達せず、 先づ 私から 云 

へば 親し S 先輩、 夏 目 3 ん から 云へ ば 親し S 後輩と 
でも 云 ふ 事になる ので あらう。 私の 知る 限 6 では、 か 
う 云 ふ 關係に 在る ものは 自分 一人ら しく 思は れ る。 

乙 の やうに 私が 往來 して ゐて 、第一に 感ぜられた 
のは、 漱石 5 んが 先生と いふ ものと、 友人と s ふ も 
のと 弟子と 云 ふ ものと 1: はつき り區 別し X 居ら 
れ たらしく 思へ る 事で ある。 rj n は 別に 夏 目さん 自 
身に 聞 いて 見た 譯で ないから 解らない が、 弟子の 者 
が 友人 顔して 見た う、 後輩の ものが 先輩 顔で もす る 
やうになる 乙と を、 a どく 嫌 はれて 居つ たの ^ やな 
いかと 思 ふ。 私な e も 時代が 時代 故、 かう 云ふ點 は 
a どく 喧しく 云 はれて 育つ た爲 •矢 張 6 區 別して 考 
へる のが 常で、 例へ ば ある 學士 で、 もと 元 良 先生に 
學び 乍ら、 後 私ら に 向つ て 元 良 君と 云つ た 男が あつ 
たが、 其 都度 不快に 感ぜざる を 得な かつた 如く、 夏 
目 5 んに も ^ れが あつた やうで ある。 現に 今 洋行 中 
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の 某 學士を 批評 :: れて、 「初めは あなた  < と 話して 
る 中に、 君は-—、 と 云 ふ おかしな 奴 •たな」 と 云 はれ 
た 事が ある。 どうも S う 云 ふ 所は 順序 正しく ^ れた 
のでは な S かと 思 はれる。 

面會 日を 作られた の も、 文名が 高まる と共に 客來 
が繁 くな つて、 或る日 なぞは 私が 十三 人目の 客 だつ 
た 事 も あつた 位で、 餘儀 なく 作つ たの、' ては あるが、 
私は 木金が 忙しく 都合が 惡るい と 云つ たら、 「な あ 
にあれ は 書生 や 一般の 人に 對して 作つ たので、 君は 
差 支ない ょ」 と 云 はれ、 其 間に 自ら 區別 をつ けて 置 
かれる と 云つ た 風で あつた。 その 爲私は 勝手な 時に 
訪問 T るを 常と した。 

猶又 かう 云 ふ 例 も ある。. s o か 私が 手紙に 漱石先 
生と 書いて やつた 處 、をの あて 〇 けに 向 ふから 本 だ 
つた か 何だった か 忘れた が、. 呈畔柳 都太郞 先生と 書 
い てよ 乙した 事が あつた。 何、 て も 乙ん な點は ひどく 
氣に して ゐ たと 見える。 


第二. に 感じた のは、 如何にも 話して， Q て 心 持が よ 
く氣 取つ た 所がな S 事で あつた。 噓 言と 云 ふやうな 
事は 身ぶ る ひ ^ れる程 嫌 a で、 物の IE 義とい ふ觀念 
が 恐ろしい 程銳 か 〇 た。 而して 隔てな く眞 心を 乙め 
て 話 5 る、 故、 氣が 置けないで 私 も隨分 勝手な 話を 
し， て 來る のが 常で あつた。 私が 行く 時には 大抵 土曜 
日の 午後 一時には 向 ふへ 着く やうに し、 成るべく 早 
く歸 らうと しても、 大槪電 燈の點 くのに 驚いて 歸る 
と 云 ふ 風で あつた。 

目を しよ ぼ <さ せて、 所謂 硝子 戶の 中の あの 部 
屋 から 折々 庭の 方を 見 乍ら、 P もとを ちよい^- 
後へ引く やうに して、 比較的 R 低い 聲で ，警句を 交 
へたう I 又隨分 笑つ た 6 し 乍ら 氣持 よく 話 ^ れ るの 
で どうして も 釣- CN 込まれて 歸* CN が 遲く なる。 あの 
話 方は 小宮が 遺 鉢を 傳へ てゐる やう ^ 思 ふ。 私も隨 
分 勝手な 事を 云 ふし、 又 遠慮なく 反對 もした が、 あ 
の 夏 目 ^ んの禪 を s n た $、 書 書の 鑑識が 高く、 俳 
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句 も 作れば、 心理 解剖に も 秀で、 哲學 思想に 富んだ 
高等な 頭と、 自分の やうな 生物 學や 社會學 なぞが 好 
5 な 者との、 意見の 合は ぬ 事は 無論 多 かるべき 箸で 
ある。 私の 意見 ^. どは 大部分 幼稚 •たと 笑 はれて ゐた 
らうと 思 ふ。 現に 「硝子 戶の 中」 に 出て ゐる 講演の 報 
酬 問題な e も、 歸っ てから 手紙で 反駿 もし、 又 手紙 
で 論難 5 れたが 、今以て 依然 私は 屈服して は. Q な S 。 
かう 云 ふ 事が 瀕繁 にあ 0 たが、 實に氣 が 置けない の 
で、 漱石 3 ん との 話 ほど 快感を 感じた 例は 私の 一生 
に 無 S ので ある。 

第三に 感じた のは、 應接 間の 夏 目さん と 云 ふ もの 
が、 實に ょく 努められた もの だと 云 ふ 事で ある。 弟 
子の 人から 聞く と 不機嫌な 時には 物 も 云 はれな かつ 
たと 云 ふやうな 事 も あつた S うで あるが、 私は 全く 
をん な經驗 R 會は なかつ た。 もし 不愉快で 物 も 云は 
れ なかつ たと 云 ふの が 事實 ならば、 應接 間に 於け る 
夏 目 r& /L の あ、 いふ 快活な 態度は、 餘 程の 克己が な 


ければ 出來 ない と 思 ふ。 私が 他との 應接に ょく 努め 
られ たとい ふのは を 乙で ある。 

私には どうも その 不愉快な 無言と いふのは、 他人 
が 夏 目さん を 瞞す 時 R 看破 3 れて 、不興を 釀 すので 
はない かと 思 ふ。 と S ふのは、 私 も 只 一度、 ある 人 
から 賴受れ て 或る 事を 賴みに 行つ た 時、 乙 ちらで 依 
賴を云 a 終る と、. 一時 かう 異樣な 目の 光を 動かして、 
沈默 3 れた 事が ある。 そ 乙で 私は 兼て 噂の 不興は こ 
れだな と氣 がつ き、 改めて 依賴 5 れ た 事件の 性質を 36) 
細かに 說 s て、 决して 夏 目 ^ ん を擔い で 私利を 計る 
やうな サモ しい 目的では ない 事を 明かに した 處が、 

又 間もなく 元の 笑顔に 立 返 へられ、 平生と 少しも 異 
らな くな 〇 た。 それで 私は 夏 目 S んを 利用し やうと 
云 ふ 人な どのみ R 、 s う 云 ふ 不興 5: する のでは ない 
かと 思つ たの、' て ある。 何しろ 一切を 看破す ると いふ 
自信を 持つ て 居られた ので あるから-見ぇ透いた 底 
意には 何ょ 6 も 反感を 起 3 れ为 のでは なから うか。 
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第 四に 感じた 事は、 漱 石さん の やうに 獨 立の 思想 
を 以て、 獨 立の 生活 i: 行つ て、 他ょう 犯 5 れず又 他 
を 犯さな s やうに して 行き 得た のを 羨し いと 思 ふ。 
丁度 あの 住まつ て 居られた 硝子 戶で 固めた 部屋の や 
うに、 それから 又小說 のどれ かに ある 空間を 四 五 尺 
四方に 切 6, とつて、 其 中 k 王侯の やうに 住んで， Q る 
人物の やうに、 固く 明瞭な 輪廓を 作つ て 此社會 に 住 
んで 居られた 事は、 誠に 羨ましい 境遇で あるが、 同 
時 R 又 社會學 などに 興味を 持つ て ゐる 私から 云 ふ 
と、 あの 固い 夏 目 3 んの 態度の 薄い 表面 だけに、 換 
言 すれば あの 硝子 戶の 外側に、 置いた 霜が 天日に 當 
〇 て 溶けた やうな 薄い 潤 CA が あつて 欲し かつた とも 
思 ふ。 

己れ を 少しも 損せず して、 それで， Q て 表面 •たけい 
くら か 社會的 社交的で あう 得な s とは、 私 ども 斷言 
は 出來ま S。 無論 自己の 人格を 傷 けられる 時は 飽く 

迄 反 杭す る t 云 ふ、 堅固な 性格 や 鞏固な 意志 あれ W:' 


乙を、あミ云ふ態度も持得るのであつて，を乙が又 
吾々 の 及び難い 點では あるが、 自己の 人格を 損せず 
して、 同時に 社會 的な 分子を 加へ 得たら、 どんなに 
か 嬉し かつ 六と 思 ふ。 

をの 一例と して 極めて 些少な 一 私事で あるが、 今 
猶私に 未解決の 儘で 殘 3 れてゐ る 事實を 參考 迄 R 云 
はぅならば、 甞て 私は 母を 伴 ふて 歌舞伎 座に 越路を 
聞 S た 事が ある。 その 時桝 が餘 つて ゐたの で、 私は 夏 
目さん と ある 他の 博士を お 誘 a した。 と Z. ろが 夏 目 C 37 
さんは 私の 母に 最後まで 一言 も 口を きかれな かつ 
た .0 をれ を 先づ假 6 に 私と 夏 目さん との 位置を 逆 R 
して 考へて 見る と、 私なら 佘程 コム ベン シヨ ンに近 
づいて 、夏 目さん の 母に 世間 並の 拶挨 r らゐ はし 3 
ぅで ある。 をれ 1: 夏 目さん は 好 ^ れな かつた。 而し 
て 私の 身から 云へ ば 何となく 手 持 無沙汰に なつて 了 
つた。 乙れ は 或は 私の 方から 紹介す ベ 5 もので あつ 
たか も 知れない。 併し 私なら 進んで 物を 云 ふ 所で あ 
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る やうな 氣が する。 乙ん な 一 些事を かれ 乙れ 云 ふの 
は 誤解の 恐れが あるか も 知れん が、 私 {'C はどう も 夏 
目さん の 色々 な 事に、 かう 云 ふ 風が 見えは しな かつ 
たかと 遺慽に 思 ふので ある。 C 談). 


松 浦 一 

夏 目先 生 •か 洋行から 歸 〇 て、 初めて 大學に 出られ 
たのは、 自分が 未だ 一年の 時の 第三 學期 (明治 三十 
六 年) からで あつた。 ^ れ迄は 小 泉 八 雲 先生が 居ら 
れた 。八 雲 先生は 知つ ての 通 $、 人柄な $ 思想な $ 
どこ 迄 も 詩人で、 先生 •か 一度 現 はれ 一度 口を 開けば 
敎室 全體が 忽ちに して 詩 化され、 紫雲 靉靆 とい ふや 
うな 氣分に 統一 3 れて了 ふので、 久しく 其 詩的 空 
氣に醉 は 5 れてゐ た學 生らは、 先生が 去る と 聞く や 
痛惜す る事甚 しく、 一年生の 中 R は 遂に 轉 科する も 


のを 3 へ 生じた 位で あつた。 從 つ て 新任の 夏 目先 生 
に 對し ては、 何らの 期待を も 持つ て ゐな かつた と 云 
〇 てい、。 をれ は當 時の 英文科 會が 新任の ロ ィド、 

夏 目、 上田 (敏) 三 先生の 歡迎を 兼ねて 開かれた 時 R 
先輩の 或る人が 其 席上で 一人の 小 泉 先生が 去つ て、 
今度 「頭 數は增 ぇた けれども」 などと 冷笑的に 言及し 
たので も 解る。 兎 に 角 小 泉 先生の 後を 受けて、 ロィ 
ド 先生 及び 高師の 敎授の 上田 敏 先生と 共に、 夏 目先 
生が 任命 ru れ ると 聞いた 時、 吾々 の 仲間では 夏 目先 38^ 
生と S ふ 人は 大 學在學 中からで も 英國の 小 說を澤 山 
讀まれ た 人 だ、 又 漢詩の 古詩な ども 作られる I をれ 
から 子規の 友人で 俳句を 作られるな ど、 いふ 噂を し 
た $ 聞いた ぅする 位の もので 先生の 眞價に 就 いては 
殆んど 聞知す る 者が 無 かつたら ぅと 思は れ 犮。 自分 
は 始めから 先生に 就いては 何 k も 知らな かつた ので 
ある。 

講義を 初められた のは、 前 R も 云つ た 通. CN、 自分 
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達の 一年の 三學期 V あつたが、 先生が 初めて 敎 室へ 
現れた 時、 きび^-とした 而して 瀟洒な 洋服 姿に 蝙 
蝠 傘を 持つ て 來られ たと 覺ぇ てゐ る。 而 して 講義の 
初めに T 私は ァヴヱ レ r ジな 日本人の 一人と して/ OJ' 
話を する」 と 謙遜な 前置を された。 其 時分の 先生の 
顏附 きは 晚 年ょ 6 はずつ と瘦せ て 居られた が、 都會 
趣味と 俳人 趣味と 一つに 混 A、 一癖 ある 銳い樣 子は 
後年と 大した 異 6 がな かつた。 

其 時の 講義は 文學 論の 方で、 文學 を 形式と 內容と 
の 二つ に 分け、 兜 づ 形式の 方を 取つ て、 詩の 韻律な 
どに も 觸れて 論ぜられた が、 此 講義は もと— 先生、 
の 得意の 方面では なかつ たらぅ と 思 ふ。 其 外 先生は 
圖書館 あた 6 に 澤山 あつた 書物の 便利の 爲で C も あ 
〇 たらう が、 サイラス e マ r ナ r l: 我 令に 讀ま して 居 
られ た。 歸朝 早々 の 事で あるから 最初の 一學 期は 先 
生 -R も 左程 授業 上の 成算は なかつ たらう と 察して 居 
る。 此間に 吾々 が 先生から 得 穴 印象は 先生 R は 何 •た 


か而 白い 非凡な ものが あると いふ 乙と を 漠然と 知つ 
た V けで あつた。 

と Z: ろが 其 翌年に なつて、 先生は 愈々 得意の 題目 
たる 內容の 方へ 入つ て 來て 、例の F -f f の 議論に な 
つ て 來 ると、 何し る 今迄 小 泉 先生の 詩の や 5 な 講義 
ばか ぅに 親しんで ゐた學 生は、 此の 文學の 原論に 突 
込んだ、 心理 學的 美學的 乃至 哲學 的な 理智の 議論に、 
等しく 驚異 敬服して 了つ た。 自分の 考 への 上に 組立 
つた 文學の 原論を 大學の 講堂で 堂々 と 聞かせて くれ 
た先生に接して學生はどんなに啓發3れたらぅ。夏 
目先 生は 此 講義を ^ れ たと 云 ふ •たけで も/ 大學 の講 
座に 一生面を 開かれ ^ 功績を 沒する 事は できな S。 
それ 以外には シ H I クス ビァの 講義を された が、 講 
義其 者が 生きて 居た、 字句を ほじく るょ {も 作 5: 生 
かした のは さすがに 文豪の 講義 振 ぅで あつた。 講讀 
の間々 ^ 挾 〇 短評なども、非常に犀利だ 0 た事を覺 
± てゐ る。 沙 翁の 講義には Methuen 發行の The  Ard 
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enShakespeare を 自身には 使用 3 れ例の ダィ， トン a 
の 本 も 開けられた 事は なかつ た •か 始終 一緖に 持つ て 
來られ た" 或る時 先生は 此二册 の 本が 無ければ、 一 
日 も 勤 爻 らない と 言 はれた Z. とが あつた。 かぅ $ ふ 
氣 取った 所の 無い のが 學生に は 却 〇 て 嬉しく 思は n 
た。 此 講義が 面白 s ので、 二十 番の 大敎 室が いっも 
一 ば Y: たつた と覺 ぇて ゐ る。 

學生に 對 する 態度は、 毫も 隔てを 置かず、 親切で 
氣輕 であっ た。 私な e も、 或る時 丁度 大學の 門を 一 
緒に 出て 右左に 別れる 時 お 暇の 時に 伺 CA た S がと 先 
生 R 云 ふと、 來 給へ、 今日す r 來給 へと 云っ たやぅ 
な 調子で •或晚 又 英文科 會の歸 6 に復た 大學の 門前 
であ 別れす る 時 先生が 輕く 「失敬」 と 言 はれた のに 釣 
込まれて 我れ 知らず 「失敬」 と 私の 口から も 出て 了つ 
て ハツと 思つ たが 間に合は ない、 急いで 「左様なら」 
と 云 ひ 消して 心中 大に 恐縮した 乙と ^ へ も 一度 あつ 
犮。 私共よ 6 後の 卒業生の 某氏 なぞは、 寄宿 R ゐて 


正月 '.* 煮が 食へ' ぬと 云づ V、. 先生に 御馳走して もら 
つたと 云 ふ 話 も あつた。 正月の 年始の 時は、 鳥渡 行 
つた 學生 にも 吸物 膳で 屠蘇を 馳走す ると 云つ た 風 
の、 ごく 親しみ 深 s 人で あつた。 

後には 訪問客が 多くて 困る と 乙 ぼ ^ れた 先生 も大 
學へ這 入られて 未だ 初めの 頃、 未だ 「猫」 を やう やく 
書き出 5 れた時分は、寂しさうであつた。其頃私が 
訪問して 辭し 去らう としたら、 「まだ S 、 ぢや ない 
か。 誰れ も來や あしな S。 もつ と 話して 行き 給へ」 
と 引止められた 事が あつた。 木曜日を 面會 日と 定め 
られ たのは 其れょ $ 暫 らくして 先生の 名が 隆々 とし 
て揚 6 訪問客の 多くな つた 後の 事で あつた。 「猫」 の 
評判が 高くな 〇 て、 私が ある 淺 草の 寺の 門番に 非常 
に 愛讀 してる 者が ある 3 う •たと 或 時 云 ふと、 先生は 
微笑を 湛へて 「猫 j の愛讀 者を 歴訪して 見やう か なぞ 
と云はれ穴1とも當時の思出で<ある。 

私の 知つ て 居る 大學 奉職 時代の 先生は 生活と 思想 
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の兩 方面で 奮鬪 3 れてゐ た、 めか" 形容には 段 令と 
人生の 疲れと 云 ふやうな 樣子が 加は る やうに 見え 
た。 洋服、 時には 和服で、 (和服で も 黑紋 付な どは 敎 
室へは 着て 出られな かつた と覺 える) 片手に 辨慶縞 
の 木綿物ら し v> 書物の 風呂敷 包を ぶら^ と 提げ、 
乙け た頰 をして 大學の 門 i: 入 〇 て 來 られた 姿は、 今 
でも 目に 見える やうで ある。 私は あの やうな 疲れ 衰 
へた やうな 狀 態から、 草枕の やうな 逍遙 遊の 文學が 
生れた のを、 眞に 意味の ある 事と 思つ てゐ る。 

先生は 大學の 講師 兼 高等 學校 講師で 兩 方の 俸給を 
合しても 充分な 收 入とは 言 はれない。 或 時 私に 明治 
大學へ 行く ので 助かる と 云は れた 事が あつた。 吾々 
は 先生に 深く 同情した。 

明治 大學で は當 時文 學^ I 設けて 時々 文學の 講演 
會を 催す 事と なつた。 明治 大學 講師た る 先生は 講演 
k 引出 3 れ た。 其 後で 先生が 吾々 の敎 室で 話した 處 

k 據 ると、 先生は 只學生 達 R で 名 話を する だけの つ 


も务 V 行つ た處 •か、 痛 壇の 前に 堂々 と 速記者が 待ち 
かまへ て 居た の R は 驚 s た。 英吉利の 難の 蹴 合 a の 
話を して、 をれ から 持つ て 行つ た 本を 鳥渡 讀ん で、 
壇を 下ぅて 歸つ て來 たとい ふ、 先生の 文名は 其 時は 
巳に 鳴つ て 居た。 此時は 先生なら では 出來な $ 事と 
笑 a ながら 感心した。 

大學 k 於て は、 年月の 經つに 連れて、 先生の 態度 
がだん  <銳ど くな つて 行 〇 たやぅ であつ た。 

文科 大學は 先達が 三年に なつた 時から 試驗は 論文 
と 口述と いふ 制度に なつた ので あるが" 先生は 學生 
に 向つ て、 オリ デナ， な ものを 盛に 獎勵せ られ た。 
或る. 問題を 捉へて 硏究 して 行つ て 其 結果が つまらな 
いものと い ふ 事が 分つ て も 其つ まらない とい ふ 乙と 
を 知る の も 有益な 結果 ^ 得 / e 事になる と 嘗て 敎室で 
言 はれた のは 獨創を •想ぶ 先生の 豪い 處 •たと 敬服して 
居る。 審査は 嚴正で 、又 精密で あつた。 學 生の 論文 
の內容 を、 後々 迄 詳しく 覺ぇて ゐて 、學 生に 會 つ た 
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時に 批評を 加 へられる と 云 ふやぅな 事は 珍ら しくな 
かつた。 それや これ やで 記憶の い ミのに は、 吾々 が 
常に 驚嘆した もので あつた。 

前に も此 語は 出た が 英文科 會即ち 常に 英文 會と呼 
んで 居た 英文科の 出身者 及び 同 科の 在學 生の 懇親 會 
へは、 いつも 悅んで 出席され た。 けれども 其ぅ いふ 
處で 組織 立つ た演說 めいた ものを する のは 絕對に 好 
まれな かつた。 ある 時 幹事の 一人 •か、 食卓の 先生に 
たつて 阿 かお 話し ^ お 願したら、 「そんな 必要は な 
い」 と 怒氣を 含んで 斷乎 として 刎ねつ けられた 事 も 
ある。 偸 快に 集つ て 肩の 張らぬ 話で もあつ 5 6とし 
て、 偸 快 ic あつ ^ A と 解散す るの が 3 うい ふ會 での 
先生の 嗜好で あるら しく 思へ た。 

要するに 先生は 江戶つ 子で ある。 「坊ちゃん」 は大 
學の空 氣の中 も 偸 快 R 其 特色を 發 揮した。 (談) 


野 上臼 川 

先生は 甞て 自分に、 「大學 の 講義を 三年して 居れ 
ば， 眞面 目な 人なら き 〇 と神經 衰弱になる」 と 云は 
れた 事が ある、 敎授 時代の 先生の 態度は 全く 此の 一 
言に 盡き てゐ る。 先生は をれ ほど 眞摯で 、且つ 嚴格 
であつ た。 

私が 初めて 先生に 學んだ のは 第一 高等 學 校の 一 
年の 時で、 山川 信次郞 5 ん の 代 6 に 來られ た ので あ 42 'J 
る。 確か 敎科 書には ラセ ラスの 歴史を 用ゐ られ た。 

敎へ 方は ど 乙まで も嚴 正で、 少しも ゴマ ヵシ がき か 
ず、 私共には 實に 厄介な 英語で あつた。 一例を 云 ふ 
と、 vesvolence と 云 ふ 字が あれば、 Yes は good と 
云 ふ 意味、 VO I--' は will と 云 ふ 意味で、 即ち good  will 
と 云 ふ 原義で ある。 かぅ 云 ふ 風に PSBX,  suffix を 六 
ヶ 敷く  一 ♦解剖して 置いて、 扱 試驗 となると、 mele 
volence とい ふ 字を 出す。 さあ 生徒は 甞つて 習は ぬ 字' 
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だからマゴつく。 5 ぅすると先生は、 7 §501§8を 
敎へて 置いた ぢやな S か、 をれ から 又 malicious と 
云 ふ 字は 知つ てる だら ぅ。 をれ なら 其 位の 應用は 出 
來る筈 だ」 と 云つ た 調子で、 一字の 意味を 分解して、 
あらゆる 方面 ^ 應用 せしめ やぅと 云 ふ、 謂は C 語原 
學的な 態度で あ 〇 た。 だから それに 應じて 下調べを 
する のには 隨分 苦んだ。 厄介 至極な 語學の 先生 •たと 
思つ て. Q たが、 をれ でも 皆 何となく 先先 •か 好きで あ 
つた。 當 時は 吾々 は毫龙 先生を 文學 者と しては 認め 
ず、 僅かに 私が 九州で あつたた め、 熊 本 時代に 龍 南 
會雜 誌へ 出し 72 俳句を 知つ て ゐる 位で あつたが、 英 
學者 として 秀れ てゐ るのは 皆々 承知で あつたた め、 
吾々 は 先生を 等しく 歡迎 した ものである。 併し 敎室 
での 態度は、 前に も 云つ た 通 6 キ チンと して ゐて、 
試驗間 題な どは 一問 も苟 k しない 底の もので あつた 
から、 皆は a そかに 怖れを なして， q た。 其 時 丁度 藤 
村 操の 事が 起つ て、 先生の， てれ R 就ての 揷話が ある 


から 鳥渡 話 5 う。 

先生は 何しろ 生徒の 下讀 みを して 來ない のを 嫌は 
れた が、 藤 村は ^ の 最近 ^ 丁度 二 度 怠けた の だつ た。 
最初の 日 先生から 譯讀を 當て られ たら、 昂然と して 
「やつて 來爻 せん」 と 答へ た。 先生が 「何故 やつて 來 
な S」 と 聞き返す と T や办た くないから やつて 來な 
いんです」 と 又 答へ た。 先生は 怒つ て 「此次 やつて 
來 S」 と 云つ て 其 日は 濟んだ が、 其 次の 時間に 又 彼 
は 下讀み をして 來な かつた。 すると 先生は r 勉强す 
る氣 がないなら、 もう 此敎 室へ 出て 來なく ともょい 」 
と 大變お 叱 6 になつ た。 すると その 二三 日 後に 藤 村 
は 突然 あんな 自殺を して 了つ た。 をの 報知の 傳はつ 
た 朝、 第一 時間 目が 先生で あつたが、 先生は 敎 壇へ 
上るな うに 最前列に ゐた 男を 捕へ て" 5 も 心配 5 う 
な 小 3 な聲で T 君 藤 村は どうして 死ん •たの だ SJ と 
訊ねられた。 その 男が 「先生 心配 あ 6 咬 せん。 大丈 
夫です」 と 云つ たら、 「心配ない 事が ある もの か、 死 
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んだ んぢ やない か」 と 云は n た 事が あつたが、 先生 
の 心算では、 あの 時 手 ひどく 叱つ た 故 彼が 自殺を し 
たの ぢやな s かと、 ふと 思つ たの だつ た 5 うで ある 0 
後年 小說 のどれ かの 中で、 藤 村の 死に 對 する 先生の 
理解を 示 3 れたが 、藤 村とは 乙ん な 揷話が あつ / 2 の 
である。 

その 中に 先生は 「猫」 を 書かれた。 その 頃の その 方 
面の 事は、 虛子君 や 四方 太 君が ょく 知つ て ゐ る 筈 だ 
が、 吾 ❖ は 今度は 先生を r 猫」 の 作者と して 持殊な 興 
味を 持つ やうに なつた。 先生の 出る 敎塲 には、 ょく 
黑板に 猫の 繪を 書いた う、 吾輩は 金 之 助で あると 書 
いた 6、 いるん な樂 書が あつたが、 先生は それを 怒 
{もしなければ、 喜び もせ •ず、 後， R は 「ふん」 と 云つ 
たやうな 態度で、 見ぬ ふ へせられ た。 

其 頃の 先生の 樣 子は 一體に 高 襟で、 高 S ダブ， 力 
ラ， に、 磨 さ 立ての キッドの 靴の、 尖の 細い 踵 高な 
奴を 用 CA て、 步きぶ 6 から 一種の タズ ムを 持 〇 て 居 


られた 。出席簿を 讀ひに もす ベて 英語を 用， Q て" 
Mr.  I と 云 ふ 口吻を 吾々 はょ く 眞似次 もので あ 
る。 併し 高 襟とは 云つ て も、 毫も 氣厭な 分子が なく、 
他に 隨分 馬鹿に 3 れ た 先生 も あつたが、 生徒の 嘲弄 
の 的には 絕對に ならな かつた。 をれ だけ 先生は 所謂 
乙は もてで ある。 

私が 先生と 個人的に知つ たのは 同じく 高等 學校二 
年の 中頃で、 小宮と 前後して 學校以 外の 先生に 接す 
る やうに なつた。 先生は 其 頃 汚ない ニ ッヶル 製の、 
高く 見て 四 五圓を 出まい と 思 はれる やうな 時計を、 
洋行 時代から 持つ てゐて 、敎 室へ も持參 された •か、 い 
つか それを 忘れた ので、 私が 自宅に 屈け た 事が あつ 
た。 先生は 平氣 で、 「あ、 有難う」 とか 何とか 云つ た 
きうで、 すぐ 受取つ たのを 記憶して ゐ る。 其 時計を 
前に 置 S て、 先生は 極めて 正確 R 授業時間 1: 守られ 
たもの だつ た。 

何し ^ 其 時分は 先生が 洋行 後の、 性格に 大變 化の 
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あつた 時代で、 をの 頃の 日常生活 5: 知る のが 後の 創 
作を 硏究 する 上に 欠く ベから VD る 事とは 思 ふが、 今 
は 問題外で あるから 云は ない。 

私は をれ 以後 敎 室では 暫 らく 習は なかつ た。 が 大 
學へ卅 八 年に 入學 して、 又 先生の 講義を 聞く やぅに 
なつた。 丁度 先生が 講師に なられた 三年 目で、 もぅ 
文學 論は 濟み 、今 文學 評論と なつて 出版 3 れてゐ る、 
十八 世紀 英國文 學史が 三時 間、 沙 翁の 講義が 三時 間 
あ 〇 た。 其 頃の 英文科の 講義には、 上田 敏 S んの近 
代 文學が 二 時間、 T3 ィドと ス 4 フトの 語學が あつた 
•か、 興味の 中心は 云 ふ 迄 もな く 夏 目さん 一人に 集ま 
〇 てゐ た。 先生 も 初めはへ ルン 先生の 詩人 的 直感の 
後を 受けて、 あ、 云 ふ 科學的 方法を とられた ため、 
さう 評判 もなかつ た 5 う あるが、 其 頃は もうす つか 
办人氣 を 集めて ゐた 。十八 世紀 英文 學史は 先生が や 
めら n る 迄續い た。 沙翁は 初めに オセ& 、をれ から 
タ ムぺス ト 、ヴェニスの商人 等を 敎は つ ^ が、 其 頃 


の 自分には どつ ちかと 云へ ば 文 學史の 方が 面白 かつ 
た。 併し 今 思 ふと 却つ て沙 翁の 方 (C 先生の 持 色が 非 
常に 現 はれて ゐて 、此 頃の 本 1: とぅ 出して ふ 6 假名 
を 讀んで みると、 大變 面白 S のを 發 見した。 講義の 方 
法は 先生： 自身 註 釋や語 解を すつ か 6 見た 上で 紹介し 
批評し、 自分の 說を附 け 加へ、 又は 自分のを 第一に 持 
出して、 S つ も 根柢と 自信の ある 態度で 批判され た。 
だから 或 意味で 沙 翁から 非常に 離れた かも 知れん 
が、 日本人と して 二十世紀に 住む 夏目漱 石と して 充 
分に 沙翁を 解釋 5 れ 、戯曲 術 上に も 又美學 的 R も 解 
剖を 加へ て 行 〇 た。 且つ 此上 なく 學 生に 取つ て 有益 
•たつた のは、 沙翁作 中の 類型的な 句に 出會 する 每 R、 
他の 數 多の 作から 類例を 摘出して 來て 、ヱッ セィを 
作る 上、 又 研究を する 上に 暗示を 與 へられた 事で あ 
つた。 何し る 此 講義の 面白 5 は、 法科 あたぅ の學生 
まで 聞きつ けて 來て、 廿番敎 室が い 〇 も滿員 尺つ た 
ので も わかる。 
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十八 tu: 紀英國 文 學史は 文學 評論に なつて るから、 
敢て贅 する 必要 も あるまい。 

此 頃の 講義は、 平生 時間がない ため、 暑中休暇 中 
に 大半を 作製 3 れ た 3 うで ある。 草稿と 云 ふのは ァ 
ィ版 の洋鄞 紙に、 釘の 頭で 突いた やうな 細字を、 頭 
から 終まで 隙間な く、 行に も 何にも 關係 なし k 並べ 
た 奴を、 毎日 一二 枚づ 、携 へて 來られ た。 

其 頃の 先生は 生理的に 嶮惡を 極めた 時代で、 大神 
經 衰弱の 絕頂で あつた。 而し て敎 室に 於け る 態度 
も、 如何にも 苦る し ^ うで あつた。 靑い顏 で、 物を 
云 ふ 前には き 出す やうな 「ヱ t ッ J と 云 ふ 長大息を S 
れ、 食指を 甞めて は 机の 上に 字 樣な ものを 書く 癖が 
あつた。 吾 ^ は 先生が それに 依つ てい くら 塵芥を 甜 
める 乙と かと 心配した 位で ある。 而して 頤を しやく 
つては 講義を 續け られた 。 

「聞く 處 によれば、 先生は 其 頃、 敎授 室には 入らな 
か 0た5ぅでぁる。をのためぃ 0 名敎室へ、ォ|ヴ 


ア丨 と ステ ッキと 帽子と を 持ち込ん V、 卓上に 置か 
れ た。 而して 二 時間ぶ つ 通して 講義を 終られる と、 
其 儘眞つ 直ぐ 歸られ た。 たま. に敎授 室へ 入つ て も、 
椅子を 撗 にね じ 向けて 本を 耽讀 して 居られた S うで 
ある。 洋行 後 a どく 陰鬱 R な 〇 て、 あらゆる 人が 厭 
だ 〇 たので あらう。 

それでも 私が 高等 學 校の 頃は、 洋行 歸 6 の 鳥渡 見 
て も ゲィ ヴィッ ドな 處が あつたが、 此頃は 頗る 物 倦 
3うに見ぇ 72 。而してハィヵラな洋服がいつしか和 
服と な 片手を 懷に突 込んで ぐ 〇 と 落し、 出席簿 
をぶ げ 乍ら、 敎 室へ 入つ て 來た 。いつの 間に か 
もう Mr. —— も やめて 了 はれた。 而して 動もすれば 
沈鬱に 陷つて 、試驗 の 時な ども ドアの 處 V 生徒の 方 
へ脊を 向け、 獨 6 何 かの 本を 讀んで 居られた。 

何し る大學 時代は 先生の 神經 衰弱の 絕頂 期で、 洋 
行中 佘 6 に 謹嚴に 過ぎた ため、 さうな つ / 2 の だと 云 
ふ 風說 すら ある。 
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乙れ も 最近 ある 大學敎 授から 聞いた 話に ょると、 
先生は ょく 圖書 館に 入られた が、 敎授 室の 隣う が 事 
務室に 當つ て. Q た爲 、•談笑の 聲が 洩れて それが 先生 
の 神經に 觸 6、 顔色を かへ て 「靜 かにして 吳れ ない 
と 困る」 と 抗議 5: 申込爻 れた 事が ある さう である。 而 
して それでも 止爻 なかつ た爲 、學 長に あて、 手紙で 
訴へた S うで ある。 それから 又 其 近處で 醫 科の 試驗 
用の 犬が 泣 S て 先生の 神經を 苦め た 話は、 朝日の 入 
社の 辭に圖 書 館 攻撃と なつて 表 はれた 程で ある。 何 
しる 先生は 自分が 眞 面目 だから、 他人が 對手 にしな 
いのを CA どく 怒られた のに 相違な S。 

學校は 殆ん ど休爻 なかつ た。 前に 云 〇 たやう に 謹 
嚴忠實 で、 不行儀 なぞを 非常 ^ 氣に S れ 、高等 學校 
の 時 もよ く頰 杖を して， Q るのを 叱つ たが、 大學で も 
甞つて 左手の な S 男が ゐて 、恰も 懷る 手を して ゐる 
かの 如く 見える ので、 或る日 〇 か-^ と 其 男の 側に 
來 々、「おい 君、 手を 出し 給へ」 と 咎められた。 其 時 


生徒は 默つて 顔を 赤め ただけ で、 先生 も沈默 して 居 
られ たが、 あとから 手の な S のを 聞いて 非常に 氣の 
毒 がられた 事 も ある。 

をれ からもう  一 〇 覺へ てゐ る事實 V, 或る時 先生 
の 授業中に、 坪井學 長が 入つ て 來られ たけれ ども、 
先生は 知らん顔を して 講義を 續け られた 事が ある。 
坪 井 3 んは 傍まで 行き かけた が、 何と 思つ たか 戶口 
爻 で 退 S て 終る のを 待 〇 てゐた 。而 して 授業が 終る 
と 初めて 用 向を 述べたら、 先生は 簡單に 「あ、 さう 
です か」 と 云 〇 穴ぎ 办 であつ た。 

その 頃は もう 草枕 や 野 分の 作者と して、 押し も 押 
3れ もせぬ 吾々 の 興味を a いて ゐ た。 

先生が 大學を 去られた のは、 私が 二 年 C7> 中頃で あ 
つ 穴と 思 ふ。 ならば 留任 運動を した かつた ので ある 
が、 先生の あの 氣性で 决 心を かへ ぬ 事は 佘ぅに 明白 
に 解つ てるから、 吾々 も デス ペレ ート な氣 分で 何も 
しな かつた。 
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先生の 講義で 吾 令が 第一に 利益を 與 へられた の 

は、 文學 の硏究 又は 鑒 賞の 態度に 色 令な 暗示を 興へ 
られ た點に ある。 所謂 大學の 厭な スカラ スタ ィッ ク 
な 分子 や、 西洋人の 受賣 6 な ^ は 毫もな く、 しつ か 
§ と 自分の 態度を 定めて、 しか 7P をれ を 生徒に 押つ 
ける やうな 事が なか 〇 たのは、 他に 得られぬ 貴重な 
敎訓で あつ / 2 やうに 思 ふ。 をれ を 除いて 私には 大學 
に， Q た價 値がない とすら 考へて ゐ る。 

木曜 會は其 頃から あつた。 寺 田さん を 主として、 
野村傳 之、 中 川 芳太郞 、野 間の 諸君、 虛 子、 四方 太 
及び 吾々 の 後輩 等が ょく 集まつ たもので ある。 而し 
て 其 頃の 木曜 會は 最近の ょうい、 木曜 會で あつた。 
雑談が 少な か 〇 たし、 作物を 持ち寄つ て、 てんでに 
悪口を 云 a 合つ たもので ある。 鈴 木の 諸 作、 森 田の 煤 
煙な e 皆此處 で讀爻 れた 。先生 自身 も 自作を 朗讀 5 
れた 事が ある。 

先生の 皮肉は 其 頃が 最も 激し かつた。 併し 决して 


あて 乙 すらに 墮する やうな 事は なか 〇 た。 敎室で は 

3 ほどで もなかつ たが、 家では 新聞 雜誌 記者 •かもて 
あました ものである。 い つか も ある 早稻田 出身の 雜 
誌 記者の 恨を 買つ て、 讀賣 紙上に 一段 半も惡 口 1: 書 
か n、 其 時 私が 居た ために、 私 ^ で 引合 . a (c 叩かれ 
た 事 も ある。 何し る 今の 文壇の 通弊た る、 新聞 雜誌 
記者 ^ お 世辭を 云 ふ 事が 絕對 k なかつ た 人で ある。 
されば とて 强ゐて 反抗的 R 出る ので もない。 只 調子 
を 合せる 必要が なか 〇 たので ある。 かう して 先生は 48^ 
最後まで、 記者 連には 厄介な 人物と して 殘つ たらし 

それから 此の 談話の 最後を 飾る ために、' 先生が 愈 
々大學 敎授を やめられる 時、 私に 下す つた 手 束の 一 
部を お 目 R かけやう。  • 

御手 紙拜 見、 小生が 大學を 退く に 就て は、 懇篤 
なる 御言 葉を 受け慚 愧の至 $ に 候。 

僕の 講義で ィンス パ ャ 1 5 れ たと あるのは、 甚 
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だ 本 懷の至 6、 講堂； に 上る もの、 名 擧不過 之と 存 
候 世の中は みな 博士と か敎授 とか 5: 左 も 難 有き 
もの V やう ^ 申 居候 0 小生に も敎授 になれ み 申 候。 
敎授 にな 〇 て 席 末に 列す るの 名譽 なる は 云 ふ 迄 も 
なく 候。 敎授は 皆 K ラキ 男の みと 存候 、然し エラ 
ヵラ ざ る 僕の 如 ^ は、 殆んど 彼等の 末席に 3 へ 列 
する の 資格な かるべき かと 存 候。 思 a 切つ て 野に 
下う 候。 生涯 •は 只 運命を 賴む ょう 致し方な く、 前 
途は 慘怛 たる ものに 候。 ^ れ にも拘らず 大學 k 嚙 
み 〇 い て、 黃色に な 0 /2 ノ r 卜を繰 令 返す ょ务 も、 
人間と して 殊勝な らん かと 存 候。 小生 向後 何を や 
る やら* 何が 出來る やら 寸分 分らず、 只 やる 丈 や 
る 而已に 候。 頻 來大學 生の 意氣 妙に 衰へて 俗に 
趣く 樣見 うけられ 候。 大學は 月給と 6 を 乙 しらへ 
て、 夫で 威張つ ' L ゐる 所の やうに 感ぜられ 候。 月 
給は 必婴 ic 候へ ども， 月給 以外に 何もな きもの ど 
も、 ごる <し て 毎年 赤 PJ を 出 X 來る は、 敎授 m 


の 名 譽不過 之と 存候 。彼等は をれ で 得意に 候。 小 
生は 頃日へ r ゲ ^ が 伯林 大學で 開講せ し當 時の 情 
呪を 讀んで 、大に 感心 致し 候“ 彼の 眼中 k は 眞理あ 
るの み k して、 聽講者 も亦备 现を 目的と して 參ゥ 
候。 月給を あてに した 6、 權門 から 嫁を 貰 ふ樣な 
考で 聽講 せる ものは なき 樣子に 候。 呵々。 後 暑、 談) 

朝日 新聞 時代 

山 本 笑 月 

夏 目漱 石さん •か 朝日 新聞に 入る やぅに なつた の 
は、 主として 鳥居 素 川 君 や® 川玄耳 君が 骨ヒ 折つ た 
ので、 常時は 文壇 及び 一般 社會か ら 非常に 注目 5 れ 
たやぅ である。 

f f の 時分 朝日 新聞には 文藝 欄と 云 ふの •かあつて、 
夏 目 rj /i がその 部長を して 居られ、 文章の 選擇 など 
も氏の考へにょつてゐたが、氏は從來の文學者など 
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と 極めて 交際が 簿すか 0 た 爲 め、 情 實と云 ふやぅな 
乙と が 更に 無く、 將來 有望の 文士と 信ずれば、 世間 
に 發 表して や 6度いとの考でやつて居られ /2 。隨分 
賴みに 行く 人 も あつたとの こと だが、 自身の 態度と 
社の 態度との 調和を 常に 計られて やつて 行かれた 0 
仑れ で 無名の 作家な どを 引立てる 乙とは ょく 勉めた 
もので、 あの - 那迦 j と 云 ふ 人の 小說を 新聞に 載せる 
時に も、 自分が 十分 責任を 持つ からと 言 はれた。 し 
かし どんな 時で も 人の ものに 就いて 良い とか 惡いと 
かを 言は なかつ た 人で、 乙れ は惡い から 載せまい と 
言 ふやぅな 乙とは しな かつ ^ > 

夏 目 ^ んが 新聞 小說に 一新 境地を 拓いた 乙とは 世 
の 認める と 乙ろ だが、 元來 新聞 小 說と言 ふ ものが 作 
家の 方で どうも 遲れ 勝ちに なつて 困る ものである 0 
仑 れは 始め ^ を 乘6氣 (0 な 〇 て や 6 出す が、 每日每 
日に 新し S 氣分 が續 かず 始終 追 はれた やうな 氣 持ち 
で窨續 ける からで ある 3 うだが、 漱石 3 ん のは 決し 


て をん なさ •か 無 かつた。 次から 次ぎへ 七 新しい 氣分 
で 書 S て 行つ て盡 きないと い. ふ 風で あつた。, J の點 
は 他の 作家 達 も 感心して 居る とか 聞いて 居る。 それ 
で 毎日 定めて 午前の 間に 筆を 執つ てと 書 3 て、 必ず 
机上には 五六 日 分の ものが 出來て 居る。 その 中から 
どう 言 ふ も のか 每日 一回分 だけ 社べ 送つ て 寄した。 
をれ もい かに も 丁寧に 毎日 住所 番地を 細かく 描いて 
郵便で 寄す ので、 佘ぅぉ 氣の毒 だから、 乙ん ど 所番地 
を 印刷した 封筒を 上げ まし やうと 言つ て， Q たのに、 
亡くなられて 仕舞つ /2 やうな 譯で ある。 原稿が いか 
にも 綺麗な 乙とは 知れて 居る が、 誤植な どが 在つ た 
3 すると、 校正にまで、 私は かう 思 ふが、 かう 言 ふ 
文字では いけない のか、 と 言つ た 風に して 尋ねて 來 
る。 ま 乙と に 此方が 恐縮す る やうな 丁寧な 言葉で あ 
つた。 小說 のこと や 社の 記事の 乙 とな どで、 電話 T 
何 か 聞き 合すと、'  必ず 非常に 委しく その 返事 5: 手紙 
で 書 s て 1 こ ^ n た。 中々 筆 ^: めな 人で あつた。 
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漱 石 3 んは 社員とは 云っても、 漱 石 5 ん 自身の 氣 
の 向いた 時と か、 社の 記事の 上な どで 相談が あ 〇 た. 
4 する 時の 外は 滅多に 社に 見ぇられな かつた。 從つ 
て 編輯 室に 漱 石 S んのテ t ブ， と 云ふ定 った もの も 
無く、 時た ま 來られ た 時は、 編輯 長の 橫に 掛けて 居 
た 5、 重役 室に 居た 6 .した。 乙 んど かう 云 ふ 小說を 
連載す るっ もうです、 筋は かう で、 何回 位と 漱石さ 
ん に 相談を かける と 他の 人は ょく 小說を 書く のに、 
筋を ち やん と 立て、、 何回と 區切 つて 書く と 云 ふが、 
ょく35言ふ乙とが出來ますね、と言つた乙とがあ 
った。 

文學 者な どには ょく 新聞記者 嫌 a と 云 ふやうな 人 
•か ある もの ^ が" 漱 石 ^ / L はお 自身が 新聞社 員で あ 
つたせ 1 て も あらう が、 同じ 社の 社員 ばか 6 で 無く 
どこの 人に も 親切に 別け隔てが 無 かつた やうで あ 
る々 をれ に 新聞な ども 細か い 假所ま でよ く讀み 味つ 
て、 常 k 意見 i: 持つ て ゐた 。社の 人との 個人的 i 父 


際 も かな $ あ 0 たが、 續き 物の 筆を 執つ て 居る 時に 
は、 みんな 申 合して なる 可く 想を 散 3 ぬ やうに、 あ 
犮 う 訪ね もしな かつた。 社の 乙と で 私 なぞが 時々 行 
くと、 氏は 椽 端の 日向へ 机を 持ち出して、 頭からす 
つぼ 6 と 羽織な どを かぷ つて、 原稿を 書いて 居る 乙 
とが あつた 0 

一度 新聞に 文 展の繪 書評を 書 S た 乙と が あつた。 
をの 後 も 書いて 貰は うと 思つ て 何と 言つ て 賴んで 
見ても、 俺は 本職で 無い から 書かぬ、 と 云つ て どう 
してち 承知し なかつ た。 今年の 十一月 六日の 乙と だ 0 
それが 最終の 遠出 かも 知れぬ が、 文 展を觀 に 行つ て 
午後 一時 頃から 四時まで 見て 居た。 をして 側から 人 
が 何を 尋ねても 一言 も 云は な い で 見て 居た。 見 終つ 
てから 伴れ の 人に、 r 室 君」 と 云 ふの が 大變な 評判 だ 
が 何處に 在 6 爻 すか、} 聞かれた。 で、 をの 人が 委 
しく 在る 室を 敎へ ると、 再び 中へ 入つ て 行つ て 見て 
來た 末に、 あれなら 見て 居た、 と 言つ たさう •た。 
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同じ 月の 十五 fi に 漱石さ んの 方から 社へ、 身體の 
具合が 少し 惡いか ら ，五六 日靜 養し ' i す、 大分 書き 
溜めた のが あ 6 ますから 當分差 支へ が 無 S でし や 
ぅ、 との 挨拶が あつた C 氏の つも 令では 治 ほれば 直 
ぐ續 けて 筆を 執る 考 であつ たので、 それほど 病 a を 
輕く 見て 居られた の だ。 しかし 社の 方では 治つ て も 
無理を してす r 筆 i: 執つ て 貰は ず、 三 四 ヶ月 も靜養 
して 頂く 考へで 、「明暗 1 は あれで 一先 づ打切 6 とし 


て、 次の 小說の 準備に か > つ て 居る と 言 ふ 乙と を 申 
してやつ た。 乙れ •か 漱 石 ^ んと 社との 最後の 交渉と 
なつ / 2 ので ある。 (談) 

記者 附記 ！ 本 項 r 熊 本 時代』 と r 大學 敎授 時代 j と 60 間には、 先生 
の r 英國 留學 時代」 がは さまるべき 筈で ある。 其 期間に 於け る 史料 
を も 本誌に 揭 載す る替で あつたが、 不幸 締切 期日の 間に合は なか 
つたた め、 遺憾ながら 之を 他日に 割愛す る こ i rc L た。 
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慶應 三年 一月 六日、 牛 込 區喜久 井町なる 舊 家の 第三 子に 生る。 金 之 助と 命名。 市ヶ 谷小學 校に 入學 し、 後 
ち 神 田の 錦 華小舉 校に 轉 ず。 同校 卒業後 一つ 橋中學 校に 入 6 しが、 業 ^ 卒へず して 退き、 三 島中 州 翁の 二 
松學舍 に 入彡て 漢學を 學ぶ。 

明治 十七 年、 一時 建築を 學ばん がた め {C 大 學豫備 門の 工科に 籍を 置きし が、 後志を 轉じて 文科に 入る。 
同 二十 三年 •大學 英文科に 入學 。其 頃 正 岡 子規と 交 6 俳句と 漢詩と ^ 作る。 

伺 二十 六 年 七月、 大舉 英文科を 卒業して、 大學脘 に 入る。 同期生 他 R なし。 高等 師範 學校 の囑 託に 應じ、 
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ーヶ 年間 同校に 敎 鞭 ^ 耽る • 

同 二十 八 年 四月、 正 岡 子規の 介す る處 によ かて 伊豫 松 山. の 中學に 赴任す® 後年の r 坊ちゃん」 は 此の 時に 
得た る 題材な 6 と 云 ふ。 

同 二十 九 年、 熊 本 第五 高等 學校 敎授に 任ぜられ、 高等官 六 等 正 七 位に 叙 せらる。 後間 もな く 高等官 五 等 
とな 办 、從六 位 ^ 叙せられ た 6。 

同年、 熊 本に 於て、 夫人 鏡 子と 婚 す。 

同 三十 二 年、 長女を 擧 ，ぐ。 

.同 三十 三年 九月、 英國 偷敦に 留學を 命ぜら る。 

同 三十 六 年 一 月、 歸朝 r 四月 東京 帝 國大學 講師と なう 英文 學を 講ず。 兼ねて 第一 高等 學校 講師た.^。 

同 三十 七 年、 雄 誌 -， ホ ト 、ギス j に 「偷敦 消息」 を 連載す。 倫 敦留學 中、 病 子規を 慰めん がた めに 執筆せ る 
ものな う。  . 

同 三十 八 年、 「吾輩は 猫で ある」 上卷を 大倉 書店よ h 上梓す。 虛 子ら に 勸め られて 雄 誌 「ホ ト 、ギス 」 のた 
めに 連載せ る、 處女作 小說な 6。 發表 即日よ々 して 文 名大に 揚 る。 

同 三十 九 年、 「漾虛 集」 を大倉 書店よう 出版。 r 偷敦 塔」 「カ アラ ィグ 博物館/琴 之 空音」 「幻影の 楣 」- 一夜 一 
「薤露 行」 「趣味の 遺傳 J 等の 短篇を 收む 。「鶉 籠」 を 春陽 堂よ 6 出版。 「坊ちゃん 」 「二百十日/草枕 j の 三 篇 5: 
集む。 「吾輩は 猫で ある」 の 中卷を 大倉 書店よ 6 出版す。 

"同 四十 年 四月* 帝 國大學 講師、 及び 第一 高等 學校 講師 ^ 辭し 、朝日 新聞社の 招聘に 應じ : t: 入社 ❾ 直ちに 
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長篇 「虞美人草」 を 同紙 上に 連載す .0 此年 長男を 擧 ぐ。 「吾輩は 猫で ある」 の 下卷を 出版。 又 「文學 論」 ^ 春陽 
堂よ 4 上梓す。' 

同 四十 一年、 「草 合」 ^ 春陽 堂よ 3 出版 0 「坑夫」 と 「野 分」 と t 收む。 

同 四十 二 年、 「.三 四郞」 及び 「それから」 を 春陽 堂より 出版す。 T 虞美人草/坑夫」 に 次いで 何れも 朝日 紙上 
.に 連載せ しもの なう。 「文 學 評論」 を 春陽 党よ 6 上梓す。 

同 四十 三年 春、 滿韓に 遊び、 紀行文 「滿韓 と 乙る^^」 を 朝日 紙上に 揭 ぐ。 「四 篇」 を 春陽 堂よ 6 出版。 「滿 
韓と こる 及び 「文鳥」 「永日 小品 J 「夢 十 夜」 等の 短篇 小品集な 6。 次で 「門-- を 寿 陽 堂よ 6 出版 T 三 因 郞 J 
「それから」 と共に 三部作と なす。 

.同年 八月、 修善 寺に 旅行して 胃潰瘍を 病み、 一時 危篤に 瀕す。 「思 a 出 T 事な ど」 は當 時の 追想 錄な り。 

，四十 四 年 正月、 文學 博士 號を 授けられた る も是を 受けず。 爲め R 物議を 釀す 。「切 拔帖よ A」 を 春陽 堂よ 
6 出版、 「思 CA 出す 事な ど」 外數 篇の隨 筆を 輯せ しもの な 

大正 元年、 「彼岸 過 迄」 を 春陽 堂よう 出版す。 

同 二 年、 「行人」 を 春陽 堂よう 出版す。 

同 三年、 「心」 を 岩波 書店よ 6 出版す。 

同 四 年、 「硝子 戶の 中」 を 岩波 書店よ 6 出版す。 小品 随筆集な 6。 「道草」 i: 岩波 書店よ**' 出版す。 

同 五 年 五月 二十 六日よう 朝日 紙上に 「明暗」 1: 連載し 來 h、 回を 重ぬ る 事 百 八十 八、 遂 R 完結に 至らず、 
十二月 九日 午後 六 時 四十 分 再度の 胃 潰 寡 ^ 以て 長逝す。 享年 五十 歲 。文 獻院 古道 漱石 居 . -'± と諱 る。 


ひ 〇 


r 術藝 j び 及 r 人 j 


1 頁より 九 耳まで 省く) 


夏 目先 生の 「人」 及び 「藝 術」 

和 辻哲郞 

參 

夏 目先 生の 大きい 死 ic あつてから 今日は 八日 目で ある。 私の 心は 先生の 追懷 に充 ちて ゐ る。 併し 私の 亂 
n た 頭は た < 一つの 糸を も 確かに 手繰り 出す 乙と が 出來な い。 私は 夜 K くるま v 此處に 茫然と 火鉢の 火を 

見 まもつ てゐ た。 
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昨日 私は 先生に 就て 筆を 執る 事を 約した。 その 時の 氣持 では、 先生の 事 •たけし か考 へられな い 此 頃の 自 
分に とつて、 先生の 人格 や 藝術を 論ずる のがせめ て もの 心 や 6 である 様に 思へ たので あつた。 併し 今日に 
なつて 見る と 私は 自分の 心が あま $ に 落ちつ s て. Q な S のに 驚く ばか 6 である。 何を 論ずる の* た。 今此處 
で 追 懷の淚 なしに 先生の 人格を 思 ふこと が 出來 るの か。 殊に 先生の 藝術に 就て は、 今 新ら しく 讀み かへ し 
て ゐる 暇がない。 數多 s 製作の 或 者は 朧ろな 記憶の 霞の かなたに 殆んど 影を 失 a か、 〇 てゐ る。 或 者は た 
だ 少年 時の 感激に ょつ ての み 記憶され、 或 者は 幾年 かの 時日に ょつ て 印象を 鈍ら 3れ て， Q る。 をれ でな ほ 
先生の 藝術を 云 爲 する 乙と •か 出來 るの か。 —— 私は 敢て 筆を 執らう とする 自分の 無 暴に 改めて 驚か ざ るを 
得ない。 しかも 今 私は 二三の 事を 書きたい 衝動に 驅られ 初めた •。私は 斷片 的になる 危險レ 胃して 一 氣に書 
き續け やうと 思 ふ。 (7P う 直 (•• に 先生の 死後 九日 目が 初 まる。 田舍の 事と て あた. CN は 地の 底に 沈んで 行く や 
うに 靜か である。 あ、 遙かに 法 鼓の 音が 聞ぇ てゐ る。 あの 海邊の 大きな 寺で も 夜を 徹し やうと する 人々 が 
あるの だ。) 

先生の 追懷に 胸を 充たさ れなが らな ほ靜 かに 考を爻 とめる 事の 出來 ない のは、 た C 先生の 死を 悲しむ た 
め ばか-^ てない。 餘計な 事では あるが 乙、 に％ う 一 つ の 理由 ^ 附け 加へ る 事を 許して 頂きたい。 私は 莊嚴 
な 先生の 死の あと ^ それとは 相反な 慘ま しい 死を 迎 へる 筈で あつた。 しかし 先生の 死の 光景！？ 私を 激勵し 
典 奮 3 せた。 私は 過激な 言葉 5: 以て 反對 者 ?: 責め 家族の 苦しみ 1: 胃して、 とう<  今日の 正午に 瀕死の 病 
人を 包みく るんだ 幾重 かの 嘘 5: 切つ て 落す 事に 成功した。 生き やうと して 苦しみ 蜿 $ て， q た 病人が、 をの 
瞬間に 宿命を 覺 悟し、 心の 平靜 と淸朗 とを 取 6 返す のを 見た 時、 私の 心は いかに 異樣な 感情に 慄ぇた 事 •た 
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らう。 私は 感謝し 喜び、 5 うして 初めて まじり 氣 のない 感情で しみ-^ と 病人を 悲しみ 傷んだ。 生と 死の 
嚴肅 3 が 今日から 病室を 支配し 初めた。 夜が 明ければ 私は 何を 措いても 死んで 行く 者を 慰める ために 出掛 
けなければ ならな S。 1 私は 落ち 〇 いて 先生を 論ずる ょ 3 も、 反つ てこの 方が 先生に 對ずる 感謝を 現は 
す ^ 適して 1 Q る 事を 感ずる。 

I 私は 頭が 亂れて ゐ る。 書 出しから してもう 主題 k ふさは しくな S 。 

偶然であるか必然であるかは私は知らない、とに角私は先生の死に就て奇妙な現象を見た。乙の秋私は 
幾度 か 先生を 訪ね やうと して 果さず 、殆ん ど 三月 振 6 で 十一月 廿三 日に 先生を 訪ねた。 ^ の 日は い > 天氣 
•たつた ので、 A 君と 共に 戶山ヶ 原、 1: 散歩して 早稻 由まで 行つ た。 A 君は 仕事が s f がし S ため 先生の 所へ 
は 寄らな S 筈で あつた。 私は 一所に 行きたい と 云つ ている-^ 押 問答しながら 步い た。 突然 A 君は 一所に 
行かう と 云； S 出した。 それから 十分 程で 先生の 所に 着 S た。 すると 丁度 十分 程 前に 先生が 最初に 血を 吐か 
れた 所で あ 〇 た。 —— 私たちは 何 かの 手傳 CA でも 出來れ ば 結構と 思つ て 上る 事に した。 座敷 k 通つ てから 
ふと 床の間を 見る と、 床柱 k か、 つた 鼻 兮 が 6の天狗の面が掛物の上に «: 於黑像を映してゐる。珍らしい 
面-たと 思つ て 床柱を 見た が、 を 乙には そんな R- 大きな 面は 掛つ て， ^3ない。では小 5 い面が光の具合で大き 
く 映つ たの かしらと 床柱の 側まで 行つ て 見る と、 そこに 掛 つて ゐ るのは た V 羽圓 扇と 圓 い 團扇だ けで あ 〇 
た。 併し 影は 恰好から 釣合から して どうしても 本當の 面と しか 見ぇな かつた。 あま $ うま <' 出來て ゐ るの 
で その 面 •か 奇妙に 氣 k 掛^ N、 あとで 惡か 〇 たと 感じた ほど 執拗 k その 面を 問題に し犮。 i こ 0 出來 事が 
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ひどく 氣にな 0 てむ たてけ に" 臨終 e> B 「死 面」 とい ふ 言葉 5: 聞いた 時、 私は 異様な 感じに」 打たれざる 
を 得な かつた。 本 當に惡 い 辻占で あつた。 鼻の 曲つ て ゐた 乙と も。 

私が. 先生に 初めて 紹介され た 日に も そんな 事が あつた。 十八の 正月に 「偷敦 塔 J を 讀んで 以来 書き / 2 
か 〇 た 手紙を、 私は 二十 五の 秋に やつと 先生に 宛て、 書いて、 をれ を 郵便箱 K 投げ入れてから 芝 K R 行つ 
た。 私の 胸には ま •た その 手紙を 書いた 時の 興奮が 殘つて ゐ た。 をの 時に 廊下で 先生に 紹介され た。 をれ まで 
曾て 芝居 や 音 樂會で 先生 ^ 見かけ 穴 事の なかつ た 私が、 をの 日 特に 芝屉で 先生と 落 合は なければ ならな か 
つ たのは、 私に CA どく 不思議に 思へ た。 少く とも 私 穴け R はを の 日が たぐの 日では ないや ラに 見ぇた。 

先生を 高等 學 校の 廊下で 每 日の やうに 見た 頃は、 たく 峻嚴な 近寄 6 難 い 感じが した。 友人たち と 夕方の 
散歩に ょく 先生の 千 駄 木の 家を 兄に 行つ たが、 中へは は s o て 行く 勇氣 はどうしても 出な かつた。 併し 先 
生に紹介5れた時の印象は爻る、、て反對であつた。先生は優しくて人を吸ひつける栊であつた。さうしてこ 
の 印象は 最後 ^ で 續い た。 私は 如何に 峻嚴な 先生の 表情 R 接する 時に も、 先生の 温情を 感じないで はわら 
れ なかつ た。 

私が 先生を 近寄 6 難く 感じた 心理は 今でも 無理とは 思は ない。 私は 現在 同じ 心理を、 自分の 敬愛す る XX 
先生， に 對して 經驗 してぬ る。 をれ は 恐らく 自分の 怯懦から 出る ので あらう。 併し 己の 怯懦は 相手が 恰も 良 
心の 如く 自分 K- 働き かけて 來る から 起る ので ある。 をの 前に 出た 時 自分の 弱 點と 卑し ^ とを 耻ぢな S で ゐ 
られ ない 故に 起る ので ある。 私は 夏 目先 生が 氣難 かしい 癇癩 持で ある 乙と を 知つ てゐた 。もとょ 6 それは 
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♦ 

單なる 「我儘」 ではない。 總て 自己の 道義 的氣 質に 牴觸 する ものに 對 する 本能 的な 氣短い 怒で ある。 從つ 
て、 自己の 確かで な S 感傷的な 靑年 であ 〇 た 私は、 自分が 道義 的に フ ラフラして ねる 故を 以て 無意識に 先 
生を 恐れた。 3 ラして 先生の 方へ 積極的に 進んで 行く 代 6 に、 先生の 冷 ^ を 感じて ゐた 。かう 云 ふ 感じを 
抱 S た 者は 恐らく 私 一人では なかつ たらう と 思 ふ。 

乙の 事實を 先生の 方から 見れば どうで あるか。 私は ^ n i: 明かに する ために 先生の 手紙の 一節を 引 

<0  € 

•: .私は 進んで 人に なついた 6 又 人を なつけた 6 する 性の 人間では な い ゃうゼ す。 若い 時は をん な擧動 
も敢て した かも 知れません が、 今は 殆んど あり 1 せん。 好きな 人 •かあつても 乙 ちらから 求めて 出る やうな 
事は 全く あう 爻せん 。•： •然し 今の 私 だつ て 冷淡な 人間では あ 6 咬 せん。：： 

「私が 高等 學校 にゐた 時分は 世間 全體が 癩に 障つ てた ま 6 せんでした。 その 爲 にから だを 滅茶苦茶に 破壊 
してしまひ爻した。だれからも好かれて貰ひ /2 く思ひませんでし /2 。私は高等學校で敎へてゐる間たゞの 
一時間 も學 生から 敬愛を 受けて 然るべき 敎師の 態度を 有つ て ゐ た と S ふ自覺 は あ せんでした。：： け 
れ ども 冷淡な 人間では 决して なかつ たのです。 冷淡な 人間なら あ、 肝癩は 起しません。 

.「私は 今 道に 入らう と 心掛けて ゐ ます。 たと CA 漠然たる 言葉に せょ、 道に 入らう と 心掛ける ものは 冷淡で 
は ス 6ません。冷淡で道に入れるものであ办ません。」 

をれ は 先生の 前に 怯懦 ir 去つ た 時 直ちに 解つ た {であ 〇 た。 先生は 寧る 情熱と 感情の 過 冗に 苦し ir 人で 
ある。 相手の 心の 動きを 感じ 過ぎる ために 苦しむ 人で ある。 愛に 於て 絕對の 融合を 欲しながら、 それを 不可 
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能に する 種々 な 心の 影に 對して あま 6 に 眼の 屈き 過ぎる 人で ある。 ^ のた め 先生の 平生には なるべく 感動 
を 超越し やうと する 努力が あつた。 先生は 相手の 心の 純 不純を かなう 銳 く直覺 する。 3 うして 相手の 心を 細 

かい 隅々 に 亘 つ 


て 感得す る。 先 
生の 心臟 は活潑 
に それに 反應す 
るが、 併し 先生 
は それだけを 露 
骨に 發表 する 乙 
とを 好 ^ な 力つ 
た。 先生は 親切 
を 蔭です る、 5 
ぅして 顏を 合は 
せた 時に をの 親 

切に 就て It 及 ^ れ5 乙と V 欲しない。 先生に > o ては •最も 重大な ことは た S: #: 令の 內に 、瞳と 瞳との 一 

瞬の 交叉の 內に 、通 ぜら るべき であ 0 た。 從〇て 先生は 對話の 塲合か な ♦無遠慮に 露骨に 突 込んで 來る に 關 

はらず、 問題が 自分な 6 相手方 r の 深味 R 觭れて 來 ると •直 <w ic 言葉 i: 轉じ て 了 ふ。 5 うして 手觸务 (D 


靨 翻 


* _ 一 


C 15  ) 


「術 藜」 び 及 r 人 j 


い 、諧謔ヒ以て柔かくその問題を包 0 。(勿論心の問題でもそれが個人的關係に即してではなく一つの人 
生觀 思想 問， 題と してなら ば、 先生は 底まで も 突 込んで 行く 乙と を 辭し なかつ た。) 乙れ らの 所 ^ 先生の 溫情 
と 厭世観との 結合した 現 はれが あつた やうで ある。 

右の やうな 先生の 傾向の ために、 諧謔は 先生の 感情表現の 方法と して 欠く ベから ざ る もので あ ^ た。 先 
生の 諧謔には 常に 意味 深 S ものが 隱3れ て， Q る。 熱情、 愛、 痛苦、 憤怒な ど 先生の 露骨に 現は す 乙と を 好 
まな いものが。35して人々は談笑の間に默々として乙の中心の重大な意味を受取るのである。先生が仑 
の 愛する 者に 對 する 愛の 發 表は 主に 己れ であつ た。 (私の 考では 乙れ が 「諧謔」 の眞の 意味で ある。 從つて 
諧謔は 「痛苦」 から 「惱み 過ぎる 人」 から* 「厭世的な 心 持」 から 產れ るの V ある。 5 うでない ものは 浮薄と 
卑賤の 徴候で ある。) 

今朝は 夜明け 近くまで 書いて. Q たが、 體 •か 疲れて 來た ので 仕方なし に寢た 。今日は 追つ たてられる やう 
な氣 持で 筆を 執る。 

—— 先生は 「人間 J を 愛した。 併し 不正な もの 不純な ものに 對し ては 毫も 假借 する 所がな かつた。 ^ の 
意味で 先生の 愛には 私が なかつ た。 私は 乙、 に 先生の 人格の 重心が あるので はない かと 思 ふ。 

正義に 對 する 情熱、 愛ょ 6 私を 去ら 5 とする 努力、 ！ これを 他に して 先生の 人格は 考 へられな S。 愛 
のうち 自然 的に 最も 强く 存在す る 自愛に 對して も、 先生は 「私 L. を 許 3 なかつ た。 そのために 自己に 對する 
不斷の 注意と 警戒と を 怠らな かつた 先生は、 人間性の 重大な 暗黑面 —— 利己主義 —— の銳 利な 心理 観察者 
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として 我 令の 前に 現は n た。 

先生 ic と 〇 ては 「正しく ある 乙と」 は 「愛ず 6 己と」 ょ 5 も m いので ある。 私は 曾て 先生に 向つ て、 愛 
する 者の 惡を心 から 憐 a A 愛を 以てを の恧を 救 aw る K •愛 ^ 强 くしたい、 愛する 者には 欺かれて い、 とい 
ふ S： の 大き  持* な 6たいと云つた帘があつた。をの時先生は、 3 ういふ愛：.最負お、私はどんな塲合 
でも 不 TF. は H しなくて は. Q ら U ない と 云は れた 。即ち 先生の 考で は、 いかなる 愛 ^ 以てしても 不正を 許す 
乙とは 「私」 なので ある。々 •とへ A 分の 愛子で あらう とも、 不正を 行つ た點 に 就て は、 最も 僧んで ゐる人 
間と 何の 擇ぷ所 もない。 自分の 最も 愛する ものであるが 故に 不正を 許す のは、 畢竟 ィゴ ィズムで ある。 

先生は 自分の 子供に 對して も 偏愛を 非常に 恐れた。 親の 愛は 平等で あるべき だ。 もし それを 二三に する 
位なら 寧る 平等に 愛しない 方が い、。 乙の 事は 不斷に 嚴密な 自己 宵 察を 必要と する ので あるが、 先生は 乙 
の 點に就 て 非常に 注意 ^ 拂 ，0 て ゐた 。さう して 乙の 心掛が やがて 人生 全體 に 對して 公平無私 V あらう とす 
る 生 先の 努力と なつて ? U はれた。 

先生、 偏屈な 奇行 家と して 間から 認められて. Q るのは、 右の やうな 努力の 結果で ある。 最負眼 なしに 
JF. 直 k 云つ て、 先生 ほど 常識に {居んだ 人 問 通 k 滅多にない 。また 先生 ほど 人間の なすべき 當然の 行を 尋常 
R 行つ てわた 人 も 稀で ある。 た V 先生は その JH 義の 情熱の ために、 信ずる 所を まげる 事が 出來 なかつ た。 
德 義的赀 骨が あま.^ R も 固 かつ 穴。 をれ が 卑屈と 妥協と 中途半端と に 慣れた 世間の 眼に 珍ら しく 見ぇた ま 
で V ある 0 
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併し 常識的と いふ 事が 道義 的 鈍感を 意味す るなら ば、 先生は 常識的では なかつ た。 先生は いかなる 塲合 
比 も 第一義の ものを 誤魔化して 通る 事が 出來な かつた。 /2 とへ 世間が 普通の 事と 認めて ゐ やうと も、 とに 
かく 虛僞 や虛禮 である 以上は、 先生は ひどく をれ を 嫌つ た。 先生の 重んずる のはた C 道徳的 心情で ある。 
形式 f? 慣に佩 暗と 反抗す るので はなく、 た V 道德的 心情ょ $ 出で、 のみ 動かう としたので ある。 これを 奇 
行と 呼び 傾 屈と 嘲け るのは、 卅間の 道義 的 水準の 低 ^ を III 心は せる ばか* CN で、 世間の 名 # にはなら ない。 

先生の 博士 問題の 如き も、 乙 れを 「奇を 街 ふ」 として 非難す るのは、 あま 6 自分の 卑しい 心事を 以て 他 
を 忖度し 過ぎる と 思 ふ。 先生は 博士 制度が 世間 的に も亦學 界の爲 にも 非常に 多くの 弊害を 伴 ふ事實 R 對し 
て 怒を 感じた。 をの 內にひ そむ 虛僞 、不公平、 私情な ど k 對して 正義の 情熱の 燃ぇ 上る のを 禁じ 得な かつ 
た。 これは 先生と して 當然な 事で ある。 「博士」 は 多くの 塲 合に 對 世間 的な 根の 淺い 名聲の 案山子で ある。 
博士で あると 否と に 關 はらず 學 者の 價値 は ^ の 仕事の 價値 にょつ ての み 定まる。 しかも 世間は 「博士」 が 
大き S 仕事の 標徵で あるかの 如くに 考へて ゐ る。 を 乙に 不正と 虛僞が あるので ある。 乙 の點に 就て は 恐ら 
く眞 に眞理 の爲に 努力す る學 者たち が 先生の 態度を 是認して ゐるだ らう。 

徳義 的 竹 骨の ある もの ^ は 四周から 煩 さい 事 苦しい 事が 集 ^ つて 來る 。先生は ^ のた め (C 絕 ぇず 肝 瘤を 
起 3 なけれ ぱなら な 力つ た し 力 も 先生は その 敏感と 情熱との ために、 更に 内から ^ の 苦しみ 1: 强 くしな 
ければ ならな かつた。 先生の 禪情は 乙の 痛苦の 對策 として 現 はれた 傾向で ある 0 

先生の 超脫の 要求は、 C 非人情への 努力は、〕 痛苦の 過多 k 苦しむ 人の みが 解し 得る 心 持で ある。 我々 は 非 
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人情を 呼ぷ聲 の 裏に 溢 n 過ぎる 人情の ある 事を 忘れて はならない。 娘が めつ かちに なつて 自分の 前に 出て 
來て 4、 ゥン 3 うかと 云つ て 平 氣でゐ られる やうに なりたい 、とい ふ 言葉の 奥には、 熱し 過ぎた 親の 愛 •か 
渦卷 いて. Q るので ある。 

超脫の 要求は 現實ょ 6 の 逃避ではなくて 現實の 征服 ^ 目 ざして. Q る。 現實の 外に 夢を 築かう とする ので 
はなくて 現 實の 底に 徹する 力强 S たじ る がない 態度を 獲得し やうと する ので ある。 先生の 人格が 昇つ て 行 
く 道は 乙、 にあ 〇 た。 公正の 情 熟に ょつ て 「私」 を 去らう とする 努力の 傍には、 超脫の 要求に ょつ て 「天」 
に 即か うとす る 熱望が あるので あつた。 

先生の 諧謔は 己の 超脫の 要求と 結びつけて 考へ ねばならぬ。 もともと 先生の 氣質に は 諧謔 的な 傾向が 
(江戶 ッ兒) らしく 存在して ゐたか も 知れない。 しかし 先生は 諧謔 i: 以て 總て を 片付け やうと する 人では 
な い。 諧謔の 裏 ^ は絕 ぇず、 厭世的な 睹 s 中心の 嚴肅 か a そんで ゐる 。先生が 好謔 家と して 世間に 通用し 
て ゐ るのは、 た 爻<世 間の 不理 f 現は すに 過ぎな S ので ある。 我 ❖ は 先生の 人格が 諧謔を 通じて 柔 如 
く 現 はれる のを 見る 時、 寧ろ 一種の 貴 さを 感じない •ては £) られな い。 そ 乙には 好謔 家と いふ 槪念に あては 
咬る 何物を も 認める 事 •か 出來 ない。 

先生の 藝術 はかくの 如き 人格の 表現で ある。 先生は 自分の 人格め 內 からさ 爻-^ な 人物 や 世界を 造 令 出 
V た '. o t A 格 A. 製作との 關係に 於 て は 1 先生は かな 多 K スト ィ H フス キィと 似通つ た 所が ある 。)乙 の點に 就 
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て 私は 先生の. 藝術の V 特長 i: 注意 L た s と M ふ* 

先生は 眼の 作家で あるよ 3 も 心の 作家で あつた。 畫家 である も 心理 學 者で あつ 犮 。見る 人で あるよ 
4 も考 へる 人で あつた。 私は 先生が 小說 家と いふよ-^ も 寧る 哲人に 近い 乙と を 感じる。 先生の 作物 R 寫實 
味の 乏しい 乙とは、 をのた めに 左程 氣 ic ならない。 (しかし ドス トイ H フス キイが 自分 5: 寫 主實義 者と 呼ん 
•た 意味で ならば、 先生 もまた 寫實 主義者で ある。) 

私は 先生の 藝 術に 著し S イデ H を 認める。 一つの 作物の 結搆は 凡て その イデ H から 出て ゐる やうに 思. ふ 
乙の 意味で 先生の 作物は かな 6 「作られた」 とい ふ 感じの 强い ものである。 しかしを の 感じは イデ H の 力 
强 3 の 下に 直 rk 消 t て 行く。 3 うして 我々 は 赤裸々 な 先生の 心と 向き合つ て 立つ ことになるので ある。 

我々 は 先生の 生物から m なる 人生の 報告を 聞く のでは な S。 一人の 求道者の 人間 知と 內 的經路 との 告白 
を 聞く ので ある。 

利己主義と 正義、 及び 乙の 兩者 の爭は 先生が 最も 力を入れて 取扱つ た 問題で あつた。 

「猫」 は 先生の 全 創作 中 最も 露骨に 情熱を 現は した ものである 。をれ だけに また 濃厚な 諧謔を 以て 全體を 
包 ^ なけ n ばなら なか 〇 た。 乙の 作は 恐らく 先生の 全生涯 中 最も 道徳的 肝竊の 猛烈 V. あ 〇 た 時代に 書かれ 
たもので あらう。 念 入 6 に 重ねられた 諧謔の 衣の 下からは、 世間の 利己主義の 不正に 對 する 火の やうな 憤 
怒と、 德義的 背骨を 持つ た 人間に 對 する 溢れる やうな 同情と •かの ぞいて ゐる 。しかし 乙の 時 R はな ほ 問題 
が 先生 自身の 內生に 喰 ひ 入 〇 ては ゐな か 〇 た。 t の 後の 諸 作は 漸次 問題が 內に 深まつ て 行く 經路を 示して 
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ゐ る。 5 うして 最後の 「明暗」 に 至つ て 憤怒は 殆んど 憐愍に 近づき、 同情は 殆んど 全人 間に 平等に 行き亘 ら 
うとして ゐる 。顧みて 乙の 十三 年の 開展を 思 ふとき、 先生 も遙か な 道 i: 步 S て來た と 感ぜざる を 得な S。 

をの 經路 を槪觀 して 見る と、 「猫」 の 次 R 「野 分」. に 於て 正義の 情熱の 露骨な 表現が あつた。 「虞美人草」 
に 至つ ては 鮮やかな 類型的 描寫に よつ て、 卑屈な 利己主義 や、 征服欲の 盛んな 我欲 や •，正義の 情熱 や、 厭 
世 的な あきらめな どの 心理を 剔抉した。 -NC の 後の 諸 作に 於ても 絕ぇず 乙の 問題 R 觸れて はゐた が、 それを 
著しく 深めて 描いた のは 「心」 である。 をの 作に 於 1: は 利己主義は 遂に 純然たる 內 生の 問題と して 取扱は 
れて ゐ る。 私は 利己主義の 惡醜さ を かくまで 力强く 鮮明に 描いた 作を 他に 知らない。 また 執拗な 利己主義 
を 窒息 させなければ 止爻な S IE 義の 重歷の 氣味惡 S 底力 も、 前者 ほど 突 込んで はない が" (殊に 重大な 所に 
ギャ ッブは ある •か)、 力 1: 入れて 描いて ある。 次の 「道草」 に 於ても 利己主義は 自己の 問題と して 愛との 對 
决を迫 まられ て ゐる 。乙の 作で 特に 目に 〇 くのは、 主人公の 我が いかに 頑固に 骨に 喰 a 入つ て， Q るかを そ 
の 生 ひ 立ちに よつ て 明らか ^ した 乙と、、 夫 や 妻 やを の 他の 人々 の 利己主義を 平等 k 僧んで ^ る 乙と \ 
その 利己主義を 打ち 碎くべ き塲 合方 法な どを 繰う 返し < 暗示して ゐる乙 と、、 結局 それ かだん だん 實現 
3れ て 行く 光明 ある 結末が 先生の 作と して 極めて 珍ら しい 乙と などで ある。 乙の 作は 明らかに 次で 現 はれ 
た 「明暗」 の 前提を なして ゐる 。「明暗」 に 於て は 利己主義の 描寫が 辛 棘を 極めて ゐるに 關はら ず、 作者は 
各人 物を 平等に 憐れみ 勞はつ て ゐ る。 S うして 天眞な 心に よる 利己主義の 征服を 暗示す るの みならず、 一 
步一步 をの 征服の 實 現に 近寄つ て 行 〇 た。 (先生は それを 解决 しな か 〇 た ◊しか L 或は— 丨自ら の 全 存在 5r 
以て解决したのではないのか。) 
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戀 愛と 正義の， 葛藤、 利己主義に ょる 戀愛の 悲劇な ど. も、 先生が 熱心 ^ 押しつ めて 行つ た 問題 V あつた。. 
1 、に 先生の 人生に 對する 厭世的な 氣分が 現は れてゐ る。 愛 も賴む R 足りない。 人と 人との 間には 掛ける 
橋が な S。 —— 

「三 四郞 S それから」 「門」 「彼岸 過 迄」 r 行人」 などが 右の 題目の 開展で ある 乙 とは 明かで ある。 「三 四郞 J ic 
芽 ざして 「仑 れ から」 に 極度 ^ で 高 ^ 〇 た戀 愛の 不可 抗の 力は、 遂に 正義を 押し倒した 。作者は 乙の 事を 
可能なら しめる ために 享 樂主樂 者を 主人公と した。 しかし 不可 抗の 力の 强 3 を 際立たし める ためには、 あ 
ら ゆる 同情を K 義の戀 に 落ちて 行く 男女の 上に 注 r 事を も辭 しな かつた。 「門」 は その 解决で ある。 押し倒 
された 正義は 執拗に 愛する 者の 胸を 嚙 ん で ゐる 。完全に 相愛す る 男女の 生活に も、 慘 しい 寂し 5 が ある 0 
3 うして 遂 k 正義は 蛇の やうに 謀反 者の 喉に 卷き つく。 

「彼岸 過 迄」 に 於て は 愛を 双方で 認めな’ から 心 も體も 近づく 事の 出來な い 宿命的な 悲劇 •か 描かれて， Q る。 
更に 「行人」 は 夫婦の 間で どうしても 心を 觸れ 合せる 乙 との 出來 ない 愛の 悲劇を 描いて ゐる 。愛は 遂に 絕 
望で ある。 

この 問題に 就 も 「道草」 は 一つの 活路を 暗示す る。 碎かれ た 心の みが 愛を 生かせ 得る ^ である。 「明暗」 
It 至つ て それは IE 面から 取扱は n た 0 「生 J I: 去れ。 裸 ic なれ。 を NJ k 愛が 生きる。 をの 他 ^ 愛の 窒息を 救 

ふ 道は ない。 
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先生の 厭世的な 氣分は 戀愛 を 取扱 ふ 態度に 充分 現は n て. q る。 しかし それが 更に 明らかに 現 はれて， q る 
のは 生死の 問題に 就て V ある。 乙、 に 先生 自身の 超脫 への 道 がら 〇 たやう に 思 ふ。 

元來 先生は 輕 々しく 解决や 徹底 や 統一を 說く 者に 對して 反感を 持 〇 て， Q た。 人生の 事は 5 う 容易に 片附 
くもので ない。 頭では 片づく •たらう が、 事實は 片附 かない。 1— ^ しかし 乙れ は片附 ける 事 自身に 對 する 反感 
ではなくて、 人生の 矛盾 や憧 着を あまう に 手輕に 考 へる 事に 對 する 反感で ある。 先生は 望ましくな s 種々 の 
事實 のどう に 本 ,1 ti 來ない 根强さ を 見た。 3 うして 仑 のた め k 苦しみ 腕 S た 後、 厭世的な あきい W に 達した 0 
顧みて 口先 ばか $ 景色の い、 徹底 家の 言葉を きくと、 思は ずを の 內容の 空虛を 感じないで は， Q られ ない の 
である。 

けれども あきらめに 達した 故を 以て 先生は 人生の 矛盾 不調和から 眼を を ひけた。 わけで なかつ た。 先生 
はます < 執拗に その 矛盾 不調和 5: 凝視し なければ ならな かつた。 寂しく. 悲しく 苦し かつた k 相違ない 9 
(たと へ 種々 の黯で 所謂 徹底 家ょ* CN も あきらめに 沈んだ 先生の 方が 遙かに 徹底して， Q たとは 云へ。) 

仑れ 故 先生は 「生 J を 謳歌し なかつ た。 生きて. Q る 事は 致 方の な S 事實 で ある。 望ましい 乙と でも 望ま 
しくない 事で もない。 た C 併し 生きて. Q る 以上は しなければ ならな S 事が ある、 則らなければ ならない 法 
則が ある。 それは 苦しい かも 知れな. ハ、 苦しくても 止む 1: 得な い。 —— 抑 も 生きる 事が 苦しむ% なので あ 
る。 生きて ゐる 以上は 種 令の 日常の 不快 事を (他人の 不正 や 自分自身の 不完全 や 好ましくな い運命やを) 
避ける 事が 出來 ぬ。 寧 / S それらの 不快 事が 生きて， Q る 事の 證據 である。 人生とは もと<  かくの 如 さ ^ の 
比 他なら なか 〇 た。 
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併し 先生は 「死」 を も 謳歌し なか 〇 た。 死 も 亦 致 方の な S 事實で ある。： •死」 は 「生」 よ 6 .も 好く はな 5 
t た 「生」 よ 6 惡し くもない。 從つて 死んでも S I し 死な ミくても S ミ。 生 さて ゐ て もい i し、 生きて， Q 
なくても い AZO 

乙の やうな 生死に 對 する 無頓着が 先生のは s つて 行かう とした 世界 v あつた。 先生は そ 乙に 到着す る ま 
での 種 ❖ の 心 持を 製作の 內に 現は して ゐ る。 「門」 「彼岸 過 迄」 r 行人」 「心」 などは その 著しい ものである。 K 
にも 開展の あとは 認められる。 「心」 に 於て 極度まで も 押し 〇 めら れた 生死の 問題は、 右の 無頓舂 が 著しく 
なる につれ て、 もう 再び取う 上げられる 機會 •かな かつた。 

併し 人生 觀の 如何に 關 はらず、 先生の 內の 「創作家」 は 先生 1: 驅 使して 常人 以上に 「生かせ」 働かせた 00 
殊に 生死に 對する 無頓着は 反 〇 て 乙の 創作家を 强健 ならしめ たやう に 見ぇる。 「明暗」 を 書いて ゐた 先生は 
或 時 かう 云つ た。 「每 日す ベつ たの 乙ろ んだ のとク ダラない 事 1: 書いて ゐ るのは •、實 際 や 6 切れないね。」 實 
際 かう 感じる 事 も あつたに 相違な S だら う。 而も 先生は 渾身の 力を 注いで 製作し ないで はゐ られ なかつ た 0 
3 うして 藝術 的勞力 その 者が 先生の 心を 滿足 3 せた 0 「明暗」 の 執筆 中の 如きは、 製作の 活動 それ 自身を 非 
常に 愉快に 感じて. Q たやう である。 そのため 生理的に も 今迄に なく 快適を 感じて ゐた らし かつた。 (その 實 
は 製作の 興奮の ため 徐 ♦に 身體を 疲勞さ せた ので あつたら うけれ ど。) 

先生 •か 製作に よつ て 生の 煩は し 3 を 超脫 する 心 持は、 私の 記 臆では T 草枕」 や 「道草」 などに 描かれて 
ゐたと 思 ふ 0 
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私は 極めて 概括 的な、 t のく せ バラ— になつ た 觀察を 書いた。 もと <先生の藝術に就て逾切な評論 
を なし 得 やうとは 思つ て. Q なかつ たから、 乙れ 位で 筆を 擱き 72 S 。 

先生の 藝 術に 就て はな ほ 論ずべ 5 事が 多 S。 私は 先生が 「何を 描かう としたか」 に 就て 粗雜な 手を 一寸 觸 
れ たのみで、 「如何に 描いた か」 の 問題には 全然 觸 n なかつ た。 そ 乙へは いればと て も 容易に 出られない と 
思つ / 2 からで ある。 をれ に、 私の 今の 心 持は、 た た すら 先生の 人格 ic 引きつ けられて ゐ る。 先生の 技 
能が 提供す る 5 ま t の 興味 ある 問題は、 たと へを の 興味が 非常に 深から うと も、 今 直ちに 私の 心の中 心 
へ來る 事が 出來 ない。 併しを のために 讀者 諸君の 注意を 乙の 方向へ 向けて 惡い とい ふわけ は 少しもない。 
私は 先生の 死に際して 諸君 •か 先生の 全 著書を 一 まとめに して 更めて 鑑賞 3 れん 乙と を 希望す る。 3 うし 
て Ms に說い たやうな 先生の 人格と 生活との 表現が、 いかなる 姿と ジズム にょ 〇 て 行 はれて ゐ るかを 仔細 
に 檢せ られむ ことを 勸吿 する。 先生の 藝術 はを の 結構から 云へ ば 建築で ある。 總ての 細部は 全體を 統一す 
る 力に 服屬 せしめられて ゐる 。更に また 先生の 全 著書は 先生の 步いた 道の 標柱で ある。 總ての 作は 中心を 
流れる S のちに 從つて 並べられて ゐる 。乙れ らの 物 ic 親しむ のは S かなる 意味に 於ても 我々 を 益し 我々 i: 
幸福に する だら う。 
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漱石 先生の 肅事 

津 田靑楓 

先生が 書を お始めに 成つ たのは 三年 程 前 かと 思 a ます。 何でも 例の 御 病氣で 寢て 居られる 時 私は 何 かの 
要 事で 京都に 歸つた 時、 八 か 間 敷い 西本願寺の 寶 物の 入札が あつた、 をれ を 見に 行つ て 面白 s ものが あつ 
たから、 圖錄を 先生に お 送 6 した。 をれ から 東京へ 歸つて 御 伺 ひした 時、 病氣は 大分い、 様で 床の 上に 坐 
つて 居られました。 たいくつで 困る との お 話でした。 をして 窬を描 S たから 見て くれと て 紙片に 描い / 2 の 
を 見せられ ました。 これ が此度 書を 始めに 成 〇 て 最初 だと 思 a ます。 最も その 以前に も 描いて おいでに 成 
〇 たか も 知れ ませ / i がそれ は 私は 知 せん。 猫な e を 見る と頻 $ {c 水 彩の 繪の 具を S ぢ 6 廻して ゐる樣 
な 所 •か あ 6 吱 すが をれ は 無論 先生 お 自身の 乙と で 以前は 水 彩 書に 非常に 御 熱心 だ 〇 た樣 ic 思は れ爻 す。 
小宮の 居つ た 下宿に 先生の 以前の 水 彩と 云う のを 二 三枚 見ました が、 それは ま づい ものでした。 何が 何' た 
かぐし や <で、 ちつと も 分からない のです。 然し 色は 大變 奇麗でした 0 此度お 始 ((: 成 〇 た 書と 云う のは 
矢 張 6 水 彩繪の 具で 白雲 紙の 裏 打の 樣な 紙を 半紙 判を 少し 長み にした 樣な大 さの ものに 始終 かいて 居られ 
ました。 私の 貰つ た 藪が でた' 一面 k 靑色で 描いて あつて ^ の 中に 赤色で 柿が 三つ 四つ 樹に なつて ゐて 、烏 
が M 色で 二 羽と まつて. Q る 所が かいて あるので す。 それが 一番 最初 ^ 見せて 貰つ たうちの  一 〇 です。 

その後 行く 度 R 同じ 大き ^ の 紙に かいた 書を 必ず お見せに 成う ました。 最も 書風は きまつて ゐな か 〇 た 
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様. V すが、 紙の 大さ と各繪 書に 遣つ て 居られる 點はい つで も 同じ* てした。 乙れ が 先づ 第】 期の 筆なら しで 
あつたと 云へ る樣に をの 後は 决して をの 式の 書は お描きに 成らな かつた 樣で す〃 その 頃 四 五 枚た まつた の 
を 一時に 出して、 津 田 R 一つ 鑑螢 をして 貰は ぅな どと 云 はれました。 乙れ は 駄目で しょぅと 云 ふと 目の前 
です r 破いて 仕舞 はれ 1 した。 それから 私が 一 つ 審査を して 等級を つけ 樣ぢや あ せんか なぞと 云 〇 て 
勝手 氣儘に 順番な ぞをつ けて ゐ るのを、 を ばで 見て は 只 笑つ て 居られました。 それから 書を 見せて 貰うた 
んで もう 少し 大きな かけじに 成る 樣な 半折 位の ものに お 描 R 成つ たら どうです、 とよく 云 ふと、 駄目 だよ 

どうして かい 


て どぅ 繪の具 
を 遣つ てい、 
のがち 〇 とも 
分からない、 
只 無茶苦茶を 

やつて ゐるの だから。 をん な もつ が 中々 かける もの かと 始終 云つ て 居られ ^ した。 

然し 5 ぅ 云つ て 居られる もの \ 非 常に 描 S て 見た くつて 穴 まらな S と 云 ふ 心持ちの あつ 72 事は 言葉の 
外にょ く ^ か*®' t し ^ 。 

.をれ から 間もなく 例の 通 6 に 見て くれと 云つ て あ 出しに 成つ たのは、 土 佐 引の 紙に 描かれた 半折 もので 
し * 。 その 書は どんな 書 だつ. たか、 今 私は， 覺ぇ ません が 何でも 線を 餘 3 遺は ず 薄墨を 澤山ぬ 穴く つて 物の 
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形の 不器用な 盡だ つたと 思 a ます。 仑れ からし ばらく の 間は、 乙の 調子の ものを 大分 〇 C けて 描いて 居ら 
れま した。 

この 一時期の 間の 半折には 風景は 殆どな かつた と 思 a ます。 主に 二つ か 三つ 位の ものを 配して をれ を 大 
きく 描いた ものでした。 假令ば 藪の 中の 小徑を 坊主が 歩いて ゐる 所と か、 梧桐の 下に 描が 眠つ て， 〇 ると か 
萩を 描いて 上の 方に 月を 配す ると か 云 ふ樣な 構圖の ものが 多い 樣 でした。 乙の 時代の ものは、 乙れ で 又 一時 
期を 廓く しゐ ると 云 ふ 事が 云へ る樣に は 〇 きうして ゐ爻 す。 をの 頃 描かれた ものに 亡くつ た 小 3 3 雛 子 3 
んの窬 像を かいて 野菊を 配 3 れた ものが あ 6 1 した。 可成う 不器用な 下手な ものでした。 私は S つ も仑 Q 
不器用と 下手 3 とを して そのうち ic 非常な 眞面目 さが ある 事を ひそかに 推服して 居 した。 

私は 先生に 「先生の 書の 下手 3 は 石 濤と云 ふ 支那 人に 似て ゐます ね」 と 云つ た 事が あ 6 ます。 其 a は 先 
生から 「君、 石 濤と云 ふのは 支那の 偉い 坊さん •たょ」 と 云は n た 事が あ した。 私は s つで も 生活に 餘 
裕を 持たない から 人の 傳記 などを ょんで， q る 暇がな いから寫眞版の書を見て，为 :1 <先生の書に似てゐる 
様な 氣が したから 無鐵 鉋 k をん な 事を 云つ たのでした が、 先生は その 頃 書家の 傳記な ぞネ 非常 k 典 味を 持 
つ て 讀んで 居られた 様でした。 

それは ど 5 でもい、 です が、 それから 第三 期には い 〇 て 先生の 書と 云 ふ ものが 急 (C 立派な ものに 成つ た 
様に 思 ひます。 乙れ は 主に 風：： 京 書 等です、 山水 書です。 あろ 時 野 上 君の 紹介で 式部官の 岡 田と 云 ふ 人の 宅へ 
先生と 一緒に 書を 見せて 貰いに 行つ た 事が あ した" その 時 二三 十 幅 見せて 貰つ たを のうちで 先生の 一 
番氣に 入つ たものは おそらく 高 芙蓉の ちつ ぼけ 次 山水 だ 〇 たらう と M CA ^ す。 その後 四 五日して 先生を 訪 
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ra r ると 「尹 I 高 芙蓉 ヒ やつた から 一つ 見て くれない か」 と 云つ て 半折の 山水 書 ^ 見せられました。 私は をの 
_ 柄 V 明瞭に 頭の 中に 描く 事は 出來爻 せん， か、 非常にう まく 成られた と M つて 感心した 事を 記 臆して ゐ 爻 
す。 をの 頃から 非常に 油 •かの つて 來て ずん <い、 ものが 出 來た樣 です。 をの 中で I 幅 私が 非常に 激賞た 
のが あ うま した。 何でも それを 始めて 經師屋 にやつ て 自分で 表裝 され ^ した。 その 書は 矢張り 山水で 山の 
上の 方に 仙人の 家の 新な ものが あつて 鶴が 飛んで ゐて 雲が あ 〇 たと 覺ぇて ゐ ます。 そして 自分が 作られた 
賛が 上の 方に 書いて あ. リま した。 •私は をの 畲ヒ 非常に 賞め て 「乙 の薔は 先生 生涯の 傑作です ょ」 と 云つ た 
ら「馬鹿を云へ、おれは乙れ位でいきづまる1のか、おれは死ぬ迄に一 0 津田 |: おれの薔の前でお辭儀させ 
る 様な ものを 一つ 描 書 S て やる」 と 云は れ爻 した。 をれ から 以後 づん 、 ものが 出 來ま した。 

「書： て も 書で も， n 分の 部屋に かける ものは n 分で かいたの が 一番い、」 と 云は れ た 時 •か あ 6 ました。 そして 
出 來榮の s 、 ものは 大抵 自分で 表裝 を してた れにも やられな かつた 樣で す。 實際好 s 書が 出來た 塲合そ n 
を む ざ-^ 人手に 渡す のは おしく 〇 てた まらない ものです。 をれ かと 云つ て ^ づ S 書を 他人に やる のは 尙 
更 S やな ものです。 現在 持つ. て. Q る ものに 比較して 4 >れ 以上の ものが 出 來た時 始めて 前の 薔に 執着 •かなく 
なぅ ます。 先生は、 ^ う 云 ふ 意味で 最近の い、 ものは 自分の 手元 k おかれた 樣な氣 ♦かし ^ す。 
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夏 目先 生と 書畫 

瀧 田樗蔭 

夏 目先 生 •かいる  <の點 でぇ らい 事は 各種の 人達が 各方 面から 話 5 れ ょうから •僕は た < 書 書の 方面 だ 
け ^ 話し ませ ラ。 

# 書の？ •とで 僕が 夏 目先 生の 許へ 出入す る やうに なつた のは、 昨年の 御大 典、— 十一月の 十四 五日の 
頃から だと 思 ふ。 常時 僕は だん— 書 窬熱が 盛んになつ て 來てゐ たので、 御大 典 ^ 記念す る爲 めに、 書書帖 
を 描へ た、 そして 先生 {C も 一つ 書いて 頂かう と 思つ て 行つ た。 話は 少し 昔に 溯る が、 僕が 先生を 初めて 知 
つたのは、 大學の 英文科で マクベスの 講_ヒ 聽い たと きで ある。 其 後、 先生が 『猫』 を 書かれてから 二三 
年の 間は 『中央 公論 J の 原稿の 用事で 時々 伺つ たけれ ど ^ 、 朝日 新聞に 入られた のちは 御無沙汰が ちで、 
一年に 一回ち 目に か、 るか 褂らぬ か位ゐ であつ 左。 

仑れ で 先生が # 書の 方面で 何 處ら噯 で やつて 居られる か實は 知らな かつた。 御大 典 書晝帖 の塲合 も、 先生 
は « が うまい から 書 S て贳 ふと 云 ふので なく、 唯ぇ らい 人 だから 書いて 貰 ふ 積 $ であつ た。 をの 時は 『壽 
山 ^ 丈 高』 と 書かれた。 をの 齊かれ た 字 ^ 見る とな か-— 書家の 風が あつて、 をれ 以前に 書いて 貰つ た 他 
の 人々 のょりも ずつ と 立派な もの •たつた から" 僕は 大に 敬服した。 

尤もを の數年 前、 鈴 木 三重 吉 君の 家で 先生の 書を 拜 見した 乙と も あつた。 をれ は兩侧 R 青竹の 生へ 續い 
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た 細徑を 後向きの 僧が 二 人山 門を 指して 歩いて ぬる 所を 書いた ものである。 その 書は、 近頃 書かれた 物と 
比較して、 出 來榮の 上下は 好く 分らな S が (當 時、 僕は 餘 6 書 書の 趣味は なく、 從つて 眼識 もなか 〇 た 
から) 大變 面白 S やうに 感じて、 全く 不思議に 思つ た。 をして 僕 も 何とかして 一枚 位ゐ 書い 1: 頂けない も 
のか 知らと M o た。 けれど まだ 書 書に さほど 熱心 •てな かつた 當 時の 僕は、 さう 思つ た 丈け で 忘れる ともな 
く忘れて了 〇 てゐた。 

然し 例の 書 窬帖に 書いて 頂 S てからは 先生の 書に 非常に 感服して、 時々 伺つ て 書 書の お 話を 承る やうに 
なつ 穴。 そして 近來 僕は 非常な 書窬熱 に 罹气 先生に もとさ^- \書い て 頂きた S と 思つ て、 先生の 御面會 
日で ある 木曜日には 每令伺 ふやう、 になつ た、 をの Q の 午後は 何時も 會 ふと 云 ふ お 話 だつ たから。 

それが 緣 に なつて、 先生が 發病 せられる までの 丁度 滿 一年の 間は、 先生の 御 都合が 惡い とか 或は 僕の 方 
にどう しても 手を 離せない 用事が あると か 云 ふ 日の 外は 恐らく 五六 回 乃至 七 八 回の 面會 日を 除 S て 
は、 御面會 日には 殆 んど缺 3 ず 伺つ たので ある。 僕は をの 日を 樂し みに して 自ら 『僕の 安息日』 と 名付け 
大抵 午後の 二 時 か 三時から 夕方の 五六 時 頃 ^ で 何 か 書いて 頂く ので あつた。 

をの 御 面# 日 も、 夜に な， ると 世間で 云 ふ 先生の 門弟の 方々 •か 集合して 文 學談に 花を 暌か せられた けれど 
も、 晝の 間は 殆ん ど書霤 中心 —— 或 CA は 僕を 相手の 先生の 書 書 揮毫の 時間と でも 云 ふやうな もので、 同じ 
く 讲 書に 趣味の ある お 方は 僕と 一緒に 矢 張 6 先生から 何 か 書いて 頂いた けれども，# 書に 餘ぅ興 味の 無 S 
方は 甚だ 手 持 無沙汰の 體で 、僕 も實は それ 1: 見て 濟 1 な S やうな 氣が して ゐた 。けれども 正直に 云 ふと、 
乙れ は 僕の 安息日なる のみならず、 實は 先生に も 多少 僕が 行つ て 書 書を おね だ 3 する の a: 待ち設けて ゐら 
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また 野 上臼 川 氏の 家で 見た 極密の 竹林 兼 松林 山水の 如きは、 その 一 部に 不手際な ところ •か あるに 拘らず 
非常な 苦心の 作で、 乙ん な 密な 物を 先生は 何時 書かれ 72 らうと 臼 川 氏に 聞 S たら* 今から 三 四 年 前に 書か 
れ. たとの 之と •たから、 先生の 書 書の 道に 志され 72 のは、 僕が 伺 ふやう になつ た數年 前からで ある 乙とは 疑 
び ない。 然し 本當に 熱心に なつて、 其の 熱心の 程度が 側の 人を 驚かし ■且又を の 上達の 著しく 目に 見ぇて、 
專門の書書家をして殆んど驚嘆の聲を發せしめるやうになつ穴のは、最近一，年間の乙とでは《い加と僕紀 
は考 へられる。 

熱心と 云へ ば、 先生の 書 書 熱と いふ ものは、 隨分高 かつた。 ^ の 熱度の 百度 以上の 患者た る 僕を 3 へ 屢 
々驚かした 程で ある。 かう 云 ふ 乙と を 言つ て 好い か惡 S か 分らない が、 僕から 見れば 先生の 近来の 本営の 
興味は 小說を 去つ て 書 書に 移つ て ゐ たと 云 CA た S 位 ? > た。 現に 一 「明暗』 を 書かれる ーヶ月 前 R、 微恙 .の爲 
め k 臥床され て， Q た 時 ^ 、 小說の 趣向は もう 出來茇 し 72 かと 訊いたら —— 

『爻 •た 何にも 考へ て， Q ない、 實は 書の 乙と 5: 考へて 、小說 が 終つ たなら ば、 三 幅對の 大作を 一つ や- く 
〇 て 漸く 考案 か纒爻 つた』 

と、 云 ふやうな あ 話が あつたので も、 3 う 思 はれる。 また 池 邊三山 氏の 書を 非常に 褒めて、 日本では 德 
;!| 時代にも仑れ以後にもあの位ゐの人は無いと云つて0られた。仑して何處かで三山氏の書も見られた3 
うで、 『書 本 またうまい、 あの 男は 書 書を やれば 確かに 日本一に なつた、 新聞記者な ど k なつて 惜し S 事 i: 
した もの •た。 尤も 3 う 云つ たら 池邊は 屹度 書 書なん かは 士君子の 末技 だと か 餘技だ とか 云つ て 怒る •たらう 
.が、 僕には どうも 新聞記者ょ $ も 其の 方が 好かつ たやう に 思 ふ j と 言 はれて 居つ たので も、 先生の 興味の 
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在る と 乙ろ •か 分らう。 

また 僕 も 現に 先生に 對つて 、 —— 

『先生の 乙の 頃の 興味の 中心は 小說ょ 6 も 書 書に ある やうです ね J と 言つ た。 と、 

「そ- ^や3う 3 、一方は商賣で一方は道德なんだから、話*たつて商賣ょ3も道樂の方が面白いんだ£. 

と 言つ て 居られた ので 益々 明らかで ある。 

先生の 書は、 書體 はいる— に 變つ てゐて —— 即ち 肉細の 細長い 字が あ 〇 た 6、 又 肉太の 圓味を 帶んだ 

字が あつた 6 して、 
一見して は 全く 別人 
の 手に なつた やうな 
物 •かあつて 、一概に 
云 ふ 乙とは 出來な い 
けれども、 大體 坊主 

臭 s 字の やうに 思 ふ。 俗字と 云 ふのは 先生の 最も 嫌は， n たもので、 吾 ❖ •か 見て 相當に 好い 文字 •たと 思 ふ も 
ので も、 此は 俗字で いかん^^ 、實に .いかんと 云 ふやうな 批評を ょく 下された。 

坊主 臭いと 云つ て も、 先生の 最も 好く 親しまれた のは、 松 山の 明月 和尚、 越後の 良寬 、この 二人の 物は 
大分賞 ^ もされ.、亦時には稽古も 5 れたやうに思ふ。 1 た黃檗の物も大分お好きであつたやうだ。先生の書 
かれる 物には 時として 良寬風 k 見ぇた $、 明月 風に 見ぇた $、 或 a は 黃檗の 坊主ら しい 物 も 多い やう ^ 。 
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左 も 近來は f 書苑 』 や 其の 他の 法帖な ど 5r 大分 集められて •色々 な 書風に 就て 種々 硏究を 重ねられた やう 
V あ 6、 從つて 時として 隨分變 つ た # 風 も 試みられた やう* た •か •全體 として 見れば 何う しても 先生の 書に 
は驊 坊主ら L い 風格が 最も 多い やうで ある。 

△ 

先生は 長 鉢の 筆を 好まれて、 吾 令の 使 ふ 物の 二倍 も ある やうな 長い 毛を 自由に 操られて、 一點一 劃に も 

細心の 注意を 拂 ひ な 


がら、 心静かに 書か 
れ た。 僕 自身の 趣味 
から 云へ ば、 もつ と 
大膽 に、 もつ と 豪放 

に 一氣に 揮灑 され た 

方 •か 好い と 思つ て、 とき^^を のこと を 申した 乙と も あるが、 さう 一氣に 書かれる 乙とは 極めて 稀れ で 
i^ f IE s 子^^れ) 多くの 瘍合は ，、一字々 令、 或は 一線々 令、 考 へく 書かれる と 云 ふ 風で あつた。 

けれども 、それ だか 6 とて、 筆に 勢 ひがな s と 云 ふので はない。 落着いた、 品の 好い、 位置の 正しい 物 
を 書かれる のが 先生の 御 趣意で、 僕 等 •か 見て 筆力 奔放な どと 思 ふ ものは、 恐らく 先生には 虚勢を 張つ たや 
う k 見 ± た ♦，或 a は 俗 氣紛々 たる ものの やう k 見 免たら しい。 
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: 先生は よべ P とうして かう 爻づい のか、 今少し 5 まい 筈 だ』 と 云つ て、 自分の 書かれた 物に 多くは 滿足の 
# を 表は 3れ なかつ た。 然し それは 先生の 理想の 標準に 照して 自ら 卑下 ^ れる ので あつて r 他の 人の 文字 
よ§ ネ惡 いと 云 ふ 意味では 决し てない。 現代の 人で、 先生の 褒められ 穴のは、 前に 言つ た 三 山 氏位ゐ 0 者 
ぞ、 大抵の 人のは 『い かん  <』 とか 『ごまかし •たね J とか 云つ て、 中々 容 3 れ る ものでは なかつ 穴。 

. 仑 して 又：： 癖の やう ^ 、 僕は 少し 稽古す ると 書に 就て は 自信が あると か、 今に 見て £) 給へ もつ とう ^ く 
なる からと か 言つ て 居られた から、 今 四 五 年 も 或 CA は 今ー ニ 年で も 生きて 居られたら 確かに 今よう もずつ 
と 上達 $れ ただら うと 思 ふ。 尤も 今の 物で も 我國の 現代のう ちでは 最も 脫俗 高雅の 文字で" 眞に 眼識 ある 
人士の 驚嘆を 博す るに 足-^、 後代 R 至 〇 ては 益々 その 光輝を 發 する 物た る 乙とは 疑を 容れ ない と 乙る であ 
る 0 

△ 

先生が 御 自分の 書かれる 書 書を 苟 くも ^ れない 己とは 非常な もので、 氣に 入らない ものは 何枚で もズタ 
/ ^ ^ 裂いて、 誰が 何と 云つ て も决 して 之を 人に 渡 5 れな かつた。 尤も、 餘 $ 親しくない 人に 義理 づくに 
書かれる 塲合に は 多少 意 R 滿た ない 物で も 渡された やうで あるけ n ども、 僕 等には 先在の 氣に 入らない 物 
は 絕對に 渡されな かつた。 紙を 十 枚 持つ て 行 〇 て、 二 枚 も出來 るのは 上乘の 成績の 方で、 大抵 一枚 位 & の 
ことが多かつた。甚だしさは、半截を一枚書くに十五枚の紙を書きつぶ 5 れた乙とがある。さうなると紙 
め 惜しい と 云 ふよ- cv も 先生の 骨 祈られる のが 氣の 毒で、 r もう 大抵で い、 でせ う J と 言つ て も、 先生 U 中々 
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きかれな かつた。 も 一枚、 も 一枚と 云つ て、 紙の 有り •たけ 書いて 終 ふ ^ では 决して 承知され なか 〇 た > 

二三 年 前の 『日本 美術 j の 口繪 R なつて 出た、 先生が 橫山 大觀書 伯に 贈られた 書の 如きは、 絹 5: 十 枚 書 & 
しくじられて、 どうしても 絹は 駄目 だと 云 ふんで、 今度は 紙に 書き か へられた。 つま-^ あれは 十一 枚 目 だ 
5 うで ある。 

僕が 屏風の 二 枚 折 一双 (全紙 四 枚) を 書いて 貰ふ爲 めに 費した 紙は 無慮 六十 枚 前後で、 三 四回續 けて t 
五. 枚 乃至 二十 枚を 持つ て 行つ て、 辛うじて 出來た ものである。 文 f 歸 去來辭 J の 卷物も 三度 書き 代 へ^^れ 
たが、 その 前に 稽古の 意味で 書かれた 紙を 入れる と、 やは 6 卷 物に 要した 紙の 二十 倍 以上 費して 居る。 

をん なに 書かれても、 その 中で 先生の 最も 氣に 入つ たのを 一枚 だけ J: 下さる ので、 他は 皆い くら 側で 惜 
んで もべ た-—* と 棒を 引 いて、をれから一字も完字のないやうほど迄に乙 1 "^に千切られるのを例とし 
た。 をの 一枚を 擇むに も 絕對に 先生の 眼識に 依る ので、 他の 人々 が 皆擧 つて 他の物を 擇ん •たと こる で 先生 
は 頑として 動かな S で、 『もしを れが 厭なら 止せ J と 言は れ た。 

自分の 書 S た 物を 如何に 大事に せられた かの 一端は、 今の 話で も 分る •たらう。 

先生が 他人の 書に 感服せられ なかつ た 事は 前に も 言つ たが、 先生の お宅に ょく 見ぇた 森と 云 ふ 人に やら 
れた 手紙に 依る と、 僕が 先に 先生の 私淑して 居られた と 云つ た 彼の 明月 和尙の 書を 批評せられ て、 近來 は餘 
5 感服し なくなつ たと 云 ふやうな 乙と を 書いて あ 5、爻 た JH 岡 子規な ども モット 生きて ぬたら 明月の •や ^ 
に 成つ ただら 5 と 書 いてある 5 5だ。つま6晚年の先生は勿論子規や明月ょシも遙かに上になつて居ると 
自覺 して 居られた やう R 書 S て ある ^ うだ。 乙れ は 又 聞 & に 聞いた 乙と である。 いづれ、 かう 云 ふ 乙とは 
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に 書かれた •つま 6 書に 於け る絕 筆で、 先生の 書が 如何に 專門 家風に 近づいた と 云 ふ 乙 とを 表は す ものと 
思 ふ。 

蘭は 不思議 R も 初めから うまくて、 書で も 書で も あの 位ゐ書 さしく じられ る 先生が 蘭に 於て は 殆んど 書 
きしく じられ る 事が なかつ たのは どう 云 ふ もの か。 かの 陶淵 明の 『採 菊東籬 下、 悠然 見 南山 J の 詩句を 愛 
誦された先生の氣分とょくょく合つて居 〇 穴ものと思はれる。 

をの 他 
山水 書に 
も 大分 硏 
究を 積ま 
れて 、乙 
の 方面に 
於て は 主 

として 支那 風の ものを 狙 はれた やう •た。 支那の 古代の 名 書の 板 本は 大分 集められて、 乙れ は 最近の 先生の 
最も 心を 喜ばした 冬ので あるら しい。 それらの 影響が 先生の 晝にも 表 はれて、 少し 密な 山水 書を 書かれる 
，やうに なつた が、 その 作品は 多く 支那 趣味の もので あつた。 

△ 
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私の 最も 多く 書いて 頂いた も ひは、 以上の やぅに 水 墨を 主と した 四 君子の 樣 な ものであるが、 此の 以外 
に 先生は 長 S 閑の ある 時分には、 五日 も 六日 も 家の 內 R 閉ぢ 籠つ て、 着色の 極密の 山水を 試みられた。 ^ 
れは モゥ 非常な 大 努力で、 仑 の 三 四 幅は あ 宅に 深く 藏 して 居られる やぅ •た。 僕 も その 二三 幅を 拜 見した 乙 
とが ある •か、 水 墨の 四 君子とは 又 違 〇 た 味の ある もので、 他日 先生の 書 書 集で も 公に 3れ る ことがあつ た 
ら 、 t の 苦心と 努力と で 世間を 驚かす に 足る 乙と と 思 ふ。 

△ 

槪して 云へ ば 先生の 趣味は 俳句 趣味と 云 ふょ 6 も、 東洋 趣味 若く は 支那 趣味と いふ 方で、 をれ に 幾らか 
禪味を 加へ たもので ある。 をの 分量は 正確に 云 ふことは 出來 ない けれども、 俳味 二 分、 支那 趣味 五分、 禪 
味 三分 位. Q の ものでは ある ^ いか。 

詩に 於て は 陶淵明 や 王 維 や眞山 民な どが お好きら しかつた。 かの 有名な 『草枕 j は 最も 好く 先生の 趣味 
を 伺は せる に 足る もので、 小說 に 於て は 西洋ょ. 〇 得られた 微細な 心 _ 解剖 や 精密なる 性格 描寫 など も ある 
けれども、 少 くも 書 書に 對 する 先生の 趣味は、 純然たる 東洋 流で ある。 で 先生の # 書に 對 する 正確 ^ 判斷 
をしょぅと思へば、何を措いても先.つ『草枕』一篇を精讀する必要があると思ふ0 

厶 

先生は 近來 、發 病せられ たる 少し 前まで T 明暗』 の 一回を 書き終 へられる のは 正午 若く ば 午後 〇 一二 時 
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頃 だつ たが、 t の 後は 必ず 一日 一篇づ 、七 言 律を 作られた。 をれ は、 小說 を 書く と 何う も 頭が 俗にな 〇 て 
いかん、 詩を 作つ て 頭を 元に 戾して 置かなくて はならん、 と 言 ふやうな 意味からで あつたら しい。 

をれ を 以て 見ても、 近年の 先生は ます< 東洋 趣味に 成られて、 詩 •書 •書の 三方 面に 一歩々々 深く 進んで 
行かれる傾向が見ぇて居 0 た。ず 0 と前に書いて頂いた書には偶には古人の詩句などを題 5 れたが、最近 
ic 於て は 題字に 古人の 句 1: 取る のは 近頃の 無學 なる 南 書家の やる 乙と で、 少く とも 竹 田 位の 男に なれば、 
多分は 自作を m した もの •たと 云は れた 。最近 僕に 書 S て 下す つた 『山上の 松』 に 『冬 嶺秀 孤峯』 の 句を 題 
して 頂かう と 思つ たら •やは 6 其の 乙と を 言 はれて、 代 6 に 先生の 詩 一 篇を 題して 下す つ 力。 

之を 以て 見ても •先生の 書 書は ます-^ 本式に なつて 來て 、少 くと も モゥ 四 五 年生 さて 頂いたら •其の 
造稽は 蓋し 圖 6 知るべからざる ものが あ 〇 たらう。 

明治ょ 6 大正に かけて 詩 •書 •書 三絕の 大家の 名を、 明治 大正 年間の 文壇に 於け る、 第一人者の 名と 共に 
併稱 さる、 乙 とは、 决して 空想で なかつ たと 思 ふので ある。 (談) 

/••〆 •• ，•■  , • • . • • • » - / • 

禪の 境地 

釋宗演  一 . 

漱石 氏が 私のと 乙ろ へ來た のは" ょく 記憶に 存せぬ が、 何でも 今から 三十 年 程 も 前の 乙と V ある。 大事 
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を 卒業した ばかう で 高等 師範 R 敎へに 出て 居ら n •たと か 言つ て 居た やうで ある。 本統 .に 飄然と してやつ 
て來て 、お ほょ ^ 半年 ほど も禪 堂の 生活を して 居た。 その 間の 氏は 言 ふまで もな く禪を 修 ぜられ た 6、 ま 
た靜 かに 自らの 生物 觀を 押し進めて 行から n たやう に 覺ぇて 居る が、 何に しろ 私の 宗旨な どでは、 たと a 
雜談 などの 折に い ろん な <1 と i: 物語る 機會は あつたと しても、 互に 深く 語 6 合 ふと 云 ふやうな 乙と が 無い 
と 之る から- t の 時の 漱石 氏に 就いては 鮮やかな 印象を 有つ て. q ない。 したがつ て その 節の 參禪が 漱石氏 
の 人生 觀や 藝術觀 にどん な 風に して 入つ て 行つ て ゐる のかは 知る 由 も 無い。 

'氏の 小說 「門 j と 云 ふのを、 或る人が 持つ て來 て、 漱石 氏が 始めて 私のと' ろへ 來た 折の ことが 描いて 
あるから 讀んで 見ょ と 云 ふので、 始めて 氏の 小說を 手に した 譯だが 、あの 中に 宗 助と 云 ふ 男が 鎌 倉の 禪堂 
へ來て 、「老師 冷々」 と 皆の 言 ふを の 老師に 逢つ て 見る と、 心の 內で どんなに 老人 かと 思つ / 2 ら 、爻 •た ほ 
んの 若い 坊主 だと 驚く 件、 あれが おかし かつた ので 今でも 覺 t て 居る。 氏の 參禪 生活は あんな 風な 氣持で 
あんな 風に して 始爻 つたので あらう。 まあ  一. 口に 云へ ば 氏の 參禪 生活は 極めて 平凡な 普通な もので、 と 6 
あげて 異彩と 認められる やうな 乙とは なかつ た。 

をの 後 永らく 相 逢 ふこと も 無 かつた が、 四 五 年 前の 乙と であつ たが、 ち や， うど 中 村是公 氏が 滿鐵總 裁で 
あつ 穴 當 時、 漱石 氏は 中 村 氏を 伴 ふて 鎌 倉べ 出向 はれ、 絕 ぇ て 久しい 會談の 折を 得た。 をれ は 中 村 氏が 私 
に 滿鐵の 若い 人達に 何 か 話しを して 吳れ との 依賴に 見ぇられた ので あつた。 また 去年 私が 大病に 胃され て 
居た 時 も、 中 村 氏と 二人で 見舞に 來られ たの •たさう だが、 死ぬ か 生きる かの 折からと て 後 ^ なつて を n i: 
知つ た 次第 •て ある。 爾來相 合 ふ Nl ともない 中に 漱石 氏は 死んで しまつ 穴ので ある。 五十 歲と 云へ ば まだ 
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ま •た 世が 氏に 期待す る 多くの もの、 在る 間に 逝かれた のは 惜しい。 氏の 家は もと 眞言 宗な ので あるが、 死 
ぬ 時に 中 村 氏に 言 a 殘 5 れ たと 云 ふので、 禪宗の 葬儀を 行 CA 私が 行つ て 引導を 渡して 來 た。 近年 K ない 靜 
かな 嚴かな 葬儀で あつた。 

私が 何 かの 緣で漱 石 氏と 結び付けられ て. Q ると C1 るは 以上の やうな 次第で ある。 私は もとからの 氏の 作 
品 も 思想 も 識らず 、最近の 「明暗」 など も 人の 噂に ょつ て 聞か ^ れるだ けで、 どんな 乙と が 描いて あるの 
か 判らな S やうな 譯で •最近 どう 動 S たと 云 ふこと も 知らない。 私が 漱石 氏 ^ 就 S て 知り 度 S と 思 ふ 數 ❖ 

は 乙れ からの 月日を 埃つ て 貰は ねばならぬ のは 遺慽、 V ある。 

た C 私の 知る 限 6 の漱石 氏の 風格は、 我が 禪宗 の白隱 禪師が 「吾は 禪の俠 者な 6J と 云 はれて 居る がそ • 
んな樣 に 思 はれて ならな S。 元來が 江戶つ 子に 生れて、 清廉な 氣禀を 有つ てゐた 氏は、 生れながら 禪味 をび 
帶びた 人柄で あ 〇 たと 思 ふ。 しかしながら、 氏の 禪の 修業は、 修業と しては 大した ものでは なかつ た。 修 
業は 大した ものでは 無 かつた が、 氏の 性根が 佛敎 乃至 東洋 思想の 根本に 觸れて 居た Z: とは 知れる。 「去 私 則 
天」 と 云 ふの が 氏の 最後の 頃の 思想 •たと 語ら n て 居た との 乙と だが、 をれ は 明らかに 大乘佛 敎の眞 精神な の 
である。 

藝術 としての 氏の ものを 何も讀 んでゐ ない 私が、 た < 私 だけの 漱石 氏に 就いての 智識から 氏の 藝 術な 6 
思想な 6 を 推察して 見れば、 氏は 自ら 自然と 融合して 行つ て、 何人に も 接し 得な S3 ま^-な 自然の 姿を 
見出して 來て 、乙れ を 所有つ て 個人な 6 社會な 6 を 押 進め 高めて 行く と 云 ふやうな 立塲 k 居た のでは ない 
かと 思 ふ。 禪では 云 ふ ^ でも 無く 自然と 融合す る 乙と を 目的と する。 自ら 自然 R 近寄る のか、 自然の 方 か 
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ら 近寄つ て來 るの かそれ は 知らぬ が、 唯 融合す るので ある。 漱石 氏は 乙の 境地に 在つ て" そこから 樣々 な 思 
想に 具を 與へ V、 小說シ 創つ て 行つ たのでは ないかと 考へ るが、 どんな もの ^ あらう か。 

何も知らぬ私は"文壇で漱石氏と似通つた道を步んだものを求めれは、或は幸田露伴氏の作品な6經歷 
な-®' がそれ に 近い かと も考 へて 居つ た。 しかし ある 若い 人の 說 くと 乙る を 聞く と、 幸 田 露 伴 氏の 思想、 乃 
至は 氏の 作品に 表 はれた 思想は、 をの 深い 佛敎の 智識 佛敎の 思想 ^ 街つ たやうな と Z. る •か 在る。 露 伴 氏に 
あつて は をれ はたぐ 智識 V あつて、 漱石 氏の やうに 本 銃に 自分の 中へ 領有して 仕舞つ たのでは 無い、 と 云 

ふ。 あるひは 二人には それ •たけの 違 a が あるか も 知れない。 (談) 

.•  '•  - ......  •-  ■•-  .1  * • • . 

2)\(((JSK^y)^^y}}y^^ysfiifisii5%iys\Ky}\^yy}\yyyy\y)yy\y}yyiy\y}y^ 

先生と 俳句と 私と 

松 根 東洋 城 

私 •か 漱石 先生に 初めて 御 逢 a したのは、 先生が 松 山の 中學 校に 赴任せられ た 時で あつた。 其 時分 私は 勿 
論、 先生が 俳句を 作られる 乙と も、 咬して 俳句が う ^ い とい ふ 事な ど 一向 知らう 筈が なかつ た。 私は その 
頃 自分 一人で 月並 半分 秋聲會 半分の 樣な 句を 作つ てみ たうして ゐ穴 。をれ が 丁度 松 山では 極 堂 氏が 「ホト 
トギ ス j を 創刊す る 時分の 乙と であつ ^ か 何も 知らない 私の 目には 「ホ ト 、ギ ス」 の 俳句な ど あま 6 新派： 
すぎて 寧ろ 厭やな 位に 思つ て ゐた 。東京では、 正 岡 子規 氏が 熱心に 俳句を 鼓吹して ゐ犮 。松 山の 方では 柳 
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原 極 堂 氏 村 上 霽月 氏な どが 盛んに 俳句を 提唱して ゐ犮 し、 そして 愛媛、 海 南の 雨 新聞紙な どもし き 6 とこ 
の 方面 i: 助勢して ゐた 。今で 乙 そ 交通 も 便利で あ-^、 雜誌な ども 多く、 都と 地方との 連絡 も 充分で あるか、 
をの 頃の、 S は ゞ悱 句の 創業 時代に、 子規 氏の 鄕 里とは いへ 而かも 都 K 遠い 一地 方で、 あれほど 俳句 •か 盛 
ん であ づた乙 とは、 充分 注意して い、 と 思 ふ。 

:處か 私は S うした 新派の 俳句に 對し て、 何となく 心 持が しつく^ 'と 合は な s やうに 思 a ながら も， 時 
令 「ホト 、ギス 」 の 募集 俳句に 應じ てみ た々、 海 南 新聞へ 投書した 6 したが 一向に 芳し s 事 もな く、 要す 
るに 俳句 界の 事な ど 全く 肓目 なので、 ^ の 頃 子規 氏が 歸 省して 先生の 處に 泊つ て ゐて每 日 每日此 二 俳聖が 
雲を 呼び 龍と 嘯いて ゐられ た 事な ^ 何の 知る 由 もなかつ たので ある。 斯うして 私は 此 俳諧の 大 先達を 目前 
にしながら 雲煙 過 眼し つ 、まだ 機緣の 到來を 得な かつた ので ある。 

先生は 間もなく 松 山を 去つ て 熊 本の 五 高に 赴任され た。 その後 學校 出の 友人が 熊 本から 歸 省した 折に、 
先生の 俳句 1: 作られる 事、 句が 上手 •たとい ふ 乙と を 初めて 聞 s た。 時 恰もい つまで も 獨合點 の 句を 作つ て 
ゐて はいけ ぬ どうしても 誰かを 賴みに 俳句を 敎へて 貰ら はなければ ならぬ と 思 a 出して ぬた 事と て 乙の 友 
人の 話を 聞 S て 先生に 見て 戴かう と决 心した。 先生は 見て 下 . 3 る ^ らう かと 友人に きくと、 君の 事 •た 見て 
下 3 ると もい とつて 其 人が 肝 入つ て くれた。 

□ 

少 し 餘談に は 涉るが 私が 生意氣 にも 當時 盲滅法 広 子規 氏 始め 當時旣 に 錚 々たる 新派の 大 將達ヒ 何とも 思 
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ばず 獨ぅ 先生に 歸依 せんとした 私の 心の 狀態を い 〇 て 見よう、 是偶 先生の 人格の 俤の 一片を 偲ぶ 事 {C も ^ 
5 と 思 ふから。 

3 て 私 •かさう い ふ 心に なつた のは、 松 山に 居られた 頃の 先生が 何となく 慕は しかつた からで ある。 今 か 
ら顧み ると、 先生が 俳句の 上に ^ らいと いふ 7^ のは 友達が 5 ラい ふから さう かなと 思 ふ 位で 先生に 見て 貰 
a たい 先生に 見て 貰へ ばよ い とい ふその 時の 私の 心 持は、 寧ろ 單な る舊の 敎師と 生徒と いふ 懷しい 情に う 
なが 3れ /2 もので あつたら しい。 そして をれ は 通 6 一遍の 師弟の 間柄では なく、 乙の 先生には 敎塲で 御 目 
にか、 る ♦たけ だし" 3 う 長い 年月 敎を受 けたので もなかつ たのに 拘ら ず、 何となく 骨肉を 分つ 底な 懷 かし 
5 を 忘れる 事が 出來 ない と S ふ 風で あつた。 を 乙で それは 又 どうしてで あつたかと 考へて 見る と、 そ 乙に 
先生の 先生た る處が 躍如と して 居る 樣 it 覺 ぇる。 

最初に 私達の 眼に 映 じた 先生は、 一口に いふと •世の常の 學 校の 先生とは 全く 趣を 異にして， Q た。 ど 乙 
でも ある 事では あるが、 一體松 山と いふ 土地は 一段 所最 負の 甚しい 所で、 土地の人と いへ ば 比較的よ く 互 
に 相 許し 相 助け合 ふが、 他の 土地から 來た 者は 何 かにつ けて 排斥な どす る 傾が 多い。 先生の 傑作 「坊ち や 
ん J が 果して 松 山を 舞臺 にして 松 山中 學校を 描かれた もので あつたと したなら ば 丁度 あれ fc 描かれた 樣に 
此學挟 も 中々 面倒な 學校 で あつた。 敎師と 生徒とは、 よくごた^^ して， Q て、 生徒は 敎師に 中々 心服し な 
い、 通-^ 掛かる 敎師を 純 名に 呼び立てるな どい ふ 事は あ 6 ふれた 事に な 〇 て， Q たと 乙る が 中々 いたずらな 
生徒 ♦かあつて、 あらは に 理屈を 乙 ねた $ 甚だしき に 至つ ては 授業時間 前に 机を すつ か A 積 上げて しま ふて 
1同を仑、のかしてどつかへ隱れてしま；5授業も何も出來ない樣にしたう、或は授業中に揶楡嘲笑到らざ 
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る 5: しとい ふ 有樣で あつた。 かう' いふ 風で ニー 松 山 出身の 者を のけて は 敎師は 何等 畏敬の 念 5: 以て 迎 へら 
るる どころ か 「餘所 者」 としては 生徒の 爲に飜 弄せら る、 者が 多く 面白くない 風習で あつた。 自然 師弟の 關 
係の 溫 かい 少な ど、 いふ 所は 至つ て 少な かつた。 

先生は さう いふ 情 弊の 多い 學 校へ 赴任して 来られた ので あつたが、 謹嚴で 眞 面目な 先生に 對して は 流石 
い / 2 づらな 生徒 7P 毫も 乘 ずる 隙を 持つ 事が 出來 なかつ た。 是は 生徒 一般の 感想で あつたら うが、 更に 仔細 
に 私自身の 印象を 迎つて 見る と、 英語の 先生 だけで も仑れ 迄ず いぶん 澤山に 送 6 迎ベ たし、 其 多くの 先生 達 
には 嚴い人 も あれば 優しい 人 も あつたが、 先生は 其 どちらに も きつ ば. CV 屬 するとい ふ 風で なく、， 庇 闇 R 怒 
6 ぼい 人で もなければ 御 1H: 辭の樣 な 事は 毛頭 もい はれない、 授業よ 6外 に 無用の 言は きかれな かつた 。其 
英語の 敎授 法に つ S て も 至れ 6 盡せ -CT、 て 先生の 學識が 廣く高 かつた からでは あらう が、 其 事に 從 はる、 や 
極めて 忠實で 親切で しかも 生徒の 智識 腦力を 量つ てよ く 了解の ゆく 樣に よく 納得す る やうに 敎 へられた。 
私な どは 特別 ^ ！ ^學 が 好きと 思 ふ 方で もなかつ たが、 先生に 敎へて 戴 い てからは 班 語 じ 面白い もの だと 心 
底から 感じ 出し '// 。 會話な ど 西洋人に 敎は るよ $ 先生の 敎へて 下 3 る 方が よ 程 面白く 〇 しろ 西洋人の 敎師 
が敎 へて ネ說明 もして くれない ある ものを 先生は 我々 に與 へられた。 要する k 先生は 人を 敎 へる に餘 6 あ 
る舉識 ネ學才 とを 持つ て ゐられ た 上に 敎は るべき 人達の 能力を よく 了解せられ、 さて 愈 敎を垂 る、 に 方つ 
ては 人氣 とか 評判と. か 云 ふ 事は 念頭に なく 只 誠 ^ 親切を ^ る、 とい ふ 事が 餘 の敎師 達と 大い it 異る 所以で 
あつ 穴ら L S。 

□ 
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この 良師 恩師た る懷し S 先生が、 俳句の 上手で あると 聞 S た ので あるから 添削して 戴くべく 私は す ぐと 
友人を 通じ -1: 先生に 手紙を 差 上げた。 をれ はたし か 後の 法 學士の 矢 野 義二郞 君で あつたが、 をれ 以來 私は 
句が 出來 るに 從つて 君を 通じては 先生に 見て 戴いて ゐた。 これ が 私の 俳句に 於け る 先生との、 接觸の 初めで 
ぁった 。 

第一 回の 添削に、 陳腐 •たと か 平凡 •たと か 一句 <の 批評の 中 R 『ゆで 栗を 峠で 買 ふや 二 合 半 J とい ふ 句 
% ほめて 戴いて それに 俳諧の 本道を 得べき 動機を 得た 事を 感ぜねば ならぬ。 先生は 私 k とつて は 俳句の 手 
ほどきを して s た C いた 方で 此點に 於ても 忘れる Z. との 出來 ない 恩師で ある。 子規 先生を 始め 後に 依 y 以 
て 色々 敎訓を 得 又 助言を 受けた 人は 多々 ある •か、 俳句に 就いての 私の 師匠は 夏 目先 生 一人 4: ある。 

此 先生に 添削して 貰 ふとい ふ 事に 〇 S て も 一 〇 語つ て 置きたい 事が ある。 其 原稿を 送る に當 つて 必ず 本 
熊の 友人を 介した と S ふ點で ある。 とい ふのは 私は 先生に 直接 書信を する のが 何となく 晴れが. 爻 しく 一種 
の 羞恥を 感ずる ので あつた。 矢 野 君は 歸 省の 度に 先生が 君の 事を 話して ゐ たよと か 君の 俳句の 事な ど 語つ 
て. Q たよな ど 話して 吳れ るので 先生は もはやよ く 自分の 事を 知つ て ゐられ ると 分 6 乍ら 猶 直接の 音信を 憚 
つてゐた。是は矢張先生汉對する私の畏敬の心に基くには違ひなかつたが 5 $とて一圖に恐縮するのでは 
なくて 同時に 敬慕に 堪へぬ 情が 伴 ふて ゐた ので あつた。 一方に 畏敬 一方に 愛慕を れに 羞恥を 感ぜねば なち 
ぬ 順序 ic なる。 さて 5 ぅなる のが 抑 先生 其 人の 例の 表面 極めて 眞 面目なのに 內 部は 甚だ 溫い 情が 籠る と S 
ふ 漆と 相 映 照す るので あらぅ。 心の 情は 犇と 乙た へ 乍ら 屹 とし 72 森 嚴さに たやすく は 近 よれぬ 彼の 意中の 
情人に對するやぅなものであ 0 犮のかもしれぬ。是は私ばか6でなく又此添削の時分ばか{でなく後に親 
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く先生に私淑した人達の始終先生に就て斯ぅぃふ溫嚴の二面のぁった事を見落 5 <る所でめらぅ。 

□ 


話は 先生の 閱歷を 迎 6 乍ら 一寸 橫道に 這 入つ た 嫌 ひは. あるが、 此 時代 先生は 熊 本で 俳句の 會 などへ も 出 
られて ゐ たらし 俳句を 作つ て ゐられ た 事で あらう が、 尙是よ 6 先 松 山にゐ られた 時分 や爻 •た 東京 ^ 去られ 
ぬ 時分に 句 も 盛 にやつ てゐ られた 事と 思 ふ。 其內私 は 一高に 入るべく 東京へ 出た の、 V 根 岸 草廬へ 通つ た $ 


其 他 東京の 先輩 友人と 共に 硏鑽 する 樣にな つて 先生への 方の 添削は 願は な S 事に なつた. 先生 も 亦 其 後 
東京へ 移られ I 高に 大學に 敎鞭ヒ 執られる 樣 に なつた ので、 久しく 疎遠に なつて ゐた 先生を 今度は 私は お 
宅へ 訪問して 行つ た。 是 •か 私が 書齋に 於け る 先生、 否 寧ろ 敎 室外に 於け る 先生との 對 面の 最初で あつた。 
其 頃は もぅ 例の 猫が 茶の間から 書齋書 齋 から 茶の間と 家中を 頻に橫 行し.， 「吾輩は 猫」 の 材料が 簇 々と 釀 3 
れつ、 ある 時代で あつた。 先生と 一所に 飯を 食 A と S ふ 事が 後には 當 6 前にな つて 宅へ 歸つて 食 ふ 樣な心 
持 R な 〇 てし 1 つた けれど 第一 回の 御飯を 戴 v' た峙は 只もぅ 倩の® で 炊い 力 愛の 飯と 外 思 はれな かつた。 
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此頃に は 先生 ももう 俳句を 餘 6 作られな 1 C て、 私も亦 先生に 俳句の 話を 試みよ ラと もしな かづた。 寧ろ 先 
生を 折角 訪ねて 來る とい ふは 名つ と 大きな 用の 爲めで なければ 總ての 世の 疲れから 休 〇爲 めに來 るか 或は 
却て 俳句 以外の 小說 とか 文章と かの みならず 寧ろ 思想 上、 の 問題な どまで 伺 ふ 方が® になつ てゐ た。 俳句に 
關して も 別に 多くの 俳人と 交際せられ る 事 もな く 只 子規 氏と 交通せ らる 、位で あつたら う。 

をの 內 「猫」 が 出て 「幻の 楯」 が 出て 先生は 「ホ ト 、ギス 」 其 他に 創作を 發 表せられる やうに な'  其 
後 暫く 連句 や 新體 詩を やられる 事は あつたが 俳句からは 益と ほざから れた。 

又程なく先生は大學を辭3れて、朝日新聞社へ入社3れ、遂に小說家として立たれ、したがつて俳句の 
方は 餘程 稀れ な塲 合を 除 S た 外 U、 全く 作られな かつた。  ’ D 

明治 四十 三年に 先生は 大病を 以つて 長 與胃臈 病院へ 入られ、 其 快復 期に 於て 久し 振う で 俳句の 話が 出て、 r 50 
作らう かと S はれて 一所に 十 句 ばか 6 作つ た 事が あつた。 之を 動機に 其 後 もよ く 病後の 要 愼 期の 退屈凌ぎ 
にと を、 のかして は 句作を した。 其 後の 度々 の 大病の m 後には 尙 « 書 や 執筆を 禁じられて ゐた ので 書 や 書 
を 始められた が 其 問々 には 時々 私が 句に 誘 ひな どした。 そして 古臭い 句を 作られる と 私が か 1 はず 「先生の 
句は 十八 世紀 だ」 とく S すので 外の 人に 「東洋 城が 來 ると 發句を つくらされる ので 困る。」 など、 負惜 みを 云 
つて 居られた とい ふ。 併しを n も 不健康の 時期の 事で 健康が 回復す ると もうす r 讀書 三味 それから 又 執筆 
三昧と 進んで 行 〇 て 句作な ど 打 切 6 である。 

其內に 苦 ほんの 少し 習 はれた 謠曲が 始まる 事に なつて 句を 作つ て 遊ぶ 代う に 今度は 一所に 謠を 歌つ て 遊 
んだ。 謠は 運動 R なる から 先生の 様に 坐つ て 書いた 6 .いる  <讀ん だ. CN ばか うして ゐる 人には よいな ど、 
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S ふて す、 めた のが 始めで あ 0 た " 其 運動 用の 謠がぃ つか 下掛^' 連の 乘 ずる 所と なつて 先生の 書齋へ 本式” 
に寶 生新 氏が 通 ふと s ふ 事に なつた。 をれ からは 先生から か 自分から かどちら からか 言 a 出して 又しても 
謠に 夜を 更かす 事が 多 かつた。 先生は 下掛で 自分が 觀世 とい ふ 二流 合同で 盛に 亂聲を 近隣に 響かした もの 
だ 0 3 うして 俳句の 事は 頓と 出な くな つた。 それでも 先生は 私の 家の 句會に 來て 下さつ た 乙と が 二 三度 ほ. ど 
あつたが、 其 外には 發 句の - t などに 出られた 事は 皆無で あつた。 • 

句作な どな 3 らな くな つた 後には 人が 短册 など R 染筆を 乞 ふ 者 ある 時 どうかす ると 短册に 向 〇 て 新ら し 
く 作つ て 書かれる 事が あつたが 是とて もほんの 氣爻 ぐれの 出來 事で 先づ其 後は 句作は なさらな かつた とい 
ふて よから う。 

先生の 俳句の 歴史は 大凡 斯の 如き ものである。 併し 是とて も 私と 先生と 0 關 係を迎 つての 叙說で あるか 
ら私に 緣の 遠い 處は 漏れて ゐる譯 で 其 正史に 對し て是は 外傳 とで も S ふべき であらう。 尤も 東京へ 歸られ 
ての 後の 事は 大體 R 悉くして ゐる積 $ •たし、 又 其 以前 も朧 る氣 乍ら 大體の 輪廓 位は 是で窺 はれ やうと 思 ふ。 

5 て 先生 御自身の 俳句の 歴史は 上述の 如しと して 3 らば 先生の 俳諧 史上の 位置と かい上 事は どうかと い 
ふに、 是は もつ とよく 先生の 俳句の 全體を 講究した 上でなくて は 言へ な s が、 少 くも是 だけの 事は 今 言 
へる と 思 ふ。 即 、先生は 俳句 界に 於け る當 面の 所謂 大立 物では なかつ たとい ふ 事で ある。 とい ふのは 私に 
と 〇 て 乙 そ 師匠で ある •か 世の 一般には 先達と か 先生と かいふ 側の 方で もなかつ たし、 3 うとて 又 作家と し 
て， 自ら 銘を 打つ て 出られる 樣の 人で もなかつ た。 俳句と い ふ 者が 土臺 先生に とつて は 御自身の 藝術 的立塲 
•,i 、v ふ 程の 者では なかつ たらしく、 寧る 先生の 內に ある 或 者を 其 時 其 折序是 K よけ n ばと て 俳句 •R 盛られ ' 


と 私と 句 俳と 生 先 


穴 ばか. es の 事では なかつ たら 5 か。 殊に 自らなる 此 先生の 態度' が として 俳句 界と S. ふ 或 範圍の 內 
に 押 込 t しめな かつた ので ある。 斯く 先生は 俳句 敎育 に關 する 側 も 自己 製作に 屬する 側 も 孰れ も 俳句の 社 
會的氛 圍氣の 外に あられた が 唯 先生の 俳諧の 氣分が 高く 優れて ゐ るから 其 作品が 自然 他よ 6 認識せられ 高 
唱せ られ たに 過ぎぬ ので あらう。 要 之 先生の 俳諧は もつ と 大きな もので あつた。 俳句に のみ 依る 以上に 其 
俳味は 色々 な 他の ものを 通して 發 散して ゐた 。即ち それは 小說 にも 現は れ たらう し隨 筆に も 現 はれ 穴 らう 
し 乃至 哲學 書* 談話 行動 等 一切に 示現して 衆庶を 感化して ゐられ た。 換言すれば 先生の 俳諧は 俳句を 敎へ 
ると かよ S 句を 詠む とかい ふ 以上に 更に 大&な 役目を 果たされた ものと いはねば ならぬ。 

先生の 俳句 界に 於け る 位置と でもい ふ樣な 者は 大略 以上の 如きで 片附け て、 5 て" 

□ 

斯く 先生の 俳句に 就て 語つ て 來 ると、 どうしても 最後 ic 先生の 俳句 其 者を 說か ねばならぬ、 が是 は匆卒 
の 際によ く全體 に亘 つて 究 0 る餘裕 もない 事で あるから 今は 僅に 手近 (C 在る 先生の 短 册の內 から 二 三を 擧 
げて 斷片 的に き s Bo et- を 費す 事と しよう、 且つ それ も 句 其 者の 評釋に 涉る 事は 避けて 寧ろ 一句々々 によ 
つて 一回で も餘 計に 先生の 俤を 偲ぶ よすがと なす 事に 重きを 置き、 追悼の 意味に 於ても 紀 念の 意味 k 於て 
も 可成 最適 當な 方法を 採らう と 思 ふ。 先づ 第一に 
すみれ 程な 小さき 人に 生れた し 

とぃ ふ 句。 是は 流石 先生で なければ 云へ な $ 事と 思 ふ。 寫生 とか 客 觀描寫 とかい ふ 事は 多士濟 冷で あ 
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るが 斯うい ふ 理窟の 句を 作す ものは 太 だ 鮮い。 元來 3 うい ふ 理想の 高い 人が 多くない からで も あるが。 春の 
のどかな 氣 分の 下に 生れた 小 3 S 美し い堇 の 花、 その 堇の 花の 小さき が 作者 0 有の 情緖 にあは れ觸れ る、 を 
乙に 堇と 作者との 間に 或 一致が ある、 即ち 其 堇の 花を めでい 〇 くしみ 昵近 U なる 極 作者が 堇と 合體し 同化 
する、 を 乙に 先生の 人格が 伴 a そこに 先生の 情調が 流れる。 此 種の 理想 句は 兎角に 月並に 墮 して 鼻 持 もなら 
ぬのが 多い 中に 是は又 非常に 高遠な 非常に 純 美な 藝術を 見せら る、 もの かな。 此句 、一面に 一種の 人生観 
を胚胎し他面に人情の溫かい處を保有してゐる。「堇程な小 5 &::」といふ處に自然の一微物に對する人 
間の 省 慮と をの 美しい 同情と •かほの 見ぇ 「：： 小 3 き 人に 生れた し」 と s ふ點に 人、 人と 大きな 顔を して 
ゐ れど觀 ずれば 人 亦 天地の 間の 一 粟 ^ 過ぎぬ と 悟つ て s つ を 始めから 小さ s 併し 穢れも 迷 a もな s 堇程な 
小さき 物に 生れて 來 たい、 との 樣な 人生 觀が 根を さす。 此句 に斯 かる 二方 面が 現は る、 と 同時に 先生の 斯う 
s ふ 二 面が 偲ばれる ではな s か。 又 
ある 程の 菊 投げ入れょ 棺の中 

とい ふのは、 大塚 楠緖子 女史の 物故の 際 先生が 悼まれた 句で あるが、 是は 先生が 丁度 或 時の 大病の 揚句の 
事で、 先生が 女性ら し S 女性と して、 常に 感心して. Q られた 楠緖 子 ^ ん を 此 世から 失 はれた 事では あ A 尙自 
分の 病氣に つけて 一入 哀惜 同情の 思 ひ に堪 へぬ ものが あつたと 見ぇる、 此句を 見る と 何度 見ても いつも 淚 
で ダ ッシ ョリ 濡れて ゐる樣 に 思 はれる。 是も前 句で いふた 樣に 人の 情の 溫い處 から 出立して ゐる 句で ある 
が 此方は 又 更にを れ 一方で 走つ て. Q る。 或 人 恐く は 世間の 多くが 先生を 以て 頗る 人情に 疎い 偏屈な 冷淡な 
人の 樣 ^ 思 A て ■ゐ るが ノ若 しそんな 見 免が あつたと せ ば それは 物 ^ 覆は れてゐ る畤 y 先生の 胸中 胸底は 常 
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に 溫 い情の源泉たる心の焰がも 1 て ^) た ^ てあ石。先生は句 |:, 作る爲めに句を作られ.た人でないから徒に 
露 僞な 句を 作， つて 居られぬ。 洵に此 句の 如ぎ 先生の 溫か S. 美し S 人情が 溢れ 流れて ゐるで はな， いか。 自分 
以外の 人 R は 總て 反抗的 ♦たと か學問 以外に 人情を 解し な S など S ふ 世評は 太し い 誤解 V ある。 先生は 唯 物 
，の 順なる を 立# にせられた、 故に 物 順 なれば 唯々 として， Q られ るが 一旦 順で ない と 何人も 容易に 其關 所を 
越ぇし めら n ない ばか々 である。 

■お P%'' う. になる らん 旗の 蚕れ 工合 
蓮の 葉に 麩は と C まう ぬ 鯉の 色 

い-か R も 自然で 面白 S。 餘の人 だと 見た 儘の 寫生に しても そこに 多少の 技巧を 用 ゆる、 又 多くは 技巧を 凝 
らして 却て 自然に 遠い も のにして 仕舞 ふが、 先生のは 始めから 技巧な どと いふ， 事は 更に 無頓着 V ある。 を 
れは 誰し も 句作の 心得は さうな ければ ならぬ が 先生 程 云 a たい 事’ たけ 言 ひ 出して 知らん顔を して ゐ ると い 
ふ樣 なのは 近代には 珍ら しい。 想 ふに 是は 先生の 頭が 非常によ いので 透視と いふか 何とい ふか 物な う 事な 
6 とに 角 句 境が 疾くに 頭の 中に 寫つて しまつて 寫つ たら f の ^ 、 直 r 現 はれ 出る とい ふ 風 k 句が 出來 一 向 
に 理屈が なく 自然に 無造作に 萬 事 行く 點が當 代に 尊く 有 6 がた S。 此 無造作な 淡泊な 點 i はやが て 先生の 江 
戸子氣 質を 窺は しめる にも 足る。 晚年 先生は 先生 一流の 書を よく 描かれた が、 固よう 習 はれた ので も 何で 
もな s 言は ば まあ 自己流の 書で あつ々 k 拘らず 矢 張 拘泥し な. S、 無造作な 斯うい ふ點が よく 出て £) 左。 

蓮 切 6 に 行つ たげ な 緣 R 僧を 待つ 

良寬に 毬をつ かせん 日永 かな  < 
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私の 書齋の 柱掛に 先生の 短册が 掛けて ある。 それは いつかの 大病の 節に 詠 爻れた 句で 後 k 乞 ふて 私が 書 
いて 貰つ たので 

風に 聞け S づれか 先に 散る 木の葉 

とい ふので あつた。 唯 冬に なつた から 冬の 句ヒ とい ふ简眾 な 考のみ から 冬の 始めに 掛替ぇ たのに 過ぎな か 
〇 たが、 悲い かな 此短册 、偶然 殲を なして 先生は 終に 此の 冬の 落つ る 木の葉と 散つ て 逝かれた。 同じ 時に 
重態に 陷つ て. Q た 公大 山元 帥ょりも I 日 早く： 

風が 愈 寒 S。 枯木 夜半に S づ乙の 家の 庭に か 鳴る。… .短册 。今 も ^ のま、 仑乙の 柱の 短册掛 に。 

一句 

死顏は 生 顔戀 ふる 冬 夜 かな  (十二月 二十 一日 午前 一 一時 狡の 舍 にて〕 


微石 先生の 追憶 

赤木析 平 

私は 漱石 先生に 就 S て 云 CA た S 乙との あま*^ 多くを 持 〇 て ゐ る， rJ の ■際 何から 先き に 云 〇 て いい か、 何を 
特に 云 ふべ さか 分らな い。 すべてを 皆 云つ て 終； 5 た S やぅな 氣持 もす る。 すべて lr 皆 云は ずに 藏つて 置きた 
いやぅな 氣持 もす る。 何れに したと 乙ろ で、 决定 的に 先生に 就 S て 語る ためには、 今 姑ら くの 凝視と 
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熟慮と を 要する。 從つ て、 玆に 私が 述べる と 乙 るは、 かう いふ 私の 氣持 から 滲み出た、 何薜纒 4 のつ かな S 
追想 錄とも 云 ふべき もので あ 〇 て、 先生を 永久に 記念すべく  ••特に 私が 撰んだ 言葉では な 

私が 初めて 漱石 先生の 書かれた ものを 讀んだ のは、 今から もう 十 年 も 前の 乙と である。 その 頃 ま •た ほや 
ほやの 中學 生で あつた 私は、 須 田と いふ 文學 好きの 同窓生と 相談して、 お 互 ひ に 乏しい 小 遣 CA 錢を 出し合 
a ながら、 東京から 例の 「猫」 を 取 寄せて 讀ん た。 勿論 文學 に對 する 眞當の 理解な どと い ふ ものの あらう 
筈は なかつ たが、 それでも 猶ほ二 人に とつて 「猫」 は 非常に 面白 かつた。 をの 後須田が 盛んに 先生の もの 
を 買 a 集める ので、 私は 大抵 須 田の お蔭で 先生の 作品に 親しんだ。 その 中で 最も 私を 感激 さした ものは、 
雜誌 「ホ トト ギス j に 發表 5 れ た 「野 分」 であつ た。 殊に 「野 分」 の 結末の 方に ある 白 井 道 也の 演說で あ 
つた。 私は あの 演說 の條を 讀 A だ 時は、. 息が 詰る ほど 昂奮して、 眼から 淚の 滲み出た 乙 とを 覺ぇて ゐ る。 

をのう ち文學 好きの 須 田が 肺病に 罹つ て 死んだ。 親しい 友の 死に 依つ て、 私は 偶々 先生の 作品から 遠 ざ 
か 5 がちに なつた •か、 併し それ も あまう 長い間では なかつ た。 恰度 岡 山の 高等 學校に 這 入つ た 頃から、 私 
は 再び 先生の 作品に 親しむ やうに な- CS、 それからと いふ ものは、 先生の 署名 さへ あれば、 何でも 彼 かで も 
手當 6 次第に 讀ん •た。 そして 非常に 感激した。 中に も 「漾虛 集」 を 讀んだ 時の 感激と、 「仑 れか ら」 を讀ん 
だ 時の 感激とは、 七 八 年を 經 過した 今日と 雖 も、 猶ほあ $ あ々 と 思 CA 浮べる rJ とが 出來る ほど、 をれ ほど 
强く 私の 心を 動かした。  • 

先生の 作品を 愛敬す るの 念は、 漸次 先生の 人格を 愛敬す るの 念と な 〇 た。 そして 私は 斷ぇず r 猫」 の 苦 
沙彌 先生を 通して、 「野 分」 の 道 也 先生を 通して、 「虞美人草」 の 甲 野 ^ んを 通して、 「それから」 の 代 助を 通し 
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て、 自分に 最も 親し い 先生の 影 ^ 空想の 裡 R 描き出して ゐ た。 ^ 乙へ 例の 博 土 問題なる ものが 持ち 上つ た 0 
私は 事件の 成 行を ぢつと 見 戌つ て， Q たが、 先生は 到頭 最後まで 「博士 號など は 要らん。」 と 云つ て 頑張られ 
た。 をの 時 私は 淚が 零れる ほど 嬉し かつた。 現實 に 於け る 先生 t、 私の 空想の 裡に 描き出 5 れてゐ る 先生の 
影と •か、 痛快な ほど 同じ 方向に のみ 動いて 行つ たからで ある。 

を n から 私は , 門」 を 讀んだ 。「門」 を 讀んで から 引— M いて、 「彼岸 過 迄」 を讀ん だ。 「門」 に 描かれて ゐ 
る宗助 夫婦の 生活と、 「彼岸 過 迄」 に 出て 來る松 本^. んの 性格と が、 またまた 私の 心を 强く 打つ た。 私は 先： 
生に 逢 a たくな つた。 親しく 先生に 逢つ て、 眼の あたぅ R 先生の 姿を 見、 P づ から 先生の 言葉が 聽き たくな 
〇 た。 恰度を 乙に 與 へられた 機會 が來穴 。 

大正 二 年の 九月、 私は 法科 大學に 入學 する ために 上京した。 そして 兼ねて 柑識の 間柄なる 鈴 木 三重 吉氏 
の 宅 ^ 繁 々出入して. Q る 間に、 ょく 鈴 木 氏の 口から 先生の 消息 ^ 就いて 聞いて， Q た。 と 乙ろ が 多分 十月の 
中頃で あつたと 思 ふ。 或 日用 事が あつて、 鈴 木 氏と 一緒に 牛込邊 を 彷徨いて ゐた時 •不圖 した 機會か ら鈴 
木 氏 «c 連れられて 生 先の 宅を 訪ねた。 糙か 木曜日では. なかつ た •か、 先生は 宅に 居られた。 二 人は 早速 書齋 
の 隣— の應接 間に 通 5 れ て、 そこで 先生 ^ 逢つ た。 をれ まで 私は 雜 誌の 口繪な e で 二三 度 先生の 寫眞 1: 見 
た 乙 とは あるが、 私が * めて 眼の あ 6 R 見た 眞 物の 先生は、 をれ らの 材料から 私が 恣 a ま、 に 描 9 出して 
ゐた 想像 裡の 先生ょ $ も、 私に とつて は遙に 年寄 6 染みた 感じの する 人で あつた。 私は 鈴 木 氏の 傍ら ic 斑 
つて、 ぢつと 先生と 鈴 木 氏との 間に 交換 3 れる會 話を 聽い てゐた が、 先生の 態度は 極めて M , デ， で、 何物 
にも 抱は ると 乙ろ がな S とい ふ 風に、 時々 微笑を 交へ ながら、 いるん な 乙と を 自由自在 R 齡 して， Q られ 々6 
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をして 私に も 時々 何 か 話しかけられた が、 平素 無遠慮に 慣ら 3 れてゐ る 私 も、 3 すがに をの 時 •たけは ど 5 
も m ふ 乙と がすら すらと 口に 出て 來な かつた。 先生との 對座は 約 一時間 ばか 6 .で、 二人は やがて 先生のと 
乙る を辭し 去つ たが、 私は 途中で 鈴 木 氏と 別れ、 獨 6 本鄕の 下宿に 歸る 道す がら、 電車の 中で、 その H 初 
めて 逢つ た 先生に 就いての 印象 ^ 、 いる  <と 思 ひ 返して 見た。  • 

實際 、その 時の 私に とつて、 先生は まだ 一面の 識も なかつ た 他人と いふょ $ も、 寧ろ 乙れ まで 私が 屢々 
接して ゐたと 乙 ろの、 若く は屢々 自分の 頭の 中に、 或は 理想の 影と して、 或は 要求の 對象 として、 常に 描かれ 
つ、 あつたと 乙る の、 私の 最も 親しい、 私の 最も 心安い 「伯父さん」 に 會つ穴 と S ふやうな 氣持 がした。 t 
して 乙の 人に ならば、 すべての 乙と を 打明けても い、。 すべての Z. とが 許される。 すべての 乙と が 理解され 
ると v' ふや 5衣感じがし.て、 2. 、れ爻で先生に對して私の抱いてゐた愛敬の念は、さらは實感の着色を濃厚 
にして、 何となく 懷 しい 人、 何となく 慕は しい 人と いふ やうな 氣 持の 裡に 移つ て 行つ た。 (しかも さう いふ 
氣 持は、 今度 先生が 御 亡くな うになる まで、 始終 一貫 私の 感情を 司 配して、 す 之し ^ 渝 ると 乙 るの ない 味 
の T あつた。) 

初めて 先生に 逢つ て 以來、 5 らに 倍加した 私の 先生に 對 する 感激は、 私を して 直ちに 無謀と もい ふべき 
企てを 思 ひ 立つ に 至らし めた。 それは 先生に 献げ るた めに、 先生に 對して 抱いて ゐる 私の 愛敬の 念を 披瀝 
する ために、 私の 裡に漲 つ て ゐる全 感激を 傾倒して、 一篇の 「夏 目漱石 論」 を 執筆し ょうと S ふ 乙と であ 
つた。 この 意圖は 直ちに 實行 となつ て 現れた。 私は 本鄕 追分の 下宿屋の 二階に 立籠つ て、 まるで 戰陣に 臨 
む やうな 意氣込 で、 先づそ れ爻で に 發表 3 れてゐ る 先生の 作品の 殆んど 全部を 再讀 し、 それから 愈々 本論 
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の 筆を 執つ た。 併し、 頭の 充分 鍊れて ゐな S のと、 表現の 技倆が かな 6 貧寒で あるのと のために、 私の 筆 
は 兎角 澀 6 勝ちで、 最後の 一句に 至る まで、 遂に 滿足 とい ふ 感情を 經驗 する 乙と •か 出來な かつた。 私は を 
れが 遺慽で あつた。 併し、 雜 誌の 締切 期日は 切迫し、 私の 氣力 は衰 へて， Q た。 何れの 意味 R 於いても 再 稿 
の 餘裕は 見出せな かつた ので、 私は 半ば 絕望 的な 氣持で 筆を 擱 いた。 

出來 上つ た 「夏 目漱石 論」 は、 大正 三年 正月 號の 「ホ トト ギス」 誌上に 揭載 された。 大阪の 自宅に 於 S 
て、 如何にも 麗々 *L く 刷られて ゐる 自分の 文章を 見た 時、 私は 何となく 控怖る し S やうな 感じが した。 併 
し、 强 a て 5 うい ふ 感じを 自分の 意識 面から 拂拭 しな •から、 自ら 先生に 宛て、 一. 書を 裁し、 r 乙の たび 『ホ 
トトギ ス』 に 書 s た 私の 『夏 目 漱石論 j は、 をの 實質に 於て かな $ 貧寒な ものに 相違ない とい ふこと を自 
覺して 〇爻 すが、 私自身と しては、 ^ れで も猶ほ 世間の 人 令を 對象 として 書く とい ふょ 3 も、 寧る 先生 御 
自身に 讀んで 頂く ために 書く とい ふだけ の覺 悟は あつたので すから、 先生から 御覽に なると、 いる < 眼 
•たるい と 乙ろ も あ $ ませう’ か、 5 う s ふ 私の 氣持に 免じて、 どうか 終 で 御 瀏讀を 願 a ます。」 と s ふや 
うな 意味の 乙と を 云つ て 送つ た。 折返して 先生から 返事が 來た 。をの 返事の 內容は •私が 私の 近著 「藝術 
上の 理想主義」 の卷 頭に、 甞て 序文と して 揭 載した とこる の ものである。 

なるほど 今から 見る と、 その 時の 實感が 正直で あ 〇 た ごとく、 私の. r 夏 目漱石 論」 は洵に お 粗末 至極な 
もので あつた。 從つ て、 ああ いふ惡文を臆时もなく發表したかと思ふと、泌々後悔の念が湧いて來ないで 
はない が、 併し 私には 唯一つ の 慰めが ある。 それは 何で あるかと s ふと、 あの 六十 餘 枚の 文章が 徹頭徹尾 
「感激」 の產 物で あつて、 その 中には 一字一句と 雖 も、 浮の 空 や 口の 先き で 云 はれた 言葉が 無い とい ふ ?. VJ 
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である。 乙 の 慰めに 依つ て、 私は 乙の 文章を 敢て 自分の 文集 中に も採擇 したわけ であつ /2 • 

をれ から 以後の 三年 間と S ふ ものは、 私が 親しく 先生の 謦咳に 接して、 心 ゆく まで 先生に 懷しみ ぇたと 
乙ろ の 三年 間 ••て $ 。殊に‘ の 一年 半ばからの 間は、 木曜日の 夜と さへ 云へ ば、 雨が 降らう •か、 風が 吹 
かう が、 のつ びきなら a 差閊 ぇがな s かぎ 6、 必ず 早稻 田の 漱石山 房を 訪れて、 やつと 終電車の. 間に合 ふ 頃 
まで、 生 先を 中心に、 を 乙に 集つ て 來る 多くの 知己 先輩と、 極めて 自由に、 極めて 我儘に、 自分の 思 ふと 之 
るを |1 6合つた。就中、木限會に於ける先生は、何とも云ぇぬほど面白い(不適當な語彙ではあるが)人 

であつ た。 始終 
上品な 皮肉 や 快 
ft t 交へ なが 61 
ら 、例の 先生 獨 
特の 警抜な 比喻 

と、例の車越しや先生一流の創見とを以て、或は小說を語6、或は繪書を談じ、毫も倦怠の色を示 3 れな 
かつた。 殊に、 を 乙に 集つ て 來る總 ての 人に 對し て、 その 地位 身分の 如何に 關はら ず、 すべて 平等の 親密 
3 と 待遇と を 與へて 、如何なる 人の 言に も 耳を 傾け、 如何なる 話題に も 興味を 感ぜられた 點は 、自分 等の 
、いから 推服した と 乙る であつ た。 さう いふ わけで あるから、 漸次 先生との 馴染 •か 重つ て 來る に從 CA 、 かく 
いふ 私な どは 隨分 無遠慮な 乙と を 云つ て 先生に 肉薄す る 乙と も あつたが、 併し、 先生は 毫も それを 心に か 
ける とい ふ 乙と なく、 例の 調子で 輕く 受け流しながら、 平然として 微笑を 續けて ゐられ た。 私は をの 際に 
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於け る 先生の 態度を 見て、 S つ も 底の 知れない ほど 偉い人 だと 思つ て. Q ^ 。 ，: 

殊 R 漱 石山 房に 於け る 最終の 木曜 會の晚 は (去月 十六 日の ZL と)、 先生の 氣嫌が 平生よ 6 もさら に 善 X、 
始終に 乙に 乙しながら、 例の r 則天去私」 とい ふ 乙と に 就いて 話された。 だから、 その 次ぎの 木曜日に 漱 
石山 i/} を 訪れて 先生 •か 御 病氣 とい ふ 乙と を 聞 s た 時に も、 別 k 大した 乙とは ない の だら うと 獨 6 决めに し 
て、 その ま、 見舞 も 云は ずに 歸つて 終つ た (* ら CA であつ た。 けれども 小 宵 豐隆 氏から 手紙を 貰つ て、 先生 
の 御 病氣が 並々 ならぬ 重患で あると いふ 乙と を 知つ た 時には、 自分は 心底から 喫驚して、 取る もの も 取 
6 敢 ぇず、 直ちに 漱石山 房に 馳け 付けた と 乙ろ •か、 私は そ 乙に 深 愁に 包爻れ て， Q る 多くの 人々 を 見出し、 さ 
ら皮 3 らに驚 5.V 大きく した。 —— それから 以後の 事實に •就いては、 乙 の 際 私は 多くを 語る に 忍びな S。 

兎 に 角、 先生は 多くの 家族と、 多くの 朋友と、 多くの 門弟と、？ らに 先生を 敬慕す る 多くの 人々 とを 遺 62 'J 
して、 永久に 乙の 世から 去つ て 終 はれた。 そして 先生が 非常な 自信と 意氣 込と を 以て、 新ら し い 覺 悟と 信 r 
念との 上 ^ 筆を 執られたら しい 最後の 小說 「明暗」 は、 終に 未完 小說 として、 永遠に 先生の 慘ま しい 死を 記 
念す る 乙と ^ なつた。 ^ れ •か 先生 御自身に とつて、 どれ •たけ 心殘 りの 乙と であつ たか、 どれ だけ 遺慽な 乙 
とで あつたか、 私は それを 想像す る だに 堪ぇない。 併し、 私 一個の 考 から 云 ふと、 假令 「明暗」 が 未完の ま 
、に 終つ た (C したと 乙る で* その 藝術 的價 値は 毫も 毁損 されな S ばか 6 でな く、 先生の 表現せられ ようと 
した 精神な 6 信仰な. cn も、 恐らくは、 あの 裡から 充分 PTI a 知る 乙と が 出來 ようと 思 〇 てゐ る。 それが、 私に 
とつて せめても の 慰めで ある。 

先 牛は 死なれた 時が 恰度 五十 歲で あ 〇 た。 五十 歲と 云へ ば、 かの トルストィが 人生 觀の 一變 R 逢會 し、 
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愈々 宗敎的 生活の 第一 步に 入るべく、 始めて グリ r キの 原書から 聖書を 讀み 始めた 年で ある。 それに 想 
a 至る と、 泌々 先生の 死の 早 過ぎた Z. とが 思 CA 痛 ^ れ る。 殊に 最近の 先生は、 何處 となく 元氣に 充ち てゐ 
て、 もう 二三 年 も すれば、 帝 國大學 で 文學槪 論の 講義が して 見たい などと 云つ て ゐられ 穴ので、 私は 一入 
先生の 死を 殘念に 思 ふ。 假令 トルストィに 於け るか ごとき 長壽を 先生 ic 望 1/ 乙と が 出來 なくても、 もう 十 
年 ばかう で咚 生き 永ら へて， Q られた なら、 今後 先生は どれ だけ 偉大な 仕事を 就し 遂げられて， Q たか も 分ら 
ないし、 爻たを れに 依つ て、 われわれ 人類が どれ* たけ 利益を 享け てゐ たか も 分らない。 かう S ふ 意味に 於 S 
て、 先生の 死は、 獨かわ が 國の 損失で あ. る ばか 6 でな く、 廣く 全人 類の 損失 •たと 思 ふ。 

乙の 私と S ふ 一個の 人間に と 〇 ては、 親しく. 先生の 謦咳に 接して、 眼の あた 6 先生の 姿を 見、 口づ から 
先生の 云 はれる 言葉を 聞いた とい ふこと が、 素ょ 6 私の 生涯に 於け る 大事 件で あつたには 相違な S が、 先 
生の 死は、 先生の 死の 床に 待し ぇ 穴と S ふ 乙 とは、 をれ ょ 6 も猶ほ 私の 生涯， に 於け る 大事 件で あつた。 從 
つて、 私は 今後 長く 先生の 偉大なる 業績と、 先生の 偉大なる 人格と を 追想して、 新しく 先生に 對する 感激 
の 念を 甦らす であらう とともに、 また、 親しく 先生の 死の 床を 見戍 つた 瞬間に 於け る 私の 嚴肅 なる 氣持を も 
私の 生 あるかぎり 永久に 忘却す る <1 とは ある ま S と 思 ふ。 をれ ほど 先生の すべては 私に とつて 偉大な もの 
であつ た。 

鈴 木 三重 吉 氏は、 讀賣 新聞記者に 語つ て、 先生の 死 顔が 何となく 淋しい 人で あつたと s ふ氣 持が したと 
云つ てゐ る。 f n に 就 s て 想 a 浮べる のは、 今から 半年 ばか. 〇 以前，、 私 •か 先生に 揮毫を 願 〇 た 時の 乙 とで あ 
るノ仑 の 時 私は 特に 李 白の 「古 來聖腎 、皆 寂寞」 とい ふ 句を 選んで、 先生に お 賴み したと 乙ろ が、 先生は 幽か 
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に 微笑して、 「君は 馬鹿に 李 白が 好き* たね。-】 と 云は れ泞 ので、 私は 直下に 「はい。 5 ぅい ふ 名句 1: 吐く から 李 
白は 好きです。」 と 答へ ると、 先生は 唯 「呍 」と云つた 1 、筆を執られた。をの時の先生は、乙の李白の句を 
見て どんな 乙と を 考 へられた か、 どんな 乙と を 思 ひ 浮べら n たか、 をれ は 一切 私には 分らない。 けれども、 
1 の 私の 眼に、 藝術 家の 最後と いふよ $ も、 寧ろよう 多く 哲人の 最後と s ふ 風に 映つ た 先生の 死 顔は ^ 
た 全く 同じ 理由の 下に、 鈴 木 氏の 眼には 淋しい 人と し ' t: 映つ たの かも 知れない と 思 ふ。 

滿 腔の 感激の 下に、 乙の 貧し S 追想 記の 筆を 擱く 。十二月 二十 一日 午前 四時、 早 雷 夏 目 邸に 於け る 先 
生生 前の 書齋に 於 S て、 先生の 新靈の 前に 通夜しつつ。 


夏目漱 石 氏と 英文 學 

戶川秋 骨 

自分は 夏 目 氏の 人格に 服して 居た ものである。 氏の 小說を 愛讀 して 居た ものである。 をの 學識に 敬服し 
て 居た ものである。 併し 氏の 英文 學の 講義を 聽いた 事 もなければ、 爻た 不幸に して 英文 學に 就て 氏と 語 
$ 合つ た 事 もない。 從つて 表題の 如き 問題に 就て 筆 1: 執る のは 困難で あるし" t た 心苦しく 感ずる 處であ 
る。 恐らく それには、 別に 適當な 人が あらぅ と 思 ふ。 已むを 得ず ば、 夏 目 氏の 事に つ さ、 その 英文 學に關 係 
が あると 思 はれる 點に關 した、 自分の 追憶を 語る 事に しょぅ。 
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夏 目 氏は Watis-Danton の Aylwin を疾 く R 吾が 讀書 社界に 紹介して 居られる 3 うで ある。 其は 氏の 洋 
行中 か、 をれ とも 其 前の 事で あらう か、 H イ， キン 物語の 出版が 一 八 九 八 年の 事で あるから、 孰れに てし 
も 氏の 紹介は 此 時日を 甚し く隔つ て 居た 事では ない らし S。 自分は それを 一讀 したいと かねて 思つ て 居 
たので あるが、 遂に まだを の 意を 果 3 ずに 居る。 あの 神秘的な & オマン チックな 而 名 近代的な 作に 對し 
て、 氏は 怎う考 へて 居られた か、 をの 感想を 知る のは 少なからぬ 興味の ある 事と 思 ふのゼ ある。 全 體夏目 
氏の 小說は 非常に 理性の 勝 〇 たもので あるが、 一方には 中々 -P オマン テイ ックな 趣 (C も 富んで 居る。 人事に 
對 して 深い 洞察力 解剖 力の あると 共に、 その 想像力 •か 强烈に 働 S て 居る のは 何人も 認める 處で あらう。 乙 
の 想像力が 或る 一方に 馳せた 塲 合、 4 れが甚 しく  ロ オマン テイ ックな 作を 生む 事になる ので ある。 氏の 初期 
の 作に 乙れ が 多く あつて、 「草枕」 などが ^ の 一例になる。 自分は 何とい ふ 理由な しに、/ 〇 の 「草枕」 と H イ〆 
キンと を 聯想せ ざるを 得な い 。 兩 者の 間は 全然 何等の 關係 もな S が、 只 何とな しに 幽玄な 趣が 共通して 居る 
やうな 氣も する。 「草枕」 の 中の 女と H イル ヰンの 中の ヰンニ イと が、 全く 別人で あるに 拘はら ず、 また 其 四 
園の 空氣が 全く 別種の 者で ある k 拘らず 、二人 並んで 眼に 映ず るのを 禁じ 得ない。 恐らく これは 單 k 新ら L 
い 口オ マン テ イツ  > な 趣 ^ 於て、 一途に 出る やうな 點が あるので、 さう 感じられる ので ^ あらう か、 自分 
には 理屈は 一向に 解らぬ が、 そんな 事から 氏の ヱイ ルヰ ンの 紹介を 一讀 して 見たい と 思つ て 居る ので ある 0 
全體 某の 作家は、 西洋の 某 作家に 似て 居るな どと 云つ て 比較を する 事は、 極めて 幼稚な 話で、 又を / 1 な 事 
を 以て 批評に 代へ るのは、 頗る 危險な 事で も ある、 尤も 日本には 西洋の 某々 作家から-ヒント !:• 得て 創作を 出 
•す 人 も ある、？ うする と 批評家と 稱 する 人が、 をの 作家を 捕へ て、 直ちに これを をの 原著者-たる 某國の 某 
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作家に 比すべき もの だな ど、 斷定 する、 すると 文壇の 有象無象ち なるほど 左樣 かと 感心して しまう とい ふ 
事が ある。 甚だ 罪の な S 話で あるが 滑稽で II ある。 夏 目 氏の 塲合 にも、 世間の 人が、 氏の 作は イギリスの 作 
家 某某の 作に 似て 居る と 云 〇 た 事 も あつた’ か、 要するに そんな 事は 單 k 座興と してなら ば 格別、 眞面目 で 
言 ふべ 5 事では あるまい。 今 自分が 夏 目 氏の 作と H イル ヰン とを 聯想した と 云つ たからと て、 それで 直ち 
に 兩 者の 間に 類似が あると 云つ たわけでは ない ので あるから •その 辨明 のために 乙れ 丈の 事を 言つ て 置く 
次第で ある。 

自分 •か 夏 目 氏の 議論に 始めて 接した のは、 寧る 氏の 名に 始めて 接した のは、 哲學雜 誌上で あつた。 そして 
をの 議論は 實に 英文 學に關 係の ある もので あつた。 則ち 「英國 詩人の 天地 山川に 對 する 觀 念」 とい ふ 一文で 
あつた。 題名は 或は 多少 相違して 居る かも 知れぬ が、 題意は をん な もので あつた。 自分は 乙の 一篇の 論文 R 
依 6、 始めて 夏 目 氏の 名を 知つ たのみなら ず、 少なからず その 文字と 趣意と k 敬服して しまつて、 をの 時 
始めて 英文 學とい ふ ものに 就ての IU 確な 觀念を 得た やうに 思つ た。 乙の 論題の 天地 山川とは 素ょ と 自然の 
事で、 乙れ は イギリス 詩人の 自然に 對 する 觀念 が變遷 して 居る 事を 論じた ものである。 その 內に論 じて あ 
る處 を、 今 記憶を 迎つて 言つ て 見る と、 十八 世紀の イギリスの 文人は 人爲を 主として 居た、 換言すれば 技 
巧を 第一と し、 自然を 第二 位に 置き、 後者が 前者 {C 服從 する やうに 說 5 ，て 居た ので あるが、 それが 進んで 
十九 世紀に 入る と、 劈頭から 詩人が 先づ 自然の懐に 投じ、 自然を 主位に 置き、 人爲を それに 服從 さした とい 
ふので ある。 乙れ は 或は 自分の 記憶が 間違つ て 居て、 論旨に 於て 多少 違つ た處が あるか も 知れぬ •か、 何に せ 
ょた L か 哲學雜 誌 三 四囘に 亙つ て 頗る サッ ゼシ イヴな 議論で あつたので、 少く とも 自分は 以上の 如く R そ 
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れを 記憶して 居る ので ある® 

乙れ は 英文 學には 關係 のない 事 かも 知れぬ が、 乙の 哲學雜 誌の 論文に 次 V、 氏の 筆に 接した のは、 ホ ト、 

. ギス 紙上に 出た 氏の 「倫 敦 通信 J な， る もので あつた。 自分は 乙の 通信から も 少なからぬ 影響を 受けた と 信じ 
て 居る。 少く とも 上記の 論文 並に 乙の 通信に 依- CV、 自分は 自分の 有つ て 居る 或る ものを 引き出して 貰つ た 
やうに 感じて 居る。 そして 特に 乙の 通信は 後に 評判に なつた 「猫」 の 基調に なつて 居る のでは あるまい か 
とも 思 ふ。 

「文學 評論」 は 誰も 知 〇 て 居る 通う，'  十八 世紀の 英文 學を說 いた もので、 大學 での 講義で ある 5 うだ。 が 
乙れ に 就て は その 公刊 當時 自分は 新聞紙 上で 卑見を のべた 事が あつた。 をの 時 自分は 何と 言 〇 たか 精し い 
事は 今 覺ぇて 居な S が、 その 內には 十八 世紀の ィギリスの 社會 がょく 叙述され て 居た 事は、 なほ 記憶に ih 67 
〇 て 居る 事の 一で ある、 自分は ょくは 知らないが、 乙 れに就 には Leslie  Stephen の 十八 世紀に 關し た硏究 
など も隨分 參考に なつ 穴 事、 、て あらう が、 怎う もを の內 には 夏 目 氏 獨特の 研究と 言は うか 視察と 言は うか、 
自分の 少 S 智識から 見る と、 西洋の 本には 見當ら ないやうな 點が 多々 あると 思 はれた。 レ H ノオブ の繪書 
などからの 觀察は 、西洋では 普通に 言 ふ處 かも 知れぬ が、 自分に 目 新ら しい もので あつた。 3 らに 自分の 
最も 面白い と 思つ たのは、 ポオ ブを 論. ずる 塲合 、バィ. ロンの こ の 絢爛な 詩人に 私淑して 居た 事から 說き立 
て、、 ボオブ の必ら ずし も 四 六 駢驪的 技巧の 詩人で なかつ た 事 5: 斷じ 、ス ヰフト の ガリ ヴァ巡 島 記に、 乙れ 
も新說 ではな S かも 知れぬ けれども、 變つ た觀 察を 下した 處は 非常に 面白く、 且つ 自分に 利益す る處 頗る 
多 かつた。 その上 或る 意味に 於て は 吾々 に 緣の遠 S、 そして 格別 面白く もない 十八 世紀の 散文を 著者 ♦か 澤 
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山に 讀んで 居られた には 驚嘆した。 /2 とへ ば デフ オ すの 如き 作家の あま，*^ 重んずべき でない 事を 斷言 する 
迄には、 乙の 作家の 浩醉な 作家を、 可な $ 澤 山に 讀破 して 居られる ので あつた。 乙れ 等の 點 R 就て は'  多 
少記 憶の 上の 間違が あると する も、 大體 自分が 以上の 如 5 感銘 ^ 受け / 2 事 丈け は 確かで ある。 

乙の 文學 評論の 出た 當時 、自分は 早稻 田大學 で、 英文 學史の やうな もの —— やうな ものとは 曖昧な 言 a 一 
方で あるが、 事實は 西洋人の 手に なつた 文學 史を讀 む 位な 事に 過ぎな かつた ので ある — -を 講じて 居た が 
仑 の 時試驗 をして 見た 處 、その 澤 山の 答案の 內に は、 乙の 文學評 論に 書いて ある 事を 丸呑みに したの も少 
なからず あう、 少く とも 乙れ を 讀んで 答案を 書 S たとい ふのに 至 〇 ては 隨分 多數を 占めて 居た。 

5 て 自分の 平素 考へて 居る 處に 依る と、 イギリスの 文學は 政治の 文學 である ❶治國 平 天下の 文學で ある 
然るに 夏 目 氏の 文學は 大分を れと は異 つた ものである。 イギリスの 小說 家は 大 、抵 社會と S ふ もの 1: 眼中に. 68 
置 S て 居る、 風敎 とい ふ ものを 眼中に 置いて 居る。 然るに 夏 目 氏の 小說 には、 _ 接 R 讀者が さう いふ もの 
を 摑み 出すなら 格別-著者 自から が 意識して、 S うした 考を作 中に 香は せた と S ふ 事は 自づ ない と 云つ て 
も 良 S。 果して 5 うで あると すれば、 夏 目 氏の 小說な たを の 思想な うは、 イギリスの 文學 とは 沒交涉 
であると 云つ て も 可いで あらう か。 蓋し 乙れ は 直ち ic さう 論斷 する 事は 出 來ない 事で あらう と 思 ふ。 何と 
なれば 政治と か風敎 とかの 問題は、 小說を 論ずる 塲 合の 一問 題に 過ぎぬ からで ある。 自分の 考 へる 處に 依， 
ると、 イギリスの 文學 はまた 一方が ら言 へば 意志の 文學 である。 そして 夏 目 氏の 作に も、 一方に 理智の 精 
透が あると 共に、 一方には 少なからず 意志の 力が 働きを 爲して 居る。 乙れ が先づ イギリスの 文 學と夏 目 氏 
の 文學と 共通す る處 で、 夏 目 氏 本來の 面目. か、 英文® のた め R ょく 開發 せしめられ 穴と も 言へ ると 自分は 


學文英 と 氏 石 漱目夏 


考 へて 居る。 漢學 流の 四角四面な 端正な 態度は、 思想の 上で も 行爲の 上、 v も、 大 a R イギリスの 紳士 風と 
似て 居る 處が ある。 乙の 點が夏 目 氏の 性格 隨つて その 作物と、 イギリス 氣質隨 つて その 文學 i の、 相 ひ 通 
ずる 一點 、ては ある ^ S 力。 

なほ 可 笑 味を 以て イギリスの 文 學と夏 目 氏の 作物との 關係 をつ ける 人も隨 分に ある やうで ある。 蓋し 可 
笑 味は 德川期 以來江 戶文學 の 一特徵 であう •また 實 に江戶 育ちの もの、 特質の 一で あるから、 東京 人た る 
夏 目 氏 R その 片影の 見ぇる のは 當然で ある。 ^ た イギリス 文學に も 可 笑 味は 隨時隨 所に 散見す るが、 元來 
可 笑 味は イギリス 獨特の もので あらう か。 自分は つ a 深く も考 へて 居な かつた が、 あの 莊重な イギリス 人 
は 由來 特に 滑稽 味に 富んで 居る ので あらう か。 なるほど デイ ケンス にも サツ カレに も 滑稽は ある。 ラムに 
も それとは 異つ た實 R 精妙な 可 笑 味は ある。 十八 世紀に も あれば、 十九 世紀 ^ も、 二十世紀 にも ある。 自 
分は イギリス 文學に 乙の 趣を 認める に 人後に 落ちぬ つもう であるが、 只 をれ は イギリス 文學に 限つ たもの 
であらう か、 その 點は や、 疑問で ある。 大陸の 文學 R はこの 趣味は ない ので あらう か。 或は イギリスに あ 
る ほどの その 趣味は 大陸に も 認められは しまい か。 たと へば ケル ト 民族の 有つ て 居る 可 笑 味は フランスに 
も あ 3 はしない か。 全 體文學 の 十分に 發 達して 居る 國 ならば？ をの 內 tc 可 笑 味の 文學の あるのは 當然で 、 
何も イギリス 文學に それが 多 S とは 限るまい と 自分は 思 ふので ある . 〇 た C 自分は 大陸 文學に 就て は 不知 案 
內で あるから 何とも 言へ ない が、 隨 分其內 にも 可 笑 味の 文 學はあ 63 うに 見ぇる。 

夏 目 氏は イギリス 文學 のみでな く* 人に 吹聽し 廣吿乙 をし なかつ たが、 大陸の 文學に 就ても 隨分 智識を 
免つ て 房ら れた 。否 恐らく 世間の 吹 聽者以 上の 智識を も 〇 て 居られたら しい。 從 〇 て 氏の 有つ St 居る 可， 笑 
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味が 必らず しも 英文 學 から 来たと 斷定 する のは、 を n z. そ 少し 可笑しい と 思 ふ。 少く とも 氏の 可 笑 味の 如 

何なる 種類の もの、 v あるかを 極めた 上で なければ、 そんな 斷定は 出來ぬ と 思 ふ。 要は 可 笑 味の 性質 如何 ^ 
歸着 する。 或は 氏の 可 笑 味は 江戶 式の 餘裕 から 來て 、をれ に 氏 一流の 哲學 若く は 一種の 俳諧 味 若く は禪味 
の やうな ものが 加は つたの かも 知れぬ。 

併し 左樣の 事は 如何で も 良い 事では ないかと 自分は 考 へる。 只 夏 目 氏と 英文 學と どう 關係が あるかと 問 
はれ 、ば、 自分は 恁う 答へ る。 今日日 本に 於て 夏 目 氏 ほど 英文 學に 精通し、 夏 目 氏 ほど 正確 R 乙れ i: 了解し 
て 居た 人は なかつ た、 從つて その 英文 學 を硏究 する 社會に 於け る 勢力は、 -! 1 約の 間に 多大な もので あつた。 
仑 して 自分 も 少なからずを の 感化を 受けた もので あつた。 從つて 又 氏の 逝去は 特 ic 吾が 斯學界 に 取つ て 多 
大な 損失で あつたと、 先づ 確かに 恁う言 ひ 得る と 思 ふ。 

夏 目 氏と 英文 學 との 關係 交渉と いふ やうな 事を 說 くのは、 始めに 言つ た 通-^ 自分の 甚だ 困る 事で ある、. 
仑 れで 乙 、 には 單に 自分の 感想と 追想と を 記す に 止めて 置く。 
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か 5 やら 日 t 日と 快くな つて 來る 、そし - C 同じ 病床 (t 倒れながら も、. 今朝の 新聞で 却つて 先生の 長逝を 知 
0 たのは、！ 死と いふ ものが 代り 得らる、 ものなら ば"：— 寧る 先生と 代つ て も 何んで ^ ない と 思つ た。 

枕を 擧げ ると、 雨は 蕭 々と 降つ V 居る。 をれ に 雪 3 へ 時々 加は る。 硝子 越しに、 庭を 隔て、 生垣 r 隔て 
小川を 隔て、 反圃 越しに、 南、 千駄 木の 丘を 見る と、 先生の 舊居が 想像され る。 今頃は 先生の 屍體は 親戚 故 
舊 門下の 方 冷に 守られて 大學へ 運ばれて 解剖に 附せ られて あられる か、 新聞では 午後 一時に 第一 醫院で 解 
剖 ると 報じて 居る。 先生の 御 遺言 か 親戚 方の 特旨 か、 學 界の爲 めに かう した 事 ^ 御 相談が なつた ので 
あらう が、 其 某 博士の 執られる 解剖 刀の 刃先が、 先生の 患部の 局所に 觸れる 時、 先生は 如何に 冷 3 を 感ぜ 
ら る、 か、 などと t だ 先生の 生きて 居らる、 やうに も 感ぜられて、 窓 1: 撲つ蕭 々たる 雨の 音、 そ C る、 に 寒 
き 激變の 今日の 氣候 は、 泌々 とし / 2 冬を 味は せる ので" 我知らず 襟を 霑 はされ る。 

▲初 お 目 見得と 「草枕」 

私が 先生の 眷顧 をいた C いてから、 早 v' もので、 もう 足掛で 十二 年になる。 今から 十二 年 前の 夏、 たし 
か 七月で あつつ たと 思 ふ。 はじめて 先生の 本 鄕千駄 木の 邱 (今の 高等 學 校の 齋藤 阿具 君の 住邱) に 伺候し 
た。 それは 先生に 當 時の 日露 戰 役の 結果が 日本の 文壇に 及ぼす 影響に 就て、 雑誌 『新 小說』 の爲に 先生の 
御意 見を 伺； 3 に 出た ので ある。 丁度 疊換 をして 居られた 日で、 先生は 彼方此方と 書齋 から 座敷と 疊屋に 追 
はれながら、 それでも 二 時間 ばか 6 も 高見を 洩らして 下された。 私は 其 頃 動 坂 町に 居て 春陽 堂へ 通勤して 
居た ので •動 坂から 大觀 音のと 乙る へ 出て、 先生の お宅の 前から » 等學 校の 側を 本鄕三 丁目へ い つて 電車 
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k 乘 るので、 往返 共に 先生の お宅の 前は 屹度 通る。 で、 一度 お 伺 ひした それからは 麋次お 邪魔す るので あ 
るが、 先生は 决して 五月 蠅と S つた やうな お 顏も なさらず、 いつ も 心持ちょ く會 つて 下す つて、 種々 利益 
になる 話を 聞かせて 下す つた。 其內 私は、 『新 小說 J 編輯と いふ 傍に 春陽 堂の 外交 部を 主任す る 乙と、 なつ 
て、 出版 上の 件 R 關して 各 著者の 許に お 伺す る 乙と になつ た。 で、 先生の 『我輩は 猫で ある』 の 第一 編が 
太 倉 書店から 出た 當時 、何 か 先生の 新しい 著作を いた ゞき たいと、 それは/ \ 五月蠅 ほど お 願 a した。 寧 
る 强 要した ので あつたが、 容易に 承諾して 下さらな かつた のが、 漸く 『新 小說』 に 小說を 一つ 書かう とい 
ふ 事に なつて、 その 代 6、 3 う每 日せ がみに 來ては 不可ない、 今日 一週間 後に 來い •七日 間の 間に 書いて 
遣る。 と v> はれた ので、 うれし 喜んで 其 日は 歸つ たが、 どうも 其 七日 間が 待ち 遠くて 堪らな かつた。 七日 
經 つと 其 翌朝 店への 出が け R お 伺 a すると、 もうち やん と 出來て 居た、 而も 其 原稿は 實に 奇麗な 立派な もの 
で、 をれ で 先生は 殆んど 書き流し だから 校正は 見せて くれ、 とい はれる ので あつた。 委細 畏まう 奉 〇 て 店 
へ 持て 來て 頁數を 改める と、 十 行 二 十字 詰 二百 何枚、 二百 何枚が 一週間、 一日を 待せ な V* で 書き上げられた 
健筆は 敬服の 外は な S。 乙れ が 「草枕」 の一篇 で、 時の 文壇は 擧つて 先生の 手腕に 嘆 服し、 其 頃 精 勁 俊 辣の批 
評 家を. 以て 目せられ た 竹 風 登 張 君は 二 六 新聞 (今の 世界新 聞) の 評論 壇に 於て 「夏 目漱石 論」 を 草して、 始ん 
ど 其 全 一面を 盡し て、 Z: の 「草枕」 を 尤も 意義 ある 明治 文壇の 一大 傑作、 最大 雄篇な 办と激稱3れた。 5 れば 
斯篇 登載の 『新 小說』 は 發行當 日 R 於て 其 全部を 賣 6 盡して 、遂に 追 かけの 注文を 全部 謝絕 したので あつた 

▲西片 町 時代 
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をの 後、 『新 小說』 へ 再度の お 作を お 願 a した 傍、 單行 本の 出版を お 迫 6 して 己れ も 其の 乞 a l: 容れ られ 
た。 それ •か、 「坊ちゃん」、 「草枕」、 「二百十日」 等を 合卷 した、 『鶉 籠』 であつ た。 其 間に 先生の 文名は 愈々 
文壇に 嘖々 たる 有樣で ，當 時の 萎微 した 文壇は 先生に 由て 復活した 觀が あつた。 先生が 朝日 新聞社の 聘に 
應じて 高等 學校 及帝大 文科の 敎 職を 辭 5 れ 、專ら 同紙 文藝 欄の 爲め に盡 3 れる やうに なつた のは 此 頃から 
である。 乙 の 朝日へ 入社の 初めに 連載 ^ れ た小說 は、 尤も 世間 一般から 歡迎 3 れた 「虞美人草」 で、 先生 
の お 作と しては、 大に 一般 世間から 受けた もので あつた。 乙れ も單行 本と して 春陽 堂から 發行 する お許し 
を 得た。 3 うかう する うち、 先生は お宅を 西 片町十 番地 (本 鄕) 阿部 邸の ならびの 新阪 上へ 弓き 移られた 
が、 乙、 も 御 都合で 二三 ヶ月で 他へ 變 らうと S ふやうな 乙と で、 「何 處か ないかね。」 などと お / 2 づねで 、自 
分の 住む 動 坂の 附近で、 田 端 一帶を 眺望す る 松 源の 持 家 (松 源とは 元 上野 三 橋 際に 在 6 大 割烹 舖 として 時 
めきし が、 今は 田 端 附近に 逼塞せ 6) が ある。 間 數も十 室 ほど あつて 普請 も 却々 に 凝つ て、 其 門の 如 さも 
曾て 松 源が 三 橋に 在つ て 時め s た 頃、 丁度 今の 活動 寫眞 館の 在つ た 邊に 建つ て 居て、 門扉の 彫刻な ども 頗 
る 寂び 人の 注意を 惹 S た 門で あつたと 思 ふ。 乙れ なら 宜 からう とお 勸め して* 先生 も 見る 氣にな られて 出 
掛られ たと ころ 其 前日 他へ 約定が 出來て 了 〇 た 後で あつ 穴。 をれ から 現在の 早 稻田南 町の お 邸へ 引 移られ 
た。 ち やう ど 乙の 移 轉のお 話しの あつた 頃で あつた、 私が お 伺 a した 數日 前、 金 尾 文 淵 堂 君が お 伺 a して、 
居 宅の お 話に なつて、 金 尾 君が 先生の 爲にお 家を 建て、 献上し ょうとい つた さう で、 私が お 伺 a すると" 
先生は 「二三 日 前に 金 尾 君が 來て 、其 時 僕の ために 家を 建て、 やらう といつ たが、 まァ仑 n R も 及ばない 
と斷は つたょ。 どう •た い春陽堂には其勇氣はないかねぇ。」と呵々として大笑 5 れた。 
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▲先生の 著書 

其 後先 生の 大作 5: 春陽 堂で 發 行した ものは、 「草 合」、 「三 四郞 J、 「門」、 「をれ から」、 「彼岸 過ぎ 爻で J、 
「四篇 」 (永日 小品、 文鳥 •滿韓 と 乙ろ？^-、 夢 十 夜)、 「切 拔帖よ 6」、 「思 a 出す 事な ど」 及び 「文學 評論」 等 
で、 乙、 ニー 年 前までは、 春陽 堂は 全く 先生の 單行 本の 出版 書肆で、 先生の お 作が 單行 本と して 出る 時は 
必ず 春陽 堂で あると 世間から ^ う 思 はれて、 春陽 堂の 發行 物の 權 威の 1つとなつて居 /2 。 

▲著書 装幀 上の 趣味  丨 

先生が その 著書の 装幀の 上に 付て は、 最初は 餘 6 苦心を 爲れ なかつ たが、 漸 々とその 趣味が 加は つて 來 
られ たやう で、 私が お 扱 a した 最初の 「鶉 籠」 は 表紙は た <靑磁 色を 出す やう ft との 命令で、 橋 口 五葉 君 
が 引受けられた。 爾來 すべて 橋 口 5 んと 先生との 御 相談で 出來 72 の だが、 「草 合」 の 時な どは、 漆を つかつ 
て 見やう と s ふ 橋 口さん の發 案で、 表紙の 刷 $ の 乾かな かつた のには 刷師が 殆んど 閉口した 乙と が ある。 
「文學 評論」 の 出版の 時は、 扉に 先生 所 藏の漱 石山 房の 印 1: 捺 3 れ ると いふので、 文學 評論の 文學も 印刻し 
て 刷 出す る 乙と になう、 をの 文字と 印刻を 誰 人に おたのみ しようと v» ふ 乙と で、 先生の いはれ るには ^ 漱石 
山 房の 印を 彫つ た 人が よから う、 7 •れ は營 業に する のでは ないから、 先方が 承諾す るか、 否かは 分らない 
何し る 好意で 持つ て 來て くれた 人 だからと S ふので、 兎に角 其 人を お たづね して あたの みしようと、 私 •か 
赤 坂 仲ノ叮 R 大舘と いふ その 老人を 尋ねる と、 乙の 人の いはれ る K は、 春陽 堂と いへ ば 商賣 人 ^ 、 その 商 
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賣人が たのみなら、 をの やうに した 禮 1: 貰 a たい、 仑して 何日までと いふ 乙とは 請 合へ ない 心持ちの 宜い 
時に 彫つ て やらう とい ふ 御 挨拶で、 馬鹿に 器 計を 惡く して 引下が 〇 た。 が、 さてを れでは 誰に しやう とい 
ふので、 遂々 故 濱村藏 六 君のと Z. スに 私が 持ち込ん で 納つ た。 『草 合 J の 中の 「鑛 夫」 は、 先生 自身は 太く 嫌 
づて 居られ 世間で も あまう 受けな かつた が、 それは 鑛山內 の狀景 が連續 して 塲 面の 變 化がない ために 新聞 
小說 としては 色彩が 寂し S からで あつたら う。 然し 鑛山 內の寫 生の 筆は 生動して 石％ 點く 想が ある。 乙れ 
と 合卷に なつて 居る 「野 分」、 あれの 扉繪の 起つ て 居る フ -P ック 姿の 紳士が シグ クハッ トを 手に ぶら下げて 
居る のを 太く 氣に して 居られて、 どうも シルクハットを ぶら下げて 持つ て 居る のは 閉口 だと 言 〇 て 居られ 
た。 乙の 『草 合』 は 全體に 先生の 氣に 入らない 樣子で あつた。 それからは 揷書 は决 して 入れない 事と な 〇 た。 
近頃 先生の 縮刷 物の 装幀は 津 田靑楓 君の 手に 成つ て 居る が、 新刊の 方は 先生 自身の 考案に 成る やうで ある 
仑 れで其 表紙の 色の 選擇と S CA 、 繪模樣 な 6、 標題の 字の 配置な うのす ベて は禪 味と 俳味と 支那 式と 英國 
式と を コンデンスした やうな と 乙る に、 先生の 趣味の 一端が 仄 見ぇる やうで ある。 

▲裸體 と裸體 

私は 先生の 人格 や、 藝術觀 や、 人生 觀 やに 付て、 玆に 何事 1: も 書く 資格は ない、 t た 5 うい ふ 事に 付て 
は 何等 言 ふべき 智識 も 持たない。 私は 過去 十二 年間、 先生に 接近して 申 上げた $、 伺つ たうした 「浮世 話」 
の 一端を 始め もな く 終う もな く、 玆 k 双べ て 見やう と 思 ふ。 而しを れで 毛 先生の ある 面影は ど 之 か k 偲 W: 

れ ょうと おも ふので ある。 
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，.先生が 東京 朝日 新聞に 入社 3 れて 間もなくで ある。 t れま で大阪 朝日 記者と して 東京に 駐在して 閑散の 
地位に あ 〇 た 長 谷川 二葉 亭君 •か 東京 朝日 新聞に も 其 筆を 執る 乙と、 なつた。 そこで 世間では 何 か 兩氏 0 上 
に 文藝 上の 競爭で も 起る かの やうに 噂して 刮目した •か、 兩 者の 間には をれ らの考 へは 微塵 もな/、、 從つて 〖 
朋黨爭 の 如き ものは 天から あるべき 理由 もない。 私は 二葉 亭君 にも 十有餘 年の 知遇を 得て、 且は同 君の 內 
裏 R 爻 で 親眤 した 橫山 天涯 君 や 黑川文 淵 君な どと も 二十 年來の 知友で あつた、 め 心 置きな く 出入して 為 話 
もして 居た が、 そんな 氣は些 もない のと、 夏 目先 生に も 世間では 乙ん な 噂が あ 6 ますが など 申 上げても、 
「勝手に 見る やう ^ 見せて おくさ：： 昨日 も 長 谷川 君と 風呂屋で 會つ た ょ、 兩方 とも 裸體だ らう、 そ 乙で 
兩方で 前を おさへ て、 ャッ 今日は、 とい ふ 始末 だ、 なんでも 裸體が 天眞 爛漫で い、 ね。」 などと 諧謔な 乙と 
を 言 〇 て 居られた。 で、 此間 何等 一點の 邪氣は 見ぇぬ、 眞に 天眞 爛漫の 眞つ裸 體の樣 子が あう < と 見ら 
れた 。此 時は 先生 も 二葉 亭君 と共に 西片 町に 住ま はれて 居た 時で ある。 (當時 東 朝 紙上には 先生の 小 說の下 
の 方の 欄 R 古峽 生の 名で 露西亞 物の 飜譯 が载 つて 居て 乙れ がな か< 評判が ょかつた、 で 世間では •これを 
二葉 君の 筆で あるかと 思つ やうな 人 も 多少 あつた やう だが、 乙れ は 中 村古峽 君の 筆で， 二葉 亭君は 『其の 
面影』 の 聯想に 苦心 中で あつたので ある。) 

先生が、胃潰瘍の病みはじめの伊豆修禪寺で、其危篤を傳へられた時であつ /2 。東朝主筆の池邊君が見 
舞 金 1: 持て 行かれて 慰藉され たのに 對し て、 篤く 其 厚情を 謝して、 そして 其 東 朝の 見舞 金を 受けられな か 
〇 たとい ふ 乙とは、 大分 世間で も 知つ て 居る 乙と で、 また 先生の 博士 問題 も、. 世間では 一時 評判の 問題 R 
なつた。 また 西 園 寺 首相の 文士 招待 會にも 出席を 謝絕 して 「ほと、 ぎす 厠な かばに 出かね た 6。」 とい ふ 俳 
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▲先生の 幼時 

私は 些か 三重 縣 地方に 緣故が あるので 屢次 伊勢に 旅行す る。 をして 四日 市の 某 旅館に 馴染に なつて 居る 
が、 其 旅館み 妻 君は 二度 添 ひで 五六 年 前 ^ 桑 名から 來た 人で ある -0 此 人の 口から 能く 夏 目先 生の 話が 出る 
をして 此人が 先生は 確か 代地 かと おも ふ、 何 ^ も 柳 橋 附近へ 幼 い 時 養子に 行かれた 方 •たとい ふ。 私は 此話 
を 持て、 先生に お 目に か、 つた 時、 乙れ 乙れ の 女で、 先生を 能く 知 〇 て 居 6 まして、 先生は 少 S 時淺 草の 
代地 附近で お育ちに なつた とい ふ 乙と であ $ ますが、 とお 聞きした。 すると 先生は、 さう 自分は 何でも 少 
い 時に 代地 附近の 或る 家へ 里子に でも やられた の •たらう。 然るに 其 先方の 家が 零落で もした もの か、 何で 
も 其 附近へ 夜店を 出す やうに な 〇 た。 自分は 其の 夜店の 側の 籠 か 何 かに 人れ られて 泣いて 居る、 自分の 實 
姉が 心配して は 牛 込から 來て 、その 有 樣を見 かね、 終に 自分を 伴れ て 歸つ て吳れ たと 聞 S て 居る、 併し 其の 
四日 市の 女と いふの がどうして それを 知つ て 居る のか、 自分には そんな 女は 一向に おも ひ 出せな S し、 ま / 2 
此の頃 其の 遣られて 居た 代地の 家と いふのを 探して 見た が 玆處ら かとい ふ考へ もつ かない •とい はれた j 
M の 話を 申し上げてから、 先生は 何 か 小品 (「思 ひ 出す 事な ど」) の 中に この 時分の 事を 書かれた と 記憶す 


句を 咏んで おくられた 乙と に 付 1: も" 世間は 何 か 先生を 人氣取 $ の 政策 a: 弄する 人の やぅに 評判した が、 
私は 先生は 决して 3 ぅした 意味で ^ れ たので ない、 ど t まで も、 前の 裸躲の 話で 天眞 爛漫、 自分の 思った 
乙 とを 思； S 通-^ R 遂行 3れ たに 過ぎない の ? 2 と あ も ふ。 
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▲先生と 北海道 

或る時、 私は 三重 縣の 人物 史傳を 書く 乙と を 或る人から たのまれて、 何となく 紳士 錄に 目を通す と、 夏 
目 金 之 助と S ふ 名を 其 紳士 錄に 探ぅ當 てた。 不圖 見る と 北海道 k 籍を 置いて 居られる。 私は 江 戶ッ子 とば 
か $ 信じ 切つ て 居た 先生が 北海道は を かしい とお も 〇 て、 先生へ お 伺 a した 時に お たづね した。 すると 先 
生は、「君は能く僕の身許をいる-^と探つてくるね、仰せの通$北海道だ。をれには些細があるのぞ、北 
海道と v> ふ處も 知らない 僕が 北海道に 籍が ある なぞは 不思議 だが、 それは 昔氣 質の 僕の 親が 丁度 徴兵 令の 
更つた 時分に 養子に やつた の だ 3 うだ .0 併しつ まらぬ 話は 出來 ない もので、 乙れ に 付て つ a 此 間を かしな 
話が ある。 自家の 娘が 女學 校に 行く が、 それが 學 校で 先生の 話 R、 日本 國 民の 男子は すべて 兵役の 義務が r 79 
ある、 然るに 世間では 兵役に 服す る 事を どうかす ると 嫌 ふ 者が ある。 不心得な 事で、 皆さん も 大きくな つ 
て 家庭の 主婦と なられたら 皆さんの お 子 R かやう S 不心得の 男の子の ないやう にせねば ならぬ、 をれ は 主 
婦たるべき皆さんがずうした心がけを、今から平常に養つて置かなければならぬ。といふやうな意味の敎 
訓 をし '/ 2 すると 小兒は 無 邪氣な もので、 S つか 北海道 か 何 かの 話から、 自分の 昔を 話した Z. とで も あつて、 
それを 聞き 噛つ てで も 居た も のか、 娘は 敎師 R 向つ て、 妾の お父さんは 徴兵 除けに 昔 北海道に 養子に 往つ 
/2 3 うです、 乙れ は 甚だ 不心得 T 國 民の 義務に 反します ね •、とやつ た。 敎師も 乙の 質問には 困られた と 見 
ぇて、 それは 人 R 由る ので、 貴 娘の お 父 5 んは例 令 兵隊に 出ないでも、 文學と い ふ 立派な 事業を 有つ て國 
家に 貢 獄して g られ るから ^ れで ょるし い、 立派に 國民の 義務を 其方 面で 盡して 居られる。 すべて 或る 事 
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業を 以て 國家 のために 盡して 居られる 方は、 國 民の 義務に 背 S ては 居られな S のです、 とい はれ / 2 さう •た、 
こんな 乙と が ある。 君な どは 小兒 がな S から い、 が、 小兒に は 滅多な ことは 聞か 3 れない ょ。 と 笑 a 話を 
3れ た。 

▲悲慘 なる 猫 

私が お 伺 CA して 能く 世間話の 次で に 話題に 上る のは、 講談 や 落語、 芝居な どの 話で ある。 そして それら 
の 噂 (C つ S て 種々 な 質問が 出る が、 ^ た 5 うした 塲所 にあ まう 往かれ た 乙との な S やうに 思つ て 居る 先生 
•にして は、 甚だ 精通した 事を 却て 先生から 聽か 5 れる 。「僕は 先日 ある 會の餘 興に 寶 井馬 琴と S ふ A の 講談 
を 聞 S たょ、 あの 男は 一 體何歲 位になる の だら う、 僕 等の 若い 時分には 寶井琴 凌と いつた 男 だが、 あの 時 
分から、 頭が あんなに 禿て 綺麗に 光つ て ゐ たのは 同て た、 それに あの 男の 知識 も藝術 も、 あの 時代から 一 
向 R 進んで 居な S、 時々 變な 乃公が などと いふ 言葉を 使つ て 客に 對 すると 乙 ろな どは 二 十年一日 k 下品な 
男 だ。」 など  >評を 3 れ る。 「本 鄕の岩 本と いふ 日蔭 町の 寄席で 松林 伯 知が 僕の 「我輩は 猫で ある」 を 講談に 
して 居る S うだ、 一度 聽きに 往か うかと 思 ふが、 ま ァ往 かない 方が 花 だら う、 とお もつ て 止めた。：： 此 
間 乙の 近所の 寄席に 柳 家 小 せんとい ふ 落語家の 獨演會 が あつた、 あの 男は 病氣 なん、 たさう •たね、 をれ であ 
あして 高座に 上つ て 三時 間で も 四時 間で も 獨办で 話を する のは 大事 業 だ：： 兎に角 一大事 業 だ。 併し 落語 
は餘 6 旨くな s ね。 現今の 落語家で 小 せんを 聽か なければ 全く 落語を 聽かな S 人 だと、 誘つ た 人が 大層な 
觸れ 込みで 伴れ て 往かれ たの ♦たが、 どう 考へて も 旨くない" 其 皮肉 も 其 警句， P 其 輕口も 、どうも 氣障だ 0 
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それに あの 身體 であの 大事 業を 遂行す るの が、 如何にも 悲慘だ 。自分は やは 5 圓 喬や圓 右を 聽て 居る 方が 
心持ちが い、：： ごと s ふ お話しから 私が 「悲慘 と s へば、 何とか s ふ〇 一の 俄師で ヮキに 据る 男が 俄か 
茶番の 落ちに 頭を 仕手に 打れ て 赤い 手拭を 逆に 冠 C) て、 我輩は 猫で ある、 とい ふ 下げを する のが あ 6 ます 
が" あれでは 猫が 悲慘 では ござ S ません か。」 と" 申 上げて， 笑つ / 2 乙と も ある。 芝居の 事に 付て は 先生の 小 
兒 時代に 牛 込 あた $ から 猿 若 町まで 行く 乙との 大變 V 非常な 手數 のか、 つた 事 や， 其 頃の 俳優の 噂な ども 
あつたが、 乙れ は 確か 後に 先生の 物の 本の 中に 出た とお も ふから 省略す るが、 先生の 書かれた もの、 うち 
で 『虞美人草』 を 松 居 松葉 君が 脚色して 舞臺 にかけ たいとい ふこと を 先生に 御 相談 5 れた 己と が あつた 3 
うだが、 先生は 乙れ を 謝絕 された。 私しは 先 •生の お 心持ちは 兎 JC 角 何だか 殘 $ 惜し. いやうな 心地が した。 

▲序文の お 乙とは*®' 

先生が 藝 術に 對 する 嚴正な 態度は、 今更ら 申す まで もない が、 或る人が 繪畫の 批評を 書いた 沐で 、それ 
を 先生の 許に 持ち込んで、 先生の 序文を 乞は ふとした が、 先生は 乙れ 5: 一讀 3 れて 後、 まだい そがし V- の 
で 讀んで 居ない と 言つ て、 奈何しても 序文を 書かれない。 私は 其 人から たのまれて 先生に 伺つ て 願つ て 見 
たが 先生は どうしても 肯かれ なかつ た。 そして 先生の 言は n るのに は、 藝 術の 批評は あ、 した 紅燈綠 酒の 
間 R 出來る ものでは な S、 あれは 藝妓 でも 批評す るつ 名-^ で 居ら n るので あらう。 自分には あ、 した 本に 
序文は 書けな S。 批評は 批評、 遊ぶ とこは 遊ぶ とこと 其 立ち 塲が定 つて 居なくて は 迷惑 だ。 尤も 東洋では 
置 酒豪 興の 間に 昔の A の 多くは 行つ たやう It も 思 ふが、 僕は どうも そ n は 出來 ない。 全體 あの人は 東徉流 
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乙と にな ウ たと c?>- 乙と で、 遂に 一同が 岩 代 ひ 大地 主たる 乙とは 出來ず じ ま 〇- にな ラた。 仑れ からは 私が 先 
生の 許へ 伺 ふといつ も、 「君、 猪 苗代の 地面は どうな つたの •たい。 J とから か はれて、 「新聞 だか 雜誌だ かで、 

僕が 非常に 金が 出來て •何處 かへ 大きな 地面を 買つ たとい ふ 乙と を 書いた さう だ、 定めて 猪 苗代の 地面の 
事を 聞 5 間違へ たの •たらう けれど、 僕は 君の お蔭で 非常に 世間から 金 持の やうに 思 はれて、 •信用が 出來た 
ょ。」 との 皮肉で、 恐れ入つ て 引き下がつ た。 

▲先生の 食味識 

先生の 食 味に 付ての 嗜好は どんな 物 か、 私は 其 日常 平素の 事を 知らないから 乙れ に 付て 何事 ^ % 申す 資 
格は ない が、 料理屋の 事 や、 酒の 事な どに ついては、 能く 先生から 質問が ある。 然し 見聞の 狹 い 私な どに 8i 
滿 足の お 答へ が 出 來る譯 の ものでは ない。 けれど ^ 先生は 斯うした 事まで も 能く 氣を 注め て聽く 乙と を 好 
まれた。 野人の 言 1: 棄てら n ないで 記憶に 存して 居られて、 どうかし /2 拍子に 爻た 同じ 事を 訊かれて 其 時 
に、 r デモ 君は 先日は 斯う s o たぢ やない か。」 などと 詰られる ので、 先生の 前では 餘程考 へて お話しない と 
や 6 損 ふ 乙 とが 屢次 ある。 で、 能く 昔し の 古い お 留守居 茶屋の 事な どから お 話が はじ 爻 つて、 深 川の 平淸 
は 今は どうな つて 居る かと か、 近頃の 深 川では どんな 家が い、 のかと か" 龜戶の 橋 本の 料理は 此 頃は ど 5 
だら うと か、 「近い 內に 友人が 山 谷の 八 百 善で 會 k する、 會費は 七 圓宛だ 5 うだ、 自分 も當 日は 出かける の 
だが、 あの 家は どんな 家で、 此頃も 古風な 慣例を 守つ て 居る か。」 などと 訊かれる。 私は 乙れ ら .について 知 
〇 て 居る だけは お 答へ をした が、 酒は 上らない と 言は n る 先生で、 乙れ に對 しても 却々 の 通を いはれ る、 
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▲生活 狀 態と 文士 

爻 た 先生は、 世間の 生活 狀態 などに 付て お 話を なすつ たが、 をれ が 却々 些細に 觀察 5 れて 、每日 外出を 
して 歩く 我々 などの 知ら a 事まで もなか— 綿密に 能く 知つ て 居られた。 それで あるから ート 船の 單行本 
を出す費用なども、私共の違算を却て先生から屢次注意 5 れる乙とがあつた。また文士間の一般生活など 
にも 能く 留意 3 れて 居て、 あれ Z. れと 御門 下の 方に でも 話で 聞いて 居られ 方 乙との ないやうな 思 CA の 外の 
お 活兔て 爲れ る ^ とが ある。 『草 合』 發 行の 時から 春陽 堂との 印稅 •か 更定 s n たが、 其 時に 他の 二. 三の 作 
家の 單行 本の 買收 額な どに 付て 7 ^ お 話が あう、 傑く 現代 文士と 一般 書肆と いふ もの、 間、 世間の 文士に 對す 
る 待遇 等に 感慨が 深 かつ. たやう だ。 をして 先生の 頭には 一般の 本屋と いふ ものは、 飴う に算 勘に あだじけ 
ない とい ふ お 考へが 1 杯 ぞ、劇くこれを不快にお毛はれて居られたやうだ。 

▲先生の 綿密なる 注意 

〆 . ぐ - . > - .、  \ 

先生は あ、 した 方で あられ ^ から、 此頃の やうに 頻々 と 出る 多くの 雜 誌の 隅から 隅 ま、 て 眼 i: 通して 居ら 
れ る やうな 乙とは なから うと 思 ふと、 想像とは 全く 反對で 、私 どもに 時々 斯うい ふ 若い 作家が あるが 知つ 
て 居る か、 Z. の 問 かう いふ 講談を 何雜 誌で 見た が あれは もと どうい ふ ものから 奪胎 した もので あらうな ど 
、(ふ お 話が あるので" つ a 忙しい ので 服を 通して 居ない # は、 自分の 不注意に 俏ぢ 入る 乙と が 往 々ある。 


f して 廣く 其釀造 地の 狀況 など も 知つ て 居られる には 敬服す る。 
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當時賣 出しの 作家た る 長 田 君 兄弟 (秀 雄、 幹 彥) や、 吉井勇 君 や、 久保田 万 太郞君 や" 田 杖 とし子 君 やに 
付ても 四 五 年 前から 斷片 的では あるが をの 批評を 時折 拜讀 した 乙と であ ◊た。 

先生が 大阪 朝日の 叡山 講演から 歸られ 々時で あつたか、 たしか 四十 ニー 年頃の 事で あつたと 思 ふが" 其 
時の お 話に、 もう 東京 も 十 年とは いはない、 もつ と 近 S 時間で たぐ 政治 區と して 存在し 商業の 中心は 大阪 
神戶に 移る であらう。 更に 二十 年も經 る歲 月の 間には、 をれ ょ $ 西に 移動す るで あらう、 とい はれた が、 
今日の 狀 態から 見る と 全く 其 現象が ある。 乙れ も、 先生の 觀 察の 綿密 V ある 一端を 證す る。 

▲譯の 分 〇 た 先生 

大倉 書店から 先生の 『文學 論 J の 出た とき、 その 校正に 少 からぬ 誤謬が あ O' たので •先生と 印刷所た る 
秀英舍 との 間に 議論が あつて 以來 、先生の 物と S ふと、 一時は 印刷 塲でも 恐縮して、 一. 般 本屋の 番頭 3 ん 
など も、 太く 先生を 怖い 物 扱 a にした。 それでも 先生の 物は 頂戴した s と s ふので、 此所 痛し痒しの 體態 
であつ た。 また 先生を 訪問す る 新聞 や雜 誌の 記者の 方々" 文士の 方な どで も 中には 往 々先生を 理屈 張つ た 
窮屈な 頑固な 僑慢な 方の やうに 誤解して 居られた 人が あつた やう だが" 私は 先生は 決して さう した 方では 
なく、 極めて お 話の 仕 易 s 同情の ある 譯の 解つ た、 禮 儀の IE しい 方 だと 思 ふ。 私は 先生の 許に お 伺 ひ する 
と、 いつも 二 時間 三時 間と 長座す る、 お 忙し s と 思つ て も、 それでも 遂 a お 話 ^ 實が 入つ 1: お 暇す る 乙と 
が 出來 ない。 先生 もい つも 溫顔で 心持ちょ く 種々 の ?: 話を 聞かして 下 3 る。 そして 先生と 差 向に 在る 間は 
私の 心持ちは 春風駘蕩の 感が ある。 私は 先生の 德 に いつもい つも 敬服した 。をれ、' て歸 りに も鄭 寧に 玄關ま 
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で 送つ て 下 3 る、 ^ して 自から 格子の 栓 差の 釘を 拔いて 格子 戶を 開けて 下 3 る、 私は 斯樣な 乙と にまで 先 
生の お 手を 煩は すのを 恐縮して、 をれ でい つも 歸 うには チョコ-—- 走 6 ^ 先生ょ 6 前へ 立つ て 玄關に 出て 
格子 戶の栓 差しの 釘を 拔 S て 先生に あ 手渡し、 て 御 挨拶を すると、 先生は 「また 來た爻 い。」 とおつ しやつ 
て 釘を 差して 會釋さ れ る。 尤も 乙 の 釘の 栓差は いつの 年の 暮で あつたか に、 晝鳶が 先生の 外套の 玄關に か 
、つて 居た のを 攫つ て 以來の 事 だ。 

▲先生に 叱られた 時 

私が 先生の お 叱 $ を 受けた 乙とは 一度 ある。 それは 近い 事で、 先生の 「坊ち やん」 5: 春陽 堂で 縮刷す る 
時の 乙と、 事は 鈴 木 三重 吉君發 行の 叢書に 「坊ち やん」 を 入れられる とい ふのと、 新潮 社から も r 坊ちや 
ん」 の 縮刷が 出る とい ふ 事で、 私が 鈴 木さん と、 新潮 社に 交渉の 手紙を 出す Z. との 手順 •か 遲れ たのが 間違 
の 原因で ある。 然し 先生は 鈴 木 ro ん と、 新潮 社の 中 村 君と 私と 1: 三つ 金輪に 双べ て 置て、 事の 顚末を 釓した 
後、 をの 間違 a であつ たとい ふ 事が 分つ たので、 私の 粗漏と 不注意を 誡め られて 、そして 其塲 から 直 ぐに 
御機嫌を 直 3 れて 、其眷 顧は 從 前の 通 6 少しも 變ら なかつ た。 流石に 江戶 ッ子 肌の 理屈 5 へ 分れば 何の 殘 
ると 乙ろ もない 恬淡な もので あつた。 北海道に 籍を 置かれる が、 四ッ谷 (高 田？ 槓 町？) で 代 令の 名主 樣の 
家に 生れた 根元 根 生； 5 の 江 戶つ 子で あるから、 學 問から 來た 理屈は あらう が、 洒 々落々 たる 海濶な 腹は 何 
處かに 潜在して 居る。 そ n だから 其學 問から 來た 理屈を 除ければ、 先生は 矢 張江戶 〇 子で、 その 如何 k ち 
話しい、 か V 解る。 先生は 一部の 世間の 人が 見る やうな 嬌慢な 理屈 ぼ S 方では 决し てない。 
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▲先生の お 作 

先生の お^-こは 或は 大天才 の 5 たる 眼を 射る やぅな 疆な白 熱® や襄 光は ない 言 知れぬ。 然し 其 
落— 最も 墓— んだ 平静な、 春風 和朐の 太陽の 光 各、 霍 i 氣に皇 を包ん—ぅで ある。 で、 
をれ から f 出して f 先 §1 忐 人生 sf 、 f 論 f 、 をれ SSS _ に 偉大なる 
大 乘的說 法で ある。 令た 先生の 文章は 低徊趣味に 富ん V ゐ る、 先生は 虛子君 (裏) の 『鶴 頭』 の 序に、 虛 
子 君の 小說を 低徊趣味の 小說 V あると S はれた％、 先生の 文章に も 低徊 趣 取 の 餘裕が ある。 然し 其 論理は 
明晰 v 確乎？ 立言 5 て 響 1&5 居る。 先 ts 稽客 子が t、 然し si 馬の 如き 
一九の 如— 骨 f QV な S、 溫^或る.物£まれて居る。先生には機智があつて皮肉がある、然しそれ 
には 綠雨君 (齋 藤) の やぅな 氣 障がない。 先生は 其 想に 於て、 其 筆に 於て 實に當 代に 於る 一大 文豪で ある 0 
純なる 藝 術の 範疇 慕 S れ六方 V ある。 乙れ は 批評では 5。 私が 先生 2 作に 對して 私の 常に 敬服して 
抱いて 居る 點を 申した まで ゞ ある。 

▲先生が 同情の 慰藉 

先生の 御病氣 の 最初は、 私が 冒 潰瘍を 病み 出した ょ々 一年 程 早 かつた。 V、 私 も 冒 潰瘍に な*^ したと 
申 上げた 時、 先生は 太く 同情され て、 同病 相 憐れ 〇 だ お 互 ひに 氣を 注け て 養生す る 乙と だょ、 とおつ しや 
つて 種々 證 Q 方法 SSVQ 注意— 話し V 下された。 をれ から 後、 今から 三年 ばか A に 私が 湯 島 切 
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通 (本 鄕) の 宅に 居つ た 時、 可成 劇 S 吐血 をして 漸く 恢復して お 伺 a をした 時は、 非常に 其 不養生 1: 叱ち n 
た。 其 後で も 歌舞伎 座 や* 帝劇な どで 先生に お 目に か、 ると、 先生は あ 互に 乙ん 夜更しは 可くない ょ、 なる 
ベく 歸 6 は 早く 歸つて 安靜 にす る 事 だ、 と誡 めら れた 。をれ が 今、 先生は 私ょう 先 & に 逝かれた、 私は 何 
か 取 6 殘され たやうな 氣が して 次らぬ。 

私が 最近に 先生に お 目に か、 つたのは、 去年の 五月 春陽 堂を 辭めた 時と、 それから 二た 月 程して 八月 R 
先生の 『漾虛 集 j の 中から 其 P マン チックの 代表作と して 「偷敦 塔」、 「幻の 盾」、 「薤露 行」 の 三篇を 合卷縮 
刷して 見たい とい ふ氣が 出て、 乙れ を 小 宮豐隆 君に 御 相談して、 先生の お許しを 願 a R うか  <つ た、 乙れ 
が 最後で、 其 時 先生は、 「それは 君が やる のかい、 また 自由 講座の やうな 破目に— といけ ないから、 II 
出版は 差 支へ な V: か、 君から 本屋の 手に かけたら どう •た。」 と、 私の 上を 心配しての お 話で、 を Z1 で 私は 先 
生の お 言葉に 從つて 友人 堀 尾 君の 經營 する 千 章 館に 渡して 發行 する 乙と、 した、 たしかもう 五 版 位に 上つ 
て 居る と t ふ。 7- の 時が 私の 先生に— に t つた 最終で、 丁度 午前中 三 四時 間 1 邪魔を した かと 思 
ふ。 先生は ffil 色 も 好く、 大層 お 肥.^ な 3 れ たやう だな ど、 お 噂して あ 分れした。 

其 後 お 伺 a しやう と あ もふ內 、私は また 吐血で 倒れて 今年の 一月まで 寢た 、少し 快くな つて 二月に 伊勢 
地方 (C 旅行す る 用事が 出來 たの' て 同地へ 往つて 三月の 中旬 R 歸 6、 をれ から おた づね しやう とお も ふうち 
五月に 入つ て、 また 引續い て 三回の 吐血を やつて、 遂に 今日まで も 衰溺で 病床を 離れる 乙と が 出來 ない 〇 

私が 先生の fh l: 病床に あ ^ ながら 新聞で 見て、 せめても と 先生 k 對 する 乙の 思 a 出を 書いて 「& る 時、 先 
生の 御 令息から 先生 御 死去 S 知％ f。 あ、、 先生は， P う此黑 枠の 中 Q 御 通知の 紙— られ てし まつた。 


C ) 


說小 新と 堂 陽春と 生 先 目 夏 


明日 (十二 日) は 御 葬儀の 日で ある。 私は 脚部の 水腫で、 其齋塲 たる 靑 山まで もおう か < a する Z. とが 出 
來な S。 明日は もう 先生は 白玉 樓臺 に烟 となつ て 上られる ので ある。 吁 、先生は もう お呼び i: しても お 答 
のない 方 だ。 お叩きを しても お 聲を聽 くことの 出來 ない 方で ある。 と、 黯 然として 眼を 床に 移す と、 M け 
た 軸は 私が 甞て 先生に お 願 6i して 書いて 頂いた もので、 日く 「人間 道 到 三峯盡 。天下 秋隨 一葉 來。 」 (漱 石山 
人) と ある。 乙れ と 故 西 有穆山 禪師の 「明月 照 松風 吹。」 とい ふ 軸と 並べ かけて ある。 吁 、先生には もう ど 
うしてもお目にか、る事は出來ないのだ。と私は少時机に頰杖をついた爻、沈默に耽つて居る間に*時計 
は 午前 二 時を 打つ た。 かう して 居て は 爻 た 眠が 足らない から 明日 心持ちが 惡い 、をして それが また 適切に 
身 鉢に 利いて 來て 水腫が 增 すから 眠に 就きたい、 とは お も ふが 何 か 心が 騷いで 枕に 就く 氣に なれない。 私 
は 何時頃 脚部の 水腫が 除れ て 運動 も出來 、俥に 名 電車に も 乘れる やうに なう， 先生の お 墓に 香 花を 捧げる 
乙と が 出來 やう か、 S うだ、 明日は 早速 お 醫者樣 に 相談して 見やう 0 ■と- 獨う心 を决 めて、 をして 筆を 擱 
いて、 普 門 品 一卷を 讀 誦して 蔭ながら 先生の 御供 養 R 捧げて 枕に 就いた 〇 ( 大正 五 年 十二月 十二 日 午前 三時) 
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鵾の因 病 


r 賴の 粕漬を 食せ しょ 6 胃痛を 覺 ぇ 終に 持病の 胃潰瘍 ^ 再發 し」 とい ふ 東京 諸 新聞の 記事を 讀んだ 時佘の 
胸は 早鐘を 撞い た。 

「猫」 (下 卷を 除き) 以來 、著作の 出版 每に 一本を 寄贈 3 れ 、「それから」 の 如きは 手數を 厭は ず遙令 當時英 
國留學 中の 佘に 郵送 3 れた 程で、 しかも その 扉に 「謹呈 大谷 繞石樣 著者」 とか 「謹呈 大谷繞 石 先生 著者」 
とか _署 し、 いつも 包紙 も 自分で 認めて 寄贈を 受けて 最近の ものに 至つ て 居る 次第、 御禮の 致し やぅ も 無 
S ので、 現 住 地へ 赴任して からは、 一年に 一二 度 名產か 又は 自分が 獲た 魚 かを 差 上げる 乙と にして 居つ / 2 
ので ぁる。 今年の 秋は 一昨年 かも 郵送した 鶫をと 思 a c> 、、 ついを の 採れ 盛る 頃には 得 送らず、 稀に なつ 
た 頃に ro る 問屋に 命じて 送らせた。 いつ 發 送した 毛の か 判然せ ぬが、 十一月の 十九 日の 日付で 先生から を 
の 禮狀が 來た。 仑れ が 今では 余への 最後の 手紙で ぁる。 例に 依つ て 例の 如き 文句 •たと 微笑ん、 V 讀んだ 。か 
ぅ •た。 

拜啓 昨日 山 m が 到着 致しました ので 何處 から 來た のかと 思つ たら 大谷正 信と いふ 礼が 付いて ゐ爻 し / 2 
何ぅも有難ラ御坐い 1 す。私は貴方の事を忘れてゐるのに貴方は私の事を考へて下3れるのみならず 
時々 魚 •たの 鳥 •たの 御菓子 •たのを 頂戴す るのは 勿體 ない 事です。 尤も わすれる といつ て も 記憶に 消され 
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鶴の  因 病 


てし まふ 譯 V はな s の だから 御 容赦を 願 a l す。 一寸 御禮 まで 草 令 

十一月 十九 日 夏 目 金 之 助 
大谷 正信樣 

東京 新聞 所載の 鴒 の粕漬 とい ふの が 余の 發 送した もの、 粕漬に 3れ たもの らし S ので、 事實 左う と r る 
と、 解剖の 結果 餘命 長から ざう し 事と 鑑定され はして 居る もの、、 先生の 壽 命を 或 ひは 縮め 72 のが 余の 所 
爲の やうに 考 へられて 誠に—- 御氣の 毒に 堪へぬ 次第で ある。 

佘と 先生との 交際は たしか 明治 卅六年 以來で 、その後いた ぐいた 書翰で 公表して 然るべき もの 名々 ある 
やうに 思 ふが， 目下 試驗に 際して 多忙を 極めて 居る ので 探し出す 餘裕が 無 S。 手近の 文庫を 檢べて 見たら 
乙の 六月 十五 日 ic 投函 ^ れ たのが 見 -# かつた。 「明暗」 は 最初は 大阪 朝日と 東京 朝日と 仝 日に 出た ので、 學 . r 91 
校で 朝のう ち大阪 朝日で 一 讀 し、 歸 宅して から 午後 着の 東京 朝日で 讀み なほす とい ふやうな 事 も 認めた 拙 
簡に對 して、 全文を 揭げ ると、  • 

拜 啓御惠 贈の 御菓子 折 正に 頂戴 致しました 。毎度ながら 御 心に かけられての 御 親切 あ 6 がた く 御禮を 
申 上ます。 小 說も每 日 二回 づ、 讀んで 頂く のは 恐縮の 至で あ 6 ますが 自分の 我儘の 方から 申せば 其方 
が 嬉しい のには 違 あ $ ません さう い ふ 熱心な 讀者 に對 して 何う か滿 足の 行く やうな 旨い ものが 書きた 
いと 冀ふ 次第で あう ます 先は 不取敢 右 御禮ま で 艸々 

六月 十五 日 夏 目 金 之 助 
大谷繞 石 樣坐下 


鸱の因 病 


と ある a 小說 執筆 中は 御 邪魔 •たと 思つ て、 手紙は 差控 へる 乙と にして 居た 乙と であるが、 不圖 思 CA 出して 
送らせた その 鶫が 或は 病因に なつた のかと 思 ふと 實に 恐懼の 至で ある。 

書 S /2 い 事は 山 ^ あるの だが、 試驗 とい ふ 公務が ゆつ くう 筆を 執る 事を 許 3 ない ので 殘念な がら、 事實 
左うなら すまぬ 乙と をした、 惜 S 人を 亡くした と" 思つ て 居る 事 •たけ 書きつ ける 事 ^ した。 (十二月 十三 日) 

漱石 先生は 英國も 英國人 も 好かれな かつた 事は をの 文學 論の 序文に も 窺へ るが、 佘は爻 た 英國が 好きで 
人間が 總て 紳士的な ので 英國 人は 好 S である ♦。日本語の 紳士と いふ 二 語が 暗示す る 人間は 好まぬ が、 英語 
の ゼン ツル マンと い ふ 九 綴 $ の 語が 示す 人間は 甚だ 好 5 である。 先生は 英國 人を 好まれな かつた にしても 
先生 それ 自身は 誠に 立派な ゼン ツル マンで あつた。 

ゼン ツル マンと いふ 語の 示す 人間は、 解釋 はいる あらう が、 佘には 門地 賤 しからず、 敎育 あり 親切 
にして 禮義 正しく、 己が 義務を 勵 行して 他人の 權 利と 感情と を 尊重す る 人、 斯うで 盡きて 居る と 思 ふ。 先 
生の 門地 賤 しからぬ 事は 「硝子 戶の 中」 の 文で 誰し もうな づく 。をして あれ だけの 學 問が あ 6 見識が あつ 
た。 然し どれ •たけ 親切で 禮義 正し かつた か、 親しく 接した 事の 無い 人には 或は 想像し 得られ ま s と 思 ふ。 
余は 先生と 專攻學 科を 等しく はして 居る が、 餘 程の 後輩で ある。 雅號の 下半を 等しく はして 居る が、 學問 
その他 總てに 於て 名 題 役者と 馬の 脚との 差 以上の 差の あるのを 平素 愧ぢ てゐた 次第で ある。 ^ も拘 らず佘 
如き ものに 對 しても 甚だ 親切で 義理堅 かつた。 をの 例證 ともなら うし、 先生は 佘 等 k どんな 手紙を 書かれた 
ものを 窺 ふょす がと もなら うから* 追慕の 餘う玆 にを の 五六を 公表す る 事と する。 
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ぺど4  の 因 病 


〇 

拜呈 明星 御 親切に 御 送 被 下 有難 存じ 候 早速 敎師の 一日と 申す のを 拜讀致 候 前半 敎科 書の 譯を揷 咬れ 候は 
御 趣〶 こ 候へ ども 小生には 別段の 感も無 之 唯 後半 書齋 中の 出來 事ょ 6 食事 及 晩餐 後の 御 相手の 邊は甚 •た 
興味を 以て 讀了致 候 小生の 事を 態々 御 推 獎の樣 に 御 記載 被 下 候は 難 有 仕 合 •に 候へ ども 少 々赤面 致 候 人間 
R 敬慕 坏と 申す は 知らぬ 古に 遠方から 見た 時の みの 迷 かと 存じ 候 釋迦も 孔子 も 十 年ち 八 工棲致 候は  < 凡庸 
の 匹夫た るべき かと 存候 。是 ょうは 再々 御 光來の 上 ®:0 m0 ^0 る漱 石を うん あの 漱石が とい ふ樣 R 變 化する 
迄 御 交際 被 下 度 候 ', 〇 敬慕とは it-' it' と 把 柳と 未知が 重なう 合 ふとき 發生 する 化物に 候 御高 見 如何に 候 や 御 
禮旁 妄言 かきつらね 申 候 御 海 恕被下 度 候 早々 頓首 

三月 十日  金 之 助 

繞石學 兄 坐 下 

それは 多分 余 S 初 昼 取つ た— らう。 明 望 十八 年®. て 千 駄木町 五 七發？ 、余が 東京 1 の— る。 

% 

春暖の 候 御 淸適奉 拜賀候 小生 も 一寸 伺 CA 度と 存じながら つ a 色々 な 雜用 にて 御無沙汰 致 居候 

拙文 御 推賞に あづか 3 感謝の 至に 不堪 候 山嵐の 如きは 中學 のみならず 高等 學 校に も大學 にも 居らぬ 事と 

存じ 候 然し ノダの 如きは 累々 然と ' L てコ Tr がら 居候。 小生 も 中 學にて 此類 型を 二三 目擊致 候。 サスが 高 
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筋の 因 病 


等學 校には 是程 劇しき 奴は 無 之 (尤も 同類は 澤山有 之) 候。 要するに 高等 學校は 校長 杯に 無暗に とう 入 5> 
必要な き 故と 存じ 候。 山嵐 や 坊ちゃんの 如 さもの が 居らぬ のは、 人間と して 存在せ ざるに あらず V 居れ 
ば 免職になる から 居らぬ 譯に 候。 貴意 如何。 

僕は 敎育 者と して 適任と 見な 3 る、 狸 や 赤 シャッょ $ 名 不適任なる 山嵐 や 坊ちゃんを 愛し 候。 大兄 も 御 
同感と 存じ 候。 右御禮 かた-^ 卑見 迄如斯 R 候 以上 

四月 四日  金 

繞石兄 

これは 三十 九 年の 四月で、 曙 町 宛の もの、 

〇 

尊書 拜見 毎々 御 懇篤なる 御 褒辭を 賜は う 却つ て 慚 汗の 至に 存じ 候 草枕は ある 一部の 人々 には 大受 にて 小 
生 も大に うれしく 存候 三度 讀んだ 人は 大兄を 入れて 是で 三人 目に 候。 尤も ある 人は 小 兒を失 ひて 引き籠 
-每 々草枕を ょん •たと 書いて 參 6 候が 是は少 々御 まけの 樣に 候。 今日 明星と 申す 雜誌を 見たら 議論が 
多くて 文章に も 穴が あると 一二 行程 か い て あう 候 

二 百 十日は 豫ての 約束に て 不得已 執筆 夫 故 可成 骨の 折れぬ 樣會 話に 致し 候 あれを 例の 流義で 長く かいた 
ら 依然として 冗長な ものに なう 可 申か呵 々右は 先づ御 挨拶 迄 草々 頓首 

十月 三日  金 之 助 


け 4 > 


賴の因 病 


繚石兄 

これは 三十 九 年、 千駄 木町發 、曙 町 宛 • 

〇 

拜啓 先夜は 御 立 寄 被 下候處 何の 風情 も 無 之 不本意 千万に 存じ 候 偖 其 翌日は 御 親父 樣わざ f 見事なる 菊 
花 御 持 贈 被 下意 外の 幸福 早速 瓶 中に 揷み 朝夕 眺め 居候 何卒 御 老人へ よろしく 御 鳳 聲願度 候 先は 右 御禮迄 
艸 々以上 

十一月 二日 

天長節の 前夜  夏 目 金 之 助 r95 
大谷 繞石樣 

明治 三十 九 年、 千駄木 町より 曙 町への 郵 書。 

〇 

暑中 如何 御暮に 成る かと 存候 ひ しに 不相變 御 健勝の 由 大慶の 至に 存じ 候 下つ て 小生 如 例碌々 乍 憚 御 休 神 
願 上 候。 虞美人草 御 讀被下 候よ し 難 有存候 小生 も あ n が爲 今年 夏 も 依然 多忙 實は 、やく 切上げて 遊びに 
でも 參 6 度と 存 候へ ども 因果に て 如何と も 致しが たく 弱*^ 切-®' 候。 小說も かぅ ^ ら^^ T は讀 者よ^ 4 者 
作者の 方が 先へ 參 A 候 御 憐笑可 被 下 候い づれ其 內拜眉 万々 先は 御 挨拶 迄匇々 


辟：: の 因 病 


七月 二十 九 H 夏 目 金 之 助 
大谷兄 

右 •« 明治 四十 年、 西 片町十 a ノ 七より 曙 町への 郵 書。 

/:  • 「 、 • 

〇 

拜啓 をの 後は 御無沙汰 奉 多謝 候當時 不相變 電車の 如き 生活 每日 頭の み忙 かは しく 御座 候 二 三日 來氣候 も 
少今 ゆるみ 少しは 春めき 候へ ども 氷は まだ 張 $ 候。 北の方は 嘸 かしと 存 候。 随分 御大 切に 御 攝生可 然と ¥ 
候 ヵンわざ^-御 贈 御 厚意 深く 奉 謝 候。 あれは 先年 誰か、 ら (四方 太と 氣が 付き 候。 四方 太のは 鳥 取の 
'蟹、 て 大兄 ひは 金、 澤 のかになる が 味 7P 鳥 取と 金澤 との 相違 可 有 之 か。 風味の 上 批判 可 致 候 御 地 仕事の 模樣 
拜 承外國 人への 御 敎授も 面白き かと 存じ 候 先日 佐 治 秀壽の 言に も 其邊の 消息 有 之。 俳句は 只今 一句 も 出 
來ず プ兄は 不相變 從勉强 永日 小品は 面白い のと 面白くない のと 有 之 候よ しどぅ ぞ參考 の爲め 面白 C 
のと 面白くない のと 1: 指摘 被 下 度 候 右 不取敢 御 禮申上 候 草々 

二月 音 金 之 助 

繞石兄 坐 右 

初 饴四 十一 一年、 早稻田 南 町 七よ ”金澤 櫻 扔 あて • 

0 


C 96  ； 


鶄 ©因 病 


春暖の 暌愈御 淸適 奉賀 候 其 後は 存外_ 無音に 打 過申_ 無 之 候。 過日 文學 評論 出 來の節 早速 一部 進呈の 積 
の 所 初版け 賣切 とかに て 漸く 手元へ 一部 持參 致した る 迄にて 其 他は 今日に 至る 迄 い爻 だ 納本 仕らず 從つ 
て 諸君へ もま だ 铬 贈の述 に 至ら ざ 6 .し處 御 地に て 態々 御 購求 御 一覽を 賜は 6 候の みならず とくに 御推獎 
の辭を 辱ぅ し 加 ' 御叮 寧に 誤植の 表 迄 も 御 示しに あづか $ 感佩此 事に 候。 万事 行 屈かぬ S 多く不 滿足の 
箇處 多々 有 之 候へ ども吞 し御鉍 付の 所苻之 候へ ば 御 示敎に あづ かりたくと 存じ 候。 永日 小品は なぜ ] IX 京 
へ载 せな くな $ 候 や 小生 k も 分らず 候。 四月 下旬ょ 6 又大 坂の 方へ 少し 續 くものを たのまれ 執筆の 都合 
につ5御讀被下候へば幸甚に候。東京の方は煤煙のあとを與謝野鐵幹がか刍をのあとを小生がかくべき 
役割の 樣 ic 承は 务候右 御 禮旁御 返事 迄 早々 不一 

四^: 三日  金 之 助 
繞石兄 坐 下 

折角 1/) 御 IT iE 二 版には 間に^ l a かね 候。 もし 三 版 も 出る 好機 も 有ら ば 御 厚志を 利用 致し 度と 存 U 候 

明治 四十 二 年、 金 澤櫻畠 あて。 

〇 

拜啓其 後は 御無沙汰 御 地 着の 上 只今は もはや _ 落付御 妍究 最中と 存じ 候 御 出立 後 東京 も 別段の 變化無 
し。 正月 も 例年の 通ぅ。. 降雪 三回。 曇 日は 寒さ 方 (C 候。 倫敦钚 防寒 的に 家屋の 構造の 出來て ゐる處 は 却 
〇 て 我々 の # 齋ょ 6 も遙か に 暖國に 候。 芝居 其 他 御遊 覽 (C 相 成 $ 候 や。 偷敦 ほど 雜駁な 所は 世界中 R こ 
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れ ある 1 じく、 考へ樣 次第にて は內 地よりも ずつ と 吞氣な ものに 候へ ば 久し 振 A k て 老 書生に 立ち 歸り 
勝手に 世帶 の苦勞 なく 御 消光 可 然と 存じ 候 

r それから」 出 ■し f つ 色 部此手 f 盒に S 義し 候。 日本の 小 _ 却つ七 御歸息 時の 御 邪 
魔 こも 相 成るべくとは 存じ 候へ ども かねて 御 愛 讀を辱 ふせる 御 厚意 ic 對する 記念と して 差 上 候 もの 故 御 
落手 被 下 度 候 

昨年 末より 朝日 ( m 京) 紙に て 文藝 欄なる もの 1: 開始し" 每日 一段 もしくは 一段 半 位の 批評 もしくは 文 
藝 上の 論文坏 か、 げ 候。 其 下に 六 is* 活字に て 柴漬と 申す ものを 置き楚 には 西洋の 雜誌 等よ 6 通信、 消息、 
報道 等 人の 面白が $ さうな ものを ごち や^^になら ベ 居 6 候。 大體 一項 十行內 外 R 候。 

御 地 御 見聞 上の 事に て 冬し 現下 日本の 文藝 上の 時事問題 R 直接 もしくは 間接に 關係 ある 御意 見 もしくは r 98 
報知 も 有 之 候は、 ぐ 時々 御 寄稿 被 下 度 幸 不過之 候。 又 ど 乙 かへ 御遊 覽の節 (ハン ブト ンコ 丨卜 杯) 繪 葉書 
の 裏へ 寫生 文の 樣な もの 五六 行 御 書 さ 被 下 候へ ば 消息と して 今 申した る 柴漬の 後へ 載せた き考 tc 候‘ 

どうせ 新聞 故大 論文 や 長時間 ^ 费 やすものに 就て 御迷惑を かける 料簡に て 無 之。 ^ < 霧が 降つ て 人の 顏 
が •まん や- cn 臾る とか、 ショ ー の腳 本を ど 乙 座で 見た が tfn 白くな かつ ^ とか 何とか、 云 ふ 事 ^ 瓦 六 行に て 
よろしく、 もし 又 一二 S 間 の御3 も 有 之 ば文藝 S 五號 活字と して 載 5 る もの 一 欄 か 一 欄 半 位に て讀 
み 切う の もの： •何ん とか 蚊と か 手前勝手の み 申し 慕う 候。 御 笑 a 可 被 下 候 草々。 

一月 十九 日 夏 目 金 之 助 
繞石 老臺坐 T 


鶴1 の 因 病 


明治 四十 三年 二 月偷敦 着。 

〇 

拜啓其 後は 手前に かまけ つい < 御無沙汰に 打 過 申 候 今年は 諒闇に 口實を 得て と 印す と申譯 なき 次第な 
がらつ い 年賀 狀も差 出 3 ず 恐縮の 至に 候 御 送 被 下 候 「滯英 二 年」 正に 落手 御 芳情 萬 謝 仕 候 相 僧 包み紙 さ 
か 3 に 相成坫 候た め 御 署名 5 か ^ k 相 成 候 事 残念 ^ 存じ 候。 然し その他には 異狀 無之决 して 御 掛念被 下 
間 敷 候。 

卷 頭の 小 泉 先生への デ デ ヶ-シ ヨンは 甚だ 結搆 K 候い 爻だ 田 本の 著書に て 八 雲 兜 生に 3 -/ V たもの J つ 
も 無 之 大いに 嬉しく 冇候 。庇 間 沼 波瓊音 氏ょ 6 「土」 1: 讀んで ゐ ると 申 越した る 時 偸 快を 覺 候と 同一の 
趣に 候。 r 行人」 御 讀被下 候 由 難 有 存じ 候 先が どぅなる やら 作者に も 相 分らず た v 運 次第 ic 候 御 憫笑可 被 
下 候 先は 不取敢 御禮迄 草々 

一月 十日 夜 夏 目 金 之 助 
大谷繞 石. 樣坐下 

大 K 二 年金 澤 茨木 町 あて。 

〇 

. - • . . < ブ.  ：•■.，，.  . • •,. » •-  .•  ..  V.. .*- , , 

S 御無沙汰に 打 過 候 日來稍 輕變を 覺ぇ候 も* 國にて は 如何に 候 や 矢 張 6 雪 ^ 鎖され て 御難 儀の 事と 存 
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じ 候 t> 

却 先般 御高 著拜受 1 とに わ Vo ぐ 御 引換 被 ド 御 厚志 深く 奉 謝 候 拙著 「社會 と 自分」 出來 につき 御 目 ic 
かけ 申し 候く-たらぬ ものを あ 〇 めて 殆んど 御高 覽の價 値 も 無 之と 存じ 候が 極めて P1 舌を 弄し 居候へ ば 讀 
むに 面倒 も 無し 御 寸暇 も 有 之 ば 一二 頁 R て ^ 御 覽願上 候 先は 右迄艸 々頓首 

二 瓦 二 十】 日 夏 目 金 之 助 

大谷 繞石樣 

大正 二 年金 澤第四 高等 學校宛 。 

〇 

拜 啓病氣 御見舞 被 下 有難 存じ 候 其 後 漸く 順 當に快 方に 向び 句 日に て どぅにか かぅ にか 本復 可 致と 存じ 候 
間 乍 他事 御 休 神 可 被 下 候 病中 諸方の 見舞 狀に對 し 一言 ネ 返事を 出 3 ず 書く のは 是が 始め 位な ものに 候 返 
事が 書ける 位 故 先 ♦御 安心 願 候 樱の時 床に つき 起きる 時は はや 子規の 嗚く 頃と 相 成 候 世の中の 推移は 早 
いものに 候が 去-^ とて 生れ 變つた 心地 も不致 妙 R 御 坐 候 先は 右迄艸 々拜具 

五月 十八 日 夏 目 金 之 助 
大谷賢 臺坐下 

大正 二 年、 命澤第 四 高等 學校宛 。 
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〇 

啓上 此間は 御 地名 產 長生 殿と 申す 菓子 1 折 御惠投 にあ づか 6 難 有 頂戴 あれは 熊 本に ゐる うち 同僚の 一人 
國 元ょ 6 取 寄 ® 御馳走に な A たる 記憶の ある ものに て 長生 殿と い‘ ふ， 名は 小生 ^ は 至極 緣喜 ょろしく 候然 
し 斯う 死に か、 つては 生 さかへ つては S くら 長生 殿に て も 左程 目出度 もな く 候 近頃 病氣の 方は 先々 回復， 
致し 候へ ども ある 道樂に 屈托 夫が 爲めつ S 御 禮申述 る 事を 怠 A 甚 •た 不相濟 候 乍遲延 一筆 如此候 初夏 不順 
糠雨 欝陶敷 候へ ば 随分 御 厭 可 被 成 候 以上 

六月 十一 日 夏 目 金 之 助 
大 •谷 繞石樣 

大 茈 二 年、 第 四 高等 學校 宛。  . 

拜啓御 新著 難 有う 存じます。 私は ガ， スヲ ， シ I とい ふ 人の もの 1: 讀んだ 事 •か あ 6 ません から あれを す 
ぐ通讀 し t した。 あれは 全體 として 大陸 もの、 やうな 氣が します。 あの 5 ちの 二つ か 三つには 感心 3 せ 
られ爻 した。 私は また 小說 を 書かなければ な 6 ません。 書く 前には 氣分を を ちらへ 持つ て 行く 必要 •か あ 
ります。 其には 誰の 小說で も 讀んで ゐる うち R 自分 も 自然 創作的 氣 分に 侵されて くる やうになる もので 
す.。 私は ガルス ヲ 1 シ丨を 讀 〇 畤さ うい ふ ブラ クチ カ /1 ^ な 考を懷 いて ゐま L た。 3 うして 讀んで 了つ たら 
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幾分 か 自分の 目的が 達せられた やぅに 思 CA ます。 ♦偶然を がら あなた 0. 御蔭です。 御禮を 申 上ます 以上？ > 1 
三月 二十 一日  夏 目 金 之 助 
大谷 繞石樣 

大 ]£ 三年、 金澤 茨木 町 あて。 

、 . • . . - • ■ • . - ' . -vr:  •，*>、..  . ; • •'; • . 、ノ  . .， ;:'- vv:々 . ./ r. 

Q 

此間は 奥 3 んが御 出京の 由に 聞いて ^) 吱 した 處 貴方 4 御供で 暑い 處へ御 出の ょし 是非 御 目に かか 6 たい 
と 思 CA 爻 す。 然し 此 暑い のに 日中 高 輪から 牛 込まで 御 出は 大變 です。 ど 乙 かへ 御供しても い ミが 世間 知 
ら ずの 私には い V 思 CA O きも あ. CN ません。 夕方から 拙宅で 御飯 i: 上げたい が 來て 下さいません か。 多少 
は凉 しいで せぅ。 あなたの 都合の s \ 日を 知らして 下 S いません か。 奥さん も 一所に 入らつ しやれ ませ 
んか御 返事を 待つ て ゐ ます。 

大正 四 年 七月 十七 日 芝 高 輪 寓居 あて。 

• \ . . • : し- V ”1 . *--.-'.  .. '.. ,.< ^ , 々. .,,, 贫的气ぺ；_. 

手紙を 受取る 度每に 、あの 忙しい 身で ょくも 乙れ 程 {C とい 〇 も 感謝して， 0た£ である。 高等 學 校の 敎師 
を 勤めて. Q たと 乙る で、 小說を 書い ち やならぬ とい ふ 規則 も あるまい。. 好い 材料が 頭に 二た 通 6 は ある 0 
A が 話して きかせた 材料で 立派な 小說に なる のが 此上 二つは ある。 夏 休 か 冬 休に 温泉へ でも 行つ て 書き 了 
へた S。 出來た なら 先生へ デ デイ ケイ シヨ ンして なんと 思 ひ-^ として 居た の だが をの 先生 k 生前 デ デイ 
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ケィトす るとは 出來 なくなつ た C 書きた くもなく 次つ た。 

前揭の 先生からの 書翰は、 筐底 から 得た 三十 七 通のう ち 公表して 差 支 あるまい と 思 ふ もの、 一部で ある 
が、 先生が 如何に 後輩に 對して 親切で 義理堅い 人で あつたか、 自分の 義務は 勵 行して 他人の 權 利と 感情と を 
如何に 尊重 ro n た 人で あつたか、 乙の 手 & たけ、 'て も 推知せられ るで あらう 。即ち 先生は 余の 所謂 ゼン ッ， 
マンの 模範的な 人で あつたので ある。 英文 學者 として、 創作家と して 無論 無上の 尊敬に 値する 「人」 であつ 
たが 人と しても 亦 無上の 尊敬に 値する 人で あつた。 幾度 言つ て も 言 a 足う ぬ、 實に 惜しい 人に 死なれ^ ，も 

の ^ C 大正 五 年 十二月 十六 日〕 
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「君の 電話は いぐら 呼んでも 出な S、 不都合 ぢやな 
いか」 とい ふ。 氏は 「出 やぅが 出まい •か 僕の 勝手 だ 
と 云 ふ。 

友人は 「でも 電話に 直 出る 事は 加入者の 義務 だ」 と 
云 ふ、 氏は 「義務 かどぅ かそ 乙まで 硏究 しないが 兎 
も 角 も 僕は 出ない」 と 云 ふ。 友人は 憤つ て歸つ たが 
後から 電話局の. 役人が 來て 「電話機を 外して 置く の 
は 規則違反 だから 始末書を 出して 下さい」 氏 始めて 

ギヤ フン。 

□ 海苔 卷續 き大學 時代に 一頃 氏は いつも 海苔 卷壽 
司を 竹の 皮に 包んで 辨當に 持つ て 行つ た。 乙れ が 同 
級 生の 眼に 止まつ て 食堂に 入る と 皆 袖を 引き合 a 、 
「見る-^ 夏 目は 今日ち 海苔 卷 •た」 と 笑つ た。 氏は そ 
んなに 笑 ふと so まで も 持つ て來る ど」 と 相 變らず 
海苔 卷を續 けた。 仕舞に 根氣 負けして 皆が 笑は なく 
なつた。 

□ 懷 手した 男 大學で 講義を し. て 居た 時分、 いつも 


左の 手を 懷 手して 氏の 講義 5: 聽 s て 居る 學生が あ 〇 
た。 氏は をれ が 苦になつ て 講義を し 乍ら ジロ リ< 
其學 生を 睨み 附けて 居た が 學 生は 一向 感じな v> と 見 
ぇて、 相變 らず懷 手を して 居る。 氏 も 到頭 堪 6 兼ね 
たか ッカ  <其前 に 進み 「講義を 聽く時 は懷 手を 止 
し 給へ」 と 云つ た 0 

學生は 初て 氣が附 いたらし く サツと 顔を 赤らめ 
て、 其 儘 机に 俯伏して 了つ た。 講義が 了へ て 敎室を 
出ょ 5 とする 時、 其學 生は 氏の 側に 近寄り r 實は 私は 
左の 手が 無い のです」 と ® < 聲に 囁いた。 乙れ には 氏 
も 可な 4 面 喰った 風で、 暫く 學 生の 顏 ir 見詰めた 儘 
呆氣に 取られて 居た が、 やがて 云 ふには r ィャ 、そ 
れは氣 の 毒な 事 だ。 然し 僕 も 無 s 智慧 ^ 絞っ て 講義 
をして 居る の だから、 君 も 無い 手を 出して 聽い たら 
如何 かね」 

□米の 生る 木 子規 隨筆 中に 「漱 石は 米の 生る 木を 
知らぬ」 と 云 ふや 5 な 事が 書いて ある。‘ 氏の 辯 明に 
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日く 「嘘を吐け 一稻な ん ざ 子供の 時分から 早 稻田田 
甫を駔 廻つ て 居た からょ く 見て 居た。 又 何年と 5: く 
白 S 飯を 食つ て 來た から 米 も 知つ て 居た。 

只 不幸な 事には 此二 つを 連絡して 考 へる 事を 知ら 
なかつ たから、 其稻が 其の 米になる 事を 知らな かつ 
た 丈け 3J 


□襟 巻の 洗濯 氏 
はいつ も 折目の 附 
いた サッ パリした 

着物 ^ 着て 居た 寺 
田理學 博士が 行く 


. : « : .;.1ai.t. ■■> - * . •-  -i 

1 hKC '-v r ' : ソ V > ハン ニ，— p r; •'ダ ご 

t ^ M t':;: 


□■か 針金 か 氏は 髪の毛の 柔か S のが 自慢で あっ 
た。 油な ど附 けなく とも 左右に 分けた 髮はぺ タリと 
頭の 肌に 附 くので、 一度 刈る と 三 箇月 も 四 箇月 も 刈 
らな くと もい \ 乙れ が 又經濟 向の 頭 だと 云っ て 大 
の 得意で あったが、 ょく 門下生に 向っ てこん な 事を 

云った。 


て a 5 i: s 


「君は 穢ない 着物を 着て 居るな ア 」 と 云 a _ 


し 


た 0 


博士が 「私が 世間 並で 先生が おしやれで すよ」 と 云 
ふと 氏は 「な アに 僕の 方が 世間 並で 君が 並外れさ、 
オイ 其穢い 襟卷を 出し 給へ」 と 女中に 洗濯 させて r 3 
アこれ が 世間 並 だよ」 


これで も 西洋へ 
行く と 毛が 硬くて 
シロ 箒の 樣 •たと 云 
はれた もの •た、 君 
等の 頭を 見たら 針 
金が 立つ て 居る とで も 云 ふだら ぅ」 

□新 發見の 價 解剖の 結果で 見ても、 腦が 人並 以上 
に 大 5 かつた と 云 ふ 事 だが、 氏の 頭は 實際 大き s 方 
だつ た。 然し その 大きな 頭に 比べる と、 肩幅 •か 何に 
も狹い 。何處 か 伊達男の 氏は これ を 苦にして る 時 森 
田 草 平氏に 向 a r 洋服を 着る と 僕は 見苦しな ァ j と 


話 逸の 生 先石漱 


so た。 乃で 森 田 氏が 「先生は 實際 肩幅 狹 s から フ 
ロックな どは 着ない 方が S 、 です ね」 云 ふと、 氏は 
俄に ムッと して 「人の 口眞似 は 止せ。 云 ふなら 自分 
の發 見した 事を 云へ、 實用 新案で も獨 創でなくて は 
登錄 せんぞ」 

□朝日の 値段 氏は いつも 戶 外に 出る と 敷 島を 買つ 
て 吸つ た。 己の 莨が 甘い と 云ふ譯 ではなく 十錢で 釣 
が 入らぬ からと 云 ふので あつたが、 自宅では 朝日を 
用 CA て 居た。 或る時 客が 「君は 大變 安物を 吸つ て 居 
るね、 節 儉家だ ょ」 とい ふと 氏は 眼の 玉を 丸く して 
「乙れ は 家內が 買 〇 て 置いて 吳れ るの だが ね、 をん 
なに 安いの か、 ナニ 八錢だ ？ な ァ る 程 安物、 たね」 と 
つく-^ 感心した。 

□正義の 少年 氏は 子供の 時 一寸 他家に 養子に 行つ 
た 事が ある 1 尤も 間もなく 實家 に歸つ た が 一丨 其 
養家 先の 養母が 何 かの 事から 隣 6 の 家の 女房 3 んを 
散々 惡く 云つ てゐた 所へ、 ヒヨ ツクリ その 女房さん 


が 入 〇 て 來た 。養母は 少しく うるた へたが、 俄か R 
お ft 辭笑 a をして 「エ、 {、私は s つ も あ 女房 S 
んの やうな 感心な 方は 無い つて 褒めて 居 す / 1 で 
すょ、 ホン トに あなたの やうな 感心な 方は ない わ， I 
など、 饒舌 $ 立て 始める と、 氏は 其 頃 まだ 九 〇 であ 
つたと いふが、 突然 奥から 飛び だして 來て 「をれ は 
みんな 噓で す」 と 叫んだ。 養母は 眞赤に なつて 了つ 
た。 

□足駄 ば t て 氏の 高等 學校 時代に 生徒は 皆 下駄を 
履いて ドン <敎 室に 出入して ゐた もの •たが、 訓令 
が 出て、 「自今 靴の 外 下足の 儘で 登校を 禁ず」 と 云 ふ 
事に なつた。 それに も拘ら ず、 氏は 相 變らず 下駄 ば 
きの 儘で 敎室に 出て ゐた •か、 或る日 足駄 ばき で 廊下 
を ガタ  <步い て 行く と、 曲. CS 角で ビッ タリ 時の 校 
長 杉 浦重剛 氏に 出逢つ た。 氏は ハッと 驚きながら す 
r 樣 足駄を 懐に 入れて 韋駄天 走 6 k 駈けて 歸 〇 た。 
其 後 三十 年 振で 此程杉 浦 氏に 逢つ 穴ので、 氏は 其 時 
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□ » 昌の本 尊 「猫 J は 相變ら ず購讀 者が 多く、 始終 
增 版 ^ して 居る •か、 氏の 邸の 坂 下に 住んで 居る 製本 
屋 は、 「猫」 の 製本 謀 門で 飯を 食 a 、 今では 大分 裕福 
R なつた、 此 製本屋が 一日 氏の 邸を 訪 づれ、 r 私の 今 
日 どぅにかな つたのは 全く 先生の お 陰、 且又 猫 殿の 
あ 蔭です」 と 云つ て 厚く 禮を 述べた 事 •か ある。 氏は 
其 律義な 心懸 を 愛し、 俳句を 一句 短 册に認 めて 與へ 
た。 製本屋は 大喜びで M 來をれ y 神棚に 祀办 、商賣 
繁昌の 木 尊 様 だと 大事に して， Q る。 

□無言の 恩惠 地方に 居る 或る 若 v' 文 學士が 、或る 
時 氏に 書を 寄せて 奉職 口の 周旋を 賴んだ 後、 氏の 返 
事を 受取つ た。 開封して 見る と、 思；： S 掛けぬ 無愛想な 
手紙で 「n 分の 口の 事で 他 入を 煩は 5 ねばならぬ « 
« |.!=. 1 位 射： t ■-. 就いて、 CI は 厚 M を P つ 事が 出來 ない 事 
を 記 M して： 5 て 貰 a たい」 と 書 S てあつた。 文學士 
は 凋れ 切つ て 最後 ^ で 讀んで 行く と、 W タリと 下に 
落ち ^ ものが ある。 何かと 思つ て 拾； 3 上げて 見たら 


五十 圓の 爲替 手形であった。 而かも 其 金の 事に 就 い 
ては 一言 も 書 S て 無 かつた。 

□ 看板の 祟り 神 保 町の 或る 書店の 前を 通る 時は" 
氏は 屹度 下を 向 S て 步く 。何故かと 氏に 訊いて 見る 
と 其 書店の 屋根 看板の 文字を、 書店の 懇望に 依 〇 て 
是非な く 書かされた が、 出來た 看板を 見る と 如何に 
も 拙い 出氣 '* て氣恥 かしくて ならない。 ^ れを 見る 
のが 苦痛な 〇 で、 を の 家の 前を 通る 時は 上を 向いて 
は步 けない と 云 ふので あつた。 

□拙劣い 職工 先年 大學の 文科 主任と して ク丨ド 氏 
が 赴任して 來た 時、 三年 生の 氏は 學生總 代と： ムふ格 
で、 敬意を 拂ふ爲 めに ホーブ ルに 訪問した。 すると ク 
丨ド 氏は 切りに トランクを 指して、 錠前の 壤 n て 居 
るの y E せと 云 ふ。 氏は 先生の 此 名 # ある 註文に 對 
して 一 生 懸命て 弄つ て 見 ^ がどぅして？ p 思 ふやぅ 
k 直らない、 ゥ ，ド 氏は それを 自裂 度が つて 「何 愚圖 
々 + して 居 るんだ？ *__ と 怒鳴 6 出した。 沛 い 先生 だと 
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思 a 乍ら、 遁げ出して 歸 つたが、 其 翌日 敎室 でゥ丨 辭と思 つて 居る らしい」 と 云つ て 他に 話して 居た 併 
ド 氏に 會 ふと 「ィャ 失敬々 令、 私は 君を 昨日 錠前屋 し 氏も英 阈遊學 時代には 隨分 此の 痕痘 面を 氣 にした 
の 職工 だと 思つ たの だよ、 でも 君の 其穢 S 洋服を 見 もの だが、 或る時 電車 ic 乘 ると、 向 a 側に 腰 ど 懸けた 


た 時にはね」 

□ 世間を 狭く 
或る人 氏に 向つ 
て 「君は 世の中 
を どう 云 ふ 風に 

暮 3 うと 思 ふ 

ね」 と 訊く と、 

氏は 橫 5: 向 いて 
面倒臭 ^ うに 云 

つた 「3 う S ね、 マ ァ懷 手して 小 3 く菘 したい」 

(以上 東京 日朝よ 〇 新聞 榦載〕 

□とんだ お 世 辭惡戯 ざ か 6 の 氏の 令息は 氏 •の 顏 3 
へ 見る と、 廻らぬ 舌で 「アバ タ 面」 と 言 ふ。 ^ n でも 
子 煩惱の 氏は 「家の 子供は アバ タ 面と 云 ふのを お 世 


婆 5 ん が、 氏と 隣の 紳士の 顔を 見較べて は頻 に， ーャ 

リ-^ と 笑つ て 
居る。 妙 だ わ s 
と 思 つて 隣*®' の 
紳士 ^ 見る と 
滿 面の 痘痕 だ。 
此の 時 ほど 氏は 
賴ぅ ない 自分を 
心丈夫に 思つ た 

事は なかつ たと 云 ふ。 をれ からと 云 ふ もの 英國に •た 
〇 て痕痕 面が 無い 乙とは ない と 云 ふ實證 を擧げ て、 
大 k い 自信 J: 作ぅたい と 云ふ考 へから、 散歩の 時に 
は頻 6 に 痘痕面 ^ 物色して 步 S た， か、 東 偷敦の 魚賣 
> の お 藥 3 んに 同じ 痘痕面を 見出した。 是れで 二人 
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見た 譯 •た、 せめて 三人 r らゐ發 見せぬ ばなら ぬと 云 
ふ意氣 組で， セツ セと 搜索 を續 ける と、 或る 街の 曲 
6 角 V 小 ぼけな 醜男で 而も 立派な 痘痕面を 見付け 
た。 ャァ來 た^-と 一 $び舆 んで 近づいて 見る と、 何 
の 乙と 鏡 K 映つ た 自分の 姿 であつた。 

□十五 人の 中漱石 氏在學 常時の 文科 大學は 甚だ 振 
はな かつた もので、 氏の 同級生は 僅かに 十五 人き 6 
しかな かつた が、 其の 中には 三人の 文豪が 居た。 一 
人は 尾 崎 紅葉 氏、 一人は 正阆 子規 氏 j あと 一人は 即 
ち 漱石氏 だ。 尤も 紅葉 子規の 兩氏は 中途で 退學 した 
から 其の 三文 豪の 中で、 卒業した のは 氏 一人で あ 
る 0 

□骨董 屋 1ID 氏の 道樂は 骨董 續 廻りで、 暇が ある 
と 散步 •かてら 骨董 屋の 店先 ^ . 观 S.V 步 S た。. 元よう 
一の 秃爐 に數萵 金を 惜爻ぬ と 云 ふやうな 贅 t 盡 ず 乙 
とは 出來 なかつ たが、 氣に入 へ すれば 贋物と 知 
A ながら もを れを買 つて 「僞 物の 方が 廉い からね」 


と 1 人で 喜んで 居た。. 

□ 暖い日向て氏は日向の暖かい處が好さで、秋か 
ら 翌年の 春までは ょく 日の 當る緣 側に 机を 持 出し 
て、 日向 ぼつ M しながら 原稿を 書いて 居た。 3 ぅし 
て 少し 暑 過ぎる やぅになる と、 麥程 帽子を 冠 〇 て 書 
-し た。 

□ 英國人 嫌 ひ 世間 T は 氏を 英國 風の 紳士な どと 云 
って 居る が、 實は 氏は 英國 人が 嫌 ひで 英 國遊學 中は 
極めて 不愉快な 日を 送っ て 居た。 氏は やは 6 .東洋 趣 
味の 人であった。 

□南 書の 山水 氏は 以前から 繪を 書く 乙と が 好き 
で、 初めは 水 彩 書を 中頃 津田 靑楓 氏に 就 S て 油繪 を、 
晚年は 氏. 一流の 南窬風 の 山水 ^ 描いて 居た。 氏は 之 
を 態々 京都へ やつて 立派な 表裝を 3 せて 持つ て 居 
た。 

□化 學の趣 咳 氏は 科學 に對 する 趣味 1: 十分に 持っ 
て 居た。 科 學界の 新し S 發明 などは いつも 深く 注意 
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して E た。 3 うして 科學の やうな 系統的な 硏究を 文 
學の上 ic も應 用したい と 云 ふ考 へを 持つ て 居た。 
□Q 械 e 操が 上手 學生時 代に 機械 鰐 操が 大の 得意 
であ C た'  學校座 のを 取 6 卷いて 居る 癖に 一寸 手を 


かけた と 思 ふと、 ボッと 飛び 上つ て 外の 通 &を 步く 
女な ど 1: 見い^^し ^ 。 氏の 小說の 中に も 斯ぅい ふ 
人物が 出て 居る。 (以上 大阪輞 日 新聞ょり 轉 載) 
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漱石 氏に 關 する 感想 及び 印象 
追想の 斷片 

馬場 孤蝶 

夏目漱石君は長者の風のある人、客扱ひのう ^ い人、人にょつて話をせられる人であつた。雄辯の人は 
槪して 客には 話させない もの だが、 夏 目 君は 客に も 話させ 自分 も 話される とい ふ 方の 人で あつた。 私 i 明 
治 四十 年、 森 田 君の 家で お 遇 ひ したの が 初めで あつた。 私 e> 宅へ も 二度 ほど 來られ た、 私 も 行 〇 たが 3 う 
度々 は 行かな か 〇 た。 

七月 (大正 五 年) 中旬、 上田 敏 氏の 葬式のと き 式瘍の 入口で 一寸 挨援 した &6、仑 れ から 一度 も會 はな か 
〇 た。 漱石 君は 實生活 では 複雜 な變手 古な 生活を 3 れな かつた が、 あ、 いふ 人 だから 思想 上では いろ < 
の 生活を せられた。 II 際 當つた 生活は 割合に 狭い。 作物の 上に 肉 あ A 血 あ $ と 云 ふ 部分で 十分で ない とい 
ふこと が あると すれば、 ^ れは實 生活 k 觸れた 點が餘 う 無 かつた 所に 原因す る 之 とと 思 ふ。 

作物、 特に 近頃の 氏の 作物を 見て 感服す るのは、 書いた と 之るに 抜 目次く、 此處 R 4 う 一句 あつ 公 らば 
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好く 分る •たらう とか" 此處に もう 一行 欲し S とか 云 ふ 感じの 起らない 點 V ある。 私 どもは 夏 目 君の 注意力 
の廣く 精密に 油斷 なく 働いて ゐ るのを 見 t 感服す る ばか 6 である。  、 

夏 目 君は 癎癩 持ち だとい ふ 話を 聞いた 事が あるが、 5 う 云へ ば さう 云 ふ 所 冬 あつ / 2 らうと 思 ふ。 が、 一 
方から 言へ ば、 多分 腹の 立つ やうな 心持ちに なつて 來 ると、 其の 感情を 抑へ ず ^ わざと 口に 出して 見る 乙 
とを やつて ゐられ たのでは なから うかと 思 ふ。 

頓才 のす ぐれて 居られた のは 誰でも 氣のつ く 事で あると 思 ふの •たが、 演說 とか 講演と か 云 ふ ものを 聽い 
た 人は 誰でも 皆 夏 目 君の 到 M 即妙の 頓才に 感服した 乙と と 思 ふ。 門下の 某 君が 自身の 小說の 中に 『子を 作 
るのは awful な 乙と である、 何と なれば 自分の 傳へて 居る 一切の ものが 子に 傳 へられ、 子は 亦 それを 子に 
傳へ 、その子は 亦 その 次の 子に 傳へ ると 云 ふ 風で、 親が 有つ て. Q る 凡ての ものが 永遠に 傳 へられて 行く。 
子を 有つ のは 才- フルな 乙と である』 と 書いた ときに 夏 目 君が その 某 君 k —— 『おれ •か クソ をす ると 其の 
クソが 野菜 (C か、 $ 野菜が 育つ て 人に 食 はれ、 人の 血と な $ 肉と なる。 で、 その 人は 亦 子を 作る と 云 ふわ 
けになる。 故に クソの 功果 も 永遠で ある、 君の 云 ふ 通 6 にす n ば クソを する のも才 r フ V た』 と 言は れた。 
で、 その 某 君 •か 2 目先 生は 他人の 熱心を 打ち消さう とする やうに、 戀 愛のと 乙る へクソ を 持ち出した のは 
如何にもう まい、 Nl n には a どく 閉口した と 話した 事が ある。 

もう 二 年 ほど 前 かと 姐 ふの だが、 私は 外濛 線の 電車 V 圖らず も 夏 目 君と 一緖に なつて、 少しの 間 話を し 
た Z. とが ある。 をの 時 夏 目 君は 自分の 口髭と 雨鬢 との しらがを ^ して 『乙 / L なに 白くな. した、 でも 頭 
の眞 中は 黑 S の •たが、 乙の 通 6 帽子を 被る と 肝心の 黒い と 乙 ろは 隱れて 白 S と fj /s ばかう 出ます』 と 言つ 
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て 笑 〇 て 居られた 0 

五十に迓い私どもに取つてば、あ、云ふ夏目君のや$次理解力の豐かな人が知人の中から ?: くなると、 

甚だ 淋しい 心 持 •かする 0 . 私が 明治 四十 四 年頃. に、 小說を 少 L 書 S た 乙と が あるが、 三 田 文學に 出た 『屈辱 J 
に 就 S ては 夏 目 君 •か 好く 其の 作 中 •の 人物の 心 持 1: 理解して 門下の 人 令に も說明 された やうに 聞いて ゐ 6- 。 
間接し 木 直接に も、 私に 小說 を 書けと 勸めて くれた. のは 夏 目 君が I 番度 々、'てあつた やうに 覺ぇ. てね る。 我 
々の 行かう と 思 ふ 方面で 敎 へを 乞 ふべき 人で あ 〇 た 夏 目 君の 長逝は， 我々 所謂 文壇 0* 老朽 者に 取つ て、 は 特 R 
損失で ある 0 

乙れ は 私 ばか 6 の 感じでは なから うと 思 ふの だが、 夏 目 君が もう 少し 若い 時分から 作者 生活 5: 始められ 
なか 〇 たのは 殘 念な 事で あつた。 一方に 於て はな か<花 やかな 筆 も あつたの V あるので あるし、 感情に 3 
於ても 决して 乏し S 人では なかつ たので あるから、 それの 盛 A に 流露す る やうな 若い 時代に 於て 筆を 執 6 
始められた ので あつたら、 も 〇 と 盛 / L な 作物 •か 出たら うかと 思 はれる。 夏 目 君の 作物の 如何にも 結構 布置 
井 然として ゐて 、作者は 何處玄 でも 冷 靜で あると いふと 乙る に 何等かの 不滿を 有つ 人々 が あると すれば、 
其の 人々 は 私 どもと 同じ やうに 夏 目 君の 若い 時分に 作を 始められな かつ ^ 事を 殘念と 思 ふで あらう。 

然し そん 衣 事は 隴を得 て蜀を 望む と 云 ふ 乙と に過ぎないので あるから、 我々 は 夏 目 君の 與 へられた 丈け 
の もので 滿 足すべき である。 しかも 十分 滿 足すべき 價 値の ある ものを 夏 目 君が 遺 さ れた 乙と には 槪ね 何人 
も異存はあるまい。 

要する ^ 夏 目 君は 人物と して 見て 冬 作品から 見ても 全く 特別な 上等品で ある。 手の 乙 ん •た 念の 入つ た 品 
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日、 漱石 先生に 敎科書 彼此れ は 相談の 上 極める から 旅 宿の 帝國ホ テ， へ來て 吳れと 云 ふので あク た。 で 漱 
石 先生は 外國 人を 訪問す るの だからと いふので 當 時の 日本人の 考で 能き る だけ ハィヵラに 仕立て、 帝國ホ 
テルへ 出 懸けた。 尤も 當 時の ハィヵラは 今日の 蠻 からで 漱石 先生 其の 日の あ / 1 出で立ちと いふ ものは その 
時分 流行つ た 縮の —— 節は 夏で ある— 折 襟の 前は 紐で 締める やうに なつて 居る 襯衣の 上に 直接に フラン 
ネ， の 金 鈕附の 制服を 着して 居られた の •た。 所で ホ テ-, では ボ r ィに 案內 されて 行く と ゥ丨ド 氏の 寢 室へ 
連れて行かれた。 奇異な 所へ 案內 する もの •たとは 思つ たもの、 さう いふ 習慣 も ある 名の かと 思つ て 室へ 入 
るとク 丨ド 氏は 『フン』 とか 何とか 云つ て 一向に 拶挨 もせずに 室に ある 革 医 R 指を さした。 漱石 先生には 
一向 何 •たか 合點が 行か 無 かつた が 多分は 革 画の 中には 書籍が 入つ て 居る から 開けて 出せ、 3 うした 上で い 
ろ-^ 相談し やうと S ふ 意味で あらう と 推察した ので、 直ぐ 立 寄つ て 跪がん で 革 医の 蓋を 開けた、 所が 中 
には 襯衣 だの 衣服の 古 S のな どが 一杯 入つ て 居る きうで 書籍ら しい ものは 影 さへ 無い。 何う した 事と も 解 
らぬ ので、 蓋を 兩手、 V 押し上げ た ^ 、で ゥード 氏の 顏 を 凝 乎と 見 あげて 居る と、 やがて 氏は 傍へ 來て 蓋に 
手を 掛けて 元の通り 蓋を 爲 やうと する ので 漱石 先生は 直ぐに 元の通りに 蓋を 下した。 とゥ ，ド 氏は 又 蓋 R 
手を掛け開けやうとするので漱石先生も一緖に蓋を持ちあげ 72 。漱石先生には何の事やら一向に解らぬ。 
3 う S ふ 同じ 事を 二度三度 繰う 返した 後で 漱石 先生 も 堪らへ 兼ねて/乙れ は 一體 何う いふ 譯な のかと 尋い 
た。 ゥ丨ド 氏は 『錠前が ^ c はれて 5 る』 と 云 ふ。 漱石 先生は ますます 解せ ず 『錠前は 成る 程 損じて ゐるが 
をの 錠前， の 損じて 居る. 乙と、 我輩との 間に 何等の 關 係が あるの か』 と 斯う 哲學 的 R 尋ねた。 すると ク |ド 
氏は. 『でも 御前は 錠前 直し だら う J と 云つ た。 漱石 先生 乙、 に 至つ て 憤然と 立ち上つ て 『否』 と 答へ た。 


象 印び 及想感 


所 V をの SNO" なる ものが 如何にも 激烈な 調子で 云 a 表は 3 れた ものな のぞ、 漱石 先生 その 如何に 錠前 直 
し と 呼ばれた の 1: 憤つ て ゐるか V 明に 知う 得られた から ク t ド 氏は 少時 呆れて 漱石 先生の 顔を 見て 居た。 

が やが、 て 『君は をれ では 何う い ム人 なのか』 と尋い た。 『ィャ 自分は 文科 大學 の學 生で、 かう <い ふ 用 向 
&で來 たの だ』 と漱石 先生が 說明 するとい ふと、 ク—ド 氏大 に慌で 、『ャ ァを n は 飛んでも 無い 間違 a で 
あつた。 實は 錠前 直しを 待ち受けて 居た 所へ 入 〇 て 來られ たので、 一 圖に 5 うと 思つ て 誠 (C 何う も 失禮を 
した。 疎忽の 段は 幾重に も堪辨 せられ 度い 1 g* cfQ yl- ? og 目 A pp a ogj とい ふ樣な 事を 云つ て" 改めて 
漱石 先生 ir 應接 室へ 通らせて 書籍の 相談を 爲 たとい ふので ある。 一體な らば 前日 敎塲’ •て 差 向 a で 話を 爲た 
ので あるから ゥ丨ド 氏は 漱石 先生の 顔を 覺ぇて 居るべき 箸で あるが ゥ f ド 氏は 日本へ 來たて の 西洋人に 有 
勝な 通う 日本人の 顔が 皆 同じに 見 免て 區別が 付かな かつた ので 斯う s ふ 間違が 起つ たとい ふので ある。 漱 6 
石 先生の 云は る 、には、 をの 後 西洋へ 行 〇 てから 考へて 見る と 自分の 當 時の 服裝 は M 洋 入の 眼で 見たら 何 
うしても 錠前 直し 相當の もので あつたと いふの だ。 

乙の 話は 僕 等の やうな ゥ r ド 氏. にょし 半面で も識 ある ものには 特に 面白 S。 あのス 抦な訥 辯な ゥ I ド 氏 
が 初め 漱石 先生を 錠前 直しと 思つ て 扱かつ た 態度と 後の 慌て 方と •か 何と無く 眼前に チラ 付く やうな 氣 がす 

るの •た。 

△ 

1 れは 明治 二十 三年の 秋 かと 覺 ぇ て 居る が、 本 鄕の若 竹へ 越路が 掛かつ た。 漱石宪 生は. その 時、 令兄ょ 


象 印び 及想感 


6 拜領の 外套 1 中古では あるが 仕 立の なか— 良い- — を 着せられて 大分 得意で 聞いて 居る と、 傍に 安 
座を か S て 居た へんな 男が 『今日は 休み か』 と尋 S た。 漱石 先生は 無論 先方が 此方 1: 學 生と 認めて さう 尋 
く 事と 思つ て 『今日は 休み だ』 と 答へ た。 をれ から 先方が いろ— の こ とを 尋 くので 相當の 返答を 爲て居 
ると 段々 話が 喰 CA 違つ て 來る やうに なつて、 乙れ は 少し 異樣 •たなと M つて 居る うちに 到頭 先方から 判然と 
『お前は 造兵へ 出る のか j と尋 S たとい ふの •た。 乙の 話は 漱石 先生が 前の 話 ほど 描寫 的には 話 ^ れ無 かつた 
ので 是れ切 6 しき や 書け 無 S が 何に しろい る— な 者に 間違 へられた ものでは 無い か。 

乙れ は 明治 四十 年頃の 乙と" 漱石 先生の 今の 早 稻田南 町の 家へ しかも 庭先へ 入つ て 來て 先生に 逢 ひ 度 S 
とい ふ ものが あつた。 先生が 出て 見られる と椽 先に 十四 五の 少年が 立つ て 居る。 『用は 何 だ j と尋 くと 懷か 
ら 英語 讀本を 出して、 『讀 めぬ 所が あるから 其 所を 伺 ひ 度い の だ』 とい ふ。 先生が 『お前は 俺の 所へ 來れば 
分かる と 思 〇 て 來た のか、 をれ とも 當て 無しに 來 72 のか J と尋 くと 『多分 分かる •たらう と 思つ て 來た』 と S 
ふの •た。 —— 乙の 問答では 漱石 先生の 方が 負' けたと いふ 評で ある —— V 又 『乙れ から 每日尋 きに 來る積 $ 
か』 と 問 ふと 『S や 今日 •たけで 宜 $ の •た j とい ふので あつた。 で 少年を 椽へ 腰掛け 3 せて 置て 英語 讀 本の 
烏が木の實を琢つくといふやうな所を讀んで遣つた。前後を見ると一面に假名が付いて居る。烏の所ばか 
6 は 假名 無しで あるので 何處で か 習つ て 居る のかと 尋 くと、 何處か 牛乳屋 かなん かに 奉公して 居て 大學生 
の 所へ 夜學に 行く の だが 烏の 部分 だけは 缺 席して 拔 けたので 尋きに 來 たとい ふので あ 〇 た。 少年は 二三 ヶ 
月 前に 田舍 から 出て 來た もので あつた 5 う •た。 夏 目 氏の 直話を 聞いた 時には 非常に 面白く 思つ た •か 僕の 取 
次では 何う も 十分に その 與味 を傳 へる ことの 能き ない のは 殘念で ある。 


象 印び 及想感 


△ 

乙れ は 又聞きの 物語で あるの だが、 漱石 先生が 帝國大 學で敎 へて 居られた 時學 生の 中に 一人 何時も 隻手 
を懷 にした ま、 で 講義を 聞 S て 居る 者が あるのに 漱石 先生は 氣が付 S. た。 一面に 於て 潔癖な 儿 帳面な 漱石 
先生は、 をの 學 生の 姿勢が 甚く 癩に觸 つたと 見ぇて、 或る日の 講義 中に 講壇を 下み ^ の學 生の 傍へ 行つ て 
『手を お出しな 3 SJ と 少し 銳つ /? 聲で云 つた。 學生は 顔を 赤く したの みで 何とも 返答せ ず 又 手 も 出さ 無い 
漱石 先生 更に 强く 『手を お出しなさい』 と 云つ た。 が 學生は 一層 赤くな. 〇 魚の 如く 默して 居る のみで どう 
しても 手を 出さ 無い。 夏 目漱石 先生 も爲 方が 無い もの だから 講壇に 戾つて 如何にも 不機嫌 5 うな 樣 子で 講 
義を 終 〇 た。 

とその 後， になつ て 何時も 手を 懷に 入れて 居た 學 生の 友人が 漱石 先生の 家へ 行つ た。 ^ うして その 友人は、 
仑 の 手を 出 ^ 無 かつた 學 生は 手を 怪我して 居る 男な ので 手を 出 3 無 かつた のでは 無くして 手が 出せ 無 かつ 
たの •たと 漱石 先生に 向つ て說 明した 末 {'C をの 友人は 『下世話に も 無い 袖は 振られ 無 S と 云 ふでは あ必爻 せ 
ん か』 と 警句 一番した 積 6 で 云つ た。 

眞 面目な 漱石 先生は その 學生に 對して 甚く 氣の 毒が 〇 た。 が 重厚なる 紳士 漱石 先生は 唯 だま 乙と に惡る 
かつた 氣の 毒な 乙と を爲た 先方へ 宜しく 僕に 代つ て 挨拶して 吳れ 給へ と 云 ふやうな 意味の 乙と を 云 ふだけ 
では I 普通の 人が さう いふ 瘍合 には 大抵 云 ふやうな Z. と 1: 云 ふだけ では— 漱石 先生 自身 氣が濟 犮 無 か 
つた。 漱石 先生は 此の際 自分 .!: も 笑 〇 て 了 まひ 度 かつ 穴の だら う —— 傳者は さう 云つ て 居る i 漱石 先生 
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は澀い 顏 をして 斯う 云つ た I 

『僕 等は 無 S 學問を 出して 講義を 爲し 居る の S :: 君 も氣が 利かんで は 無い か 〇無い 手 & 出して 吳れて 
も宜ぃ の ^ 』 


溫 情の 裕 かな 夏 目さん 

內田魯 庵 

夏 目 ^ ん とは 最近は 會 ふ機會 がな かつた。 をの 作 も殆ん ど讀 1 ない 〇 人 ? > 評判に よると 夏 目 3 んの 作は 
一年 ましに 上手に なつて 行く と 云 ふが、 私は 何故-たか 3 うは 思は ない、 と 云つ て 私は 近年は 全然 讀ま ない 
の •たから 批評す る 資格は 勿論ない ので ある。 

新聞記事な どに 據つて 見る と、 夏 目さん は 自分の 氣 R 食は ぬ 人には 玄關拂 CA をした $ 又會 つても 用件が 
すめば 『もう 用が すんだ から 歸 6 給へ j r らゐに 云 ふやうな 人ら しく 出て ぬるが、 私は 決して S うよ 思よ 
ない 私が 夏 目 5 んに會 つたのは、 『猫 j が 出てから 間 もない 頃で あつた。 夏 目 5 んは氣 むづ かしい 默つて 
ゐる人 だと やらに 平生 聞 5 V ゐ たから 會另 $ とは 思； 5 な. から、 S 其の 時まで 見合せ て尝 や— 具合 
で：：。 初めて 會 〇 た 時 だつ てわざ {、訪ねて 行 〇 たのでは なかつ たが、 何 かの 用で 千駄 木に 行つ たが、 
丁度 夏 目— の 家の 前 S つたから 立 寄る 乙と にした。 一 體晉 身は 性質と して 初めて 舍つミ に對 して 


象 印び 及想感 


は餘ぅ 打ち解け 得な S、 初めての 人には 二三 十分 以上は とても 話して ゐられ ない 性分で ある。 とこる が、 
どうした 事 か、 夏 目さん とは 百年の 知己の 如しで あった。 丁度 ^ の 時 夏 目 3 んは 障子 1: 張 6 代べ てを られ 
たが、 私が 這 入っ て 行く と、 かう 言 はれた。  - 
『どうも 私は 障子を 半分 張 6 かけて 置く のは 嫌 a •たから、 失禮で すが、 張っ てし 爻ふ爻 で 話しな •から 待っ 
てゐて 下 3 い』 

をん な 風で 二人は 全く 打ち解けて 話し込んだ。 私は 大變 長座を した。 夏 目さん は 人に ょっ て 或 ひ は 門前 
拂ひを した $ 佛頂顏 した 办 すると 云 ふ •か、 それ も 本當だ らう。 然し 私は 初めてから そんな 心は しな かっ / e 
英雄 人を 欺く と 云 ふから、 或 a は 3 うか も 知 n んが 、然し 私は そんな 氣持 はしな かった。 その後は 何 かの 
用が あった 6 して、 ちょ s く 訪ねて 行く 乙と も あったが、 何時で 本 用談 ^ けで 歸った 乙と がない。 お 忙 
がし s でせ うか S 二十 分 位と 斷っ て會 ふとき でも、 矢 張 二三 時間 も 長座を する のが 常例 だっ た。 

夏 目さん は 好く 人を 歡迎 する 人 だっ たと 思 ふ。 空トボ ヶた 態度な どを 人に 見せる 人では なかっ た U それ 
に 話が 非常に 上手で、 と 云 ふのは 自分> 話し 客に も談ぜ させる 乙と に 實に 妙を 得た 人だった。 元 來私は 談 
話中に 駄洒落を 混ぜる の •か 大嫌いで ある。 私 i 目 ^ んに 何十 回 談話を 交換した か 知らん が、 唯の 一度 も 
駄洒落を 聞いた 乙 とがない。 それで 夏 目さん と 話す 位 ゐ氣 持の 好い 1 とはな かった。 夏 目さん は 大抵 一時 
間の 談 諸 中には 二回 か 三回、 實に好 S 上品な ユ t モアを 混へ る 人で、 ^ れも 全く 無意識に 迸 i 出る と 云っ 
たやうな 所が あった。 

また 夏： nro んは 他人に 賴まれ 穴 乙と を 好く 快諾す る 人 ^ つたと 思 ふ。 隨 分い やな 賴爻れ ごとで も 快く 承 
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諾され たのは 一再で ない。 或る時な どは、 私は 萬 年 筆の>」とを書いて下 3 いと賴んだ。若い元氣の好い文 
學者 へで も、 Z. んな 事を 賴まう ものなら" をれ 乙 そ ムキに なつて 怒られょう が、 先生は 別に 嫌な 顏な どは 
せられな かつた。 た ビ 『僕は 困， る』 と 言は れた 。と、 私は、 『いぇ、 惡 く ^ へ 云は ねば 好い から：： 調法な 
もの だ 位. Q R 書いて 下 3 い』 と 賴んだ 。をん な 風で、 云は  < 乙ち らで 書き上げた 物 R 唯 署名して 貰 ふ 位ゐ 
にしても 快諾 3 れた乙 とが ある。 

私は 夏 目さん とは 十 年 以上の 交際 i: 續け たが、 餘 6 頻繁に 往復し なかつ たせ い でも あらう けれども、 た 
ゞの 一度 も 嫌な 思 a を 3 せられた 乙と がな S。 成る 程、 時としては つ o' じ 曲 6だ と 世間に 言 はれる やうな 
事 も 有つ たか 知れな S。 千駄 木にゐ られた 頃 だ 〇 たか、 西 園 寺 3 んの 文士 會に 出席を 斷つて 、面白い 發句 
を 作られた 乙 とが ある.： •をの 句は 忘れ -/ a が， 何でも ほと、 ぎす の聲は 聞け ども 用を 足して ゐる 身は 出ら 11 
れない と 云 ふやうな 意味の 乙と •たつた。 

〇 

夏 目さん は 門下生には 大變 好かつ た。 また 家庭 も 至極 圓滿の やうに 思 ふ。 近頃 新聞な ど 色々 の 乙と を 書 
く 3 うだが、 をん な 乙とは 何 かの 感違ひ だと 私は 思 ふ。 尤も 病身の 爲めに 時には 氣ひづ かしく なられた の 
は 事實だ らう。 子供の 乙と には 好く 心， v 懸けられる 性質で、 日曜日には 子供が めい <の 友達を 伴れ 込ん 
で來るので"まるで日曜幼稚園のやうだと笑つてゐられた。 

作から 見れば 夏 目さん は 3 ぞ かし 11 洋 趣味の 人 だつ たらう と 想像す る 人 も ある やう ^ が、 私の 觀たと 乙 


象 印び 及 想感 


ろでは 全く 支那 趣味の 人 だつ /? 。 夏 目 5 んの 座右の 物は 殆んど 凡て 支那 趣味で あつた。 

硝子の インキ スタンドが 大嫌ひ で、 先生は わざ < 自身で 考案して 橋 口に 作らせた 乙と が ある。 と 乙る 
がを の 出來上 つた インキ スタン K は實に 嫌な 格好の 物で* 夏 目 3 ん 自身 も 嫌で 仕樣がない とこ ぼして 居ら 
れた乙 とを 記憶して ゐ る。 

左樣 、原稿紙 も 支那 風の もので： •。特に 夏 目 漱石さ んの 嫌いな ものは ブ グゥ ブラ クの インキ だつ た。 
萬 年 筆は 絕 ぇず 愛用せられ たが、 インキは 何時も セピアの ドロ ー イング インキ だつ たから、 萬 年 筆が 
ょくいたん だ。 私が 一度、 い、 萬 年 筆を 選んで、 自分で 使 ひ 慣らしてから インキを 一 瓶つ けて 持たせて や 
つた 乙と が あるが、 その インキが プリ ゥブ ラク だつ たので 氣に 入らな か 0 /2 さう である。 夏 目漱石 3 んは 
有 ゆる 方面の 感覺 k デリ ヶ r 卜だつ たのは 事實だ らうが、 別けて も 色に 對 する 感覺は 特に 3 うだつ たと 
思 ふ。 

『ブ リゥ ブラックを 使へ ば 帳面を 附けて ゐる やうな 氣 •かする j と 好く 言 はれた。 

その 割に 原稿は 極めてき たな かつた、 句 讀の切 6 方な どは 目茶 •たつた、 尤も 晚年の 乙とは 知らない。 そ、 
のく せ 書に かけて は 恐らく 我が 文壇の 人では 第一の 達人 だつ たらう。 

修善寺 時代 以後の 夏 目 5 んは餘 う 往訪 外出は 3 れな かつた やうで ある。 その 當時 、私の 家に 來られ たこ 
とが あるが、 『ーヶ月ぶ $で 他家を 訪ねた』 と 言は れた 。その 頃は 多分 痔を 療治して， Q られ たかと 想 ふ。 生 
n て 初めて 外科の 手術を 受けた との 乙と で、 『實 R 聊かな 手術な のに：： j と 苦笑して、 そして 手術の 時の 
乙と を 話 3れ 左。 
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輕 S 手術 だから 醫者は 局部 注射の 必要 もな いと言つたが、夏目3んは强びてコヵユン注射をして貰つた 
上に、 いざ 手術に 取 $ か、 ると 實に 痛が る樣 子 5: 見せた ので、 看護婦 どもが 笑つ た 3 うで ある。 ^ んな 1 
とを 話してから 夏 目さん は 『近頃、 主人公の 威嚴を 損じた：：』 と 言 C) て 笑 はれた。 

前に も 言つ た 通- CN、 私は 夏 目さん の 近年の 長篇 を殆ん ど讀ん で， Q ない と 云つ て 宜しい。 ょし 新聞 や 何 か 
で 斷片 的には 讀んで ゐる としても、 私は 矢 張-^ 初期の 作が 好き ♦た。 特に 短篇に 好きな ものが ある。 『文晃 』 
の やうな ものが 佳 S と 思 ふ。 『猫』、 『坊ち やん』、 『草枕 J、 『ロンドン塔』、 『ヵ ーラィ ル 博物館 J、 こんな も 
のが 好き •た。 

要するに 夏 目さん は、 感覺の 銳敏な 人、 駄洒落を 决して 言は ぬ 人、 談話 趣味の 高級な 人、 そして 上品な 
クィ ットの 人な ので ある。 我が 文壇には 此の方 面で 獨自の 人で あつた。 夏 目 5 んには 大勢の 門下生 も 在る 
乙 と •たが" 然し 皆 夏 目 5 んの 後を 繼 r ことは 出來な 傾向の 人 ばか うの やうに 思 ふ。 た C 一人 此處 に擧 ぐ 
れ 'ば， 現在は 中央 文壇から 遠ざかつ て ゐる けれども* 大谷繞 石 君 •か 居る •たけで ある。 乙の 人は 夏 目 3 んの 
最も 好 S 後繼 者では ある ^ いか。 

仑 しても 一つ 付加 へれば、 夏 目 3 んは 、殆ん どと 云つ て も 好い 位 ^ 西洋の 新ら しい 作を 讀んで ゐ ない と 
思 ふ。 

仑れ は 三 四 年 前に、 マロ  r の 『フ アゥ スト J とか スベン サ ，の 或る 作と かを 頻办に 耽讀 して ゐられ た 事 か 
ら見て も 解る であらう。 (談) 
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英文 學の 感化 

長 谷川 天溪 

P 

芨 目漱石 氏と 私とは 特に 親しい 關係は なかつ たけれ ども、 私は 先輩と して 常に 尊敬して ゐた 。漱石 氏が 
我 •か 文壇に 於け る 大家で あつた 乙とは 誰も 知らな S 者は ない ほどに 好く 知れ渡 〇 た 方で あるが、 特に 英文 
學の 特色を 最も 好く 我が 國に 輸入せられ た 方と 私は 見て ゐ る。 つまぅ 英文 學の 特色を 日本化して 自家の 作 
に 現は された 人 •てあつて、 別けて も英國 流の 極く あつさ もした 上品な ユ I モアを 有つ てゐ られ た。 乙の 點 14 
では 恐らく 我が 文壇に 於け る 唯 一 の 人と 云つ て 好い。 

文章 •か 緻密で 隙間がなくて、 しかも 秩序 井 然とと、 のた ところ、 心理 描寫の 細かく 行き渡つ たと 乙る、 

筆が 自由自在に 走つ た 所は 英文 學の 最も 好い 特色を nil 嚼して 書かれた ものと 見られょう。 元來 、漱石 氏は 
をん な 方面に 非常な 特徵を 有つ て ゐられ たので あるが、 それ 等を 助けてます'^ 鮮やかに 成長せ しめた 冬 
のは 即ち 英文 學の 影響で あると 私は 思 ふ。 漱石 氏の 作に も 亦 性格に も グル I ミ— な 點が 少しもな かつた。 
ロシア 文 學に現 はれて ゐる やうな グル— ミ* 2: 氣分は 全然 見出されな い。 乙れ は 要するに 英文 學の 感化で 
あつたら う。 

漱石 氏は 又 一方から 云へ ば 悟 ♦の 人で あつた。 現 實を認 める 乙とは 好く 認められた。 と 同時に 理想 も 有 
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〇 てゐ られた 。しかし 現實に 走られる 乙と なく、 また 理想 ^ 執着 さるれ と S ふ 跡 もない やうに 思 ふ。 氏は 張 
6 詰める 乙と をせられ なか 〇 た。 夢中に なられな かつた S つ も-— 綽々 たる 餘裕を 以て 生活 もせられ 亦 作 
を もせられ たやう である。 いつも 四方 八而 縱橫 からものを 觀 察して. 作を せられた。 ^ 乙が つま 6 漱石 自身 
の 所謂 低徊趣味の 生じた と '^ るで あつて、 乙れ と 英文 學の 特長と が 相 依つ て 氏の 藝 術を 形作つ たので ある。 

物を 八面から ょく-^ 觀 察して 書く と S ふ 乙とは 日本 文學 —— 過去の ものに も 現今の ものに も —— に 最 
も缺 けた 點で はな V: たらう か。 この 點で 其の 缺陷を 塡めた 者は 實 に 漱石氏 唯一 人で あつた。 張 $ 詰めた 作 
ばか 6 多 い 我が 文壇に 於て、 あの やうな 態度を 持して 行かれた 乙とは 實に 面白い。 乙れ は 又と かけが への 
ない 我が 文壇の 寶 物で ある。 乙の 點で は漱石 氏の 前に 漱石 氏な く、 後に も 亦 無 S わけで ある。 

漱石 氏は 趣味が 廣く 、優れた 學者で あう、 頭腦： & 非常に 確か 6 して 明晰で あ 6 、そして 前述の やうな 態 15 
度で 人生を 觀られ たの だから、 人生の 有 ゆる 方面 •か 能くは 〇 & う 見ぇた 乙と を 思 ふ。 氏の 作品 も 初期の も 
のは 可な 6 洩らさず 讀んだ し V 近頃 新聞に 發 表 3 れる ものは 斷片 的には 讀ん •てゐ るが、 作を の ものに 就て は 
特に 言 ふ 乙と が 出 來ない 。乙の 方面に 批評を する には 更めて 今一度 あら 穴に 讀み 返へ 5 なくて はならぬ か 
ら ••： 

前に 述べた、 英文 學の 大家と いふ 事 ^ 就て 念の 爲め 言う が、 元來 英文 學の 大家と 云へ ば 誤解せられ る 恐 
れが ある。 普通 我 •か 國で 用. Q る 英文 學の 大家なる 言葉の 意味に 據れば 、語學 や 歴史の 大家を 指す やう R 
聞ぇ るが" 夏 目漱石 氏は をん な 意味での 英文 學 大家では ない。 -J5: は 英文 學を 最も 好く 表は した 人、 日本化 
した 人、 をの 長所を 取 6 入る、 に 比類のない 人な ので あつた。 上品な リファィンされ た 紳士で あう 藝術家 
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であった。 

世間には、 とも すれば、 漱石 氏が 非常な つ ひじ 曲 $ であっ たかの やうに 言 ふ 人 も あると 聞 いて ゐるが 私 
は决 して さう は 思は ない。 私は 却つ て 反對の 見解を 有 〇 てゐ る。 ず 〇 と 以前、 西 園 寺 公が 文學者 連と 會合 

5: したと き 詰〇雨 聲會の 乙と ? £ が — -漱石 氏 や 二葉 亭が 其の 會合に 出席し なかつ たので、 成る 人々 は 

氏を つ ひじ 曲り の やうに 思 〇 たか も 知れない けれども、 氏 自身に 言は すれば あべこべで ある。 漱石 氏は 自 
身が 餘 $ に 甘つ すぐな 人 だつ たので あ a 。 自身が 餘 $ に眞 直な と 乙る から 却つ て 世間に 誤解され たか も 知 
れ ない。 少く とも 氏 自身は 5 う解釋 して ゐ ら れ た 乙と* たらう。 

『坊ちゃん J の 主人公の やうに 漱石 氏は 餘うに まっす ぐな 人 だつ た。 非常に 垢脫 けた、 或る 意味に 於て 交 
際の 上手な 人柄で あ 〇 た 乙とは 否定され ない けれども、 决して 世才 子では なかっ た。 また 頭腦が 人一倍 明 
晰であ$、洞察力が銳く，江戶ッ子的のあ 0 さ$した氣質の人だづたから、っま6俗人離れのした性格の 
人 •た 〇 たから、 他人に 對する 感情は 非常に 淡泊で あつたら うと 思 ふ。 で、 氏に 毛 嫌 CA s n たと 思は れる人 
でも， 本営は 案外 嫌は n て 居らず、 又 氏に 愛好され て， Q /2 と 思は n る 人で も 實際は 案外 あつさう した もの 
•たった かも 知れない。 好 s 意味で、 氏の デ ジケ， 卜な觀 察の 好材料に 供せられ て， Q た 人が 案外に 多 かつた 
かも 知れない。 

兎に角、 漱石 氏の 氣質や 態度は 文學 者と して 實に 尊むべき もので あった。 (談) 
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夏 0 氏 M ついて 

- 

正宗 白鳥 

私が 初めて 夏 目 金 之 助と いふ 名前を 知つ たのは、 田舍に ゐた 時に 取 寄せた 早稻 田の 規則書に ょつ て C し 
た。 英文 學の 講師と して 出て. Q たので、 名前に 興味が あつた、 めかょ く覺ぇ て： Q ^: した。 氏の 性行の 脫俗 
的な 己と や 學識に 富んだ 乙と を 初めて 聽 い たのは、 讀賣 新聞で 大學 敎授の 評判記 5: 書いて ゐた 頃、 畔柳芥 
舟 氏を 4 訪ねした 時でした。 當時ホ トヽギ スに 出て 居た 俳體 詩を 讀んで 面白 い と 思 CA ました。 

をの 後一 時 讀賣の 主筆で あつた 竹 越 三叉 氏の 命を 奉じて 同氏を 東片 町の/ X モに 訪問して、 日曜 附錄へ 載 
せる 原稿を 依賴 した 乙 とが あつて、 をの 際 二度 氏に おめ に掛 つた 譯で す。 私へ 宛て、 原稿を 送つ て 貰つ た 
$、 西片 町へ 轉居 3れ た 通知 も 頂きました が、 それつ き 6 氏に 接する 乙とは なくな $ ました。 用事がない 

のに 他人 殊に 先輩 — を 訪問す る 乙との 嫌いな 私は、 矢來に 住んで、 早稻 田の あ 宅の 前は 每 日の やう 

に 散歩して ゐた 時分に も、 一度 も お訪ねし ませんで した。 

新聞 小說は あま 6 讀爻 ない 私は、 氏の 作物 も 極めて 少し、 か 讀んで ゐま せん。 「道草」 と 「心」 とを 略 令 通 
讀 したくら， Q で、 他は ほんの 飛び^^に 目に 觸れ たくら， Q な ものです 。今 k なつて 思 ふと 「道草 一 「ロンド 
ン塔 J などが 氏の 本領を 發 揮した 今の 文壇 k 類のない 傑作で、 道草な どは さう 大した ものぢ やない かと 思 
はれます。 もつ と歲を 取つ たら どうか 知ら 衣い が、 今まで V: は 氏の 作物に 共鳴を 感じた 乙とは あ うません 
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「、じ-などは 理窟で 乙ね まわし. た 作物の やうに 思 ひました。 氏の 作物には 女 同士の 話が まるで 外交 談判で も 
して. q る やうに 思は n ると 乙る が 多い やうです。 

私が 氏に 同感して ゐる點 は 氏の 胃病 V 苦し ^ れた ことです。 私自身の 前途が 氏の 病 狀を讀 んで 不安に な 
务 ました。 r 死ん ぢや 困る から 注射を して 吳れ 」 と、 醫師に 歎願 3 れたと 新聞に 出てゐ ましたが、 乙の 一言 
が 氏の どの 作物よ $ も 私の 胸に 銳 く ^ /2 へました。 文學藝 術なん て 畢竟 遊戯 文字に 過ぎない かも 知れ ませ 
ん が、 「死ん ぢや 困る から：：」 には 私達 人間の どん底の 心の 聲が 感ぜら n ます。 

氏は 甞て 中央 公論で 漱石 合評 1: された 時に、 をれ を 大變い やがられ たと か 聞きました •か、 今 ^ た漱石 號 
などを 出 S R るの 1: 生前に 知つ てゐ られ たら S ぞい やがら n た 乙と でせ う。 


腰の 据った 人 

秋 田 雨 雀 

私は 夏 目さん の 人柄 も 作物 も餘 6 能く 知つ て ゐる 人間で ない 乙と を 先 づ御斷 6 して おさます I もぅ 少 
し 時す ぎてから 夏 目 5 んの作 や 文 學論や 其 他の ものを 比較して、 夏 目さん 0 持つ て ゐた 人生 觀とで も 云 ふ 
やぅな ものを 調べて 見 穴い と 思 ひま すが、 今 此處で は 夏 目 5 んから 受けた 私の 印象 だけを ざ 〇 と 述べて 見 
たいと 思 ひ ^ す。 
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私は、 夏 目 3んといふ人は所謂出來上つた侧の一人であるとぼ、ひダで。一體出來上つたと云ふ乙とは何 
を 意味す るの か、 その 言葉 R も 種 令の 意味は あるが、 此の 塲合で は單に 作家と して C もな く、 亦 思想家と 
して  なく、 唯 漠然とし /2 意味、 て、 廳の据 0' た人の意味である。而して何時でも夏目§んは、夏目5ん 
自身の 人生 觀で 生きて ゐられ たやう R 思 はれる。 其の 人生観の 善惡 、高低、 其の 評價は 別問題と して、 日 

本の やうな 特に 今日の 日本の やうな 1 動搖し 易い、 即ち 何となく、 そは  <と して、 前後左右を 顧 

慮し、他人の思惑を獻，9、時代の顏色を眺めた$して居ねばならぬ今日の日本人には、ちょ 0 と珍らしい 
タ ィブで ある 乙とは 確で ある。 

夏 目 3 ん をの 人は、 隨分 時代を 靜はぬ 人で ある。 西洋風に いふと、、 一 a' か f: «' lg, 0' A' T' か 5' 〇嚴密 な 
意味では 夏 目さん は 現代の 日本 1C 生きて， Q なかつ た。 5 うかと 云つ て 夏 目さん の考 へは、 全然 歐羅巴 風 か 
と 云へ ば さう でもな く、 亦 純日本式で もない。 例へ ば 俳人の 系を 引いて ゐる 日本風の 思想を 持つ て ゐたか 
と 云へ ば、 S うで もない。 矢 張 夏 目 5 んは 、自 から 作つ た 哲學の 中 k 生きた 人で ある。；^ ユ 、氏が 叚令作 
家と して 立たず とも、 餘程 面白 い人で、可成に仕事をした人ではないかと思ふ。而しをれかと云つて、文壇 
以外の 社會て あれた け ® の据つ た 自己の 人生 觀、 て 生きて 行く 人が、 日本の 現代の 他の 社會 で、 立派に 
やつて 行ける かどう か 疑問 だと M ふ。 私は 矢 張、 文壇の 中に 生き、 文壇の 中に 逝かれた 夏 目 ^ んを 幸福で 
あつたと 思 ふ。 たと へ 今の 文壇の 人で 銀行 や會社 の 仕事を しても、 相當に 仕事 も出來 、可成の 成功を® ち 
得る 人が あるか も 知れぬ が， 今日の 文壇. V、 自己の 眞 人生 II で 物を 云い、 物を 書いて ゐる 人は 實に 少ない 
ので ある。 r 今 B の 日本 文壇. ては、 歐羅巴 h 保證が なくて ね、 思 切つ て 物を 云 はれない やう T ある。 日本の 
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社會 で (i 正直に 0 己の 考を 述べた 6 、 1E 直に 自己の 考を實 行した 6 する のは" 喜ばれな い。 かう 考へて 見 
ると、 夏 目 3 んは 、やは*^ 大 學敎授 や、 他の 仕事ょ 6 も， 文壇で 生 9 られ たのが 幸福て あつたと 云は ねば 
ならぬ 〇 夏 目さん の 如 3 は、 時代に 逆行す る 乙と も出來 、時代に 全く 無 關心で ある 乙と も 出來た 人で ある。 
時代に 逆 1T し 若く ば 無關 心で ある 乙との 出來る 人は、 何等か 大きい ある 力を 持つ て ゐな くて はならぬ。 を 
れはが tr と ^0 て ある。 夏 目さん は 吾々 の 時代には 珍ら しく ある 心 持を 備へた 人で あつた。 

作家と しての 夏 目さん は、 とかく 歐洲の 影響を 受けて 動 V* た 現代の 作家、 例へ ば 私達の 先輩、 島 崎 藤 村" 

田 山 花 袋、 德 田秋聲 等の •諸氏から、 全く 領域を 異にした 人の やうに 思 はれる。 島 崎 藤 村、 田 山 花 袋、 德田 
秋聲の 諸氏と 同時代 若く ば 以後の 時代の 人々 は、 殆ど 同一の 線 上に ある やうに 思 はれる。 所で 夏 目 ^ んだぅ 
けは 此 等の 人々 と 全く 行き方 も、 一生 觀も藝 術も異 つて ゐ た。 私達の 注意を 惹 くのは 其點 である。 夏 目 さ 如 
んの 初期の 作 『我輩は 猫で ある』 を 許して 歐洲 作家の 影響、 V あると 云 ひ、 亦 其 他の 作 『三 四郞』 や 『門』 など 
に 現 n て. q るユ I モア や アィ -P ニ ーを英 _ 文學の 影響と 見る 人 も あるが、 私は 單に 外來の 影響の みとは 見 
たくな い。 人は 單に 外來の 影響の みで 動く もので ない。 Z. のユ •"モア、 Z. の アィ TJ ニ ー、 何れも 我 今の® 
先の 血の 中に 潜んで わたち ので あ 会、 亦 それが 夏 目 3 んの體 質の 中に も、 境遇の 中に も、 沈澱して ゐて徐 
ろ ^ 吐刍出 3 れたものであると思ふ。 

髮 s: f' 各 ■で ^ : $ 0' 落、 の is 髮がぢ 、影 it' 較ビ浴 T: 乙 V か ffi' ぎ。 今、 朝日に 連載 さ 

れ て ゐ る r 明暗』 などを 見ても" 殆ど 病的では 無い かと 思 はれる 程 想像が 豐富で ある。 あとから 考へ ると 馬 
鹿 らし s 、 夢の やうな 描寫で も、 氏の 文章を 讀ん、 v ゐる中 は、 眞の 現實で 、少しも 偽がない やうに 思 はれる。 


象 印び 及想感 


をの點 から 考へ ると 夏 目さん は、 近代の 日本の 文章に 一個の 力を 與へた 人で ある。 其れが 必ずしも 歐洲の 
影響の みで なく、 日本人 •か 昔から 持つ て ゐた 所の ものである。 氏の 文章の 中では 或塲 合は 甚だ デ，：^ し 
た、 投 込んだ やうな 文章を 用 CA 、 亦 他の 塲合で は 甚だ 幼稚な 文章を 用 a て、 併も讀 者を 惹いて 行く ので あ 
る。 此 等 0 文章は 其自 からが 力で あると 共に、 亦 氏の 人格、 性癖、 生理 狀 態から 離れて 考 へらるべき もの 
でない。 如何なる 作家の 作物 も、 その 人の 人格を 離れて 考られ ぬのは 勿論 だが" 殊に 夏 目さん の塲 合に 於 
いてさう である。 私は 近頃 ある 友人と 語 〇 たこと です が、 氏の 作の 中には 極く 短い 文章が あ 〇 て、 それは 
夏 目さん でなくて は 書けぬ 癖、 色彩が 這 入つ て， Q る。 若し あの人 格と あの 生理 狀 態とを 持たず して、 あ、 
した 文章 1: 書いても、 讀 t れた もので ない。 此影響 が 若い 門下の 中 ^ 現 はれた として 7P、 門下の 人々 ^ は 
眞 似られ ま S。 其れと 云 ふの も 氏の 思想は 若い 人々 に 影響し にくい と 云 ふ 理由 も あらう が、 亦 氏の 人格、 
性癖 •生理 狀態 k 特異な ものが あるから である。 

夏 目 3 んの 思想 や、 藝術が 將來の 藝術界 に、 どんな 影響を 齎す かは  一口には 言は n ぬが、 私の 考へで は、 
在 生 時代に 愛せられた 割合に、 次の 時代では 作家と して 明確な 影響 や 感化 ビ藏 t' f い どぽ、 ふ。 其は 吾々 の 
艰 代に 對し て餘 6 JC 出來 上つ た 人で あつたから である。 唯 氏から 學ぷ べき 乙とは 『人は 唯 常に 自分の 人生 
の爲め に 自己の 人生 觀を 持ち、 自分自身で 自己の 途を 進まねば ならぬ。 將來 ど / L な變 動が 起ら ラと、 吾々 は 
泰然と 其れを 切う 拔 けられる 自分自身の 力を 養は ねばならぬ。 をれ でなくて は 如何程 騷い でも、、 もが、 い、 て 
も 駄目 だ。』 と敎 へた 所に ある。 

私は 時々 夏 目 S んに 遇つ /? 時の 印象を 思 出す。 氏は 世間を 知 6 盡し 、人情を 味 a 盡した 人 だと M ふ： > 世 
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の 中には 我々 靑年の 生活を 知らず、 現代から 全く 離れて ゐな •から" 求めて 現代の 伸 間 入} せ 5 とす 5 人 ❖ 
も あるが、 夏 目さん は 現代 生活を 充分 知つ てゐて 、併も 現代に 無關 心で あつた。 乙れ は 甚だ 大膽 なやぅ で 
あ i、 亦 fe る 人に と 〇 ては 殆ど 堪へが たい 乙と である。 併し 氏に と 〇 ては 平 氣の平 座で あつた。 更 JC 氏の 
人格を ある 人は 『笑は ぬ 人 だ』 とい ふたが、 私の 考へで は 夏 目さん の 目は 同じ 程度で 常に 微笑して ゐるや 
うな 氣が する 或は 間違つ て ゐ るか も 知れぬ。 (談) 


彫刻に したら 可い 顏 

島 田靑峯 

夏 目 3 んの 事 5: とい ふ 御 尋ねです が、 乙れ とい ふ 深い 思 a 出 も あう ませぬ。 私の 知つ て tQ る 事は 大方 新 
聞雜 誌に 出て* Q る範圍 k 出ません し、 又 夏 目さん の 門へ 親しく 出入 ^ れる 人達から 聞 S た 事 も 無 いで は あ 
$ ません が、 それは さう いふ 人達から お話しが あらう と 思 CA ますから、 かた t 何にも 無 い わけです。 

私が 夏 目 3 んのお 宅へ 伺つ y2 のは 國民 新聞で 文學 欄を やつて 居る 頃が 初 ま うで 數回 位し か あ うませぬ。 
をれ も 差し 當つ ての 用事で 行く のです から、 しみぐ 話を 伺つ た 事は 無い と s つ て 可い のです。 をれ から 
謠の會 とか 芝居と かで 一緖に なつた 事 も あ した。 s つ であつ たか 二月 頃 だと 思 a ます。 隨分寒 s 頃で 
したが、 あの お宅へ 伺つ て 書 齋の疊 の 敷いて ある 方の 所で お 話を 伺つ てゐま した。 をの 時シユ ークリ J ム 
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を 一つ 戴いた のです。 私は いきな $バ ク リと やる と、 あの 中のク ジ 1 ムがド ロ^^と 私の 膝の 上へ 落ち ま 
した。 W か あわて、 それを ハンヶ チで 拭き取- CN -i すと、 夏 目 3 んは 、あのい 〇 もの 通^' の 非人情 的と でも 
いふので すか、 口許を 少し どちらへ か 曲げて、 微笑を 含まれて、 「を Z1 にも 付いて ゐ ますょ」 と 私の 胸の あ 
た- 〇 を 指されました。 私の 羽織の 紐に くつつ いて ゐ穴 のです。 私の 頭には 乙の 時の 夏 目さん が 一番は つ 5 
i と殘 つて 居ます。 前掛を 着けて 泰然と 構へ て ゐられ ると 乙る、 溫容 のうちに 何物 かを 藏して ゐて 、親し 
むべ くして、 犯し難 s とで もい ふやうな 態度と 受け取 n t した。 乙ん な 事を いふと 禮を 失する かも 知れ ま 
せんが、 夏 目さん の 顔は 彫刻に したら 面白から うと、 常々 考へて ゐま したので す •か、 臨終の 晚 、新 海 竹 太 
郞氏： a マスクを 取つ たと s ふ 事を 新聞で 見て" 自分 a とうで 乙れ ある 哉と いふ やうな 感じが しました 事で 
す。 23) 

C 

夏 目 3 んの 作品は 殆ど 殘らず 讀んだ やうに 思 a ますが、 t n 等の 評 1: する 事は 他に 其 人が あらう と 思 a 
ますから 差し 控 へます。 强 a て 私の 好惡を 言へ ば 早い 頃の ものでは 「偷敦 塔」 とか 「草枕」 とかい ふやう. 

な ものが 好きです し、 近頃ので は 矢 張う 「明暗」 が 好きです。 「虞美人草」 はどうした もの か 私は 好み ませぬ。 

夏 目さん に 世評の 通 6 つむじ 曲 6 とか 55 介と かいふ やうな 性質 •かあつた としたら、 夏 目 3 ん を して 斯 /、 
ならしむ るに 至つ た 何等か 深い 動機と か 原因と かが 早く ど 乙 かに あつ / 2 のでは あ 6 ますまい か。 夏 目さん 
とい ふ もの 1: 徹底的 R 理解 せんとす るには Z. 、 まで 遡る ベ 5 ものでは あ办 ますまい か。 S うして 初めて •* 

目 3 んの 人生 觀も 分かる の ^ らうと 思 a ます。 

睹 R L て も 未だ-^ 生きて ゐて 充分 立派な 藝術を 見せて 貰 a たかつ た。 まだ 五十と いふ お 年です からね。 


象 印び 及想感 


初めから 固定して 居た 人 

島 村 抱 月 

私は 個人的に 漱石 氏と 會 〇 たことは 二 度 か 三度 だから、 直接 人と しての 漱石 氏は 知らない。 また ^ の 作 
品に も、 特に 最近の ものは 餘 6 讀ん でゐ ない。 だから 最近 どんな 風 k 作品な 6 思想な $ が 變 化した か 私と 
しては 分らない ので ある。 

私の 知づ て. Q る 範圍に 於て 考へて 見る と、 漱石 氏の 味； 5 は 云ふ爻 でもな く & シアで もな く ド ィてて もな 
く 亦 恐らく フランスで もな s ので ある。 やは $ 純ィギ ジス 若く ば 一步を 踏み出して アィぐ フン ドの 味は a 
に 違； 5 ない。 

あの人の ものは、 創作を 讀んで も 評論を 讀んで も 殆んど 同じ 味は a である。 所謂 低徊趣味と いふ 話 も あ 
つたが それょりか あの人が 多くの 創作な' <=N 評論な 6 に 依つ て豐 富に クリ H 丨卜 して 與へて 吳れる ものは 

あの パラ ドキシ カル •ヴユ t である 丁度 か C んで 股の 間から 景色 1: 見る やぅな 具合 {C 、 尋常の ものを 5$ 

樣に 見る と 乙る に 出て 來る 。そんな 風に して 出て ゐる 知識な 6, 感情な 6 の 味は ひが 人の 注意を 索いた もの 
であると 思 ふ。 

あの人の 人生 觀の 如何なる もので あつたかは 私は 知らな s から、 ^ れは 差し お s て、 どぅも あの人は 最 
初から 腰の 据 〇 た 人生の 觀方を して， Q た 人では なかつ たかと 思 ふ。 前に も 言つ た 通 6 晚 年の 作品を 讀まな 
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いから 分らない けれども、 恐らく 餘う戀 -化を しな S 作者では なかつ たか" 人間 k 於ても 創作に 於ても。 

世間には 動搖 する 者と 固定した ものとの 二者が ある。 一個人の 生活に してから が、 初めから 終う まで 動搖 
して ゐる 人と、 初めから 終 うまで 固定して すます 人と、 槪して 若い うちに 動搖 して 年齡の 加は ると 共に 固定 
して 行く 入な どが ある。 西洋には 固定した 生活を しながら も 徹底す る 人が あ $、 また 初めから 終 で 動搖 
を 續 けなが らに 徹底した 生活を する 人 も ある 乙と 言 ふ ^ でもない が、 日本では S うは 言は n ない。 乙れ は 日 
本の 社會狀 態の 結果 や 日本人の 生理 作用の 結果が 然 らしめ ると 乙ろ であらう が、 槪 して 言へ ば、 日本人は 固 
定 すれば 徹底し、 動搖 をつ てければ 徹底し ない ので ある。 隨つて 、靑 年と 老年と が、 かつきう 區別 が附 く。 

つ ^ 6 動搖 した 生活は 若い者の 特有で あ^ N、 年を取る に 從つて だん^-^ 固定して 來る やうな わけで ある。 

日本 現代の 作者を 見ても、 乙の 二色が はつき 6 目立つ て 別れて ゐる 。そして 動搖 生活から 固定 生活に 移 25 
らんと しつ、 ある 中間の 人 も 見られる ので ある。 

漱石 氏の 如きは 恐らく 初めから 固定した 人生 觀 G 腰を す兔た 人では なかつ たらう か。 尤も 氏が 文壇に 出 
られた のは 比較的 年を取つ てから •たから、 動搖 は ^ れ以 前に 通過した のか も 知れない。 (談) 

sssssssssssss€>^>v^»sssl^\(-c<-r?J^>)>s»>>ssss\c#sc>v#sssssssssv 

新 ロマンチシズムの 第一 人 ■者 

小川 未明 


象 印び 及想感 


私は 數年前 に 早 稻田南 町に 住んで， Q た 時が あつた。 その 時分は 漱石 氏の お宅は ぢさ 近所で あつた けれど 
も、 元 來何處 へ も 行く のを 好まな v» 私は 遂に 其處 にゐる 間に 氏を お訪ねす る 乙とは なかつ た。 しかし 氏の 
作物を 通じて、 また 人の 噂を 通じて、 其の 人と なう を 非常に 懷しく 思つ て ゐた 。氏は 日に 幾 回と なく 近所 
の 町外れの 郊外を 散步 する ので あつた。 そしてた び < 氏が 江 戶 ;11 の 附近を 步い て. Q られる お 姿 ^ 見た。 
が、 をの 後は 永い 間 氏の 姿を 見る ^. とがなかつた。  • 

乙の 夏、 鈴 木 君の 令 M のな くなら れた 葬式のと き、 敎會 堂で 氏の 姿を ょを ながら 見た が、 その 時 氏の あ 
頭が 大變 白くな つて ゐる のに 氣が ついて、 そして 昔の 乙と など 憶 a 合せな •から、 を 乙に 長い 月日の 經つた 
乙と を 考へ させられた。 

氏の 作のう ち 最も 鮮かに 記憶に 殘つて ゐ るのは、 『偷敦 塔』 や 『幻影の 盾』 で、 をれ らの 作には 靜かな 冷た 
いもの、 中に 輝かしい 色彩の ある TI クマ ンティ ックな ものが 光つ て ゐる 。私が 氏に 就て 感じた 乙とは、 何 
ょ-^ も先づ かの 自然主義の 當時で あつた。 今更 乙、 に 云 ふ ^ でち ない が、 作品に 對 する 嚴肅と 云 ふことは 
獨ゥ 自然主義の 作家の ものに 止らない 乙 とで ある。 美と 詩に 憧がれ る 心は 浪漫派の 作家に 取 6 て も嚴肅 な 

ものである。 

單に 外形に 現 はれた 現實 のみが 現實の 凡て！^ はなく、 我々 の 生活が 生む 幻想、 想像、 憧憬 も 亦 人生の 事 
實で ある 己 と 論を 待たない。 然るに 自然主義の 勃興した 當 時、 旣に 可な 6 一家を なした 文壇の 人々. 脆く 
も 自己の 主張 や 主義を 捨て、 直ちに 自然主義に 迎合して 行つ た。 中には 從來の 自分の 態度が 誤つ て， Q 7^ 乙 
とを 吿白 した 人々 も ある。 自ら 自然主義の 作家と 名乘ら ねば 恥と 思 ふやうな 人 3 へ あつたの •て ある。、 
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をん な 間 ^ あつて" 漱石 氏は 自家の 主義 主張を 執 〇 て 行か n た。 當 時の 批評家は 低徊趣味を 笑つ た. 4 し 
たので あるが、 しかし 其の 趣味が 單なる 一種の 骨董 的な 趣味で ない 乙 とは 勿論で ある。 此の所 謂 低徊趣味 
の 中 R は、 も 〇 と 深く 人生を 味識 すると 乙ろ の 深い 考へが あつた 乙と 言 ふ t て もな S。 をして 其處に ロマ 
ンチシ ズムの 限 $ なく 美しき 情操 も 在つ た。 

氏が 『坑夫』 を 書かれた ときから、 氏の 純な 神秘的な ロ クマ ンチシ ズム とは 大分 おもむきを 變へて 來た。 
けれども 一種の 人間 生活 若く は 感情 1: 哲理 的に 見る Z. とはず つと 變ら ずに 續 S たと 思 ふ。 

遠い 眞 理の讹 界に 魅せられる やぅな 此の 味は a が 私は 懷 しい。 あくまで 情味が あ 〇 て、 爻た 遠く 考へ 3 
せられる 力は、 過去の 文壇を 通して 唯 氏 一人 あつた ばか 6 である。 

今、 忽焉 として 氏が 逝かれた のは、 私に 取 $ て 非常な 驚きで あつた。 しかし 五十 年間に 氏が なされた も 27-) 
のは、 藝術 家と して 充分に 偉大の もの だつ たと 私は 思 ふ。 私は 乙 んな藝 術 家の 死去を 尊敬す ると 共に、 Z. 

れ に 依つ て 自分の 今後を 非常に 激勵 せられる ものが あ 〇 た。 (談) 

I\f%i/???ysi^^siyL?M}}yyysd??ysiyt?}yKiiy\fss}yyyyyyyyyy^s\syys0 

夏 目先  生 

久保田 万太郎 

夏自 先生に、 私は、 機會が なくつ て、 とぅ <、 あ 目に か、 らずじ ま a でした。 


象 印び 及想感 


です が、 先生 k は、 私は、 種々、 御 厄介 ^ なつて ゐ 1 す。 

私が、 咬 だ、 小說も 何にも 書かない 前、 私は、 始終、 松 根 東洋 城 氏のと 乙ろ へ、 遊び ^ 行 〇 てゐ爻 した。 
3 うして、 始終、 松 根 氏から、 先生の おう わさを うかがつ て ゐ ました。 

ところで、 明治 四十 四 年の 夏、 私の、 はじめて 書いた 小說が 、「三 田 文學」 に 出た とき、 朝日 新聞の 文藝 
欄で、 小 宫豐隆 氏が、 大 へん、 同情の ある、 長い、 批評を、 書いて 下さ S ました。 をの 乙る、 小宮 氏は S 
ふまで もな く、 文壇に、 知合と s o ては、 唯の 一人 も 持つ てぬな かつた 私に とつて は、 全く、 それが、 思 
ひがけない 出來 事でした。 私は、 嬉し かつた まま、 松 根 氏に、 をれ を 話しました。 

すると、 その後、 會つ たと きに、 松 根 氏が、 「先生が 5 うい 〇 て ゐた 、あの 小說 は、 /!>• 宫ょ办 も 5 きに、 先 
生 •か 讀ん で、 先生が 面白い といつ /2 の だ ^ ラ、 た。」 とい ふやうな 意味の 乙と を、 話して 吳れ爻 した。— 私 
は、 3 すがに、 なん •たか、 晴れが ましい やうな 氣にな うました。 

小宮 氏には、 をの 後、 半年た つて、 自由 劇塲の 「寂しき 人々 J のとき に、 お 目に か、 うました 。をれ か 
ら 、つづ S て、 學校 や、 芝居で、 屢々 、あ 目 R か、 る やうに なつた とき、 時折、 今度は、 小宮 氏から、 先 
生の 乙と を、 種々、 うか V ふやう R なつて、 そのうちに、 一度、 何 かの 機會 に、 先生に、 お 目に か >务た 
い と考 へました。 

すると、 一昨年の 夏、 朝日 新聞で、 武者 小路 氏 や、 里 見 氏 や、 長 田 氏の、 十回 づ 、位の、 短い 小說を 載せ 
る 計畫が 出來 た とき、 小宫 氏を 通して、 先生から、 「 5: 则も何 か 書かない か」 とい ふ 乙と でした。 「もし 書く 
氣が あるなら 直接に、 先生のと 乙ろ へ 返事を する やうに」 と s ふ小宮 氏からの 何で、 を Z. で、 はじめて、 
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私' は、 先生のと 乙ろ へ 手紙 5: さし 上げました。 

きろが‘ れが 、私の、 小說の 書けな く S— 時で、 書き かけて •途中で： とうに i く、 ァガキ 
がつ かな i 4 し S 期日を 三度 ま V 延ばして 頂 SV、 それ V も、 S、 五十 枚に 足らな S 原稿が 出來 
上 4 せんでした。 をの 都度、 先生から、 叮 寧— 手紙を 頂戴して 、私は—、 何う にも 1 やうな 
、いもちに な 4 した。 をのと きの 苦し かつ？ とを、 私は、 いま— 之て？ す。— して、 そのと きの 
不始末 ^ 、 S まに、 申譯 のない ZL とに 思つ て ゐ 1 す。 

松 根 氏と、 小宮氏 の ほかに、 もう 一人、 本 多 (直 次郞) 氏が 來て 、ょく、 先生の 話を して 吳れ ました 本 
多 氏の 話に ょると、 先生は、 松 根 氏から 聞 ミ、 私が、 小說を 書く？？ とに？ S 後の、 それは、 
世間で あんま 6, •知らない 事情を'  種々、 よく" 知つ て お 1 ^ ての やうな X 合でした。  にかく 今度 
何 か、 キツ カケが あつたら、 本 多 氏に、 南 町まで、 是非、 連れて行 つて 貰 ふつもう にして 置參 した。 

何に しても、 、十日の 朝、 朝日 新聞の 五 面を あけた とき、 私は" ある， 大きな， 不思議な 心 もちに、 そこ 
に、 «" 1: れてゐたのでし 7? 。(十二月十<口〕 


十年經 たねば 

與謝野 晶子 
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私は 夏 目先 生とは 殆んど 交際が ござい ^ せんでした。 お 亡くなう にな した 時 も、 ^ の 御 住所 3 へ 知 
ら ないやう なわけ V、 御 哀悼の 手紙を 差し上げる MAm へ出來 ませんで した。 四 五日 b くれて 漸く 森 田 3 
んの 許へ 御傳 達を お 願 CA し / e やうな わけです。 

そんな 風で E 接 ^ 人柄 ^ も 親しみ 力 乙 ざいません から、 どんな ^ 方で あつたかは* ^ ^ 御作を 通して、 
交ん 人の^^ 通して 聞き 知つ てゐ る ぐら ゐの もの •て、 乙れ と 云つ て 取 立て、 申 上げる こ ともあ^ N ませ L。 

夏 目先 生は、 ただぇ らい 方 だと 思つ て ゐま すだけ でございます。 御作 も 可な 6 拜 見して はゐ ますけ” ど、 
ただ"^ 感服して ゐる とい ふ 以上には 別に 申 上げる 事 も ございません。 私な どは まだ-^ 今後 十 年 も勉强 
しなければ、 とても 先生の 御作に 就いて 批評め いた 乙と を 申 上げる 資格 もない かと 存じて 居 6 ます。 先生 
の 初期の 作、 たどへ ば 偷敦 塔な どと 近頃の 『明暗』 などとの 間には 著しい 變化が あ々 ^ せう、 が、 z. n も 

爻だ 何とも 申 上げる 資格が あ 〇 ません から 。左樣 、あ ^ 6 おぇら v» と 思 CA 込んで， Q るせ いか も 知 

わ ませ / L が、 何しろ 今 十 年 も勉强 しなければ ならぬ と 思 ひます。 (談) 

步いた 道が 異 つて 居た 

田 山 花 袋 

私は Em 3 んには 一度％ 會〇た 乙 とはな し、 同じ 時代に 作家と して 立ちながら 全く 別の 道を 步るい て來 
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たの •たから、 何等 個人的の 關係 もない と 云 ふわけ で" 人と しての 夏 目 3 んに就 いては お話しす べ& 何もの 
も 有つ て ゐ ません。 で、 あの人の 作品に 就 S てほんの 鳥渡した 感想を お 話す る 事と しませう。 

私は 夏 目さん の 作品が 新聞な どに 現 はれる 都度、 大抵は 努めて 通讀 して 來爻 したが、 その 作品の 孰れを 
讀んで も、 一 體何處 が のか 解らない。 S や、 一口に 云へ ば 私は 夏 目 ^ んの もの ^ 對し ては 理解の 頭が 
ない と 云つ た 方が 當 〇 て ゐる かもしれ ない。 

併しながら あの人は 本塲 まで 出かけて 行つ て 英文 學を 硏究 して 來た人 だから、 作品の 凡てが 著しくを の 
影響を 受けて ゐる 事は 明かです。 例へ ば デョ —ジ •メレディスの 如きは、 詰らな S 事柄で も 態と 小む づかし 
く 解剖して、 小刻み k 說明 しょうと して ゐる ので あるが、 夏 目 5 んが 矢つ 張り その 行方で あつて、 先づ最 
初に評判になつた「猫」などは煩鎖な英文學の影響を遺慽なく現はした好典型であると思ひ爻す。 

夏 目 5 んは 今 ^ で 吾々 が たづ S はつて 來た やうな 自然 派の 文學 、大陸の 文學を 振 6 向かないで、 充分 英 
文學の 味を 咀嚼し め、 そして 自分の 創作を 續けて 來た 人で ある •たけに、 吾々 とは 全く 行き方が 違 ふ。 隨つ 
て 乙れ が 私を して、 夏 目 S んの 作は 何處 がい、 のか 解らない と 云は しめる 现由 ともなら うと 思 a ます。 

ずつと以前に讀んだものは大方忘れてしまつたが、兎に角私が讀んだもの、中で、まづ1等優れてゐる 
と 思 〇 たのは 「それから」 です。 道 代と か 云 ふ 女の 心理 描寫が なか—* 巧 S やう R 思 a li した。 「門」 など 
1 則 半は 隨分 面白い もの、 やうに 思 ひ ましたが、 後の 半分 •か：： さ うです ね。 最近の ものでは 「明暗」 も 
大分 世間では 評判に なつた やうです •か、 私には 矢つ 張ぅ 解らない。 

前 R も 云 〇 た 通う、 煩 鎖な 英文 學の ，事物に _ する 諄々 しい 說明振 ぅを をの ま、 の やうな 夏 目 3 んのも 
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のは、 普通 一行です 〇 やうな 事柄を 細かく 解剖した 4、 之れ ^ 面倒な 說明を 加へ た 6 して 十 行 ばか 6 本 費 
し て ゐる塲 合が 多 S。 例へ ば 或る人 物と 他の 人物と が 相對 した 瘍合 などの 心理 描寫が 如何にも 微細な とこ 
る 爻で 行き 屈いて. Q る。 一人が 何 かを 言へ ば 他の 一人が それに 對して 、何ん とか 答へ る、 をの 一言一句に 
伴 ふ 相互の 心理が 實に 細かい 說明で 以て 描き出され て， Q る。 つま 6 あの人は 凡ての 人物を 刻苦 精勵 して 彫 
み 上げょうと して. Q たのです。 

處で夏 目さん の 心理 描寫は 細かい、 如何にも 細かい 所 ^ で 行き 屈いて ゐ るが、 をれ は 極めて 一般的な 鎖 
細な 塲合 5: 描 S たもの 許 $ で、 グィ-^ と 首を 絞めつ ける やうな 大 問題には 逢着して ゐない 。吾々 が 夏 目 
さんの ものを 讀んで 何時も 物 足うな く 感じる のは 此の 點で す、 露 西亞の 作品な どには 思う した 痛烈な 大問 
題に 打つ 突かつ た 塲合が 、抉る やうに 描かれて ゐる が、 夏 目さん の もの ^ は 5 う 云 ふ 所が 皆無 だと 思 CA ま 
す。 尤も 一面から 云へ ば 恁ん なのは 餘うに 大 問題に 過ぎる のか も 知れない。 唯 それ •たけです。 (談) 


漱石氏 

島 崎 藤 村 

文學 者の 社會 的な 位置を 高める とい ふ 上から 言つ て も 吾 儕の 時代 R 貢 獻 すると 乙ろ の 多 かつた 漱石 氏に 
對 L て、 文學 者と しての 獨自な 態度を 飽くまで も變 へな かつた 漱石 氏の やぅな 頑固な 日本人 R 對し て、 <; 
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ろ <な 意味に 於いて 氏は 英國風 であつ. たと s ふ 乙とは、 それが 果して 氏の 賛辭に なるや 否やを 知らな s 。 

學者で あ 6、 創作家で あ 6、 書 齋の 人で あり、 絕ぇず 微笑 ^ もつ て 人生の 悲慘に 對 しつ、 筆を 執 〇 て 居 
たやうな 漱石 氏は" 何となく 私に アナ トオル、 フランスの 風格を 偲ばし める。 

>%eoss\s\x\^>s\yscp>ssv^^sssc^)\5ss\^sss<»ssssssssf)ssss^ls  - 

豆：！：漱石氏と高 |1 | 牛氏 

近 松 秋 江 

一つは 私が 若い 時と、 年を取つ てからと から 來る 結果の 相違 かも 知れ爻 せんが、 大學 出身の 文士に して 
高山 樗牛 氏と H E 漱石 氏と に對 する 私の 心持ちには 隨 分の 相違が あぅ ' i した。 高山 氏には 私は 殆ど 隨喜憧 
憬して ゐた。 之に 反して 漱钧氏 R は 憧憬と 云 ふやうな 乙とは なかつ た。 寧 /) 專ら 敬意 ir 表して， q ました。 
高 iil ff 牛 氏に 比べる と 夏目漱 石 氏，：： ..飽くまで も智 的、 V あつて、 意思の 强 S 人で あつた。 樗牛 氏も智 意 共に 
優れた 人では あつたら うが、 をれ ょぅ も 感情の 華麗なる 點がょ 6 多く 眼 R 立つ た。 尤も 私が 樗牛 氏 ^ 憧憬 
した 靑年 時代 :; ;.; 漱石 氏の 文章に 接したならば、 或は 樗牛 氏 ic 對して 抱 S てゐ たと 同じ 感情を 持づ たか ^ 知 
れ爻 せんが、 旣に壯 年 時の ことで あつたから、 此方の 批判 も 進み、 肓 目的で もな くな つて、 自然 幾許 か醒 
めた 心持ちで 觀た からで も あ せう。 

•か、 樗牛 氏には 氏 自身の 感情の 惱みが 、私の 胸に 淸 新な 共鳴を 感ぜし めた。 漱石 氏に も 自身の 感情の 惱 
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み •か あ 〇 たか も 知れぬ が、 氏は そんな 乙とは 努めて 意思で 殺して、 智で仑 れに 批判を 加へ た 結果を 表白す 
る 人で あつたから、 氏の 書いた 物には 生な 感情 •か 出て. Q ない。 ^ の點が 一面から いへ ば 高山 氏よ 6 は 老成 
L て. Q た 所以で も あるが、 何となく 若々 しいと いふ 味の 失せて， Q ると こ る であらう と ©. ひます。 

is ili 樗牛 と. M 目 漱 石とは 赤門 派の 二 大 明星と なつて. Q るが、 私は 最初から ど ラい ふ もの か 前い つた やう 
に桴牛 氏 (C 對した ほど 漱石 氏 ic 對し ては ^ の 書かれた 物に 愛情を 感じな かつた。 併し それは 唯 文章に つい 
ていふ ことで あ 〇 て、 個人と しては 漱石氏 ほど (C 樗牛 氏には 膝を 接して 話した 乙とは なかつ た。 尤も 樗牛 
氏は 敎 室 (C 於け る 私の 先生で あつたが、 自宅に 於て 親しく 接した ^ とは 二三 度に 過ぎな かつた が、 その 時 
分は、 をん な ic 打 解けた 話し もしな かつた。 これ に反して 漱石 氏には、 之れ よ. 〇 もや、 親しく 接して 居 
た。 あ 目に か、 つて 話を すると 何でも 人の 話しを よく 聞く 人で、 自身 •の 方で もまた 懇 々縷 々とよく 話 ^ れ 
た。 話の 靜か な、 懇切な" をれ で ゐて をの 中に 凛と した、 胃し 難い 德義 の感の 迫つ て來る 人で あつた。 氏 
は 五十 年。 樗牛 氏は 僅に 三十 ニオ であつ たから、 年齡 から 來る 相違 も あつたら うが、 樗牛 氏の 常に 感情が 
動搖 して. Q たのに 反して 漱石 氏は M に 沈靜 した 人で あつた。* たから. 世間 的に 堅固な 人格の お 方で あつて、 
桴牛 氏の やうに 不安 動搖 2 人で なかつ たくけ に、 よぅ 多く 敬意 も 表 3 れ るの* たが、 ^ の 敬意には 、どこか 
提れ が 伴つ て ゐる •か、 持 牛 氏には 恰も 戀人 に對 する 如き 感が ある。 漱石 氏は 戀人 とする {C は餘 6 に 隙の な 
い 人で あつたと m ふ。 漱石 先生は 蓋し 終生 一人よ 6 他 (C は 婦人を 知らな かつた、 また 知る 乙と を 欲しない 
ほど 道徳 堅 W なお 方で あ したら う。  ， 

要するに 私 どもの 如き 自墮 落な 人間に とつて は、 夏 目 3 んは餘 -CN k 自墮落 y な S 過 ST 々けれど、 をれ が 
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爲 R 文壇に 重きを 成した 所以で" 文壇 i: 社會の 他の 部面に 代表す るには 立派な 代表的 人格で あつたの R 惜 
しい 乙と をした。 十二月 十日の 朝の 新聞を 見て 私は 驚 S た。 をして 頓に落 莫の感 に 打たれ ました。 

書かれた 物では 「草枕-などが 最も 特色の ある、 そして 詞藻 富麗な 物と 思 ふ。 五十 年は 少し 早 過ぎた。 
もぅせめ て 十 年 存命へ て， Q られ たら ばと 思 ふが、 併し 文壇の 人と して 十年餘 6 の 仕事に しては 隨分 仕事を 
L た 方で あ すから、 五十 年の 生涯 V もちやん と纒 つた、 そして 十分 生 効 a の あつた 一生で あつたと 思 
ふ。 ^ して 書 書な どに も 優れて， Q られた とい ふ 乙と が、 何となく、 近代的の あはた  <しいのと違ひ、何處 

か 文人ら しい 文人で あつた。 と 思つ て、 倍々 追惜の 念に 堪ぇ ^ せん。 

, • 

「P の モデル 

尼 子四郎 

漱 石さん には あ 弟子を の 他の 若い 方今の 交際 も 多 かつた が、 私な どの やぅな 全く 方面の 異つた 年寄*^ 仲 
間とも呑氣な交際を3れた。あの「猫」を書いて居た三十五六年頃は、千駄木五十七番地のつい私の家の近 
く tc 居た もの •たから、 互 {C 懇意して 話しな どに 行つ た 办し穴 が、 私な どが 漱石さ ん のと 乙る へ 行く のは" 
何も 乙れ と 言 〇 て 話しの 種が あつて 行く のでな く" た ゞ呑氣 に 遊びに 行く だけで あるの だから" それ 名 長 
い调 繁 々と 行つ て 居た ので、 之れ と 言つ て 纒爻つ て 思 ひ 浮ぶ や 5 な t とはない。 
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千駄 木に 居た 乙ろ から 胃の 方が 惡 いと言 0 て、私なども診た之ともあつたがノそれょ办は私の注意 5: # 
S たのは、 漱石 5 んの 心理 上に 於け る醫學 上の 面白 S 現象で あつた。 言は C 一種 病的な 現象な ので ある。 
尤もを n が 漱 石 3 んの藝 術の 上に 現 はれて 居る とは M はない。 しかし 私は 斷 ぇず それから 目を離さな かつ 
たし" ^ れに就 S て 面白い 話 も ある。 漱石 3 んの 紹介で 懇意に なつ？： i 寺 田寅彥 氏な ど 41 の 心理 上の 現象 
は 認めて 居て、 時々 私と 語-^ 合 ふので あるが、 今を の 現象に 〇 いて 細かい 說 明を する 乙とは、 ある 事情の 
爲めい 5 ゞか はばかる と 乙る が ある。 

爻あ 私な どの 見た 漱 石さん は" いつも 恐 〇 た 乙と もな く、 不機嫌な 乙と もな く、 微笑を つねにた、 へた 
人で、 乙 ちらが 天眞 爛漫で 行けば あの人 ほど 行きょ S とこる は 無 かつた。 漱石さ んから 云つ たら、 私な ど 
の 行つ て 好きな ことを 言 〇 たうす るのは、 小 供の 噪 r のを 親父が 聞いて 居る や 5 な 量 見で あつたの だら う 
寺 田寅彥 3 んな ども、 極めて 交遊の 少ない 方な ので、 漱石 3 んの 家が 唯一の 遊び 塲所で あつたの が、 C く 
なられてから は 遊び 塲 所がな くな つたと 言 〇 て 居ら n る。 

私の ことは 「猫」 の 中に、 天 木醫師 として 書いて ある 3 う •た。 あの 時分 千駄 木の 家に 黑い 大きな 猫が の ^ 
と步 いて 居た が、 ある 時 私が、 Z. れが さう です か、 と 尋ねる と漱 石さん は 微笑を うかべて、 Z. れぢ 
や 無 S、 と 云つ て 居た。 

博士 號の 問題の 時 も 私が、 有効な 淸凉劑 です ね、 と 云 ふと 漱石 S んは犮 ゞ 笑つ て、 君 もさう 思つ て 居て く 
れ るか、 と 云つ 穴 ばか 6 で 別に 說明な どを しな かつた。 一體に 自分の した 乙と を 說 明し 無い 人で あつた。 

賴 o rj とは 嫌な 顔を せずに 何でもょ く 聞いて 吳れ穴 。昨年 結 城素朋 君が 私 R 野原に 雀が 二 羽 居る 繪を描 
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いて 吳れ た。 漱 石さん は 兼ねて 素 明君を 識つて 居る から、 その 繪を漱 石 ^ んに 見せて 賛 fc して くれと 賴む 
と、 乙の 繪は 漢詩で 賛を しなけ $ あならぬ •か、 漢詩は 一寸 困るな あ、 と 云つ た。 で 私が" 誰も あなたを 漢 


詩人と 思つ て やしないから でせ ぅ、 と 云 ふと ハ、、、 と 笑つ て 漢詩 i: 書いた •か、 あとで 聞けば 漢詩が 
得意で あ 〇 たとの 乙と •た。 私共が どんな 惡 口を 言 〇 て も 唯 だ 笑つ て 居る ばか $で あつたが、 小 供が 氏を あ 
杖 衣 面と 云 ふのは 敬稱 のつ もんたら 5 と 言つ て 居た との 乙と •たが、 私 典の 惡 P も、 敬稱位 R 思つ て 居られ 
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龙 であらう (談) : へ： し，、：}.， •：  : tv  ;• 、'vf 

f SSJ<5> ^))>)>? 

靑い 着物の 御爺さん 

中 村 武羅夫 

私な どが 漱石 先生の 乙と に 就いて 語る Z. とは、 何だか 差 出が爻 し S やぅな 氣が して、 氣はず かしくて な 
らない 。 

私が 始めて 先生 ^ お尋ねした のは、 今から 八 年 前の N1 とで、 住居は 今の 早 稻田南 町の 宅で あつた。 當時 38 •) 
私は 新潮の 訪問 記者を して ゐた のでを の 用事からで あつた。 最近では 紹介 狀が 無ければ 會はれ なかつ た 5 ぐ 
ぅで あるが、 私は てんずけ 伺つ た。 それでも 先生は 快ょ く 會つて 下 ^ れて 、朝日 新聞に 入 〇 て 居る ので *. 

く 乙 とは 出來 ない が、 談話なら 差 支へ なから ぅと 仰 〇 て， 私から 提出した 問題に 親切 ^ お話し 下す つた。 

をれ から 三 四度雜 誌の 談話を 取 A に 伺つ たが、 時に ょると、 今 差 支へ が あるから 一時間 ばか 6 して 來て吳 
れと か、 s o 何日に 來て くれと か 云 ふ 挨拶を、 先生 自身が 玄關爻 で 出て 來て 3 れた 。一體 訪問 記者な どを 
して 居る と、 見す^-, Q る 乙と が 分つ て 居ても 居ない と斷 はられて.、 幾度 も 足を 運ばね はならぬ やぅな 乙 
との多いものだが、そんな境遇にゐる自身に、先生自身が玄關へ來られて、親切にテキパキと仰やられ犮 
態度は、 深く 心に 銘じて 感謝し 穴ので あ 〇 た。 
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をん な關 係から 先生に 尊敬と 親しみを 持つ やうに なつた。 五六 年 前に 私は 自分自身の 心 持から、 苦痛な 
絕望 的の 氣持 になつ た 乙と が ある。 私には s ろん な 知合 も あつたけ n ど、 自分の 今の 苦し s •心 持を 打開け 
て、 自分の 行く 可 & 未來の 道を 敎へて 貰 a 度い と 思つ た 人は、 會 つた 度 數も尠 くまた 深く も あ 近づきし な 
い 先生で あつた。 その 時 どうしてを んな 心が 起 〇 たの だかは 今でもょ く說 明が 出來 ない。 先生の 許へ 行く 
とい かに も 親切に、 私の 苦痛を S る <と 解剖した う說 明した $され て、 明快な 判斷を 下された" その 時 
の 先生の 親切な 心は 忘れる ことが 出來な S。  ， 

大抵 私の 行 〇 たのは 社の 用や雜 誌の 用からで あつたが、 行けば 三時 間 も 四時 間 も 話しを した $、 自分の 
考 へを 述べて 議論め S た 風に なつた 6 した 事 も あつた。 用事 以外に 個人的の 親しみに 接した のは、 自分の 
色々 の氣 持から 來る 苦痛を 先生に 訴へて 、先生の 敎 へを 求めに 行つ た 時で あつた。 先生は S つも 親切で あ 
〇 た。 い 〇 も 明快で あつた。 仑して 木曜の 面會 日な どに 行つ て 見る とすぐ 分る が、 どんな 人に も 同じ 態度 
で、 决して 分け隔てを つけな かつた。 

私は S つ かも 先生に 話して 笑つ たこと であるが、 東京へ 來てず ゐぶん 私は 引越し もした が、 い 〇 も漱石 
先生の 家を 中心に して 引越して 步いて 居た。 それで 湯屋 や 途上で ょく 先生に 出會 つた。 KV んな 時 R 大抵 大 
家な どになる と、 一 應 挨拶 だけで 立 話しを するな どと 云 ふ 乙とは 無い が、 先生は あの 口元に 微笑を うかべ 
て 寄つ て 來られ て、 途上で いるん な 立 話しを 3 れた。 3 う 言 ふ 時の 先生の 印象’ か 忘れ 難い 記憶を つくつ て 
© る。 

去年の 春 頃から 私の 手が 惡くな つたので、 新ら しく 大學に 眞鍋 ro /i が 物理的 治療 所 1: 作つ たと 聞いて、 
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をの 人の 治療を 受け 度い と 思つ て、 先生と 眞 鍋さん との 關係ヒ 知つ て， Q ると 乙ろ から、 先生に 紹介 狀を貰 
a に 行 〇 た。 私が 恐縮して その 事を 云 a 出す と、 先生は 「書く 乙とは 何でも無い。 人に ょつ ては 書けな い 
乙と も あるが、 眞鍋 君なら 書いて 上げる のは 迷惑で も 何でもない」 と 云 はれて、 いろ^^ 手 當に關 する 注 
意 5: して 下 3 つた 6、 永い 紹介 狀を 書いて 下 5 つ たうした。 

をれ が 今年の 九月 頃、 先生に 治療の 結果の 挨拶 もせずに、 私は 修善 寺の 温泉へ 行つ て、 歸つて 來て 挨拶 
に 上らう と 思 a ながら、 忙が しい 身に か爻 けて あ 訪ね もしな かつた。 

と Z. るが 十一月の 半 頃の 或る日の 乙と であ 〇 た。 私は 牛 込の ある 通. CN の 骨董 屋の 前に 佇んで、 ^ Z. の玻 
璃戶 越し k 店 ic 懸けて ある 軸物な どを 窺 込んで 居た。 すると 私の 後から 靑い衣 物を 着た お 爺 ^ ん •か， 私の 
肩 越しに やは 6 窺 込んで 居た。 私は それが 誰で あるか 5 へも氣 付かずに、 少時 中の ものを 見て 歸 らうと す 
ると、 お 爺 ^ んは ヒョ ィと 身を 退いた。 私は 步きな •から 振う 返つ て 見る と、 靑い衣 物を 着た お爺さんが 漱 
石 先生 だつ た。 ャァ 先生と 私が 聲を かける と、 ャァ君 かと 先生 も 二 三步 寄つ て 來られ た。 君 もこん な 骨董 
なんかに 趣味を 持つ て. Q るの か、 と 先生が 聞かれる から、 趣味を 持つ と 言 ふ ほどで も あ $ ません が、 一寸見 
たんです、 と 答へ 左。 乙の 時 私の 手の 己と や、 「明暗」 の 乙と を 話した うして、 二十 分餘 $ も 立 話しを した 
が、 その 時大變 先生の 影 •か 薄い やうで、 元氣が 無い やう だつ たので、 健康の 方は いか C です かと 御 訊ねす る 
と、 S つ もの 通う だと お 仰ら れて 先生は いつもの やうに 口元に 微笑を た、 へて 居られた。 私は それつ 切 6 先 
生に 會は ない。 あの 時の 靑い衣 物を 着た 影の 薄い 先生の 姿 •か、 どう 言 ふ もの か 深い 印象 5: と^ ，めて ゐ る。 

漱石 先生の 病氣 1: 鈴 木 三重 吉 5 /1 から 聞い / 2 時は、 5 ほど ヒドィ の ^ と ^ 思は なかつ 7^ 。一度あ見舞 ^ 
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行かぅ とも 思つ たが •私な ど ,^ お見舞に 行つ て、 かへ つて 病氣を 仰山に お考 へになる 刺戟を 與へて はょ く 
な S と 思つ て、 その後 御無沙汰を して 居た。 

と 乙ろ が あの 朝い 〇 もの やぅに 臥床の 中で 新聞を 開く と" 漱石 先生の 死が 報ぜられて ゐた 。それを 知つ 
た 私には 非常に 苦痛な 氣持 •かした。 (談) 


世話好きな 方 だつ た 

岡 本. 一 平 

漱石 先生は 私ょう はずつ と 早く 朝日 新聞へ 出て 居られた。 それが 一昨年の 夏の 乙と であつ た。 私の 社の 
鎌 田 敬 四郞 君が ある 日 先生 1: 訪ねる と、 何 かの 話の 末に 四 年 前から 朝日 新聞へ 描いて 居た 私の 漫畫の 乙と 
に 話が 移つ て、 あれは あの ま、 で 描き 捨てに する のか、 面白い から 本に 纒め たら どうか、 と 先生が 言は n た 
とかで、 鎌 田 君が 是非 私に 一度 漱石 先生 1: 訪ねろ とす  >め るので、 夏休みに 早稻田 町の 先生の 家へ 行つ た。 
をれ •か 先生と 私との 最初の 交涉で あつた。 そ ^ 後 本を 乙 しらへ た 時、 先生は 序文を 書 v' て 下 5 つた。 が、 ^ 
の 後は 滅多に 先生の 家へ 上らな かつ 穴。 ^ た 正月の 七 日に 一度 年始に 行く 乙と に 定めて 居て、 をの 時に 一 
年中の 溜つ た 話を した。 先生に 合 〇 て 居る と 何だか 煙つ 度くて、 問答 R 骨が折れる ので、 あまう 行けな か 
〇 たの だ。 ^ れで 居て 年中 あの 髯 面が 目の 先に ちら 付いて、 始終 かう 白眼 まれて 居る やうな 氣が して、 を 


C 41 ) 


象 印び 及想感 


れ を 思 ふと 堅くなる やうで 仕方がな かつた。 

漱石 先生は 上べ では S かに も 突 劎吞で あつた •か、 一度 人の 世話を したら 徹底す るまで 世話を せねば おか 
ぬと 云 ふ 世話好きな と <1 ろが あつた。 世話 ばかう で 無く 人を 識 ると 云 ふ 上で もさう 云つ た 風で、 甞て 先生 
が 私に、 人は あ 互に 會 つ て 腹の 底まで 見 透して 仕舞は ねば 面白く 無い から、 度々 お出でな さ S。 と 云 はれ 
たこと を 覺ぇて 居る。 實際ま たよく 人を 觀た り識つ たうし 穴。 同じ 社に 居 72 漉 川玄耳 君を 評した 先生の 面 
白い 言葉が ある。 をれ は 「人は 大槪方 令 it 穴が 開いて 居る。 をの 穴を 見つけて そ 乙から 窺く と、 ^ の 人が 
よく 見 透せ る もの •た。® 川には 穴が 多い が、 よく 見る とその 穴が みんな 塞 さが 〇 て ゐ る」 と 云 ふの だ。 

私に 氣付い た 先生の 美點を 云 〇 て 見る と、 どんな 乙と で も 飾らないで 無雜 作に 云つ て 仕 ふこと で、 實生 
活 上の 實驗談 などを しては よく 細かく 說 S て 聞かされた。 ある 時 私が、 世間の 噂では 先生が 株 や 地所を 買 42) 
込んで 居る やうに 言 a ますが 本統で すか、 と 無鎂に 訊ねる と、 ^ んな乙 とはな S、 しかし 一年 や 二 年病氣 ぐ 
しても 治療代に 困る やうな 1 とはして ない、 それでも 乙の 家 も 借家 だ、 それに 小 供が 元來 金の か、 る もん 
•たからね、 と 話された 乙と が あつた。 先生は また 世間で よく 言 ふやう に、 文士な ど (C 一寸 珍ら しい 禮儀深 
いと 乙る が あ 〇 た。 例へ ば 人が その 著書な どを 先生に 送る と、 よほどの 差 障う， か 無い 以上は 必ず 翌日す r 
手紙を 出した。 長 s 短い は その 時の 氣分に よつ てで あらう •か 一言の 挨拶は 必ず あつた。 先生は また 田舍か 
ら 手紙を 寄す の ^ よく 忠實に 返事を 出した と 云 ふこと が 言は n て， q るが、 かう 言 ふ 乙と が あつた。 ある 田 
舍の 人で 先生を 好きな 人が あつて、 先生の 書物は 全部 纒めて 所有つ て 居る が、 その 人が また 私の 繪を 好き 
で 全部 切拔い て ゐる 3 うで、 t の 事を 先生への 手紙の 中 R 書添ぇて あつた。 すると 先生は すぐ ^ の 手紙を 
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私へ 廻して 寄 乙され、 先方へ もを の 事を 言つ て やつて、 一平 君 ^ 喜んで 居た と 云 ふやうな M とを 書いて や 

先生の 繪の乙 とは 津田 靑楓 君が ょく お存じ だ •か、 先生は 色と しては 綠が 非常に 好きで、 繪は 南畫を 描 s 
た。 をの 南畫が 用意周到と 云は うか 實に 端から 端まで 念の 入つ たもので あつた。 ある 時 私は 先生に、 あ 
なた の繪は ど 乙を 切 離しても 一枚の 繪 に なう t すね、 と 云つ た 乙と が ある。 實際 幾つ もの 小 ^ い 繪が 集つ 
て 一つの 繪 Aw o てゐる やうな ものである。 先生は 私な どと 繪の 話を する 乙と も 多 かつた。 ある 時 私に、 
君は 何故 日本 畫 を やらない んだ 、と 訊ねられた 乙と が あつた。 その 當時 私は 考が乙 だはつ て 居た ので、 日 
本畫は 材料と 思想と が 開放され て 居ない やうで や 6 ずらい と 答へ ると、 先生は、 それは ^ だ 考 へが 狭い、 
を M を 一寸ぶ ち 破つ て 自由に 考へた ら 、どちらが 便利な 材料と 思想 だか 分らない、 と 言 はれた。 ょほど 日 
本畫が 好 S て 居た やうで あ 〇 た。 

先生は お 弟子 方には どうか 知らぬ が、 私共には 繪の 話の みで 無く 他の 事で も、 反對 する 時に でも 決して ム 
キ k なつて、 眞 正面から 來る やうな 乙とは 無 か 〇 た。 ただ 「3 うでし やう かね」 と 云 ふやうな 調子で あつ 
たが、 かう 云 ふ 時は 必ず 反對 なので あ 〇 た。 をれ で 唯 だ 3 う 云つ て 置 S て 當人に 自覺 ^ せる と 云 〇 た 風で 
あつた。甞て私が繪の文句に油が乘つて、澤山に書いた乙とがあつたが、をの時先生は社の人に、乙の頃 
一平は あま-^ 文句の 方に か、 づらつ て 居る やう だが、 あ、 云 ふ 乙とは --* > 夕で s くら 一一 一日つ た 〇 て 仕樣の ない 
乙と で、 自分で 變轉 して 來な ければ 仕方が無い、 と 云つ た 3 うだ。 先生は 人の 傾向な どには いつも 左樣云 
つた 解釋を 付けた 人で、 その 人 自身の 發意 的の 轉 化を 待つ と 云つ 穴 風で あ 〇 た。 (談)  • 
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上 W1 ィ f 

夏 目さん の ものは ず 〇 と 前に 「坊 つ ち やん」 を 讀んで 感服した 以外に あ爻 う讀ん でぬな い。 その 作品が 
朝日 新聞に 出る だけで、 他の 雜誌な どには 一切 出ない ので、 〇 い 取 6 出で て讀む 機會 がな かつた の T ある。 
新聞の 續物は 飛び飛びに 讀む には 讀んだ けれど、 元來續 物を 讀ひ のが 臆 劫な ので、 讀み 度い 讀み 度い と 思 
a ながらに、 まとめて 讀む 乙と をし なかつ たので ある。 しかし 夏 目 さ / L の 書いた ものは、 長篇を とびく 
に 讀んで 見ても、 先づ 第一に その 學植の 深い 乙と が 判る。 をして 表面には いか ic も飄 逸な と 乙ろ が あつて 
內 面に ど 〇 し うとした 重味の あると 乙る は、 到底 他の 作家の 及ばぬ と 乙ろ である。 

私は 夏 目さん の 人生の 觀 方に 對し ては 徹頭徹尾 同意を 表す ものでは ない けれども、 い かに も 日本人ら し 
い、 あくぬ けの した、 ユ t モアの 下に 淚を ふくんで 居る と 云 ふやうな 描き 方は、 非常にい、 ものと 思つ 1: 
居る。 夏 目 3 んは言 ふまで も 無く 英文 學に造 詣の深 か 〇 た 人で ある。 日本には 英語が 非常に 行 はれて 居る 
けれでも、眞に英文學に通達した入はほとんど無いとい 0 ていて。學校などで英文學をやつた人が、英文 
學を讀 t ずに、 例へ ば ディ ヶン ス. 一册讀 1 ずに、 かへ 〇 て 露 西 亞や佛 蘭 西の 作家の 書いた もの、 不完全な 
英語 譯 を讀ん で、 をれ で 外 國文學 を 味つ たもの、 やうな 顔を して 居る のは、 一つ ^ は 語學の 知識の 不充分 
にょる rJ とで も あらう が、 大變な 話で ある。 
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夏 目さん などは 眞に 英文 學を 咀 嚼して •、を れを 自分の 頭の 中で 十分に 醱酵 3 せて、 全く 日本人の 藝術と 
して、 少しも 外國 臭く 無く" 渾 然とした 立派な 作物に 仕上げられて 居る。 乙れ は 夏 目さん の 藝術的 天分の 
豐かで あ 〇 左のに もよ るで あらう ♦か、 眞 k 外國 ものを 硏究 した 結果で あると 思 ふ。 

夏 目 ^ んの 描かれる もの！ T 禪の 感化から 來た ものが 非常に 多 かつた やう •て ある。 元來が 日本人には す 
ベて 禪の 感化が 言は ず 語らず のうちに 頭の 中に 在る。 をれ はいるん な 宗敎が 入つ て 來て 日本人の 思想 や 生 
活に影 響を 與へた けれども、 禪の 影響が 最も 廣かつ た 爲 めで、 いかなる 人で も 多少と も禪の 影響を 受けて 
ゐない 人は な S ので あ £>* う。 日本の 風土と か 食物と か 云 ふ 上から、 禪の 趣味と 言 ふやうな もの 5: 受 入れ 易 
いと 乙ろ から 來て 居る ので あらう。 夏 目さん は專門 に 禪の 方を も硏究 したら しく、 禪僧 などの 嫌に か ラ禪 
臭いと 乙ろ が 無くて、 その 藝術 がまた 最もよ く禪と 調和して 居た。 

私は 全體 作物の 上から 言 ふと、 夏 目さん の ものよう は、 鷗外 S んの 書かれる もの、 方に 敬服す ると 乙る 
が 多 かつた けれども 、また ホト 、ギ スー 派の 俳句 趣味から 來 たやうな、 い かに も 垢ぬ けがした と 乙ろ、 を 
れ に 十分の 强 い力 |: 內に蓄へて居たと乙るを尊いと思つて居る。恐らくは乙れからも、夏目 5 んほど ^ 學 
問 も あ $、 天分 も豐 かな 作家は ちよつ と 現 はれない。 

夏 目 ^ んの 文章は ホ ト 、ギ スー 派の 寫生文 式から 來て 、ま 72 一種の 體を 創つ て 居た。 書く ことに 無駄が 
無くて、 引き締つ て 居る 點に於 S ては、 高濱虛 子 氏の 文に 似て ゐ 、技巧の 點に 於いては また 別の 方面を 開 
拓して 居た。 ハ 談) 
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本 間 久雄 

最近の K 目さん について は、 殆んど 作を 讀んで 居 6 ません ので 私は 何も 云 ふ 1 とが 出來爻 せん。 しかし 
夏 目さん は、 私の 思 出の 中では 非常に 懷か しい 人の 一人です。 

私が 始めて 夏 目 5 んの 文章に 接した のは、 私が まだ 田舍の 中學に 居た 頃 (明治 三 - + 六 七 年頃) で、 何で 
も 『帝！： 文學 J に 載つ た 夏 mm んの 『マクベスの 笑 a に 0 いて』 とい ふ 文章で あつたと 思 a ます。 をの 論文 
は マクベスが 例の バンコ- ■王を 殺して 自分の 部屋に 引 込まう とするとき、 眠つ て ゐる 王の 番人が 不氣 味な 
笑 a をす る、 をの 笑 a を 心 押 學 的に 說明 して ある もので あつた 筈で •非常に 難 かしい もので、 何度 讀んで 
もょ くわから ない ので、 國 語の 敎師 などに 切办に 質問した うした 乙と を 覺 之て ゐま す。 (尤も 乙の 論文な ど 
は 今 見ても 難 かしい、 學究 的な 立派な 論文 •たと 思； 3 ますから、 その 頃 / D からな かつた のは あた 6 前の 乙と 
です) 

をの 次に J1 たのは、 乙れ も 『帝 阈 文學』 に 載つ た冇 名な 例の 『偸 敦 塔』 です。 乙れ はを の 頃 紅葉の ものな 
どを 愛讀 して ゐた 私に 取 〇 ては 全く 驚異の 世界が 關かれ たやうな ものでした。 私は をの ロマンチックな、 

H キゾ チックな 味 a を どんなに 喜んだ か 知れ ^ せん。 そして 何度 愛讀 した か 知れ爻 せん。 

をの 後上 京して 早稻 田に 這 入つ てから 味 暫くの 間は 私は 全く 夏 目 3 んの 熱心な 愛讀 者でした。 『ホ トゝギ 
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ス』 に 書か n た 諸篇や 『新 小說 J に 書かれた 『草枕』 などは どんなに 喜んで •丁度 渴し たもの が 水を 求める 
やうな 勢 ひで、 讀み涉 つた か 知れません。 そして 『偷敦 塔』 以下 『草枕』 あた 6 までの 諸篇 を諸雜 誌から 拔 
き取つて、一まとめにして製本して『漱石集』などと銘を打つて珍重したものです。(『草枕』の口繪は多分 
五葉 氏の 筆に なつた もの だつ たと 思び ますが、 あれ も 今 思 a 出す と 非常に 擅 かしい 氣 分になります J 

をの 頃の 私は、 同じ 夏 目さん の 作で も、 『吾輩は 猫で ある』 とか 『坊ち やん』 とかい ふ ものよ 6 も、 寧ろ 
『倫敦 塔 J とか 『幻し の楯』 とか 『薤露 行』 とかい ふ ロ マン チックな ものに 興味を 持つ て 居う ましたので、 さう 
いふの i: 主として 愛讀 しました。 一つは 私自身の 性情 ^ もよ るが 一つは 『吾輩は 猫で ある』 などに 現 はれ 
たやうな ユモァ を 解す る 能力が その 頃の 私には 全くな かつた ので あう ます。 

その後 自然主義の 運動が お 乙つ てから、 私は それにす つかう 影響 3 れて 了つ て、 夏 目さん の 所謂 『餘裕 
派 J の文學 、低徊趣味の 文學に は、 先づ 理論的に 反對 する やうな 傾きと な々、 それからは 殆んど 夏 目さん 
の ものは、 讀爻 ないで 了 ひ爻 した。 氏の 「朝日」 It か、 れる もの、 その他 單行 本と して 公け に 3 れたの も 
も、 た •た 評判を さ s て ゐ ただけ で殆ん ど讀ま ないで 了 a ました。 (尤も 乙れ から 讀み 72 いとは忍つてゐます 
が) で、 をの 後の 夏 目 5 ん について は 私は 何もい ふ 乙と が出來 ません。 尤も 氏の 論文は 時々 讀みま した。 
殊に 『文藝 と ヒロィック』 などい ふ 論文で 夏 目 ^ んが ヒロィズムを 高調 3れ たと きな どは、 やは 6 自然 主 
義の立 塩から 『早稻 m 文學』 などで 惡口を 云 〇 たこと を覺 えて ゐま す。 

夏 目 5 んの 小說は それき §讀 み ^ せんで し 犮 •か、 『文 學論』 や 『文學 評論』 は讀み ました。 をして 非常に 
益 1: 受け 爻 した。 殊に 『文 學評 論』 は 批評家と して 又 英文 學者 としての 氏を 最もよ く 現は した もの だら うと 
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おも 64 ます。 あれは 恐らく 外 國の名 •たたる 英文 學者に 見せても 立派な もの だら うと 思 ひます C をれ と 同時 
に 夏 目 3 んのユ r モラ スな 味 a の 作品は、 英 國のユ I モタ ストの 多くから 餘程 影響 ^ れて， Q る 乙とは 『文 
學 評論』 を讀 ん でもょ くわ か-^ ^ す。 

夏 目 3 ん •か 逝かれた のは 今の 我が 文壇に 取つ て 非常に 痛惜すべき 乙と であるのは 云 ふだけ が 愚かな 乙と 
です が、 特に、 上品な ユー モアの 味 ひの 文學が 、夏 目 3ん の 死と 共に 乙れ からの わが 文壇に 失くなる と 思 
へば 私は 一層 かなしくな す。 

人と しての 夏 目 3 んは 、最も 妥當な •本來 の 意味 k 於け る Gentleman であつ たと 云 ふ 乙 とです。 乙れ 
は 氏の 著作から 推しても、 又 人の 噂 ^ から 聞 v> て もい かに 7P S うで あ 〇 たらう と 思 はれます。 一度 もも 目 
にか、 らな かつた 乙と 5: 私は 殘念に 思 〇 て ゐま す。 

書 齋の人 

德 田秋聲 

私は 漱石 氏とは 殆んど 交際が なか 〇 た。 朝日 新聞に 私が 小說を 書く に 就 S て、 氏から 二三 度 手紙を 貰つ 
た 乙とは あつた •か、 そして 一二 回會 つた 乙 とは あつたが、 別に 私 交は なかつ た。 で、 氏の 人柄は 好く 知ら 
ない。 また 作品 も餘 1 讀んで ゐな S。 近年 氏の 作が 雜誌に 載らな かつた 關係も あらう が、 新聞に 載つ た 物 
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をち ょい-^ とかぢ る位ゐ の もので、 乙れ と 言つ て 纒つて 讀んだ ものがない。 さう いふ わけで だけから、 
無論 氏の 作に 就ての 批評 も出來 ない が、 其のち ょい  <嚙つ たと Z. るには 屢 々は ぐら か 3れ る 樣な勲 が あ 
〇 たやう だ。 

『彼岸 過ぎまで』 とい ふ 作は 面白 かつた やうに 記憶す る。 あの 空想家の 主人公が 南洋 k 護謨 栽培を や 〇 て 
大成功して 王者の やうな 生活を する Z. とを 空想して 喜ぶ が、 ふと また 自分の 栽培した 護謨 林が 十分に 實入 
务 の あるのは 自分の 死んだ 後 だと 思つ て、 失望す ると 云 ふやうな一 — つま 办高尙 なユ— モァが 面白 かつた 
と 思 ふ。 

『明暗 J も 始めの 方 五六 回續 けて 讀んだ 切 $ で、 あとは 續けて 讀まな か 〇 たから 分らない が、 あれに 書か 
れ てゐた 婦人の 性格は 幾らか ヘッダ R 似て ゐ たやう に 思 ふ。 ブロ ットも 亦 似寄つ て ゐる やう だが、 然し 行 
方は 違 ふ。 ィブセン 物の やう ^ 激しい と 乙る へは 氏の 作は 行かない。 

漱石 氏から 貰つ た 手紙に も 非常に 細密な 乙と 咬で 書 S てあつた が" 作に も それが 現 はれて ゐる 。■非常に 
細密な と 乙ろ にまで 氣のつ く 人で あつたら しい。 文章が なか^-うまく 江戶 ッ子 的に 氣が 利いて ゐ るので 
讀 者は 思は ず 引き 釣られて 行く ので あるが、 そして 或る 所には す r れた 描寫も 見出 3れ たの だが、 時と し 
ては 書かなくても 好い 所 ^ で —— 若ぐ は 作と して 書くべき 筈で な s 所 ^ で 書いた と 云 ふ 傾きが あ $ はしな 
いか。 書き方が うまい ので 一見 描寫の やう だが、 實は 全くの' 說明で 行つ たと 乙ろ が 多くは なかつ たか。 

然し あの人の ユ f モァは あの人 獨特の もので あ 〇 た。 或る人 も 云つ てゐ たやう に、 あの人に 於て 東西の 
趣味が 融合 一致して ゐた 。乙の 點は _ 外 ^ ん 見 似た と 乙 るが ある。 が、 私は 漱石 氏と 獨步 とを 此較 して、 
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果して どちら •かぇらい か、 と考 へた 4 とが ある。 尤も 此の 二 人は、 出發點 も 違 a 、 氣持 本、 社會的 境遇 も 
又 死 方 ^ 違 ふので あるから、 同じ 標準で 比較す るのは どうかと も 思 ふ。 獨步は 本當の 詩人で あつた。 漱石 
氏には 無論 オリ デナ リチ ー も 多分に 有つ たには 有つ たが、 何を やつても やれる 人 だつ たやうな 氣が する。 

氏の 作に 現れた 所から 考 へれば、 氏は 讀 書の 人、 書齋の 人、 趣味の 人で あつた。 初期の 作には 特に それ 
が 出て ねる やうに 思 ふ。 讀 書餘瀝 •と 云 ふやうな 氣 持の する 物が あつた やう だ。 『猫』 や 『二百十日』 などは 
詰 6 其の 部類に 屬 する もの •たらう。 然し 其の後の 作には 變化 が來 た。 本當の 小説に なつて 來た ので ある。 

氏の 及ぼした 社會的 影響、 と 云つ て も 私は 別に 乙れ と 云 ふはつき A した 見解は 有たない が、 まづ單 に 社 
會 的の 意味から 云 ふと、 氏に 依つ て 文藝の 品位が 高まつ たらう。 何し る 大學の 先生が、 小說を 書かれた の 
で、 ただ ^ れ •たけの 意咮で も、 社會 の人+ は 多少 小說 家と いふ 者に 對 する 意見を 變 へたら うし、 そして 氏 50 
の 作は 大學 の學 生や 高等の 敎育 ある 人士に 多く 歡迎さ れ たらしい から、 最も 多く 婦女子に もてた と 謂 はれ 
る 紅葉とは 大分 違つ た 意味で， 社會に 影響を及ぼし 穴ら う。 尤も 乙 れは 文學 上の 問題では な S。 單に 瓧 會 
的に 觀た 乙と なの •た C 

漱石 氏の 作には 殆んど 血腥い やうな 現實が 描かれて， Q な S。 殉敎者 的の 熱は 見出 3 れない 。とも すれば 
氏の 作は 理窟 ^ 陷い 务. かち だ。 これは 氏が、 學者で あう、 讀 書の 人で あ i 、趣味の 人で あつたから であら 
う •か、 また 氏の 境遇が 氏を して 最も 多く 然 らしめ たのでは なから うかと 思 ふ。 

直接 間接に 見聞した と 乙る にょると、 漱石 氏は 槪して 自分ょ $上 の 人には 强く 、下の 人には 優し かつた 
やう •たが、 乙 n は 紅葉な どと 好く 似た 點 T ある。 で、 或る人には 〇 むじ 曲 6 の やうに 觀られ 、或る人には 
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君子と 氍られ て ゐる a 私 も 氏の 立派な 人格 0 人* た 0 たと 乙と を 疑は ない。 私の 知つ た 範圍で は 極く 潔白な 
義理堅い、 そして 常識の 發 達した 人で、 社交的の 乙と には 特にき ちんと した 紳士で あつたと 思 ふ。 然し 社 
交 的の 美德と 人道的 德義 とは おの づ から 別で ある 乙と を 忘れて はならぬ。 乙の 二 〇 の ものを 混同して はな 
ら go 

作に 依つ て 私の 知つ た 氏は、 之 5: 一言に して 云へ ば、 書齋に 在つ て忠實 に 文藝的 事務を 執 〇 た 人の や 5 
である。 然し 乙れ は 私の ちよ 斷片 的に 接し 穴 氏の 作に 現 はれた る ものに 據つて 出來た 私の 判斷 V あ 
る Z. とを 斷つて 置く。 (談) 


天に 則つ て 私を 去る 

、 中 村 星 湖 

個人と しては 一面識 もない a 只 一度、 僕と 片 上伸 君と 神樂 坂の 通 $ か何處 かを 步いて むた とき 偶然、 夏 
目 3 んと出 遇つ たが、 ^ の 時片上 君が 氏に 挨拶す る あ ひだ 丈け しみ^^ お 顔を 見た 位ゐの もので、 少しも 
氏とは 親しみが なかつ た。 どんな 性 好の 人 か、 どんな 日常生活を 送られる 人 かを 直接には 知らない。 た < 
人の 噂 や 書かれた 物を 通じて 推量す る だけで あつた。 

一度 お 目に か、 らぅと 思つ て、 お訪ねした 乙と が あるが、 面會 日の 抉つ てゐ るのを 知ら 5 いで 行つ たの 
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で、 會へ なかつ た。 用 向は 手紙で 足し、 返事を 頂 S た 乙と •か ある。 をの 時の 用事は 濟んだ が一 度 お 目に か、 
A たいと 思つ て ゐた が、 をの 機會を 作らな v> うち ^ 亡くなられ たので、 僕は 非常 k 殘 6 惜し S 氣持が する。 

夏 目 3 んの 書かれた ものは、 僕の 學生 時代から 中々 愛讀 した もので、 『薤露 行 』 や r 幻影の 楣 j などの 花や 
かな！： ゥマン チックな 物を 書かれた 時代から 最近の 物まで、 すつ かう 見た わけでは ない けれども、 機 會のあ 
る每に 愛讀 して 來 た。 學生 時代に 我々 の 仲間では 『新し S 泉 鏡 花』 と 云 ふやうな 評語が 行 はれた 位ゐ で" 
をれ . » 前に 泉 鏡 花の 愛讀 者で あつた 僕な e は 夏 目さん が 現れた と 云 ふことは 大變な 喜びで あつた。 

そのうちに 段を、 自然主義 運動が 盛んになつ て 來て 、先生の 初期の 作風には 背中を 向ける やうに なつ 农 
ので あるが、 先生 自身 も 時勢 R つれたので あるか、 いや 實は 3 うでなくて、 先生 自身の 心 持の 自然の 發展か 
ら餘程 リア？ ス チックの ものを 書かれる やうに なつて 來 たと 思 ふ。 晚年に なつて、 『天に 則つ て 私を 去る』 
と 云 ふやうな 境地にまで 達せられた ので ある。 いる んな 經驗と 修養との 結果、 特に 東洋 思想の 眞髓を 摑ま 
れ た 本のら しく 見受ける。 天に 則つ て 私を 去る、 乙れ は 言葉 -i しては 自然 派の モット— としても 少し ^ 差 
障りがない やうな 言葉で ある。 內容 から 云つ て も 亦 確かに 5 う -T ある。 

學識に 就て 云へ ば、 先生は 英文 學は 勿論の 乙と、 漢學や 禪學の 素養が 十分に お あ 6 になつ た。， をれ が 詰 
ち晚 年の あの やうな 博大な 思想 1: 形作る 根柢に なつた もの ^ 違 S ない。 それから モゥ ーつは、 をの 爲 め K 
先生が とう <死 なれた 病氣の 乙 とだが、 乙れ が 先生の 日常生活の 上に、 趣味の 上に、 思想の 上に 重大な 
關係を 有つ て. Q '^2 らしく 考 へられる。 それは、 ず ッと以 前から 持病の やうに して 有つ て. Q られ たやう に 
糊 ■v' て ゐたが 、をの 病氣が 明らか ^ 先生の 思想の 上に 影響して 來た のは 明治 四十 三年 だかに 修善 寺の 溫泉 
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に _ ~ 精神に 同感し 共鳴す ると ころが 少く はな かつ ^ らうと 僕は 推量す る* 

何故 ^ んな 乙 とを 言 ふかと いふに" 先生の やうな 『自己』 とい ふ ものは 普通の 人の 有つ て ゐる 個性とは 
可な 6 違つ た 特色 1: 供へ て 出來 上つ て. Q る塲 合に 於て は、 其の 一言一行が 先生の 個性の 發露に 相違な く、 
隨つて 先生の ふとした 機會に 發 せられた ^ んな 言葉に も 十分 信用を 置くべき 筈では ある •か、 然し 僕は かう 
も考へるのである。つ爻$、天に則つて私を去ると言はれた丈けそれだけ先生は天に則つて私を去る乙と 
の 出 來難か つた 人では なか 〇 たらう か。 それが 自分の 一番の 修養 だと 思は n たれば 乙 そ、 さう 言 はれた の 
ではなから うか。 

かう 言つ てし まふと、 言葉の 上 だけで 屁 理窟 1: 捏ねて 先生の 大悟 徹底をまで 十分 その 堂奥に 入つ たもの 
でない と 否定す る やうに 解る 人が あるか も 知れない。 そ n ゼ僕は 或る 新聞の 記事で 見た 乙と を 此處に 引用 
する 乙と にしょう。 その 記事は たしか 夏 目先 生の 主 治醫で あつた 某 醫學士 の 語つ た 先生の 臨終談 であ 〇 た。 
新聞を 讀ん •た 人は 誰も 知つ て* Q る 乙と であつ て、 此處に 繰$ 返す まで もない か 知れない が：： 最阜 臨終 間 
際にな つた 先生が、 苦しくて 堪らな かつた と 見ぇて、 自ら 醫 者に 向 〇 て 注射を 要求せられ た、 をの 時の 言 
葉に 『注射を して くれぇ、 死ぬ と 困る から』 と 言 はれた 5 うで ある。 

それ から 頭 や 胸が 非常に 熱 苦し か 〇 たと 見 t て 『どん-^ 水を ぶ ッか けて くれ』 とい ふやうな 乙と ^ も 
看護婦に 請求 5 れた 3 うで ある。 看護婦は、 水を かける わけに 行かない ので、 氣を きかして 僅か ばか 6 の 
水を 口に 含んで、 先生の 胸へ 霧を 吹いて あげた、 すると 先生は 『有 6 難い』 と 言 はれた、 そして それが 最 
後の 言葉 V あつたと 新聞は 傳 へて ゐる 。此の 記事は 十分に 信用の 出來る 記事 •たと 思 ふ。 で、 Z. の 新聞 R 傳 
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へられた 先生の 最後の 裏が 非常に 意 謹ての とし V 僕の 頭に 殘つて t。 先生の 色 会 作から 受けた 
印象ょ 6も、此の臨終の光景と最後の言葉とは長く僕の心に殘つて居つ」、人間と生活といふものを考へ 
3 せる 乙と であらう。 

人の 一生の 終う と 云 ふ ものは、 をれ が どんな 人の 終 3 であらう とも、 意味 深い 問題を 我々 に與 へる もの 
である。 特 S 生 S 終は 非常 S 刻 S 示を 有つ V 居つ？ 思 七す VS 末 魔の 苦 惱に陷 つて 居られ 
たと き* たから、 日頃の 聰明 も何處 かへ 影を 隱して 、た < もう 無意識に 本能 的に のみ 命と いふ ものを 持續し 
て 居られた 塲 合に、 譫言の 一種と して 發せら れ た 言葉を 以て、 直ちに 先生を 批評す る 乙とは 出來 な v» 力 
『死ぬ ると 困る』 と 云 はれた のが どうも 本音 だら うと 思 ふ。  フ 

悟られた や 知識 や 1 の 上？？ き V、 先生の 生命の 根本— V 徹し S 各は な C 55 
かつたら しい。 割合に 健康 狀態に 在る 塲合 には、 自分で も 可な 6 悟つ た 積 6 で 居られた であらう。 そして 
其の 悟つ たと 云 ふ Z. とは 何れの 方面から 見ても、 事實で あつたで あらう が、 僕の 見る と 乙る では 將に 死な 
うとす る 刹那に 於て、 其 S 左 破れた と s ふ樣場 へられる Qvt。 天 SCNii ると 云 ふ 入口 
爻 •ては 行かれた ので あ 〇 て、 まだ 十分に 這 入う 切つ て ゐられ なかつ たらしい。 

孔子な ども 言つ たやう に、 人間は 五十に して 天命を 知る とい ふから、 年 齡 から 云つ て も 生活の 經驗 から 
云つ て も、 確かに 天命を 知る 時に 到り 着 S ては 居られた ので ある。 で、 少く とも 後 十 年位ゐ は 生きて ゐて 
開け 始め S1 とく 明かに し 5 笑 かつ &と 5。 けれど A 一 雲 後に、 霊 婦が署 吹いて や 
ると、 餘程氣 持が 好かつ たと 見ぇて、 『有り難う』 と 言 はれた。 その 言葉を 發せ られ穴 時の 心 持は 何とも 云 
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はれない 好 S 氣持を 我々 ^ 與 へる。 てれ tT 求めた ものを 得た とい ふ 心 持で ある 5 乾いて む々 ものが 濕 〇 
た、 七 持で ある。 自己を 確か 6 押し 包んで、 他から 來る ものを 拒んで， q たもの が、 自己 1: 開いて 平ら R なつ 
て、 をと から 來る ものを 受けた と 云 ふ 心 持で ある。 

此處に 至つ V 始めて 先生の 悟 6 編成した のでは ないか。 前泛 述べた 通 6、 旣に 無識狀 態に 這 入 ひて 
ゐられ たらしい 臨終の 塲 合の 不用意な 一言一句に かや 1 解釋を 下す のは、 f に センチメンタル なや i 
方餘 6 k 持つ て 廻つ た 解釋 かも 知れない が、 僕には どうも をん な 風に 感じられる。 (談) 


三度の 面會 

岩 野 泡 鳴 

夏 目^; 石 氏とは 僕は 師弟の 關係 もなければ、 何等の 恩 儀を 蒙っ た 乙と 名ない 〇 をの 上、 自然 主 萎の 論戰 
の 辟 代には、 彼の 低徊 蠢1想ゃ 創作 i 分 Is 先— けた。 然し 彼 1 て通俗小 說 f 高 謙 術 
家との 間を 行く 一作 家と しては 十分に 其の 位地を 僕 も 認めて ゐた 一人で ある。 大阪 朝日 新聞が 一時 菊地幽 
芳 氏を 押し？ たのに 比べ y 見る と、 朝日 新聞が 夏 § 買っ 念は、 遙 かに 霞の あ —とであった。 

彼の 創作は 時代と 餘ぅ £i かった。 M れは 僕の 最も 不満に 感ずる と 含で あったが、 時代と 营密 
接に 關 係— じな S 一般人の 有す f ん— 方面には 、彼の 其の 缺點 vtQir&、 即ち、 むづ かし 
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く 云へ ば 低徊趣味 的 態度は 一寸 面白い もので あ 〇 たらう。 をれ は 彼の 通俗 作家た る 資質で あつた。 まして 
其の上に、 一般人が 特別には 學ん でゐな い 理知的 方面の 乙と が 隨分 彼の 作を 讀 ん で ゐ ると 分つ て來 るに 於 
てを や だ。 

僕が 彼に 初めて 會つ たのは* 僕の 長 篇小說 『放浪 J I: 東京 朝日 新聞に — 單行 本と して 出版す る 前に — 
一度 載せない かと 云ふ掛 合を しに 行つ た 時 ^ 。 と Z. るが、 載せても 好い が、 ずつ と 前から 交涉 中の が ある 
ので、 をのき つば りした 返事を 聞かない うちは、 請 合は れない と 言つ た。 それは 長 塚 氏の 『土』 であつ て、 
それが 出る 乙と にな 〇 なので、 僕のは 斷は られた 。をの 後、 長 谷川 二 - 1 孕の 追悼 會 のとき、 夏 目 氏は 演說 
を して、 自分は 世間から 猫が 好き •たと 云 はれて ゐる が、 近頃は 石に 趣味を 有つ やうに な 〇 て、 切う に 石の 
面白 S を 研究して ゐ ると 言つ た。 乙の 時、 僕 も 一寸 演說 して、 彼が 石を 好きに な 〇 たの も* も だ、 低徊 趣 
味ょ 6 は內容 が充實 して. Q るか も 知れな S からと 冷 かした。 

をの 後で あつたが、 僕の 放浪が いょ<單 行 本に 成る ので、 をの 自序を をの 前に 朝日 新聞の 文藝 欄に 送 
つて 見た と Z. る、 夏 目 氏から 『內容 が 充實 して， Q な S から』 と斷つ て來た 。つま $、 僕の 以前に 彼 1: 批評 
し S 一日 葉を 以て 彼が また 僕を a やかした ので あつた。 僕は 此の 時、 彼の 眞 面目 腐 〇 た 皮肉を 面白 v> と 思つ 
て 吹き出した が、 乙れ は 其の 當時生 田 長江 氏 R 僕から 語つ た 乙と が ある。 その 時 長江 氏が 答へ たには、 夏 
目と 云 A 人は どんな 眞面 目な 乙と を も不眞 面目に 解釋 してし まは なければ 滿足で きな v> 人 ^ と。 

その後、 夏 目 氏が 大阪の 旅館で 病氣に な-^、 とう^^ 病院に 這 入つ た。 をして 僕は 當 時大阪 新報 社員と 
し て 同瓧を 代表して 彼を 見舞つ たこと が ある。 乙れ が 三度 目の 面會で あつた。 第一 回の 時 R も 第二 回の 時 
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k も 彼は 少しも 自分の 乙と を 語らないで、 僕の 乙と ばか $ 訊いた が、 第三 回目には —— 病氣で 少し 感傷的 
になつ てた からで も あらう- — 彼 自身の 乙と を も 或る 程度まで. 打ち明けて 語 〇 た。. をして 今 水 落 露 石 氏が 
來て乙んな乙とを言 0 て吳れたとか、昨日は靑木月斗氏がどうして吳れたかと云ふ乙とまでも語 0 た。然 
し 彼は ^ のうち' わの 弟子に 對し て隨分 思 a 切つ た 皮肉 や惡 罵を 大膽 にあび せかけ る 人の やうに 聽 S てゐる 
が、 僕の やうな 外部の ものには、 どうも 大膽に 出られず、 實 R 卑怯ら しいと 乙る が 見ぇる ので、 相對 して 
氣 持の 人では なか 〇 た。 

をの 後、 僕は 彼に 會つ たこと もなかつ た。 彼の 創作を 讀んだ 乙と もなかつ 犮。 野 上臼 川 氏が ょく 僕に 向 
つて 一度 一緖に 漱石老 を 訪は うと 云つ てわたが、 とう<  其の 折 もな くな つてし まつた。 兎に角、 僕は 彼 
を觀る N1 とは 丁度 坪內 逍遙 氏を 觀 ると 同じ やうな 心 持 V あ 〇 穴。 僕は 逍遙 氏 1: 以て 僕 等 一般の 先輩と して 58 
過去に 於て 旣に 仕事を してし 爻つた 人と 見做して ゐ るが、 漱石氏 も 一 -實 際は 僕 等と 同時代に 働いて ゐな 
がら、 時代に 痛切で なか’ つた 爲めに —— 僕 等には 過去の 先輩の やうに 見ぇて 居た。 


夏 目さん 

泉 鏡 花 

臨時 k 漱石 3 ん 0 特別 號が 出 ' ± すんで すか、 結構で ござ いますね。あの方の乙とを、私に。ぇゞ、仑办 
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ら 、品が あ 〇 て" 遠慮は ない ま ゼ も、 禮は 失は せない。 をして ね、 相對 すると、 まるで 暑 5 を 忘れ ^ した 
つけ、 凉しい 、潔い 方でした e 

姿と、 人 がらは 覺ぇて 居ます が、 座敷の 模樣だ とか、 床の間の 樣子 なんどは 些とも 知らない、 まるで 見 
なかつ たんで せう。 いづれ、 あの方の 事 だ. から、 立派な 書架 も あんなす つたら うし、 確と 心 持、 氣分で す 
か、 其の 備は つた 軸 もの、 額の 類と 云つ たもの も あ $嗖したらうけれど、何にも知6ません。逢つて氣が 
詰 〇 て、 さう した 事に 心を うつす 餘裕を なくされる んぢ やな S、 夏 目さん さへ* 其處に 居れば、 何にも、 
をん な ものは 要らない のです。 まあ、 其の 人 5 へ 居れば、 客に 取つ ては 道具 も、 裝飾 も、 もう、 ひといき 
申せば、 座敷 も、 家 も、 極暑に 風が なくつ て も 可い つて 云 ふ 方でした。 

をれ •たのに、 をれ だけに 尙ほ 、其の 人が 居な くな つては 困 $ ますのに ね、 ^ —— 夏 目 金 之 助さん と 云 ふ 名 
ばつ かう になん なすつ た。 十二月 十二 日の 朝、 靑 山の 齋塲で 銘旗 にか、 れた 、其の 名を 視た 時には、 何と 
も 申されない 氣が しまし 穴ょ。 私は 不斷 から、 夏 目 5 んの 、あの 夏 目 金 之 助と 云 ふ、 字と、 字の 形と、 姿 
と、 音と 音の 響と が、 だ S すきだつ たんです、 夏 目さん、 金 之 助さん、 失禮だ が、 金さん。 何う しても 岡 
惚れを させられる ぢやあ せんか。 

あの 名に 對して 、禪坊 ro /i が、 木魚を 割つ たやうな 異聲を 放つ て、 咄なん て 喚い 力のは 變ぢや あ- cs 'i せ 
んか 。いや、 乙ん な 事を 云つ て 怒 6 やしません か、 夏 目さん は 怒 $ やしな ^ るまい。 


く 6 り 


槪粳作 傑 氏 石 漱目夏 


夏 目 漱石氏 傑作 梗概 


「心」 は、 私と 稱 する 一青 年が、 自分と、 彼の 先生 
と呼ぷ 人との 關係を 說 くと 乙る から 始まる。 乙れ が 
最初の 「先生と 私」 の篇で ある。 

彼が 先生を 最初に 見た のは、 鎌 倉の 海水浴 塲の雜 
閜の 中で あつた。 その 頃 毎日 無聊に 苦んで ゐた 彼は、 
非社交的な、 周 園の 雜閙 などには 超然と して、 一定 
の 時刻に a ょ s と來て 、 .a ょいと 去つ て 了ぅ 先生に 
興味を 有つ た。 彼は 先生と 話を する 機會 を ® つて ゐ 
た。 その 中に、 先生が 眼鏡を 落した のを 拾つ て やつ 
た $、 沖の 方へ 一緒に 泳ぎに 出た うして、 とう < 
口を きく やうに なつた。 さ 5 して 先生の 宿へ も 訪れ 
允。 併し 先生は 懷をあ 付て、 彼を 迎 へる やうに も 見 


へなかつた。 

その 中に. 二人は 東京べ 歸つ た。 彼は 機を 見て 二度 
先生の 宅を 訪れた •か、 二度と も 不在 V あつた。 外出 
嫌と 聞 S て， Q た 先生が 自分の 行く 度に 留守 •たから、 
彼は 不審を 起 乙した。 が、 それは、 每月そ の 日には、 
雜司ヶ 谷の ある 佛の 墓に 詣で るので あつた。 彼は 先 
生の 奥さんに 敎 へられる 爻、 に/をの 墓地へ 行つ た。 
さう して 先生に 會つ た。 自分 5: 見る と、 先生の 眉間 
には 曇う が 射した。 先生は 只 友達の 墓と いふの みで、 
例月、 どうい ふい はれが あつて、 誰の 墓に 詣る のか 
敎へ なかつ た。 

其 後 彼は 度々 先生の 宅へ 出入す る やうに なつた。 
が、 墓參 について はつい e 明瞭な 答を 得な かつた。 
のみならず、 その 話が 出る 度 R 先生の 顏が 曇 〇 た。 
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先生は 淋し S 人で あつた。 奥 3 ん との 間柄は、 世間 
並に 云つ て、 寧ろ 仲の い、 夫婦' てあつた。 が、 二人 
の 間には 子供が なかつ た。 をの 上 親し S 交際を して 
ゐる 親類 も、 友達 もなかつ た。 さ ラして 先生は 學問 
も 見識 も 多分に あ- CN 乍ら、 何の 職に も關 はらずに、 
書生に 閉ぢ 籠つ て 日を 消す のを 常と した。 人間 嫌 CA 
な、 と 云 ふょ 6 寧ろ、 人間を 怖れて ゐた 先生は、 他 
人との 交際は 殆ィど 一切 避けて ゐ たので ある。 先生 
は 僅かに、 彼との 一點が 世の中と 接觸 して ゐ たやぅ 
な ものであるが、 をの 彼 3 へ實 直で、 純眞で 、熱誠 
で、 世の 濁 $ に 穢 3 れ な S 靑年で あつた。 從つて 結 
局 先生は、 世から 全く 隱粞 して ゐるわ けで ある。 彼 
は 段々 深く 先生の 家庭に 入 〇 た。 彼は 先生 1: 心から 
尊敬し、 且つを の 孤獨を 氣の 毒に 思つ た。 先生 も 亦 
彼を 愛して、 色々 な 話を した。 

ある 時は、 滿 開の 花の 下を 漫步 する 若い 男女を 見 
て、 「戀は 罪惡で す」 と 先生は 彼 k 告げた。 或 時は、 


人間 全蹬を 信用し ない と 言つ た 1 とも あつた。 先生 
はひどく厭世的であ 〇 犮。 

或晚 先生の 留守に、 彼は 奥 3 んと對 坐した。 3 ぅ 
して 先生の 厭世の 原因が、 或は、 ま •た 先生が 大學に 
居た 當時 、親友が 變 死した のにょ るので はなから 5 
かと 仄めかさ n た。 併し 雜司ヶ 谷に ある 墓が、 之の 
親友の墓であるかどぅかは、奥 ^ んも話 ^ なかつた。 

冬が 來た 時、 故國の 父親が 腎臓病で 卒倒した と v» 
ふので、 彼は 歸國 した。 その 時、 先生の 奥さんが 矢 
張 $ 乙の 病氣 T 逝かれた の だとい ふ 乙と を 聞いた。 
彼は 歸國 したが、 幸に も 父の 病氣は 快方に 向つ た。 
で、 彼は 冬休みが 了る と 早速 東上して、 向 生のと 乙 
ろへ 顔を 出した。 彼は をれ から、 四月 中に 提出す ベ 
き 卒業論文の 製作に 熱中して、 先生の 宅へは 自然 足 
が 疎くな つた。 

世が 葉 櫻の 節に 入つ た 頃 彼は 自由にな 0 て、 早速 
先生の 宅へ 來 た、 3 ぅして 先生を 散步に 誘 CA 出した。 
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仑の時 先生は、 自分が％ と財產 家で あつた 乙と 5: 話 
した。 をれ から 彼の 父の 病狀を 尋ねて、 父の 達者な 
中に 財産の 處理を づけて おいて 貰ぅ がい \ い かに 
身內の もので も、 「人間は いざ とい ふ 間際に 惡人 にな 
る」 もの だからと さ とした。 先生は 身內の ものに 瞞 
された ので あつた。 その 結果と して 先生は、 當事者 
を 僧 ひのみで なく、 人間 全體を 僧 1/ やぅに な 〇 たと 
いふの* て ある。 

彼は ある 時、 乙の 僧 人的な、 厭世的な 思想の 基礎と 
なつて， Q ると 思 はれる 先生の 過去 1: 物語る 乙と をせ 
爻 つた。 先生は 愕然とした。 けれ 共遂 a に 彼の 眞面 
目に 動かされて、 一生に 一度は、 一人で もい、 から 
人を 信用して、 その 人に 過去の すべてを 自白して 死 
にたい と 言つ た。 3 うして 何時か 適當の 時機を 見て、 
彼に すべてを 話す 約束を きめた ので ある。 

彼は 首尾よく 卒業した。 さう して 九月に なつたら 
上京して 職を 求める 乙と、 L て、 ート先 づ歸國 する 


乙 とに な 〇 た。 彼は 九月に 再び 先生の 玄關に 立つ 樣 
を 夢み 乍ら、 先生の 元を 辭し 去つ たの、 V ある。 

中篇は 「兩 親と 私」 である。 

父は 案外 元氣 V あつたが、 彼は 先生 夫妻からの 注 
意に ょつ て、 絕 ぇず 警戒 1: 加へ て ゐた 。併し 父 も 母 
も 直 5 死なぅな どとは 思は なかつ た。 兩親 は、 丹精 
して 育て上げた 息子が 大學を 卒業した ので 大喜びで 
あつ '/2 。さぅして卒業祝 5: して、客をしやぅといふ 
計 劃まで した。 ところが 明治天皇の 御 惱の己 とが 新 
聞に 見ぇた ので" それ も 遠慮す る 己と になつ た。 父 
は 日々 新聞を 手に して、 陛下の 御惱 を. 心痛して， Q た。 
が、 つ a に 陛下は あか くれに なつた。 父は 力を 落し 
て 了つ た。 

彼は 一二 度 先生に 手紙を 書いた。 先生からは 返事 
が來 なかつ た。 をの 中に 父母の す、 めで、 無駄 だと 
は 思； 3 乍ら も、 兩親を 安心 3 せんが 爲め 、就職口の 
周旋を 先生に 依頼した。 併し 返事は 來な かつた。 彼 
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は 兩親に 相談の 上、 就職の 爲め 上京す る 乙と にきめ _ の 効果が あつたので 醫 者は 歸つ た。 彼は 一瞬の 時 
た。 と 乙ろ が 計らず も、 出立の 間際 R なつて ハ 义が卒 間を 造つ て、 原稿 やを の ^ きの 手紙を 見た。 彼は 手 
倒した。 彼は 出京を 延ばした。 その 中に 父の 病狀 は. 紙の 結末に 近く、 「此 手紙 •か あなたの 手に 落ちた 頃に 


次第に 昂進して 行つ た。 母は ^ れには 餘 {氣が 〇 か 
なかつ た。 3 ぅして 先生からの 返事を 待つ て ゐた。 
兄 も 九州から 歸つ て來て 、父の 枕頭に 待 〇 た。 そ 乙 
で 先生から、 す r 來い とい ふ 電報が 來た 。瀕死の 父 
を 放つ て お S て 彼は 上京す る わけには 行かな い。 彼 
は その 譯を 長々 と 手紙に 書いた。 先生の 返事は 又電 
報で、 そんなら 來るに 及ばな S と あつた。 

仑 の 頃に なつて 父の 容態は 段々 險惡に なつた。 併 
し 先生の 方からは、 口の ことに 〇 いては 何も 云つ て 
來ない し、 兄弟は 寄つ て も財產 についての 遺言を 强 
い て 聞かう としな S 內に 、父の 病は 重つ て 行つ た。 
さ うして 愈々 今か今かと* 皆が その 死を 待 C) て , D る 
時に、先生から書留郵便で、大きな封が屆ぃた。彼 
は をれ を 切つ て 讀む 機が なかつ た。 L ばらく して 浣 


は、 私は もう 此世 R は 居な い でせ う。 とくに 死んで 
ゐるで せう。」 とい ふの 1: 見出した。 彼は 吃驚した。 
彼は 汽車の 時間割を 見て、 家を 飛び出し た。 ^ うし 
て 停車 塲で 家に 宛 V.、 手紙を 出した。 彼は 思 ひ 切つ 
て 東京 行の 汽車に 乘つた 。さ 5 して 先生の 手紙を 讀 
んだ ので ある。 

F 篇は 「先生と 遺書」 V ある。 すべて その 先生の 遺 
書から 成 6 立 〇 て ゐ る。 

先生の 父母は、 先生の 二十 歲の頃 縢 窒扶斯 で、 相 
繼 S で 死ん. 怒。 死ね 時 母は 萬 事を 父の 弟に 托し / 2 の 
で & る r 先生は 後事は 一切 叔父 任せで、 學問 の爲め 
上京した。 そ 0 間に 叔父は、 自分の 都合の い、 やう 
に、 先生の 家を 切 6 まは した。 をれ が爲め 兎角の 風 
評もあつ /2 。その上叔父の娘を、彼に嫁けやうとし 
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て拒絕 5 れて からと s ふ もの、 叔父の 家の もの、 樣 
子が、 •からう と變 〇 た。 彼は とう— 叔父に 向つ 
て 談判を 開いて、 父の 遺財の 引渡しを 迫つ た。 けれ 
共 受取つ た 資産は、 遺財と して 父が 殘し たもの、、 
幾分の 一に も 足 $ なかつ た。 彼は 叔父の 不德を 憤つ 
た。 3 うして 二度と 雨 親の 墳墓の 地を 踏 〇 まいと 决 
心して、 田地な どを 金に して、 上京した ので ある。 

かう して 自分の 財產 •か 確實に 出來 て、 金に 不自由 
のな くな 〇 た 先生は、 一軒 自分の 宅を 探 3 うと m 心つ 
て ゐる 矢先、 偶然に 本 都合の い、、 素人下宿を 見 付 
けた。 小石 川の 本 鄕臺に 面し 72 閑靜な 宅で、 軍人の 
遺族で あ 〇 た。 家族と しては、 未亡人と、 年頃に な 
る その お 孃さん と 丈で あ 〇 た。 先生は そこから 角犓 
姿で 每日學 校に 通つ て， Q た。 

とかう する 內 k 先生の 心は 段 ❖ を 孃 さんに 引 さつ 
けられて 來た 。敎塲 などへ 行つ て も •何を 考へ ると 

なく、 只 ぼん や- 〇 して ゐる 日な どが 多くな つた 〇皮 


が 家ヒ 出る 時 抱 S た 厭世 觀は 、乙、 の 家族に 加は つ 
てから 大に和 げられ たので あるが、 それと 同時 ic 彼 
はお 孃 3 んを戀 し 始めた ので ある。 未 G 人は、 二人 
の 仲を 接近 5 せた がつ て. Q る やうても あるし、 彼 か 
ら娘を 警戒して ゐる らしく も あ 〇 た。 或る時 乙の 三 
人が 連れ立つ て 買物に 出た のを、 どこで 見た のか、 
先生の 友達が 翌日 學校で 、何時 結婚 ♦たな ど k a やか 
した。 先生は それを 未亡人に 打ち明ける. と、 彼女は 
をれ はお 迷惑 ♦たらう と 言つ て、 暗に 彼に 鎌を かけた。 
先生は 戀を 打ち明け やう かと M つたが、 ^ の 手は 食 
はない とば か-^ に、 そ 乙で 立ち 留爻 つた。 

仑 の 頃 先生の 友達の K とい ふの が、 實家や 養家と 
切れた 揚句 神經 衰弱な ども 手傳 つて、 CA どく 困つ て 
ゐ たので、 彼は 未亡人の 反對を も 顧みず、 自分の 宿 
へ 引つ ばつて 來 た。 K は宗敎 家の 家の人と なつた、 
自立 自營の 志の 强 S、 强 直な 男で あつた。 ^ うして 
無口な 孤獨な 男で あつた。 で、 先生は 未亡人 やお « 


( 65  ) 


槪梗作 傑 氏 石漱目 H 


3 んに賴 ん で、 つとめて K を 快活 R 向は せ やうと し 
た。 

をの 中に K は 段々 人 問ら しくな つて 來た 。始めの 
中は 皆が これを 喜んだ。 と 乙ろ が 少し 過ぎる と 先生 
の 胸が 〇 でない やうな 時 ♦か 來た。 K の 部 M で、 お 孃 
さんが 話して ゐる やうな 乙と が 度々 あつた。 先生は 
氣を 揉 A ♦た。 

仑の中に夏休みが來た。二人は’房州へ旅行し /2 。 
先生はお嫱3んに對する自分の戀ヒ大 (: 打ち明けや 
うと 思 a 乍ら、 つ rA 打ら 明けずに 了 0 た 〇 一 一人の 間 
には 或る 障壁が 出來た 。 

歸つて 見る と、 お 嬢 3 んが 先生に 好意を 有つ て， Q 
るら し s ので 安心した が、 をれ も 少し 經つ 間に 又 元 
通 6 になつ た。 十一月の ある 寒い 雨の 日、 先生は 泥 
濘の M 路で 、お 嬢 3 ん と一緖 の K に會つ た。 先生の 
胸には 强烈な 嫉妬が 萠し た。 

JF 月の ある 日朝から 未亡人 も お g ^ /L も 留守で 


あ 〇 た。 5 うして 先生と K とは、 各. 令の 部屋で 同じ 
やうな 戀 に いためつけられて、 默つて ゐた 。をの 時 
とう^- K が お « 3 んに對 する 切な 心を •先生に 打 
ち 明けた。 先生は 失策つ たと 思つ たが、 もう 追 a つ 
かな い。 £ に 先 じられ たので ある。 先生の 心は 擾さ 
れた 。けれ 共 K も 迷つ てゐ た。 家人の 誰に も をれ 5: 
打ち明けずに 喜んで. Q た。 先生は それを 見て、 彼 (C 
同情を 寄すべき ところ ヒ、 利己と 嫉妬の 心から、 殘 
刻に も 彼の 眾素 口走る 现想 をもつて、 £ ^ 鞭つた。 
3 うして 彼を CA どく 罵つ た。 K は その 非難を 受けて、 

tft ^ と 「覺悟 覺 悟なら ないでも ない」 と 答へ た 0 

先生は 又 乙の 「覺 悟」 を、 K の 果斷の 性格が 戀の 方面 
に發揮 nr n るの が 覺悟で あらう と 恐 a 込んだ。 先生 
は 居ても 起つ て も 居られ 次くな つて、 とう- 未 亡 
人に、 お 孃 3 んを 自分の 妻に 欲し s 旨 r 申出た。 未 
亡 人は 即座に 快 答を 與へた 。併し 五六 日經つ て も 先 
生は、 絕ぇざ る 不安と、 良心の 呵責を 有ち 乍ら、 そ 
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の 己 とを K に 語らずに 居た。 K は 未亡人から 先生 0. 
結婚の申込を期いた。さうして平常の態，度ぞ、祝辭 
をのべ た。 K は 泰然たる もので あつた。 それから 間 
もない ある 夜 K はとう^-一片の 簡單な 遺書を 書い 
た ま、 自殺 1: して 了つ た。 乙の 深 S 理由は 先生が 知 
つて* Q る ばかう であつ た。 

ニヶ 月 程た つて 先生は お 孃 3 んを妻 に 迎へ た。 併 
し 夫妻の 間は、 以前の 戀仲 ではな かつた。 K の 死が 
先生の 生活を 全く 灰色に 染めて 了つ たので ある。 先 
生は -K の 死 W I: 審に話 3 うか どうし やうと 迷つ た。 
けれ 共 彼は をの ま、 過ごした。 叔父の 事件に 他人を 
信用し なくなつ た 先生は、 K の 死で、 自分を も、 仑 
の 人間の 一員と して 見なければ ならな くな つた。 先 
生は 乙 V に、 自分の 罪、 併せて 人類の 罪を 感じた。 
をれ と rnl 時に、 K の 死因 も、 失戀 のみからで はなく" 
理想と 現 實 との 衝突 か、 3 もな くば 51 に 進んで、 全 
くの 孤獨 1:. 淋しがつ た 結果で あらう と s c> た。 


其內に 妻の 母が 病氣 にか、 つた。 先生は 罪滅ぼし 
の やうな 氣で •人間の 爲め に、 母を 精々 懇切に 看護 
した。 母が 亡くなつ た 後では、 妻を 愛した。 乙れ も 
一個 A 5: とほして、 更に 深 S、 廣 S 背景の 上に 働い 
た 愛で あつた。 

先生が 毎月 雜司ヶ 谷の 墓地に 參 るのは、 かう した 
事件と 心理の 爲めで あつたので ある。 

その後 先生は 幾度 か 自決し やうと して、 をの 都度 
思 61 止 ^ つた。 併し 幾度 か 思 ひ 止 ^ つた 揚句 遂 ひ に 
到達した のは、 乙の 苦し S 牢屋を ぬ 付る 道と して、 
自殺の / > •か 自由に 先生の 選擇の 中に あつた。 をの 時" 
明治天皇の 崩御に あつた。 つ S で 乃 木大將 の % I 死に 
逢 〇 た。 先生は 明治の 精神に 殉死す る覺 悟で、 己、 
で 自殺を 决 心した。 3 うして を 乙で 初めて、 彼 ic 約 
束した 機會 が來 たので 手紙を 書いた ので ある。 尤も 
彼の 父の 病中 電報を 打つ て、 彼の 上京 r 促した のは、 
彼 k 直接 面會 した 上 乙れ 丈の 乙と v » へる 積 6 であ 
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つ 穴ので ある* 

「行人」 

夏の 乙と である。 自分と いふ 代名詞を 用， Q て ゐる 
本 篇の說 話者 長 野 二郞一 : r 大阪に 着く 早 令、 母の 遠 
緣に當 つて ゐて 、以前 彼の 家の 厄介に なつて ゐた乙 
との ある 岡 田 夫婦の 元へ 俥を 走らせた。 一つには 一 
緒に 高 野 登 A を 約束した 友達の 三澤と 落ち合 ふ爲 
め、 一 〇 には 母から 賴爻れ た 岡 田の 所謂 「例の 一件」 
の 用向きの 爲めで ある。 例の 一件と いふのは、 長 野 
家に 厄介に なつて. Q る お 貞さん を、 岡 田の 口入れで 
貰 ひ たいとい ふ 佐 野の 緣談の 乙と である。 3 ぅして 
彼の 役目は 佐 野の 人品 や 何 か •を 豫め しらべる ので あ 
る 0 

緣談の 方は 程なく 佐 野に 會 つ たので、 簡單な 報告 
書で 役の がれに なつた わけで あるが、 三澤は 中々 來 
なか 〇 た。 が、 ^ れは 三澤 が大阪 につく が 早い か、 胃 


を惱 つて、 入院して £> たので あつた。 彼は 岡 田の 家 
を 引 5 拂つて 、病院の 近くに 宿 1: 求めた。 3 ぅして 
每日三 澤の 見舞に 行 〇 气 幸 CA 三 澤の 病は 重大に な 
らずに すん •たが、 三澤が 「あの 女」 と 呼ぶ 藝者が 、偶 
然 潰瘍の 爲めに 同じ 病院に 入院す るに 至つ た。 女と 
いふのは、 三澤が 大阪に 着いた 夜、 友達と 一 緖に飮 
んだ 酒の 席へ 出た ので、 その 時 女 も 彼 も 胃が 惡かつ 
たので ある。 三 澤は 女に 酒を 無理に 强 a したぅ した。 
で、 女の 病氣 は、 三澤 自身が 重らした の だとい ふ氣 
がして. Q る。 で、 愈 ミ 自分が 退院す ると いふ 時に な 
つ て、 長 野が 岡 田から 借 3 て來た 金を 女に 與へ犮 。 
をの 女が、 以前 三澤に 惚れたら しいと かいふ 精神病 
の 「娘 3 ん j に似て ゐ ると S ふので ある。 三澤は その 
.ま、 東京へ 立 〇 た。 彼は 殘 〇 て 母と 兄 夫婦と を 迎へ 
る 乙と にな 〇 た。 

母と 兄 夫婦の 來阪に ょつ て、 佐 野と お 貞 3 ん との 
緣談 は纒 つた。 
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•をの 頃の 大阪は a どく 暑 か 0 たので、 皆が 早く 大 
阪 を 出た がつ た。 を 乙で 四 人は 和歌の 浦へ 行 〇 て 見 
る 乙と にした。 

兄は 交際な どの 餘りな S 學者 で、 東京に 居る 時は 
多くは 書齋の 人で あつた。. 思想家と して 人から も 許 
3 れ 、大學 の 講座を もつ て ゐる 身で あつた。 が、 世 
間から も 孤獨な 彼は、 又 家の 內で も孤獨 であつ た。 
さ ぅして 最も 親し かるべき 妻と 3 へ、 何處 となく 不 
和で あつた。 兄が 神經 質の 人で あるのに 反して、 妻 
は 又 冷然た る 態度です ベての 乙と に 向 〇 た。 をれ が 
特に 兄に 向つ て 冷淡の やぅに 見ぇた。 兄は 弟の 二郞 
と 妻との 仲を 疑 〇 て ゐ たので ある。 

和歌の 浦へ 來て から、 兄は 弟を 促して、 人の 居な 
い 社の 境內に 導いた。 さう して 弟に 果して 嫂との 關 
係がない かどう かを 尋ねた。 弟は 無論 即座に 否定の 
答を したが、 結局 其 次には 嫂の 節操を 試す 乙と 5: 乍 
迷惑 約束した ので ある。 


翌日は をの 約束を する 日で ある。 弟は 兼ての 兄と 
の 手管 通 6嫂と連れ立つて和歌山へ行つた。さぅし 
て 夕方 爻でに は 何とか 策を 施して、 自分の 觀察な 6 
試驗な 6 を 兄に 報吿 する 筈で あつた。 と 乙 る が 二 人 
が 和歌 山に つ S て暫 らくす ると、 大 暴風雨が 起つ て、 
通信 機關や 交通 機關の 一切が 利かな くな 〇 た。 二人 
は 和歌 山へ 宿るべく 餘儀な く 5 る、 に 至つ た。 二人 
には 和歌の 浦の 暴風雨の 渦の 中に 居る 母と 兄との 乙 
とが 氣使 はれた。 併し 何とも 策の 施すべき 術 もない 
ので ある。 m 線が 切斷 r& n たの か 電燈も 消ぇた。 二 
人は 猛 6 狂 ふ あらしに 取卷か n て、 寢 苦し s 一夜を 
送つ た。 弟は、 困つ た 乙と になつ たと 思 a 乍ら も、 
かぅして嫂と居るのに妙に心持ょ 3 を覺ぇた。併し 
乙れ と 言つ て 兄に 報吿 すべ & 何物 も 有て なかつ た。 

翌日 歸へ ると 果して 兄は 探る やぅな 眼 差 5: 二人の 
上 : -C 投げた。 併し 嫂は 平氣で あつた。 

暴風雨で 怖氣 がつ S て、 皆が 早く 歸京 する ことに 
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な 0 た。 出立の 前に 兄は 彼 1: 別室に ょんで、 約 衆の 
乙 とを 尋ねた。 彼は 簡單に 嫂の 性質は 分らない と 答 
へて兄を怒らせ /2 。3うして結屌は歸京した上ゆつ 
く 6 その 時の 模樣を 物語る 乙と、 した。 四 人は 大坂 
に 出て、 岡 田夫 妻 や、 佐 野の 見送 うを うけ 乍ら、 歸 
京の 途につ いた。 

歸京 後の 兄の 様子は、 表面 可成 6 平靜に 見ぇた。 
兄は 始終 書 齋裡の 人と なつて、 次學 年の 講義を 造つ 
て. q る。 弟 も 兄と 約束した 乙と を 別段 言 ひ 出す 必要 
もない 位に 思つ た。 併し 內實 兄の 心は 淋し ^ ， て滿さ 
れ て ゐた ので あつた。 3 うして， Q る 間に も お 貞さん 
の 嫁入 仕度は 追 ♦に 出來 上つ て 行つ た。 又 -: 方 妹の 
あ 重と 嫂との 仲は 面白くな くな つて 行く ので あ 〇 
た。 弟が 嫂の 肩を もつ やうな 乙と 1: 言は う ものなら、 
家中の ものが 皆 顏を しかめた。 お 重は 事每に 嫂の 乙 
とが 氣に 喰は ない 中に も、 殊に 兄の 子の 芳江が 嫂に 
ばか $ 懷い てゐ るのを、 嫂が 殆んど 故意 R 見せび ら 


かす やうに 振舞 ふのを 僧 A だ。 無論 お m :, 兄の 同情 
者で、 表裏の な S JH 直 者で あつた。 兄の 額には 段 令 
學 者ら しい 皺が 深く 刻まれて 來た 。母は 乙ん な 面白 
くな S 1 家の 樣を 見て 氣 ^r 揉んだ。 3 うして 弟に も 
早く 嫁を あてが ひ、 妹 4C も 早く 嫁の 口を 探 n •うとし 
た。 父は 世間の 御世 辭上 手な 所謂 交際家の 類で、 乙ん 
な 乙と k は 3 して 頓着 もして， Q ない らしく 見えた。 

兄の 胸には 常に 弟に 對す る隱れ たる 暗闘の 種が あ 
〇 たが、 弟は 態々 快活に 弟の 書齋を 訪れ： る 乙と が 
多 か 〇 た。 ある 日 兄の 心は 弟に 向つ て 爆發 した。 兄 
は 弟を、 父に 似た 輕薄兒 だと 罵つ た。 して そん 
な 浮薄な 信用の 出來な S 男から， 和歌 山の 件 名 聞く 
には 及ばない と斷つ た。 表面な ほうかけ たと 見えた 
兄弟の. 仲は、 乙 の 時 深く 裂かれて 了つ た。 

弟は 最早 家 k 居る に 堪えな くな つた。 彼は 友達の 
三澤を 訪れて、 家を 出る 相談 t した。 さ 5 してとう 
<下宿すス.乙とに决めて了つた。彼は家へ歸つて 
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この 話を 第一に 妹の お 重に した。 お 重は、 自分 ばか 
办一 人 乙の 厭な 家に 殘 ると 言つ て 泣いた。 をれ から 
母に も 父に もした。 

をれ から 彼は 愈 令 難關の 兄に ^ の 話を した。 兄は、 
出るなら 勿論 一人で 出る の だら うねと s ふやうな 妙 
な 答を 發 した。 そうして 彼と 嫂との 間を 疑つ て ゐる 
や 5 な 口吻 ^ 洩らした。 

それから 二三 日して 彼は 下宿に 移つ た。 をう して 
t NJ から、 冇樂 町の 事務所へ 通勤し 九ゐ た。 彼は 段 
々實 家の 方へ 足を 遠け た。 もし 行つ て もなる ベく 兄 
を避けるやうにした *0 をうしてゐる中 ^ 、兄の頭腦 
k 少丨 '變調 が 來 やしない かと S ふ 注意を 二 三 ヶ所で 
& か 5 れて 心配した が、 それ もさして ひどい 乙と で 
もなかつ たらし かつた。 

とかう する 中に 愈々 お 貞 3 んの 結婚の n •か 來て、 
乙の 平凡では ある •か 處 女らしい 處女 は、 岡 m と 佐 野 
とに 守られて、 乙の 家を 去つ た。 後は 又い つもの 家 


庭の 様が 續 けられた。 兄の 精神 狀態は 益 令 面白くな 
くな 〇 て 行く 模様で あるし、 をれ につれ て 嫂の 措置 
も 母 やお 重に 不快に 映る ことが 增し て來 た。 彼は 中 
令 家へ 寄 6 つかな かつた。 母 やお 重の 來訪 にょ 〇 て 
家の 模様を 知る ので あつた。 けれ 共 嫂は つい e 一度 
^ 姿を 見せな かつた。 彼は 母の 意で、 お 重を 三 澤 k 
嫁せ たいと M o て、 をれ となく 氣を引 S て 見た が、 
三澤は 別に 動かな かつた。 お 重の 嫁入と、 彼の 妻を 
迎 へる 乙と、 が、 兄の 氣 ^: 靜め 、併せて 家庭の 平和 
を 致す 所以 だとして、 皆から 認められた。 併し いづ 
れにも 中々 良緣は 見付からな かつた。 

冬が 來て 冬が 去つ た。 ^ ぅして 世は 彼岸と な 〇 た。 
その 頃の ある 夜の 乙 と、 嫂が 不意に 彼の 下宿. V 訪れ 
て、 彼を 驚かした。 それの みならず、 問 はれて 7PS 
、加减 にぅけ 答して ゐた 嫂が、 乙の 夜に 限つ ては、 
彼から 問； 5 もしない のに •兄と 嫂との 關係 •か、 近頃 
は 一層 好くな S 一方で ある 乙と を 語つ た。 嫂は 誰を 
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恨ず るで もな く、 唯々 自分の 愚から 來 たの •たと 諦め 
て ゐた 、そうして 男は、 S やに なれば いつ で ^ 勝手 
な 乙と が 出來 るか ^ 幸 •た a いつて* Q た。 

乙の ことがあつ てから 三 四日の 間と S ふ もの、 彼 
はひどく嫂の幻になや爻 5 れた。彼は不相變實家へ 
は餘 6 顔出し 1: しな かつた。 そ 乙へ 或る日 父が 態々 
彼を 迎に來 て、 家に 連れて行つ た。 をう して ^ 乙で 
兄の 精神 狀態が 益々 M はしくない ことを 聞いた。 を 
乙で 彼は 皆と 合議の 上、 三澤 の保證 人で あつた、 兄 
の 親友の H さんに 賴ん で， 兄を 旅行に 連れ出して 貰 
うこと に 議を きめた ので ある。 

翌日 彼は 三澤と 一緖に H5 んを 訪問して、 乙の 旨 
を 賴ん •た。 H さんは 承知は したが、 請 合 a はしな かつ 
た。 をの 中に とう <春 休みには 兄は 行け 5 いとい 
ふ 乙と が、 H 5 んか ら傳 へられた。 

三澤は 兄の 旅行よ 6 も、 彼 R 結婚を す、 め ^ 。 を 
うして とう-^ ある 音 樂の會 で 見合まで させた。 t 


の 時には h; 澤は已 に 婚約を すませて £) たので ある。 
併し H3 んに 賴んで お S た 兄の 旅行 も、 乙 ちらの 思 
a 通 $に なつて、 六月の 試驗を 了は ると、 H 3 んと 
兄と 二人で 旅行に 出かける 己と に决咬 つた。 

正式では な S が、 兎に角 一應 見合は すませた もの 
、、彼は をの 女の 方は 餘 6 考へ なか 0 た。 寧ろ 彼の 
氣は實 家の 方へ 多く とられた。 偶 令 女の 乙と を 考へ 
出しても、 兄と 嫂の 乙と を 一緖 ic 考 へずには 居られ 
なかつた。 

愈々 二人の 旅行が 决ま つた 時に、 彼は H 3 んを訪 
れて 、旅行 中 兄の 容子に 變 つたと 乙ろ が あつたら 知 
ら せて 吳れる やぅに 賴ん で、 兎も角も 仑の 承認を 得 
た。 

兄が 旅行に 出た 晩、 久 々で 彼は 賞 家の 敷： S を 跨い 
•た。 をぅ して 自分の 結婚 問題を 母 やお 重と 語つ たが、 
嫂とは をの 黙で 一言 も 言を 交は さなかつ た。 

翌日から H3 ん からの 通信が 心待ち R 待たれ /2 
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が、 ^ れが 中々 來な S。 併しとう く 十一 日 目に H 
3 ん から 重 S 封書が 屈 S た。 無論 旅行 中に H さ A が 
.見た 兄の 乙と が 細々 と 書いて あつた。 

H 3 んの 書信に ょると ざつと かう である。 

旅行の 初め 兄は 絕 ぇず 不安を 感じて， Q た。 塲所に 
も、 自分の 頭の 中に も、 少しも 安住す る餘 地がない 
ので ある。 彼は 睡眠不足で、 すべての 乙と を 自烈た 
がつ た。 をう してょ く H さんと 論爭を した。 けれ 共 
H3 んの 無心の 時の 平和な 顔に 慰められ、 和らげら 
れる乙とも度气てあ 〇 犮〇二人は神の乙とも論じた、 
人間の 運命 も 語つ た。 ^ うして 兄の 不眠に ついても 
話した。 併し 結局は 兄の 頭と 胸と には、 死 か、 狂 か、 
宗敎 か、 この 三つの 中の  一 〇 を 自分の 生活の 行く ベ 
5 途 として 擇む しかない とい ふ 思 a が あつた。 さう 
して 死 も 神 も 兄には 手が 屈 かな かつた。 殘る ものは 
唯 狂の 一つで ある。 かれはを れ を 思 ふ 度に 慄然と し 
た。 不安の 日は なほ も續 s た。 二人は 一寸 尻を 卸ろ し 


ては、 す r 又塲 所を 代へ た。 をう して 轉令 として 海 
岸に 出た $、 山へ 入つ た $、 溫 泉に 漬つ た. 〇 する の 
であっ た。 

兄は 敵意の ない 自然には， 默 〇 て 快く 壓 迫 ^ れて 
ゐ た。 ^ うして 一本の 花を 見て、 あれは 自分の 所有 だ 
と 言 〇 た 。 3 う 力と S ふと H 3 ん と ^ の 乙と を 喧嗦 
をして おき 乍ら、 をの 後では 又 宗敎觀 を 語つ て、 ど 
5 して も 生死を 超越し なくて は 駄目' たと も 言つ た。 
をう して 彼は 硏究 から 實 行 {C 入. CN /a s と 希つ た。 

二人は 小 田 原 修善寺 箱 根 等に 不滿を 抱いて-閑 靜 
な 草庵め S た 紅が 谷の H S んの 友人の 別莊に 落ちつ 
いた。 そうして ^ 乙へ 來てか ら土 地 の模樣 やら •別 
莊 生活の 有樣が すっ かぅ 兄の 氣に 入った。 兄は 熟睡 
した、 ^ うして 笑つ た。 曩の やう k 怒る やうな 乙と 
は爻 るで 無くな つた。 或は 蟹 R 見惚れた $、 禪 僧の 
話を した- CN、 お 貞 5 んと H5 んとを 結びつけて、 上 
氣嫌で あつた-^ した。 をれ で ^ お 貞さん の 話を して、 
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結婚 前と 後と では 女は、 夫の 爲めに 邪に される に决 爱にも 敬太郞 の出會 つた 事件 或は 物語と して 書いて 
つて， Q る。 自分 も窭の 天眞を 害ね た •をぅ して 蟲の 行く が、 原作の 面白味は、 無論 一 つづ、 の 短篇 R あ 
い、 乙と には、 をの 害ね た S? から 幸福を 期待して， Q ると と 思 ふ。 


るな ど、、 s ふ 乙と も 言つ た。 

長い 長 SH さんの 手紙は、 兄の Hi つて ゐる 問に 書 
&始め ら n て、 ^ うして 又睡 つて. 〇る間に齊き上げ 
られ た。 惜かに 旅行に 出てから の 兄は H 5 ん にょつ 
て、 いくらか 頭を とう 卷く黑 雲を 拂ひ のけられ々 や 
うで あつた。 (完) 

『彼岸 過 迄』 

「彼岸 過 ^ で」 は 著者の 自序に も あると ほう、 六つ 
の！ g 篇 を 集めて 一の 長篇を 作らう とした もので あつ 
て、 をの 各篇の 主人公は 各々 異つた 主人公で ある。 
只 田 川 敬太郞 なる 靑年が 、始終 出て 來て 、時には 事 
件の 傍 觀者 とな-^、 時には 物語の 聞 者と なつて、 各 
篇を つな 1 C て. Q るの -T ある。 本篇の 構造に 倣つ て、 


一、 風呂の 後 

敬 太郞は 大學ど 卒業して 就職口を 探して ゐるが 、 
どぅも 好 S 口がない。 彼は 運動 や 奔走に 疲れ 氣味で 
當分 は騷 r l い と决 めて、 朝風呂に 行つ た。 そぅし 
てを 乙で 同じ 下宿に， q て、 鐵道に 勤めて ゐる森 本 
とい ふ 男に 逢つ た。 森 本と いふ 男は、 譃見た S な、 74 
出鳕目 話を する、 剽輕な 、をれ でゐて 過去 (C も未來 
にも 放浪 的な 存命を 盛られて ゐる 不思議な 性格で あ 
る。 胃險 好な 敬 太郞に は、 譃 とも眞 ともつ かない 森 
本の 話を 聞いて ゐ るの が偷快 だつ / 2 ので ある。 敬 太 
郞は湯 屋から す r その 足で 彼を in 分の 部 室に 招 じて 
色々 な 話を き いた。 

と Z. るが、 をの 乙と •か あ 〇 て 幾日 かの 後、 森 本は 飄 
然と、 下宿の 拂を 踏み ^ ほした ま、、 姿を 見せな く 
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なつた。 が、 暫 らく 經 〇 て 敬太郞 のと 乙ろ ベ 森 本の 
手紙が ついた。 敬太郞 はを n にょつ て 森 本が 大連に 
居る 乙と を 知つ たと 共に、 森 本の 愛用して， Q た 蛇の 
頭の ついた 洋杖を 記念に 貰つ た。 蛇の 頭は 握 6 のと 
ころ 丈に 〇 いて ゐて 、開けた 口 ば、 何物を か吞ま ん 
として 呑み 得ない やぅな ものが、 彫つ て あるので あ 
る 0 

一一、 停留所 

敬太郞 には •須 永と いふ 友達 •かあつた。 須 永の 家 
庭と いふのは 母 一人子 一人で 小川 町の 附近に 住んで 
相當の 暮し向きを して ゐ た。 敬 太郞は その 家の 中に 
入る 若い 女の 後 姿を 見た ことがある。 敬太郞 は須永 
に、 胃 險の話 もした。 仑 n から 口の 話 もした。 さぅ 
して 須 永の 叔父で、 方々 の會 社に 關係 して ゐる田 n 
に 紹介され た。 彼は 田 口を 訪ねる Z. とに した。 

併し 田 P のと 乙ろ に 行きは した もの、、 玄關拂 を 
食は ^ ら れ た 6 などして" うまく 行かな か 〇 た。 彼 


はどうし や 5 かと 迷つ た。 で 或る日 彼は 藏前 で、 t 
老媼 から 文 久錢の 占 易を 見て 貰つ た。 をれ にょると 
今や 6 かけた 乙とは、 一時う まく 行かな 1 C て も、 そ 
れ を耐 へ ' t: 先へ 出 n ばい、 Z. と 力 あると いふ N) と 今 
度 何 か 事件が あつたら、 自分の もの、 やうで 他の も 
の、 やうで、 長い やうな 短 かい やうな 出る やうな 這 
入る やうな ものを 持つ て 行けと 言つ た。 彼は 田 口の 
方の 望を 捨てな かつた。 

をの 中に 田 口から、 其 日の 午後 四時から 五 時の 間 卯 
に、 小川 町の 停留所で 下 0 る、 四十 恰好の 眉の 間に 
大きな 黑 子の ある 男の、 その後 二 時間の 動靜を 探偵 
して 吳れ とい ふ依賴 をう けた。 彼は をの 時 老媼の 言 
を 思 a 出して、 あの 謎の やうな 言葉に 相當 する もの 
は、 蛇の 洋杖だ と 思つ た。 彼は それを もつ て 指定の 
小川 町の 停留所で、 件の 男の 電車から 下ぅる のを 待 
つ た。 日の 短 か s 頃で、 曇つ た 日で あるから 五 時に 
は 日が 暮れた。 併し 中々 をの 男は 來ない 。氣が つい 
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いけ 盛^' な 宵 子と いふの が あ 〇 た。 松 本 夫妻は いふ 
まで もな く、 千代 子な どの 鐘 愛の 的で あつた。 ある 
雨の 日 千代 子は 松 本の 家を 訪れて、 宵 子と 遊んで ゐ 
，た。 と" 不意に 宵 子が 頓死 1: して 了つ た。 をの 時 松 
本は 紹介 狀を もつ た 來 客と 應 接して ゐた 。一家の 悲 
歎は大きか 0 /2 。乙とにをの時爻で相手をして0た 
千代 子の 歎きは、 又 人一倍で あつた。 淚に濕 つた 通 
夜 や 葬式 や 骨 上げ •かあつた。 すべては いとしい 淚に 
始爻 つて S とし S 淚に 終 〇 た。 ^ ぅして 愛せられた 
いたい けな 美しい もの、 姿は、 永久に 愛した もの、 
手から 奪 はれて 了つ た。 松 本は かくして 雨の 降る 日 
に 紹介 狀を もつ て 來る 客を、 不吉の 象徵 として 遇す 
る R 至つ たので ある。 

五、 須 永の 話 

敬太郞 は、 須 永の 門前で 後 姿 5: 見てから、 千代 子 
と須 永と を 常に、 何等かの 想像の 糸で 結びつけて， Q 
穴。 敬太郞 が須 永の 口から 二人の 關係を 聞か 5 れた 


のは、 大分 後の あとであつた。 

須永に は 小 S い 時 妹が 一人 あつた •か、 をれ は 早世 
した。 妹は 須 永の 乙と を 「兄さん」 とは 呼ばな かつ 
2、 S つも 「市 5 ん」 と S つた。 市藏 とい ふの が須 
永の 名前で ある。 妹が 死んで 後は 彼は 全くの 一人子 
で 父母の 愛を うけた。 併し 父は 須 永の 子供の 中に 死 
んで 了つ た。 父母は をの 後 も 少しも 慈愛の 變らな s 
慈母と いふ 言葉が 最もょ く ^ の 性質を 表は して £) る 
やうな 母と して、 彼を いつくしんで 來 た。 ^ うして 77 
須永 は ^ の 母の 膝下で、 我儘 一 ばいに 成長した ので 
あつた。 

千代 子と 彼とは、 まだ 物心の 〇 かな S 時分、 双方 
の 親の 間 R 漫然と 夫婦約束を 取 6 交は された 仲で あ 
つ ^ 。 併し 自由に 育つ て、 自由の 空氣を 呼吸して、 

幼 S 時分から 兄弟 同様に 近し くして ゐた 二人の 間に 
は、 普通の 男女 關係は 湧かな かつた。 女と しての 千 
代 子、 男と しての 須 永を、 二人 お 互 R 感じた 乙と が 
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なか 〇 たので あつた。 けれ 共 母は 千代 子 ^ 飽くまで 
須 永に 貰は せた がつ た。 彼は 斷は 6 兼ねる と、 まあ 
考へて 見や 5とか、そんなに急 ^ 乙とはないとかい 
つ て、 延ばし 延ばして 為いた。 又 田 口の 方で も須永 
k 千代 子を 吳れる やぅな 氣も なかつ た。 只 母 丈 •か ^ 
の 間に 立つ て氣を 揉んで ゐ た。 彼は なるべく 田 n の 
家 1: 遠ざかつ て、 ^ んな乙 とを 忘れて 居 やぅと した 0 
すると 須永が 田 口から 練く なれば なる 程、 母は 千 
代 子の 方 •へ 突進して 行つ た。 を こで 須永は 反 〇 て自 
分の 處 置の 不利な のを 5 とつて、 又 田 口に 行き 出し 
た。 と Z1 る が ある 日須永 が 田 口を 訪れる と •千代 子 
•か 一人 風邪をひ S て、 留守を して ゐた 。千代 子は 
須永が 以前 書いて 吳れた 繪犮 どを 出して、 以前の 
須 永の 親切な どを 話した。 彼は そ あつと 探. CS を 入れ 
てま だ 結婚が 極まらない かな どと 問 ふた。 仑 乙へ 電 
話が か、 つて 來た 。そうして 千代 子 ^ は 咽喉を いた 
めて いると いふので、 受話器は 彼女が 耳に あてがつ 


たま、、 彼れ に 先方への 問 や 答を 取り次がせた。 彼 
は 何となく 不安で あつた。 

千代 子は 女の 感情 ^ をの ま、 表へ 出して 振舞 ふや 
うな 快活な 女で あつた。 須 永は 寧ろ 男らしくな S、 
引 込み 思案な、 をう して 隱 忍の 乙 2. ろを 備へた 性格 
であつ た。 二人は 中々 氣の合 ふ 仲では なかつ た。 彼 
は 何とかかん とか 母の 手前を 取 6 繕うて ゐる 中に、 
千代 子が 嫁入す る だら うと 思 CA 乍ら、 矢 張 6 他人へ 
千代 子が 嫁入す るの が 堪らなく 不快 であつた。 

ある 夏、 田 ロー  家は 鎌 倉に 避暑して ゐた 。須 永は 
母を 連れてを 乙へ 行 〇 た。 するとを 乙へ 高木と いふ 
靑年 紳士  •か ゐ て、 千代 子へ 親しくして ゐた 。彼の 胸に 
不思議な 程强 ぃ嫉妬が起つた。笑 64 3ざめく阒樂の 
中に. Q て も 興がな く、 蛸 釣う に 出ても 快々 として 樂 
まない、 彼は すべての 乙と k 腹立たしく 感じて、 皆 
のとめ るの ^ きかずに、 母を 殘 し 72 ま、 東京へ 歸 〇 
てから も 高木の 乙と が 氣に か、 つて 仕方がな かつた 
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彼は、 あの 賑か で、 さう して 複雜な 鎌 倉の 一團ょ 6 
淋しい が 單 純な 束 京の 家を 懷か しく 思つ た。 

二三日經つて忍ひがけなく千代子が母を伴つて歸 
つて 來た 。彼は 己、 で 千代 子から 煮ぇ切らな S 男ら 
しくな S 卑怯な 鎌 倉での 振舞を 指摘 ^ れ た。 ^ うし 
て、 愛しても ゐず 細君に しやう とも 思つ て ゐ な S 千 
代 子を 何故 嫉妬を 起こす のかと、 彼女は 泣き 乍ら 須 
永を 攻めた。 

六、 松 本の 話. 

松 本の 話を かひつまん で 書く とかう である。 須永 
の一族の中ゼ、須永が最冬傾倒してゐるのは松本で 
あつた" 松 本は 須永に 色々 な 感化を 與へた 。須 永の 
隱遁的 なと 乙るな どは、 或る點 までは 松 本の 影響で 
ある 乙とは 否めな S 事 實で あつた。 從 Q て須 永の 母 
は、 千代 子との 結婚な どに ついても、 松 本 か“ 須永 
を說明して貰ぅゃぅな方法を屢々取った。 

須 永の 卒業 前に 松 本は 彼を 呼びよ せて、 母からの 


依賴の 結婚の 話 5: した。 須 永には 無論 その 氣は なか 
つた。 をの 時 彼は、 乙ん なにい じけ ^ 僻ん. だ 己の 性 ， 
質は、 皆が 彼に 隱して ゐ る— ら 生じた ので ある、 •た 
からどぅ か 松 本 (C をの 秘密 ^ ぅち 明けて くれと 賴 
ん •た。 松 本は 一切の 秘密 ^ 秘密 で なくした 時に、 始 
めて 新しい 光明が 射す と 信じた から、 彼の 乞の ま、 

に 思つ て ゐる 乙 と 丈を 話した ので あつた。 

をの 話に ょ ざと、 須永は 今の 母の 子では なかつ た 
須永の 父と 召使との 間に 出來た 子を •子がない ので W 
生れる 早々 須 永の 母が 自分の 子と して 養育して 來 た 
ので あつた。 生みの親は 須 永の 生れる 間もなく 死 / L 
だ。 その 墓 も何處 (C あるか 松 本は 知 y なかつ た。 松 
本の 記憶 や 知識 丈では、 すべて 須 永の 滿 足を 得る R 
は 不充分で あつた。 けれ 共須 永は 乙れ にょつ て、 母 
が 千代 子を たつて 望む 理由は、 血統 上の 考 からで あ 
る 乙と を 知つ ^ の、 て ある。 

元來が 引 込み 勝ちな 須永 は、 Z: の 話 ^ 間いて から 
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一層 氣’ か® して 来た。 3 うして 母に 對して も氣 兼ね 
がされた。 然し 彼は 默つて 己一 人の 胸に 疊み 込んで 
あいた) 彼は 思 CA なやんだ。 どうに も 家 ^ ゐて 母の 
顔を 見て 居られな S やうに な 〇 たので ある。 

卒業 試驗が 終る と、 彼は 京阪 地方へ 旅行に 出かけ 
た。 母 も 松 本 も ^ の擧に 賛成した。 彼は 泊つ た 先々 
から 松 本に 宛て、 手紙を かいた。 をれ で 見る と 彼の 
昂った神經も、煩は 5 れなぃ旅の風物で、佘程穩か 
に 3 れ たらしい。 


七、 結 末 

敬 太郞は 己ん な 風に 色々 な 事件 や 物語に 打 〇 突つ 
て、 「世間」 と いふものを見るには見た“併し結局彼 
は それらを 見る 人、 聞く 人で あ 〇 て、 自身 その 中 R 
出て 役割を 演ずる 立 役では なかつ た。 彼には をれ が 
物 足'® 'なく も あ A、 又 仕 合せに も 見ぇた。 彼は 彼の 
頭を 撫して 、乙れ から 先き 如何に、 乙れ爻 で 續いて 
來た 劇が 流轉 して 行く  •たらぅ かを 考へた ので ある。 
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